
埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第150集

趾遺
た
レ
し

き

J

4

市谷

Lo

城

深

一般国道17号上武道路関係埋蔵文化財発掘調査報告書

- II -

（第 1分冊）

1 9 9 5 

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団



巻頭図版 1

第 4号住居跡人骨出土状況

第 1号祭祀跡遺物出土状況



巻頭図版 2

第 1号祭祀跡出土土器

第 5号祭祀跡出土土器



巻頭図版3

＇ 
．． 

•••••• 0 0 

第 1号祭祀跡出土滑石製模造品

一
易

＇ 
ヽ ー

第135号住居跡出土土器削片



巻頭図版4

ベンガラ関連遺物

樹脂付着土器



序

近年の首都圏の発展は周辺地域の都市化と共に、交通量の大幅な増大をもたらしま

した。建設省では埼玉県を縦断する一般国道17号の交通混雑および沿道環境悪化など

に対処するため、大規模なバイパスを何本も計画しました。熊谷市から深谷市を通過

し、利根川を渡って群馬県に至る上武道路もその一環で計画されたものです。

上武道路が通過する深谷市は、埼玉県北部に位置し、利根川を境として群馬県に接

し、豊かな自然環境と歴史に育まれた文化財が数多く残されております。原始・古代

の桜ケ丘組石遺跡や上敷免遺跡などがあるほか、中近世に営まれた深谷城などは当地

の繁栄の証といえましょう。

上武道路は、深谷市の北東部を通過し、隣接する熊谷市分を含めて10か所の埋蔵文

化財包蔵地が所在しましたが、その取扱いについて関係各機関の間で協議が重ねられ

た結果、当事業団が発掘調査を実施し、その記録を保存することになりました。

今回報告する城北遺跡はこれらの遺跡の一つで、150軒を越える古墳時代後期の住居

跡と膨大な量の土器などが出土した大集落であります。なかでも特筆されるのは、 4

軒から人骨が発見されたことで、全国的にも例は少なく、当時の葬祭儀礼の研究に一

石を投じることになると思われます。また、集落内で発見された祭祀跡も県内では類

例がなく、古墳時代のムラで展開された祭祀を考える上で重要な遺構の一つです。

これらの成果をまとめた本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料として、ま

た、埋蔵文化財の普及・啓発の資料として広く活用していただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から報告書の刊行まで多大な御指導・御協力を賜り

ました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をはじめ、建設省大宮国道工事事務所、

同熊谷出張所、深谷市教育委員会並びに地元関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成 7年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例 言

1 本書は埼玉県深谷市大字堀米字前窪476他に所在する城北遺跡の発掘調査報告書である。

文化庁指示通知は平成元年 6月15日付委保第 5の543号、平成 2年10月3日付委保第 5の718号

である。

遺跡名の略号は SRKTである。

2 発掘調査は一般国道17号（上武道路）改築工事事業に伴うものであり、埼玉県教育局生涯学習

部文化財保護課が調整し、建設省大宮国道工事事務所の委託により、財団法人埼玉県埋蔵文化財

調査事業団が実施した。

3 発掘調査は平成元年 4月1日から平成 3年1月31日まで、整理・報告書刊行事業は平成 4年4

月1日から平成 7年3月31日まで実施した。発掘調査および整理・報告書刊行事業の組織は第 I

章に示した。

4 本書の執筆および編集は資料部資料整理第二課の山川守男が行い、岡本千里・桜井元子の補助

を得た。第 I章ー 1は文化財保護課、第W章ー 1の一部は靱持和夫、第V章一 4の一部は大屋道

則がそれぞれ執筆した。

遺物実測には山川・西口正純・大屋道則があたり、田中正夫•岡本・桜井・石塚 香•藤沢晶

子・山崎えり子・植木智子の協力を得た。

5 本書に使用した発掘調査時の写真は剣持和夫•宮井英ー・立石盛詞・石坂俊郎・山川・村田章

人・福田 聖が、遺物写真は水村孝行・大屋道則が撮影した。

6 本書にかかる資料は、平成 7年度以降埼玉県立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

7 発掘調査および整理・報告書刊行事業にかかわる委託事業と委託先は下記のとおりである。

基準点測量・航空写真測量・空中写真撮影 中央航業株式会社

巻頭遺物写真撮影 小川忠博・折原基久

人骨鑑定 日本赤十字看護大学森本岩太郎

聖マリアンナ医科大学 吉田俊爾

群馬県立大間々高等学校宮崎重雄獣骨鑑定

土壌分析・樹種同定

土器胎土分析・顔料分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

（株）第四紀地質研究所

8 城北遺跡に関する文献は下記のものに発表されているが、内容等については本書が優先する。

『年報』 10• 11 1990 • 1991 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

『第23回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 1990 埼玉考古学会他

『考古学ジャーナル』 No.325 1990 ニューサイエンス社

『埋文さいたま』第 2号 1990 埼玉県立埋蔵文化財センター

『日本考古学協会第57回総会研究発表要旨』 1991 日本考古学協会

『日本考古学年報』 42 1991 日本考古学協会



9 一般国道17号（上武道路）改築工事事業関係の報告書は本書以外に下記のものがある。

『ウツギ内・砂田。柳町』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第126集 1993 

『前・居立』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第151集 1995 

『清水上遺跡］ 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第152集 1994 

『根絡・横間栗。関下』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第153集 1995 

10 本書の作成に際し、下記の方々からの御教示・御協力を賜った。 （敬称略）

青木一男青木克尚荒川弘石井克己市毛勲臼井直之大塚昌彦小野田勝一

加部二生金子彰男金子正之小池晋禄 坂本和俊佐原員澤出晃越篠崎潔

清水豊杉山秀宏鈴木徳雄須永光一田 ロ 一 郎 辻 砲 学 堤 隆都出比呂志

徳山寿樹鳥羽政之西田健彦西中川駿野 村一寿橋本博文平田重之堀口万吉

増山禎之松井章 丸 山 雄 二 矢 口 孝 悦 山崎武



凡例

1 本書に掲載した遺構図の指示は以下のとおりである。

・X、Yにおける座標表示は国家標準直角座標IX系に韮づく座標値を示し、方位は全て座標北を

表わす。

・遺構図の縮尺は原則として以下のとおりとし、それ以外は個別に縮尺を示す。

住居跡・土塙•井戸・木製品集中地点・性格不明遺構…1/60

カマド・祭祀跡・・・1/30

・全測図等に示す遺構表記の略号は次のとおりである。

SJ…竪穴住居跡 SD•••溝 SK…土塙 SH•••祭祀跡 SE…井戸 SX…性格不明遺構

・遺構図中に示した遺物番号は、各遺構ごとの遺物図の番号と一致する。また遺物の記号化は人

骨・獣骨を0、それ以外を0とする。

・断面図の水糸レベルのうち、微細部分で他と共通するものは一部省略する。

・土層注は、土層番号・色調。性質・混入状況および成因の順である。なお、色調は『新版標準

土色帖』（農林省水産技術会議事務局監修1967) に基づく。

．噴砂、カマド構築粘土、カマド煙道部天井、カマド内外灰層、 FA関係土層の 5項目については

スクリーントーンによって表現し、前 3者は土層番号を省略する（凡例図参照）。

2 本書における遺物図の指示は次のとおりである。

・遺物図の縮尺は原則として次のとおりとし、それ以外は個別に縮尺を示す。

土器（ミニチュア土器・手捏土器を含む）。石器類…1/4

土製品。石製品（臼玉・砥石・石器類を除く）…1/2

臼玉…1/1 砥石・・・1/3 木製品…1/6

•上記の各種遺物のうち、土器・祭祀跡出土の滑石製模造品・河川跡出土の木製品は出土遺構の

遺構図。説明文に付随させるが、それ以外の土製品・石製品・木製品は第IV章一 1(7)~(9)に集

成して掲載する。

•土器実測図のうち、黒色処理。赤色塗彩・黒色樹脂付着のみとめられるものには、それぞれア

ミをかけ、使用による磨滅部分は、その範囲を一点鎖線で示す（凡例図参照）。

3 土器観察表の凡例は以下のとおりである。

・法量の単位はcmであり、口径・底径は残存値が50末満の場合に、また器高は口縁部から底部ま

での図化ができない場合にそれぞれカッコをつける。

．胎上は土器に含まれる含有物を次の記号で示す。

R赤色粒、 W白色粒、 W'白色透明粒、 B黒色粒、 H片岩粒、 U雲母粒

・焼成はA良好、 B普通、 C不良の 3ランクに分けた。

・色調は『新版標準土色帖』（前出）に照らし最も近い土色名を記すが、色相・明度・彩度を示す

数値は省略する。

・残存は図で示した部位に占める残存率を％で表わす。



・出土位置•その他は発掘調査時に付されて注記された番号および出土位置と、上器の特徴とを

簡潔に示し、欄に記載しきれない場合は本文中に詳述する。

4 写真図版は原則として以下のとおりに組む。

・遺構写真は空中撮影と地上撮影のものに分け、それぞれ遺構番号順に配置する。

・遺物写真は器種ごとに分け、それぞれ出土遺構番号順に配置する。ただし、甕は上下段で別々

の配列である。また、模倣坪出現以前の時期のものは各器種の先頭に置く。

噴砂

カマド袖

構築粘土

カマド煙道部

崩落天井

凡例図

a 
FA関連層

I 

゜

黒色処理

三□□
赤色塗彩

樹脂付着

転用

灰層
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I 調査の概要

1 発掘調査に至るまでの経過

建設省では、首都圏における交通量の増大に対処するため、さまざまな施策を推し進めてきた。

埼玉県においても昭和30年代の後半から特に交通量の厳しい幹線道路を中心に、各種のバイパス建

設が計画された。昭和40年代後半にはその大綱が示され、埋蔵文化財の取り扱いについての事前協

議が開始された。

昭和46年には各種バイパスの建設計画に伴い、建設省関東地方建設局大宮国道工事事務所調査課

長から埼玉県教育局文化財保護室長（当時）あて、昭和46年11月25日付大国調146号をもって「一般

国道16号線の東大宮バイパス、西大宮バイパス及び一般国道17号線の熊谷バイパス、深谷バイパス、

上武バイパスの建設予定地内における埋蔵文化財の所在について（依頼）」があった。これを受けて

文化財保護室では、埋蔵文化財包蔵地地図と照合した結果、各バイパス建設予定地内には周知の埋

蔵文化財が所在することを確認し、その旨教文第854号をもって解答するとともに、今後は各事業計

画に沿って順次対応していくことにした。

上武道路は、熊谷市西別府を起点とし、深谷市の北東部をかすめて利根川を渡り、群馬県伊勢崎

市から前橋市に至る全長約40kmの道路である。このうち約 5kmが埼玉県を通過するが、県内の事業

予定地については埋蔵文化財の所在が不明確なので、改めて分布調査を実施する必要があった。そ

こで、昭和62年11月5日付大国調155号をもって建設省関東地方建設局大宮国道工事事務所長から県

教育委員会教育長あて「一般国道17号（上武道路）改築工事の実施に伴う埋蔵文化財の所在につい

て（照会）」があったのを受け、県内の事業予定地全線にわたり詳細な分布調査を実施した。その結

果、同改築予定地内に10か所の埋蔵文化財包蔵地が確認されたので、昭和62年12月7日付教文第1091

号をもって県教育委員会教育長から大宮国道工事事務所長あて次のとおり回答した。

(1) 上記の埋蔵文化財については、工事着手に先立って発掘調査を実施すること。

(2) 発掘調査の実施に際しては、第 1次調査を実施して事業予定地内の埋蔵文化財包蔵地の規模及

び性格等について明確にした後、第 2次調査を実施すること。

(3) 第 1次調査の実施については、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団と別途協議すること。

(4) 第 2次調査の実施については、別途当教育局文化財保護課と協議すること。

この回答に基づき、（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団が第 1次調査を実施した結果、深谷市内お

よび熊谷市内に所在する10か所の埋蔵文化財包蔵地について、第 2次調査を実施することが必要と

なった。そこで県教育委員会教育長から大宮国道工事事務所長あて、昭和63年 3月31日付教文第1569

号で事業予定地内に所在する埋蔵文化財については、事前に記録保存のための発掘調査を実施する

ように通知した。

これらの10か所の遺跡は昭和63年度から調査が開始された。
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3 調査の経過

0発掘調査（平成元・ 2年度）

狭長な調査区を遺構の分布と道路の区面によって 4つの小調査区に分け、各調査区間を第 1表に

示すように移動しながら調査をすすめた。 B・C区の区分は本来存在した農道による。またアルファ

ベットによる調査区の表記は本項のみの便宜的使用である。

平成元年度 調査担当者、宮井。山川で開始した。 4• 5月： A区から D区に向けて表土除去

と遺構確認を始めた。土器片や焼土・炭化物の出土から遣構の存在は明らかなものの、土の識別が

難しく、プラン確認は困難をきわめた。 7月： 5月末より集落北端部の住居跡の調査をすすめたが

低位置に存在するため、床面からの地下水噴出と周辺の水田からの農業用水の流入によって調査続

行不可能となった。このため高位置で水の影響を受けない D区に移動したが、地震による液状化現

象の影響を受け、壁面と床面の確定は非常に難しかった。 11月： D区の20軒の調査が終了した時点

で各遺構の空中写真撮影と航空測量を17日に実施した。28日に第125住居跡よりはじめて人骨を検出

した。12月：第125住居跡に隣接する第124号・第126号住居跡からも人骨を検出した。平成 2年 1月：

3軒の住居跡から検出した人骨の処理を検討した。 18日に聖マリアンナ医科大学森本岩太郎氏に現

地にて指導を受けた。 24日には東京国立文化財研究所青木繁夫氏の指導で第124号・第125号住居跡

の人骨の取り上げを行なった。 D区の調査は表土除去未済の西半部を残し、調査の主体は水の引い

たB区へ移動したが、集落北端に位置する第 4号住居跡からも人骨を検出した。 19日は再び青木氏

の指導で、第126号住居跡の人骨を発砲ウレタンで梱包した。 3月： 28日に第 4号住居跡の人骨を発

砲ウレタンで梱包した。

平成 2年度 調査担当者、立石•山川で開始した。 5 月： B区の調査を終え、 31日に B区各遺

構の空中写真撮影と航空測量を実施した。 6月：調査の主体は C区に移った。 8日には人骨存在の

重要性などを中間報告のかたちで記者発表した。 D区は残りの西半の表土を除去した。 8月：調査

担当者に靱持•福田が加わり、補助員も増員して D 区西半の調査を開始した。 10月：調査担当者の

改変により剣持・石坂・山川・村田の 4名となり、補助員もさらに増員した。 A区を靱持、 C区を

山川・村田、 D区を石坂がそれぞれ担当し、併行して調査をすすめた。 12月：遺構の検出は終了し、

13日に各遺構の航空測量と全景の空中撮影を実施した。またこれと前後して調査の成果を12日に記

者発表し、 15日に一般県民対象の現地説明会を開催して125名の見学者を集めた。平成 3年 1月：出

上遺物・図面・写真を整理し、器材を撤収して一連の発掘作業を完了した。

0整理・報告書刊行（平成 4• 5。6年度）

約510点の遺構実測図と、コンテナ約400箱の土器の整理から開始した。各作業に費やした期間は

土器接合に平成 4年 4月から平成 5年 9月、遺物実測に平成 5年 2月から平成 6年10月、 トレース

に平成 5年 4月から平成 6年11月、写真撮影に平成 6年10月から11月である。平成 6年10月以降、

版組み、原稿執筆をすすめ本書の刊行となった。
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第 1表発掘調査の経過
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4 調査の方法

城北遺跡は現地表下1.5m前後の深さに埋没し、土層の識別も難しかったため、土器片や焼土・炭

化物から遺構の存在が十分推定できたが、その範囲や数は不明瞭な状態で調査を開始した。厚い表

土層から部分的には旧表土の遺存の可能性も考えられたが、遺構プランの確認には困難をきわめた

ため、遺物の出土状況を観察しながらある程度明瞭なプランが確認できる面まで掘り下げた。ま

た、遺跡は自然堤防上に形成され、東側が高く西側へ向かって傾斜している。このため、調査区の

東縁は道路建設用地のラインに沿うものとなっているが、西縁は現地表面からの深さが深くなるの

と同時に、用水路に面しているので、遺構の分布が途切れると考えられる地点で表土除去を止め、

建設用地ラインに合わない不整形になった。

調査区には全面をカバーするグリッドを組んだ。国家標準直角座標IX系に基づき、調査区最南端

のX=23,370m、Y=~44, 970mを起点としたが、下図に示すように東から西へ向かう数字と南から

北へ向かう平仮名の組み合せによる30mの大グリッドと、その中を25分割する 6mの小グリッドで

遺跡内の位置を示した。本報告書では大グリッドのみで位置をしめしたが、発掘現場での記録には

すべて小グリッドを使用した。

前項で述べたように出水等の事情により連続した地点の調査をすることはできなかった。このた

め、調査を開始した集落北端から遺構番号をつけ始めたが、途中で県道以南に調査を移した時点で、

県道以南の遣構はすべて100番から始めることにした。調査終了時点では県道以北の住居跡の数が

100軒を越えた反面、その他の遣構は県道を挟んで番号が大きく開いてしまった。さらに、遺跡全体

を通して連続する番号の遺構位置が大きく乱れることになったため、整理の段階で北から南へ向

かって遺構番号が連続することを原則にして、新番号をつけ直した。新旧番号の対照一覧は第 2表

に示した。

遣構図のうち、断面図はすべて発掘現場において手計りで実測したが、 1/20平面図の大部分は航

空測量に依った。ただし、良好な状態で遺物を検出した遺構や1/10のカマド平面図は手計りで実測

した。また、第 1号～第40号住居跡と、第127号～第157号住居跡の各遺構の全景写真は直上からの

空中撮影とし、それ以外は地上撮影を行った。

カマドのセクションベルトは主軸ラインを住居跡 A

-A’ ラインと共通させて設定し、住居の埋没状況と合わせ

て土層観察するとともに、直交方向のセクションベルトは

袖の両外側の土層も加えてカマド外灰層の状況も観察し

た。

住居跡からの遺物は、その住居の時期をおさえるため、

カマド・貯蔵穴周辺および床面上の上器の位置を記録する

ことに重点を置き、覆土中の土器は層位を確認して取り上

げる方法をとった。

25 24 23 22 21 

20 19 18 17 16 

15 14 13 12 11 

10 ， 8 7 6 

5 4 3 2 1 
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第 2表遺構番号新旧対照表（左：新番号右：旧番号）

住 居 跡 39 27 79 85 119 130 奴ホ 祀 跡 ， 11 
[SJ] 

40 26 80 62 120 133 
[SH] 

10 12 

1 2 41 35 81 63 121 135 1 SH 11 

2 3 42 99 82 86 122 132 2 SHS 12 

3 4 43 98 83 89 123 131 3 土器集中 13 100 

4 5 44 97 84 90 124 TlOl 4 SHN2 14 102 

5 1 45 96 85 78 125 TlOO 5 SHNl 15 103 

6 6 46 30 86 79 126 Tl02 
土 壊

16 101 

7 16 47 44 87 73 127 105 [SK] 17 108 

8 7 48 95 88 66 128 102 
1 1 

18 105 

， 10 49 43 89 91 129 104 
2 6 

19 109 

10 ， 50 45 90 74 130 103 
3 2 

20 104 

11 11 51 49 91 93 131 107 
4 3 

21 106 

12 12 52 51 92 92 132 X102 5 4 22 llO 

13 8 53 50 93 72 133 106 6 5 23 107 

14 17 54 48 94 64 134 100 7 24 

15 14 55 47 95 65 135 101 8 25 

16 15 56 46 96 77 136 109 ， 108 
井 戸

17 18 57 52 97 70 137 110 10 XlOl [SE] 

18 19 58 53 98 71 138 111 11 104 
1 1 

19 37 59 54 99 69 139 112 12 102 

20 42 60 94 100 75 140 113 13 109 性格不明

21 41 61 152 101 68 141 108 14 107 
[SX] 

22 40 62 151 102 76 142 114 15 103 1 100 

23 13 63 56 103 67 143 122 16 106 

17 X103 
木製品集中地点

24 36 64 81 104 139 144 123 

25 34 65 55 105 138 145 115 18 100 1木器集中地点

26 33 66 88 106 136 146 116 
19 101 2木器集中地点 2

27 32 67 87 107 140 147 121 
20 105 

21 
土器集積

28 31 68 57 108 141 148 120 

29 20 69 84 109 146 149 119 溝 1 I土器集中地点

30 38 70 80 110 147 150 118 
[SD] 

上r ち 株
31 21 71 58 111 137 151 117 1 10 

32 22 72 149 112 142 152 129 2 3 
1 木根 1

33 23 73 150 113 143 153 124 3 4 
2 木根 2

34 24 74 59 114 148 154 125 4 6 
3 

35 25 75 60 115 153 155 126 5 7 そ の 他

36 39 76 83 116 145 156 128 6 8 

37 29 77 82 117 144 157 127 7 ， 河川跡 古流路

38 28 78 61 118 134 8 5 

-6-



II 遺跡の立地と環境

埼玉県北部に位置する深谷市は、南半の台地と北半の低地とで大きく二分され、前者は櫛挽台地、

後者は妻沼低地と呼ばれている。城北遺跡は妻沼低地中央の自然堤防上に立地し、北方の利根川現

流路からも、南方の櫛挽台地縁辺からも 2kmの等距離にある。妻沼低地の大きな特徴は古くから利

根川の氾濫地帯としてその影響を受けてきたことであるが、もう一方の主要河川荒川が低地中央部

に形成した新荒川扇状地によって東西に分断されている。このため扇状地の東西両側には水田地帯

が広がる一方、砂礫層の扇状地上は水はけ良好で、近年まで桑畑として利用され、扇端部各所には

湧水地点も見られる景観を呈してきた。また、東西では水系が異なり、東部の河川は荒川に注ぐの

に対して、西部の小山川•福川などは利根川の支流となっている。この様に区分される妻沼低地西

部は利根川と櫛挽台地とに挟まれるが、この間には中小河川が東流し、古くはその流路も複雑に蛇

行していたようである。その結果として低地内には多数の小規模な自然堤防と谷状の流路跡が形成

され、前者は洪水時には浮き島状となるため矢島・大塚島・高畑などの地名となり、後者は宮ケ谷

戸・道ケ谷戸・新ケ谷戸などの地名となって残っている。

岡部町岡付近から東流してきた福川は、宮ケ谷戸から本田ケ谷でクランク状に曲がり、行田市酒

巻の利根川との合流点に向かってさらに東流する。この間約20kmに及ぶが、城北遺跡はこのちょう

ど中間点の北岸にあたる。以下城北遺跡を中心とした福川中流域の遺跡の変遷を概観し、妻沼低地

西部における歴史的環境の一端をまとめてみたい。
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第 1図 埼玉県の地形と遺跡の位置
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1ウツギ内遺跡

2砂田遺跡

3柳町遺跡

4城北潰跡

5居立遺跡

6前遺跡

7清水上遺跡

m 
ク、一—_c-•- ,,、 :Cぶ・ーーがー， 芦

8根絡遺跡 15本郷前東遺跡

8横間栗遺跡 16上敷免遺跡

10関下遺跡 17上敷免北遺跡

11原遺跡 18八日市遺跡

12明戸東遺跡 19宮ヶ谷戸

13新田裏遺跡 堀）内遺跡

14新屋敷東遺跡 20東川端遺跡

や文～

21新ヶ谷戸遺跡

22道ヶ谷戸遺跡

23飯塚南遺跡

24飯塚遺跡

25弥藤吾新田遺跡

26上増田古墳群

27木の本古墳群

第 2図周辺の主な遺跡
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28別府古墳群 35別府条里遺跡

29在家古墳群 36道ヶ谷戸条里遺跡

30籠原裏古墳群 37湯殿神社祭祀遺跡

31玉井古墳群 38西別府廃寺

32原島古墳群 39楡山神社

33上江袋古墳群 40奈良神社

34横塚山古墳 (Oは古墳）
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第 3図 隣接遺跡の遺構分布

遺構の明らかな縄文時代の遺跡が福川中流域に登場するのは後期以降である。新屋敷東遺跡や明

戸東遺跡を中心とする地域をはじめ低地帯に点在する当該期の遺跡の分布は、中期の遺跡が台地上

に多く、低地に少ない状況ときわめて対照的である。

弥生時代前期から中期中葉までの遺跡分布もひき続き福／1|中流域の低地帯に散在的であるが、全

県的に眺めると当該期の遺跡が最も集中する地域と言える。須和田期の再葬墓群として著名な上敷

免遺跡では包含層から県内初の前期遠賀川式土器が出土した。再葬墓や土器を伴う土塙はほかに明

戸東・横間栗・飯塚・飯塚南の 4遺跡で検出されているが、同時期の住居跡も横間栗遺跡に隣接す

る関下遺跡や、飯塚南遺跡でも検出されている。中期後半のものは宮ケ谷戸•清水上の 2 遺跡で中

部高地系櫛描文土器が出土している。後期の遺跡としては明戸東遺跡と弥藤吾新田遺跡があり、前

者では比企地方で主体を占める吉ケ谷式土器のほかに東関東系の櫛描文土器が出土し、後者では南

関東系の弥生町式土器が出土している。

古墳時代前期には遺跡数が若干増加する傾向を見せる。福川中流域では、明戸東・清水上・根絡・

_, _ 
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第 4図 櫛挽台地・妻沼低地の遺跡分布（大里郡市1992を改変）
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弥藤吾新田各遺跡で集落跡が、また上敷免・東川端の 2遺跡で方形周溝墓群が検出されている。集

落跡からはS字状口縁台付甕が、東川端遺跡第 2号墓からはパレス壺が出土しているがいずれも新

相を示す前期後半のものである。前期の遺跡数増加傾向は中期になると全く逆転し、カマド出現以

前の段階の住居跡の確認はほとんど皆無に近い。

カマドを付設する中期後半以降、須恵器模倣坪の出現期を経て、古墳時代後期には遺跡数は一挙

に増加する。福川中流域の自然堤防上に営まれた集落跡は上敷免・新屋敷東の 2遺跡を中心とする

群 (270軒以上）、砂田・柳町・城北・居立の 4遺跡をあわせた群 (350軒以上）、そして道ケ谷戸・

飯塚南の 2遺跡をあわせた群 (30軒以上）の 3つに大きく分かれる。また、この時期は古墳の造営

も活発になる。古墳群は立地によって福川沿岸の自然堤防上のものと、台地縁辺部のものとに分け

られるが、墳丘の遺存状態が不良のため、発掘調査等で詳細の判明しているものは少なく、 6世紀

代以降のものが大部分と考えられる。城北遺跡西方には上増田古墳群が存在するが、上増田や藤之

木の集落で埴輪の出土や古墳存在の伝承があることから古墳群の東限も推定できる。集落跡と近接

していたことは明らかだが、具体的な相互関係の解明は今後の課題である。

古墳時代終末から律令期に至って、中心的な遺跡は台地上に移行する。この地域には幡羅郡が設

置され、台地上に「原郷」の地名が残るとともに、西別府廃寺も存在する。また、縁辺部には式内

社である楡山神社と奈良神社があり、その中間の湯殿神社境内には別府沼への湧水地点祭祀を行

なった西別府祭祀跡が存在する。この祭祀跡出土の馬形石製品・櫛形石製品・有溝円板などは新屋

敷東•本郷前東両遺跡でも河畔から出土しており、地域的な特色となっている。一方、低地帯には

条里制が施行されるとともに集落も集束状態となる。上敷免・新屋敷東・柳町各遺跡などではこの

時期になっても継続的に集落が営まれ、新屋敷東遺跡では総柱の掘立柱建物群が、また柳町遺跡で

も庇付掘立柱建物群が検出された。一方、東J11端•清水上・根絡各遺跡はこの時期に新たに形成さ

れる集落と言える。この様な中にあって城北遺跡は 6世紀なかばをもって終息していた。

以上述べてきた概観を次のようにまとめておく。第 4図に示したように弥生時代前期から古墳時

代中期に至るまで遺跡分布の中心は妻沼低地にある。これは群馬県西部から児玉地域に入った人や

物資が女堀川・小山川、さらに福川を通って流入した結果と見ることができる。ただし流入ペース

は一律ではなく、弥生時代後期の吉ケ谷式土器をもつ明戸東遺跡の在り方は大きな問題をはらみ、

古墳時代中期の集落の減少傾向も検討を要する課題である。古墳時代後期の遺跡の急増は開発の進

展と考えられ、福川がもつ意味も人や物資の流入）レートから流通）レートヘと変化した。古墳の存在

から考えると、寅稲荷古墳などの前方後円墳が築造された福川最上流部は北武蔵の先進地域であっ

た児玉地域と福川流域とを結ぶ要衝であり、中流域の数少ない前方後円墳である横塚山古墳の存在

も福川の交通との関係でとらえられる。また割山埴輪窯の製品の運搬にも福川が利用されたと考え

られる。そして福川最下流には埼玉政権と関係の深い酒巻古墳群が存在することを強調しておく。

この傾向は律令期にも継続し、幡羅郡の中心と考えられている原郷や、榛沢郡の正倉とされる中宿

遺跡なども福川が台地に近接する地点に存在するのである。

主要参考文献

大里郡市文化財担当者会 1992 「大里地域の遺跡 I」『埼玉考古』第29号 埼玉考古学会
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III 遺跡の概観

0地形

城北遺跡は緩く蛇行する河川の内側に形成された自然堤防上に位置し、最大幅60m、長さ400mに

およぶ狭長な調査区内からは古墳時代後期の大規模な集落跡を検出した。これだけの規模の集落跡

が埋蔵されているとは予想できなかったが、これは堤防の最高位部までもが現地表下深くに埋蔵さ

れていたためである。

第 5図には城北遺跡に隣接する同時期の遺跡である砂田・柳町・居立 3遺跡の住居跡分布と、各

遺跡の遺構確認面に住居跡の床面レベルを落とした高低推移を示したが、城北遣跡は遺構確認面と

住居跡床面レベルが際立って低いことが看取できる。砂田・柳町遺跡の自然堤防は近代以降の粘土

採取によって削平されているため比高差はさらに大きかったことが推察される。第 2の相違点は遺

構下の自然堤防の地山層であり、砂田。柳町・居立の各遣跡は竪固な粘土層上に成り立つのに対し

て城北遺跡下の自然堤防は砂層によって形成されており、大部分の遺構はこの地山砂層に掘り込ま

れていた。これまで深谷バイパスや上武道路関係の調査報告書の中でも再三触れられているように、

9世紀から10世紀にかけて起こった地震は噴砂を発生させ、その時点で埋没していた遺構に痕跡を

残している。しかし、城北遺跡では様相が異なり、地山砂層そのものが液状化現象を起こし床面や

壁面と接する遺構内の覆土と攪拌状態となった。具体的には液状化した砂が噴砂となって粘土質覆

土の割れ目に入り込む一方で、床面際・壁面際ではブロック状になった覆土や土器片・礫などが地

山砂層中にもぐり込むという状態であり、このため調査時に壁面・床面を確定するのが困難な住居

跡も多数存在した。本報告書中でも第129号・第145号住居跡など数軒で土層断面に見られる液状化

現象を図示した。後に述べるように城北遺跡からは他遺跡にあまり例を見ない特殊な遣構。遺物が

検出されたが、その特性の根源は集落の立地にあったと考えることもできる。

第 6図には調査区内の微地形図と基本土層図を示した。微地形図中の等高線は調査時の遺構確認

面のもので、土層断面図中の旧地表面よりも下のものである。しかし、基本的には集落の中央東側

を最高所とし、外縁に向かってレベルが下がる傾向を見て取ることができる。

基本土層図は調査区内の 7地点のものだが、鍵層となる榛名山ニッ岳火山灰 (FA)降下面 (6世

紀初頭）、浅間山B軽石降下面（ll08年）、同A軽石降下面 (1783年）を中心に地点別に特徴を述べ

てみたい。まず、集落外縁部 (I• II • III • VI)では、 FA下降面、旧地表面とも河川跡に向かって

南から北へ傾斜していた。大きな特徴として、集落最北端第 1号溝以北の河川跡に至るまでの広範

囲で FA降下面直上に厚さ 4cmほどの炭化物層が広がっていた。また、 FA降下面と浅間山B軽石降

下面の中間に水成の互相が存在し、 6世紀以降、 12世紀以前のある期間に、河川の水の影響を多分

に受けていたことがわかる。 IVは地点が離れるが、 IIとほぼ同様の土層堆積状況である。次に集落

中央部の土層(IV。V)を見ると、 FA降下面以下は河川跡に向かい東から西へ平行に傾斜していた。

集落の縁辺部という地点から IIとIVを比べると地山砂層の有無以外は FA降下面、旧地表面ともレ

ベルはほぼ同じである。集落西方に離れたVIIでは地山砂層は逆に西から東へ傾斜し、集落から見て

- 12 -
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河川跡対岸であることを示している。右端の図は遺跡の北西端と南東端を結ぶラインの高低推移だ

が最高地点から南北両方向へ下る地山砂層の傾斜は北側の方が緩やかである。北半には各鍵層のレ'

ベル推移を入れたが、上層になるにつれて傾斜が緩くなり、浅間山A軽石が降下した18世紀には之

在と同様に平坦化していた。

以上が調査区内で観察できた地形的特徴だが、調査区東側の自然堤防後背地の状況を推察する資

料は乏しく、地元関係者の話では県道南調査区の東方約150m地点の地表下は礫層であるとのことで

あった。

0遺構・遺物

検出した遺構は古墳時代後期のもののほかに平安時代のものがあるが、前者はさらに住居跡を中

心とした集落跡とその北方の河川跡および河畔帯とに分けられる。

古墳時代後期の集落跡は住居跡157軒、祭祀跡 5か所、土壊12基、溝 8条、性格不明遺構、土器集

積各 1か所から成っている。住居跡はすべてカマド出現期以降のものだが、模倣坪使用以前の段階

のものもある。また、覆土中の FA関連土層を鍵層として、 FA降下の前後の時期に分けることも可

能である。前述したように第13号住居跡以南の大部分の住居跡は地山砂層を掘り込んでいるため液

状化現象の影響を受け、ほとんどの場合柱穴・壁溝・貯蔵穴等の施設を確認することはできなっかっ

たが、本来的な存在の有無については断定できない。また地山が砂層であることは、カマド袖を地

山削り出しにすることを不可能にし、検出したすべてのカマド袖は灰白色粘土による造り付けで

あった。

住居跡からの出土遺物には大きな特徴と言えるべきものが 2つある。 1つは人、馬・牛、鹿・猪

の歯や骨が多数残存したことであり、中でも 4軒の住居跡の床面上で検出した人骨の存在はこれま

で類例もあまり知られていない特筆すべきものである。また、馬・牛は 6軒の住居跡からまとまっ

て出土したが、これもこの時期のものとしては類例が少ないものである。もう 1つは生産に関連す

る多様な遣物の存在である。土器製作の残滓である土器削片、滑石製模造品製作に伴う未製品や剥

片、そして原材料としての赤色顔料や黒色樹脂などであるが詳細は後で述べることにする。

祭祀後は集落内で 2か所、河畔帯で 2か所、河川跡で 1か所を検出した。各祭祀跡ごとに時期や

形態は異なるが、集落内の 2か所（第 1号・第 2号）には滑石製模造品が伴ない、第 1号・第 3号・

第 5号祭祀跡では大型の壺が使用されたという特徴が認められる。

河川跡・河畔帯では祭祀跡を除くと河川跡内の 2つの木製品集中地点に集約される。杭や用途不

明の部材が主体を占める中でわずかながら農耕具や容器などの製品も検出できた。妻沼低地西部で

は初めてのまとまった資料である。伴出した土器から見て、集落よりも時期的に新しい 7世紀代の

ものと考えられる。河畔帯は炭化物層の広がる無遺構地帯だが、焼土面を 1か所確認した。

平安時代の遺構は土塙 9基、溝17条と井戸 1基である。特に 9世紀後半の第 9号・第10号・第13

号・第21号の 4条の溝はほぼ平行し、自然堤防の等高線に直行するように河川跡に向けて掘られて

おり、ほぽ同様の位置に水溜め状の膨らみをもっていた。
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w 調査された遺構と遺物

ー 古墳時代の遺構と遺物

(1) 住居跡ー 1

第 1号住居跡

こー 6グリッドに位置する。規模は長軸長4.34m、短軸長4.10m、深さ0.55mで、主軸方向はN-

94°-Eである。調査途中の出水により、床面とセクションベルトが崩壊して記録が十分にできなっ

かた。床面直上には、住居構築材と見られる木材が存在した。

:-1 < I ¥-D' 

／ーニ一——_-_—＿ーニ」
I / •一

I] / 
I I ,  / 

I1 / 

I I / 

iV 
/ I 
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ー＝テ一—+--,
と

C' 
'-

• 2 ., B' 

•1 1 

＜
 

9

8

N

!

l

_

 
＜
 

8 
•ー 2 8 6 0 

一 ペ -
-----

C 
ー 28 3 0 c

 

言冒言
゜I I 

14 暗掲色（10YR4/3) 粘土質。少董の炭化物を含むロ

15 黒 色(10YR2/1) 粘土質。多最の焼土プロック・炭化物を含むe

16 黒褐色（!OYR3/1) 粘土質口少量の炭化物・焼土を含む。土器を包含する。

17 暗褐色(10YR4/3) 粘土質。少試の炭化物を含む。

18 灰褐色(7.5YR5/2) 粘土質。混入物なしし

19 暗褐色（10YR4/3) 枯土質口多誤の炭化物を含む。

20 黒 色（10YR2/1) 炭化物層。

e

o

D

`
冒

8
 

=m  

l 灰褐色(7.5YR5/2) 粘土質水成堆積で重層状。

2 乳白色 粘土質。水成堆積で重屑状。

3 暗褐色（!OYR4/3) 粘土質。少最il)炭化物を含む。

4 暗掲色（!OYR4/3) 粘土質口微且の炭化物を含むc

5 槃 色(!OYR2/l) 灰層．士器、焼土プロックを含む3

6 灰褐色(7.5YR5/2) 粘土質。微粒砂を含むc

7 暗褐色(!OYR4/3) 粘士質。少旦の微粒砂を含む。

8 明灰褐色 粘土質。少昼の微粒砂を含む。

9 灰褐色（7.5YR5/2) 粘土質。微粒砂を含む。

10 暗褐色（!OYR4/3) 粘土質。少量の微粒砂を含むc

11 明灰褐色 粘士質。上屋材を包含していな

12 淡褐色 粘士質。地山の崩落土。

13 黒褐色(!OYR3/l) 粘土質c 少星の炭化物粒を含む。

第11図

カマド

a 褐 色（!OYR4/4) 粘性強。少最の炭化物を含むc 熟の為に赤褐色化。

b 黒 色（!OYR2/1) 灰炭化物層。少董の焼土を含むヘ

c 灰黄褐色 (!OYR4/2) 粘土質。少量の炭化物を含む。天井崩落後の流入土c

d 鈍黄褐色（10YR6/3) 粘性強。煙道天井の崩落士3

第 1号住居跡

--20 -
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第12図第 1局住居 跡出土遺物

第 1号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (14.5) (4. 7) RW' A 橙 30 

2 坪 13.2 4.9 RW A 橙 60 No.4 

3 坪 13.7 4.7 RW A 鈍橙 75 

4 坪 14.1 4.8 RW'B A 鈍橙 50 破断面に刃物打撃痕有り

5 坪 13.7 4.3 R A 赤黒 80 No. 5 内外面黒色処理

6 坪 15.6 5.5 w A 赤黒 75 No. 3 内外面黒色処理

7 坪 (17.0) (4.2) RW A 赤黒 20 内外面黒色処理

8 坪 (12.0) (3.2) RWB A 橙 10 内外面に線刻文， 高 坪 (4.3) (14.0) RB A 橙 60 

10 宰＝丘 13 4 (18.1) WW' A 橙 80 No. l 

11 甕 (25.1) (28.0) RWW'B A 鈍橙 30 

- 21-



カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは55cm、燃焼部の幅は

36cmである。焚口部の前面は踏みしまり硬化していた。

遺物は 5層を中心とする覆土中に多く、土器のほか滑石製模造品の未製品も出土した。 8の坪は

口辺部外面と体部内面に線刻文をもつ。

第 2号住居跡

こー 6グリッドに位置する。規模は長軸長5.70m、短軸長5.18m、深さ0.65mである。主軸方向

はN-40°-Eである。調査途中の出水のため壁溝・貯蔵穴・柱穴等は確認できなかった。覆土 6層

第 2号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器尚 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.5 5.9 RW' A 橙 80 床直体部未削り

2 坪 12.9 6.4 RW'B A 鈍橙 80 床直

3 坪 12.9 6.4 RWB A 橙 95 床直

4 杯 12.6 5.8 RB A 橙 80 煤付着体部外面に擦切痕

5 坪 12.4 5.9 RW'B A 鈍橙 80 

6 坪 12.9 5.7 RW B 橙 70 

7 杯 12.3 5.7 RW' B 橙 50 

8 坪 (13.0) (5.5) RW'B A 橙 30 ， 坪 (12.9) 5.3 WB A 橙 25 

10 杯 12.8 (5.6) RB A 橙 80 外面に煤付着

1 1 坪 13.0 5.4 w A 橙 60 

12 坪 (13.3) 5.6 RWB B 鈍橙 30 

13 坪 (13.1) (4. 7) RW  A 橙 25 

14 坪 (13.0) 5.9 B B 鈍橙 40 床直

15 坪 (13.4) (5.2) RW A 橙 30 

16 坪 (15.0) (4.8) RW B 鈍橙 40 

17 坪 15.0 4.6 R B 鈍橙 60 内面に炭化物付着

18 坪 (16.5) 4.3 RB B 鈍橙 25 

19 坪 (17.1) 3.8 R A 赤黒 40 内外面黒色処理

20 坪 (18.0) (4.5) w A 赤黒 20 内外面黒色処理

21 坪 (16.2) (2.5) w A 赤黒 25 内外面黒色処理

22 高 坪 (5.3) RWB A 橙 25 

23 高 坪 (4.3) RWW' A 橙 90 脚部を打ち欠いた転用坪

24 甑 17.0 13.0 RW'B A 明赤褐色 50 

25 甑 17.9 (10.8) R A 橙 60 

26 支 脚 12.9 8.3 RW A 橙 100 

27 甕 (19. 7) (5.9) WB B 鈍黄橙 30 

28 甕 18.4 31.0 4.3 RWW'B B 鈍黄橙 80 床直

29 甕 18.3 (26.5) RW  B 灰白 50 

30 甕 19.0 30.7 6.0 RH C 鈍黄橙 80 

31 甕 19.9 30.2 6.4 RH C 橙 80 

32 小型甕 13.4 13.1 6.5 B A 橙 90 床直

33 甑 24.3 33.4 8.4 RW  A 橙 70 

34 甑 26.6 36.7 9.2 RWB A 橙 90 床直

35 壺 26.4 (24.0) RWB B 浅黄橙 90 床直胴部に坪焼成痕 1か所

36 壺 19.4 22.7 7.0 RWH C 橙 80 外面に煤付着
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1 暗灰色 粘土質c 微蓋の炭化物を含むe 暗灰色粘士と白色粘士の

互層。

2 灰褐 色(7.5YR5/2)粘土質。炭化物を含む口灰色粘上と白色粘士の薄い互層口

3 黄白 色 粘土質口灰色粘士と黄白色粘土の薄い互層c

4 黒褐色(IOYR3/!) 粘土質口多最の炭化物を含むロ

5 灰褐色(7.5YR5/2)粘土質c 少量の炭化物、白色粘土粒を含むe

6 暗灰色 砂質。多量の炭化物を含む口 FAプロックを含む。

7 明灰色 砂質。微量の炭化物を含むロ

8 灰褐色(7.5YR5/2)砂質。少量の炭化物を含むロ

カマド

a 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。粘土プロック・炭化物を含む。

b 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。ソデからの焼土プロックを多量に含む。

c 渇灰色（10YR6/1) 粘土質口i昆入物なし。天井の粘土と考えられる。

d 黒 色（10YR2/1) 灰層。焼士プロック・粘士プロックを含む。

e 鈍黄橙色（10YR7/2) 粘土質。支脚固定の粘士プロック。

f 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。炭化物・ FA小プロックを含むロ

g 灰黄褐色（10YR6/2) 粘士質。煙道天井・壁からの焼土プロックを含む。

h 灰黄褐色(10YR6/2) シルト質。多輩の焼土プロック・地山土のプロックを含

む。

i 灰黄褐色（10YR4/2) 焼土口焼土プロック主体。

j 黒渇色（10YR3/2) シルト質地山土と灰との混合土。

k 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。地山土の大きなプロックが主（本。

l 褐灰色(10YR4/1) 灰層。きめの練かい灰。

m 黒褐色(10YR3/1) 灰層。黒色灰・焼士ブロック・地山土プロックの混合土口

第13図第2号住居跡
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第14図第2号住居跡出土遺物（ 1)
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第15図第2号住居跡出土遺物 (2)
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第16図 第 2号住居跡 出土遣物 (3)
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には FAブロックが含まれていた。

カマドは北東壁に造られている。袖には灰白色粘土が使用されていた、右袖の長さは66cm、燃焼

部の幅は23cmである。煙道部は幅18cm、長さ146cmであり、地山を傾斜をつけて掘り抜き、先端に煙

出ピットをもつ。支脚位置は中軸線上であり、土製支脚が使用されていた。

遺物はカマド周辺の床上直上より出土したが、出水により記録できなかった。また、 4層中にも

遺物が包含され、土器や馬歯 1点が出土したほか、住居跡中央ではこの層の上面より、人の頭蓋骨
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゜
2m 

1 褐灰色(l(I¥R61） 粘士質 多景の炭化物を含む

2 黒掲色（10¥'R:ll） 枯i＿質植物遺体か王体 多景の炭化物を含む

3 褐 I火色(!OYR5ll 粘七質 多量の炭化物を含む

4 掲灰色（10¥R(91） 庄占七質 炭化物を含む3

5 灰白色（10¥R71） 粘十質 仄白j＿プロノク・炭化物拉を含む

6 渇灰色(10¥R6,1） 枯＿十質 庚日色粘上ど植物逝体の水成互層

7 'f¥褐色 (!O¥R3.2) 粘土質 多展の炭化物を含む

8 灰黄渇色(IO¥R6・2) 未占上竹 微県の炭化物拉・焼十粒を含む

9 I天黄褐色(lO¥RC/2) 粘L石 少誠の1足化物を含む

10 灰披褐色（10¥R421 ンルト質 砂の小フロノクを斑状に含む

11 里思色(10YR31) 枯土質 多景の1笈化物を含む

12 灰黄褐色（10¥R6,2） ノルト質 少｛和の炭化物を含む

11 掲灰色（10¥R4'1) 粘．十質少蜃の炭化物を含む

ll 褐灰色 (10YR5•ll 粘士質微県の炭化物を含む，

15 灰黄褐色（10¥'R62) ンルト質 褐灰色枯土フロソクを含む 周堤盛•L
16 渇灰色（10YR6'2) 枯土傾 多旦0)炭化物を含む

第17図第 3号住居跡
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が出上した。さらに北隅の覆土最上層からは、滑石製模造品の未製品が出土した。 1の坪は体部外

面を粗くナデたのみでケズリはない。 35の壺は乾燥時に生じた口縁部の亀裂に緻密粘土を上塗り補

修し、胴部には焼成時に密着した口径10.6cmの坪の痕跡がある。 16~21の坪と27の甕は 4層中の土

器と考えられる。

第3号住居跡

こー 6グリッドに位置する。規模は長軸長4.22m、短軸長4.05m、深さ0.40mであり、主軸方向

はN-69°-Eである。壁溝・貯蔵穴・柱穴等は確認できなかった。土層断面 (B-B') において住

居の掘り込み外側に周提盛土と考えられる灰黄褐色シルトの高まり (15層）を確認した。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは65cm、燃焼部の幅は

33cmである。煙道は幅27cm、長さ80cmであり、地山を傾斜をつけて掘り抜き、先端に煙出口をもつ。

と y
 

C' 

＜
 

B
 

＜
 

C' 

B - - S-
- 2 8 ~ 4 0 

0 1m 
卜—--- -- 1 1 

カマド

a 灰黄褐色 (!OYR4/2) シルト質。混入物なし。

b 褐灰色（10YR5/l) 粘土質。微董の炭化物・焼土プロック

を含むっ
c 黒褐色（10YR3/l) シルト費多最の炭化物を含む口土器片

混入。

d 褐灰色（!OYR4/l) 粘土質, a局に類似するかやや明るい。

e 褐灰色（!OYR6/l) 粘土質c i昆入物なし。カマド天井の粘土。

f 褐灰色(!OYR4/l) 粘土質。 d層に似るか炭化物が多いC

g 灰黄褐色（10YR4/2) 灰層，多祗の炭化物・焼土プロックを含

むc

h 橙 色(2,5YR6/8) 焼土層。硬く焼土化した焚き口の粘士。

l 褐灰色（10YR5/1) 粘士質口地山土とJ層との混合土，微最

の炭化物を含む2

］ 灰黄褐色l!OYR6/2) 粘土質，煙道への流入士。

k 黒褐色（10¥「R3/l) シルト質。地山土と炭化物との混合土。

l 黄灰褐色 (10YR5/2) 粘土質。J層と炭化物との混合土c

m 黒 色(10YR2/l) 灰層。地山土小プロノクを含むロ

n 黒褐色（10YR3/l) 灰層。多量の土器片を含むロ

第18図第3号住居跡カマド
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第19図第3号住居跡出土遺物
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第3号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器局 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11.2 6.0 RWB A 淡赤橙 100 No. 2 

2 坪 13.2 6.0 AWW' A 橙 100 No.1 

3 坪 13.1 5.8 RW A 淡赤橙 100 Na3 内外面に樹脂付着

4 坪 13.0 6.2 RW A 淡赤橙 100 内面に樹脂付着

5 坪 11.8 5.5 RWB B 淡赤橙 90 下層 内外面に煤付着

6 坪 13.0 5.1 RB A 淡赤橙 85 カマド左被熱赤変

7 坪 12.9 5.7 B A 淡赤橙 80 下層

8 坪 13.2 5.7 WB A 橙 80 下層， 坪 12.0 5.7 RWB B 橙 80 下層

10 坪 12.7 5.7 RWB A 橙 95 下層

11 坪 12.7 5.7 RW A 淡赤橙 80 下層

認 坪 12.1 (4.5) B A 淡赤橙 50 下層

13 坪 11.6 (5.0) RWW'B A 淡赤橙 20 内面に尖端工具による線文

14 坪 10.8 RW A 淡赤橙 80 カマド左被熱赤変

15 坪 (11.3) (3. 7) RW C 灰白 15 下層

16 坪 (12.2) (4. 7) RW'B A 淡橙 40 下層

17 坪 10.3 5.8 4.0 RB A 灰白 60 下層

18 大型坪 14.2 7.0 W'B A 淡赤橙 60 カマド 内外面に煤付着

19 大型坪 15.5 (6.5) RW A 鈍橙 50 下層

20 高 坪 (8.0) 12.5 RW A 淡赤橙 70 N(l4 

21 坦 (7.5) RWW'B B 淡赤橙 80 下層

22 甕 17.5 28.7 5.5 RWW'B B 橙 90 

23 甕 19.1 31.4 7.2 RWW' A 橙 70 下層カマド

左袖の外側には灰層があり、多量の土器片を包含していた。

遺物は13層から比較的多く出土し、 3と4の坪は内側全面と口辺部外面に黒色樹脂が付着してい

る。 6• 14 • 23はカマド左の灰層中に含まれていたが、 6と14の坪は火を受け変質している。

第4号住居跡

こー 6グリッドに位置する。規模は長軸長4.78m、短軸長4.50m、深さ0.50mで、主軸方向はN-

98°-Eである。壁溝は幅 8cm、深さ 4cmで全周していた。柱は 4本とも径 5cm程の柱根が残存して

いたが、柱穴の掘り方は平面では識別でず、断ち割った結果、径20~26cm、深さ30~40cmであるこ

とが判明した。貯蔵穴は南東隅に存在した。 2段構造の円形ピットで、上段長径77cm、下段長径58

cm、そして底面は不明瞭だったが床面からの深さ約30cmである。蓋材が残存し、長軸上に蓋受け棒

材を渡して両端を埋め込み、その上に蓋となる棒材を14本並べる構造であった。その際、壁側の端

部はピットの段に掛け、カマド側の端部床面上に掛けていたため、蓋は水平ではなく、斜め掛けで

あった。蓋の棒材を連結するような遺物は確認できず、蓋上には転用器台と甑がのっていた。この

ほかにも住居の部材が良好な状態で遺存し、南壁際からは柱間距離に相当する長さ1.97mの梁材が

出土した。また北壁中央の壁溝内には径 5cmの杭が 2本打ち込まれていた。樹種同定の結果木材の

大部分がクヌギ節であった。
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1 灰白色（JOYR7/1) 粘士質。灰白色粘土と灰

褐色粘士との互層。

2 灰黄褐色（JOYR6/2) 粘士質口灰白色粘土，灰

褐色粘士・植物遺体の互

層口

3 褐灰色（JOYRS/1) 粘士質。多絋の灰褐色粘

土プロックを含む口人骨

・木材を包含する口

4 褐灰色（10YR4/1) 粘土質。炭化物を含む。

5 褐灰色(JOYRS/1) 粘土質口少量の炭化物を

含む。灰白色粘土と灰褐

D' 色粘士との混合層口少量

の炭化物を含む。

゜
2m 

第20図第4号住居跡
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第21図 第 4号住居跡 人骨出土状況
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カマド

a 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。植物遺体と粘土の互層。

b 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。炭化物粒を含む。

c 掲灰色（10YR5/1) 粘土質。 d層の割れ目に入りこんだb層。

d 褐灰色（10YR4/1) 粘土質。多量の炭化物粒を含む。

e 灰黄褐色（!OYR5/2) 粘士質。 d層と地山上との混合上。

f 褐灰色（!OYR5/1) 粘士質。多量の焼土粒を含む。カマド天井成形粘士。

g 橙 色(2.5YR6/6)焼土層。カマド内天井部の崩落焼土3

h 灰赤色(2.5YR4/2)粘土質。袖に使用していた甕を固定するための粘土が加

熱された部分。

i 灰白色（10YR7/l) 粘士質。袖の土器・支脚の固定に使用した粘士。

j 黒 色（!OYR2/1) 灰層。微量の炭化物・小骨片を含む。

k 喝灰色（10YR6/1) 粘土質口炭化物粒を含む。

l 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。炭化物を含む。地山崩落土。

m 灰黄褐色（10YR6/2) 粘土質。地山土の小プロック・炭化物を含む。

n 灰黄褐色（10YR5/2) 粘土質。 m層1こ類似するが炭化物多い。

0 灰黄褐色（10YR6/2) 粘士質。 m層に類似するが炭化物少ない。

- ,'1ー
／

1
1
1

ー

ー

ー

1
1
1
1
9
1
9

、`I
I

I

I

I

I

、

I

貯蔵穴

1 褐灰色（10YR6/l) シルト質。砂の小プロックを含む。

2 褐灰色(!OYRS/1) シルト質微量の炭化物を含むロ

3 灰白色(!OYR7/!) シルト質褐灰色土の小プロックを含む。 ゜
1m 

第22図 第 4号住居跡 カマド・貯蔵穴

カマドは東壁に造られていた。構造がきわめて特殊で、両袖に各 3点の甕を倒立させて下端を灰

白色粘土で固定していた。粘土は燃焼部床面にも貼られ支脚も固定していたが、倒立した甕の隙間

にわずかに見られる程度で包み込む状態ではなく、甕の内部は中空だった。左袖の長さは63cmで、

燃焼部幅は50cmである。煙道は燃焼部床面と同じレベルで水平に掘り抜かれ、幅28cm、長さ155cm

で、奥壁より 135cmの位置に煙出口をもっていた。支脚位置は中軸線上で土製支脚が使用され、燃

焼部には甕 3点と鉢 1点が掛けられた状態であった。本例は構造、規模、使用状況の各観点から見

ても比較すべき類例の少ない特殊なものである。
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本住居跡の最大の特色は住居内中央の床面上から人骨が出土したことである。鑑定の結果、頭蓋

骨をはじめとする骨格の数から 4個体の遺体の存在が判明した。詳細な所見は付編に譲るが、北壁

に平行して肋骨・骨盤などがみとめられるものがA号、カマド前面の散乱した骨格群がB号、 A号

の南側で全身骨格の存在するものがC号、 A号の右側腹部に頭蓋骨片が残るものをD号とする。 A

号は成人男子で、身長168cm、年齢20~29歳の壮年期前半に相当すると推定される。仰臥伸展位で、

頸椎以上と、胚骨以下の各骨格が本体から大きく分離していた。 B号は成人女性であり、骨格の大

部分は散乱して原位置をとどめないが、頭位をカマド方向に置き、仰臥で大腿を開いて、左右の足

底を合わせた姿勢であった。右膝がA号の骨盤上にあった。 C号は小児で、左側臥屈位をとり、膝

はA号の右上腕骨上にあった。 D号は小児である。このほか、北東隅で床面から浮いた状態で頭蓋

骨が 1 点、隣接する第 2 号住居跡の覆土中からも頭蓋骨が 1 点出土した。 A号• B号とも下顎骨の

みで頭蓋骨が付近になく、これらが対応する可能性がある。人骨群の中心部を通る土層断面を観察

すると遺体に被せた人為的な土や覆土の掘り返しはみとめられず、A号•C号の直上には部材がのっ

ていることを考えあわせてみると、上屋が倒壊する以前に住居内に遺体が存在し、その後壁際に覆

土が三角堆積し、遺体が白骨化した時点で骨格が乱されたと考えられる。

出土土器の大部分はカマドと貯蔵穴からのものであり、覆土中のものはほとんどない。甕や鉢の

口縁端部の明瞭な面取りが特徴的である。土器以外には北東隅寄りで用途不明木製品・上玉・鉄滓・

顔料ブロックが出上した。

第 4号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 (13.6) (4. 7) RW A 橙 40 No. 2 

2 坪 (15_ 9) 5.0 RW A 鈍橙 50 No. 6 

3 坪 14.0 4.8 RW A 橙 95 No.10 

4 坪 14.2 5 1 RWB A 灰赤 100 NoJ7 内面に樹脂付着

5 坪 15.3 5.5 RWB A 鈍橙 100 No.18 

6 甑 17.1 12.6 3.9 RWW'B A 橙 100 No. 5 

7 支 脚 7 4 4.4 RWB A 灰赤 100 No.12 

8 鉢 18.1 9.7 RWB A 橙 100 No13 被熱痕跡無し， 鉢 20.7 15.8 6.4 RWW'B A 鈍橙 100 No. 3 被熱痕跡無し

10 甕 (19.6) (5.6) RB A 橙 20 

11 甑 25.4 30.3 9.1 RW A 橙 90 No. I 

12 ロ宜 20.4 (12.2) BW'U A 鈍橙 100 No. 2 転用器台

13 甕 18.2 36.3 5 7 WB A 鈍橙 90 No. 6 

14 甕 19.2 35 4 5 8 RWB A 橙 100 No. 7 

15 甕 20.1 33.0 6.0 RWBU A 鈍橙 100 No. 8 

16 甕 19.5 37.1 5.6 RWB A 鈍橙 100 No. 9 

17 甕 19.5 (37.4) 6 2 RWB A 鈍橙 95 No.11 

18 甕 17.9 36.1 6.3 RWW'B A 鈍橙 100 No14 

19 甕 19 8 33.2 6.0 RWW'B B 橙 100 No15 

20 甕 19 3 35.5 5.3 R"「B B 橙 100 No.16 
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第25図第4号住居跡出土遺物 (3)

--37 --



第 5号住居跡

こー 5グリッドに位置する。東隅は調査区外にあり、北壁は側溝によって破壊されていた。規模

は長軸長約4.30m、短軸長4.23m、深さ0.62mである。主軸方向はN-41'-Eである。壁溝は破壊

部分をのぞいたすべての壁際で確認され、幅14cm、深さ 6cmである。本住居跡も床面精査途中に出

水に遭い、床面が破壊されたため貯蔵穴・柱穴等は確認できなかった。

カマドは北東壁に造られている。袖には灰白色粘土が使用されていた。燃焼部の幅は37cmで、左

右両袖の外側には灰層があった。

遺物は 5• 8 • 9が床面直上から出土した。 5の小型坪は口辺部の調整も末完であるが、体部外

ー＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿三ご―

， 
， さ、

＜ ＇ 

`
c
 

＼
 

宅

0-
]

]

]

-

―

―

 

寧

A
4

＼

，

ー

ニ

皇．．．，＼

で

ロ

_
1
1
1
1
1

I
i
i1

1
~
八
，
＇
9，
'
』

B
 

゜
7
 

8
 

？
 

B

l

 

B' c_ 

一2 

-g 

0 2m 
・―-- -」--――--- - 9 

1 茶掲色 砂質多昼の臼色微粒、炭化物を含む

2 里掲色（IOYR3/¥) 粘士質多凪の炭化物を含む

3 暗灰色 粘十質 2層と 3I層と(/)漸移屈

4 明灰色 粘十＇印炭化物を含む灰日色粘七と瞳灰色枯十どの，昆

合層

5 灰也色(75¥RI 2）粘土阿，暗灰色枯土、炭化物在含む

6 暗灰色 枯土質床面直 I, ,T)層たが、部分的，’， •I 層の土を含む

カマド

a 灰白色(lOYRK/1) 粘七質混入物なし。ソテ崩落粘土

b 黒 色(lllYR2/l) 灰層多量の炭化物を含む，9

c 明赤渇色 (2.eYR5/iう） 焼土層 a層と同様の粘上か焼土化しているッ

d 純赤渇色 (2.5YR4/3) 焼土層 c層をt体とし多鼠の炭化物、焼土を含む3

e 掲灰色(10¥R4/]) 灰雇微量の炭化物・焼士を含む。

f 里渇色（lOYRJ/2) 灰と赤色化粘土との混合層微鼠の1尭土粒を含むこ

第26図 第5号住居跡
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第 5号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 11.4 5.6 RWB A 橙 80 No. 2、8

2 坪 12.4 5.7 RB A 橙 95 

3 坪 (13.4) (6.0) RWB A 鈍褐 30 

4 坪 (13.3) (5.6) RB A 暗赤灰 30 

5 坪 10.2 4.9 5.2 RB A 赤灰 90 No.1 木葉底

6 坪 (10.2) (5.0) B A 灰褐 15 

7 短頸壺 (11.0) (6.8) RWB B 橙 30 

8 高 坪 20.7 18.0 14.0 RB A 明赤褐 60 N(l10 樹脂付着， 壺 21.4 (7.0) WB A 橙 100 No.11 転用器台

10 小型甕 13.9 (18.5) 3.7 u A 鈍橙 90 

11 宰·— (21. 0) (15.0) R A 鈍赤褐 25 

12 坪 RWB A 鈍橙 破片 擦切痕

13 坪 RW B 鈍橙 破片 擦切痕

面のケズリ調整は一切施されていない。底面には木葉痕が残り、体部は荒く指ナデされているだけ

で凹凸が顕著で亀裂も多数あり、未成品といえる。 8の高坪は大型の坪部をもち本遺跡でも類例の

ない形態である。復原図とともに現状図も示したが、坪部の約半分と脚裾部の 4分の 3が打ち欠か

れ、黒色樹脂が流れたように付着し割れ口にも及んでいる。出土状況と考えあわせると、割れ口を

上にして据え置かれた状態で樹脂が掛けられたと見られる。 9の壺は肩部以下を欠損しているが、

口縁部は完存しており、床面に密着した状態で正立して出土した。壺口縁部からの転用器台である。

12と13は擦切痕のある坪破片である。

第6号住居跡

こー 5グリッドに位置する。東壁の第 1次カマド煙道は側溝によって破壊されていた。規模は長

軸長4.70m、短軸長4.52m、深さ0.53mで、主軸方向はN-19°-Wである。土層断面の観察からA-

A'断面南壁寄りで 6層堆積後の掘り込みがみとめられるが、基本的には自然堆積による埋没と考え

られる。

貯蔵穴は第 2カマド左側にあり、長径92cm、短径84cm、深さ14cmである。貯蔵穴に掛かる状態で

5点の棒状木材を検出したが、第 4号住居跡の例から見て、貯蔵穴蓋材の可能性が考えられる。ほ

かに 2つのピットを検出したが、東壁際のものは長径54cm、短径47cmの皿状の掘り込みである。壁

溝・柱穴は確認できなかった。

カマドは東壁で第 1次カマド、北壁で第 2次カマドを検出した。第 1カマドは袖が残存しないが、

前面で薄い灰層の広がりを確認した。煙道は幅約15cmで地山を水平に掘り抜いている。第 2次カマ

ドは灰白色粘土を袖以外に燃焼部床面にも貼りつめ、焚口部ではわずかに高まりをもっていた。右

袖の長さは69cm、燃焼部の幅は35cmである。カマド断面に見える a層は下面が焼土化した粘土層で

あり、燃焼部の天井が崩落したものである。煙道は幅25cm、長さ164cmであり、地山を水平に掘り抜

き、先端に煙出し口をもつ。支脚位置は中軸線上であり小型甕が倒立転用され、床面の粘土で固定

れていた。左袖の外側には灰層があった。

- 40 -



第 2次カマド前面では床面よりわずかに浮いた位置で獣骨片を検出した。 15の小型甕は第 2次カ

マドの転用支脚である。貯蔵穴内からは 1の坪と13• 14の小型甕が出土した。 12の甕は住居中央の

出土だが、土層断面で観察すると本住居跡に直接伴う床面直上のものか、 5層に伴う投入土器かは

判断が難しい。

I 
"1 /( 『2次カマド

"1 
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1 褐灰色(10YR6/l) 粘土質＾白色シルトが薄い縞状に入る水成互層 2

2 褐灰色(lOYR5/l) 粘士質c 白色シルトと植物遺体との水成互層3

3 灰黄褐色(10YR4/2) 粘士質。褐灰色粘士プロック・炭化物を含む。

4 灰黄褐色(lOYR5/2) 粘士質。微量の炭化物を含むc

5 灰黄褐色(10YR4/2) 粘士質。褐灰色粘土との混合層：

6 褐灰色(IOYR5/l) 粘上質コ微羞の炭化物を含むロ

7 灰白色(IOYR7/l) 粘土質。灰層のプロックを含む。

8 黒 色(IOYR2/l) 灰層。第 1カマドにともなう灰層。

9 灰黄褐色 (IOYR6/2) 粘士質。第 1カマド煙道内への流れ込み。

10 黒 色(IOYR2/l) 灰層。第 1カマドの煙道内灰層。

第28図第6号住居跡
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カマド

a 灰白色（10YR7/l) 粘士質。下面が焼士化。

天井の崩落。

b 橙 色(2.5YR6/8)粘士質。崩落焼士と灰と

の混合プロックロ

c 黒 色（10YR2/l) 灰層。やや目の粗い灰の

純層。

d 鈍黄橙色(10YR7/2) 粘土質。地山土を含むロ

e 灰黄褐色（10YR6/2) 粘土質。炭化物・地山士

の崩落プロックを含む。

f 灰黄褐色（!OYR6/2) 粘上質。 e層に類似する

が炭化物少ないロ

第29図第 6号住居跡カマド

第 6号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 13.3 4.6 RW B 橙 50 No.4 

2 坪 (13. 7) (4.5) RWW' A 明赤褐色 30 

3 坪 14.9 4.7 w A 赤黒 60 内外面黒色処理

4 坪 14.7 5.3 BW B 赤灰 70 

5 坪 (14. 7) (4.5) RW A 橙 25 砂粒の多い胎土

6 坪 (14.2) (4.8) w A 灰赤 30 

7 坪 14.4 5.3 RB A 橙 80 砂粒の多い胎土

8 坪 (13.1) (4.0) RW A 橙 25 ， 坪 16.3 3.8 R A 鈍橙 50 

10 坪 (14.4) (4.9) RB A 鈍褐 25 内面黒色処理

11 坪 (16.8) (3.1) RW A 黒 20 内外面黒色処理

12 甕 18.9 (33.5) RWB A 鈍橙 70 

13 小型甕 15.6 (13.4) RW'B A 鈍橙 80 No.3 

14 小型甕 (14. 7) (15.4) 5.0 B B 鈍橙 40 No. 3 

15 小型甕 13.7 16.9 5.8 RW― A 鈍橙 100 No. l 転用支脚
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第 7号住居跡

けー 6グリッドに位置する。北隅はトレンチによって破壊されていた。規模は長軸長3.22m、短

軸長3.16m深さ0.45mで、主軸方向はN-25°-Eである。壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認でき

なかった。

カマドは北壁に造られている。袖には灰白色粘土が使用され、両袖内に篠竹の芯材がみとめられ

た。左袖の長さは35cm、燃焼部の幅は35cmである。煙道は幅28cm、長さ116cmであり、地山を水平に

掘り抜き、先端に煙出口をもつ。支脚は中軸線上であり、半焼成の土製支脚が使用されていた。右

袖の外側には灰層があった。

遺物はカマド周辺を中心に出土した。カマド前面には床面より少し浮いて坪 4点が下から 1• 2 • 

3 • 4の順に重なって出土した。 12の用は内外面に暗文がみとめられるが、 口縁部内面の暗文は12

本のタテ線と 1本の環状線で構成されている。完形だが、頸部で上下に分離し、口縁部は南東隅で、

胴部はカマド左脇で出土した。 このほか、使用痕をもつ安山岩と小礫がカマド右脇で出土した。
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］ 掲灰色(]0¥R611 粘士＇酋褐灰色粘土と植

物遺体との水成互唇

2 里褐色（IO¥'R3!1) ンルト質 多梨の炭化物、

灰日色粘上の小プロノク

を含む・
3 灰黄褐色 (IO¥'R.i/2) シルト竹 微はの炭化物、

上器を含む
4 灰黄褐色 (]0¥'R2/6） ンルト質微址の炭化物

を含む9』

5 掲灰色(IOYR6/!) 枯土阿微拭の炭化物を

含 む

゜
6
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8
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第31図 第 7号住居跡
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第32図第7号住居跡

カマド

a 灰白色(!OYR7/1) 粘土質。天井使用の粘土。

b 橙 色(2.5YR6/8)焼上層。天井の焼士プロック。

c 黒 色（!OYR2/1) 灰層。

d 灰白色（!OYR7/1) 粘土質ロソデの崩壊粘土プロック。

e 鈍黄橙色(!OYR7/2) シルト質。流入士。

f 褐灰色（10YR4/1) 灰層。煙道流入の灰層。

g 褐灰色（10YR6/1) シルト質。炭化物を含む。

h 黒褐色（!OYR3/1) 灰層。地山士プロック状を含む。

i 鈍黄橙色（!OYR6/3) シルト質。煙道壁の焼士プロックを含む。

j 灰黄褐色（!OYR6/2) シルト質。灰白色土小プロックを含む。

k 褐灰色（10YR6/1) シルト質。微量の焼土粒を含む。

l 灰白色（!OYR7/1) シルト質。 K層に類似するが明るい。

m 褐灰色（!OYR5/1) 粘士質多葺の炭化物を含む。

n 黒褐色（!OYR3/1) 灰凰

カマド

第 7号住

7

8

9

 
坪

椀

甑

坦

4.8 

4.2 

(5.2) 

(6. 7) 

RW  A 鈍橙

RW A 鈍橙 go I 3層

w B 鈍黄橙 40 

RW  A 明赤褐 50 3層

w B 鈍黄橙 95 No.6 

赤褐 100 Nu 7 • 8 口縁部・肩部に暗文

灰 90 No. l 

黄橙 30 3層

黄 30 3層
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第33図 第 7号住居跡 出土遺物
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第 8号住居跡

けー 5グリッドに位置する。規模は長軸長4.08m、短軸長3.29m、深さ0.65mで、主軸方向はN-

32°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、液状化現象の影響を受けて乱されていた。こ

のため壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 7層中には FAブロックの混合が確

認できた。

カマドは北東壁に造られている。袖には白色粘土が使用されていた。右袖の長さは88cm、燃焼部

の幅は24cmであり、煙道は幅15cm、長さ164cmである。地山を水平に掘り抜き、先端に煙出口をもつ。

左袖の外側には灰層があった。

＼
 

＜
 

B' 

＜ 

8~9c| 

＜
 

B 
- 2 8 8「

8' 

し

3
 

E
]

言
D D 

一シ—/―--

6 
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］ 灰黄褐色(JOYR4!2) 枯十買多贔の炭化物粒を含む

2 黒 色(10¥R2・＇］） 灰炭化物層 多拡の灰白色粘土，焼土を含む

3 鈍黄橙色 (]0¥’R72） 枯十質．少は(/)炭化物，焼上粒を含む

4 褐灰色(]0¥R5,11 枯ナ質r 微址の白色微拉を含む

5 掲 灰 色 (10YR6-1) 粘十質＾少址の炭化物を含む

6 掲灰色(JO¥'R4/l) 粘性強多址の炭化物を含む

7 灰黄褐色(10¥'R6!2) 粘土質 少紘0)炭化物・ FAプロノクを含む

8 里 色(JO¥'R2'1) 灰炭化物層．少量の焼上を含む

9 赤掲色(2.5YR4 8) 廃土蔭

カマド

a 褐灰色(IOYR6/!) 粘上質。多量の炭化物・焼土粒・灰を含む，．

b 赤掲色（2.5YR1/8) 未占上質e 多量の焼上、少景の炭化物・灰を含む。

c 黒 色(IOYR2/I)灰炭化物層。

d 鈍黄橙色（10YR1/J) 粘土質。微量の炭化物を含む

第34図 第 8号住居跡
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第37図第 8号住居跡出土遺物 (3)
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第38図第8号住居跡出土遺物 (4)
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第 8号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器尚 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (13.3) (5.3) WW'B B 橙 30 中層

2 坪 12.4 4.6 RWB B 橙 75 中層

3 坪 12.4 5.1 RW B 橙 70 中層

4 坪 12.5 5.4 RB B 鈍橙 50 

5 坪 12.4 4.7 RW B 橙 95 中層 口辺部に指頭押出し痕

6 坪 12.3 5.3 RWW' B 橙 70 中層

7 坪 12.5 5.5 RB A 橙 50 

8 坪 12.4 4.7 RW C 橙 95 中層， 坪 12.4 5.5 w A 橙 100 

10 坪 1260 4.9 RW B 橙 100 中層

11 坪 13.3 5.2 RWB A 橙 100 

12 坪 12.1 4.9 RB A 橙 60 

13 坪 11.8 4.8 RWB B 橙 75 中層

14 坪 (11.1) (4. 7) RWB B 鈍橙 40 2層

15 坪 (13.1) (4.0) RW B 鈍橙 20 中層

16 坪 11.0 4.6 RW A 橙 100 2層

17 坪 (14.2) (4.0) WW'B B 赤黒 25 内外面黒処理

18 坪 (15. 7) (3.8) RWB B 橙 25 中層

19 坪 (15.6) (3.6) RWB B 橙 40 2層

20 大型坪 (15.6) (5. 9) RW B 橙 25 

21 大型坪 (15.3) (4.9) RH B 橙 25 中層

22 大型坪 15.6 6.2 RW A 橙 100 

23 大型坪 15.6 (7.6) RW A 橙 90 

24 高 坪 15.3 (3. 7) RW A 橙 60 中層

25 高 坪 RWB A 鈍橙 破片 中層接合部に刻目

26 高 坪 12.3 8.6 8.7 RWW' B 橙 90 2層

27 高 坪 13.0 8.6 9.7 RWB B 橙 50 中層

28 高 坪 12.8 8.3 9.5 RWB A 橙 80 

29 吉回 坪 12.1 9.2 9.5 RW B 橙 95 中層

30 高 坪 14.1 9.9 10.0 RW B 橙 95 中層

31 高 坪 14.1 9.6 10.0 RW B 橙 95 中層

32 高 坪 15.3 9.6 8.8 RW B 橙 80 中層

33 高 坪 (5.3) 10.2 RW A 橙 100 中層

34 鉢 (13.0) (5.3) w B 橙 25 中層

35 平底鉢 (6.0) (8.6) RWW' B 橙 30 中層被熱赤変

36 甑 (16.3) (11.0) WW'B A 橙 20 中層

37 て宮 12.0 (12.5) WB A 橙 90 中層転用器台か

38 互ギ (11.0) RW B 鈍橙 45 中層

39 一宰 (18.5) (6.5) w A 橙 30 中層転用器台

40 鉢 21.0 15.1 7.2 W' B 橙 70 中層被熱赤変剥離

41 鉢 21.6 13.2 5.8 RWW'B B 鈍橙 90 中層煤付着

42 支 脚 (12.8) 7.0 RW A 橙 60 

43 小型甕 12.9 (10.2) RW B 橙 90 中層

44 小型甕 14.8 (8.2) RWW' B 橙 90 中層転用器台か

45 小型甕 15.0 (11.0) B C 鈍橙 50 中層

46 小型甕 15.8 (17. 7) RWB B 鈍橙 50 中層

47 小型甕 16.7 (14. 7) WB B 明褐 100 2層

48 小型甕 15.0 (13.5) w B 鈍橙 90 中層
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第8号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器尚 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

49 甕 20.6 25.4 7.2 RW B 橙 80 中層

50 甕 17.5 29.2 5.9 RB A 鈍橙 70 中層

51 甕 14.9 15.6 RW'B B 鈍橙 60 中層

52 甕 17.1 32.6 4.7 RWW' B 鈍橙 70 中層

53 甕 19.4 34.5 4.9 RWB B 鈍橙 80 中層

54 甕 17.6 (28.2) RWW'U A 橙 70 中層

55 甕 20.8 30.6 7.9 RWB B 鈍橙 90 

56 甕 (19.9) (7.5) RB A 橙 25 中層

57 甕 19.4 32.9 6.4 RW B 鈍橙 70 2層

58 甕 18.6 34.0 5.5 RWE B 鈍橙 70 中層

59 甕 15.0 (22.0) RW  B 鈍橙 50 中層

60 甕 22.0 (18.3) RWB B 鈍橙 50 中層

61 甑 23.8 (23.5) RW  B 橙 60 中層

62 甑 28.5 (24.3) RWB A 鈍橙 80 

63 甑 24.4 28.2 9.6 RW'B A 鈍橙 90 中層

64 甑 (18.4) RW  B 鈍橙 40 中層

遺物は 2 • 3層中から多量に出土した。 2層は灰と炭化物の層だが、この層の傾斜に対応して南

東壁から住居中央に向かって投棄されたような状態だった。完形品は少なく破砕された土器が投入

されていた。高坪の点数が多いことが特筆され、形態のわかるものが 7点ある。 35は大きめの径の

底部から胴部が垂直に立ち上がり、口縁部が不明だが、平底鉢的な形態と考えられる。砂粒の多い

胎土で火を受けている。 37の壺は胴部下位を欠損するが外面全体に煤が付着し、煮沸用の転用器台

の可能性が考えられる。 39の壺は口縁部内面が磨滅しており明らかに転用器台である。甕も多量に

出土し、口縁端部に面をもつものが主体だが、 52は口縁部が短く、やや肩の張る形態が特徴的であ

る。図示した 4点の大型甑のうち62は7層中からの出土であり、 2• 3層の土器群よりも時期的に

古いものである。

第9号住居跡

けー 5グリッドに位置する。第10号住居跡の覆土を切り込んでいた。住居の東半分は調査区外で

ある。カマド煙道部は側溝によって破壊されていた。規模は主軸長4.00m、深さ0.55mで、主軸方

向はN-40°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、液状化現象によって乱されていた。壁溝・

貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖には白色粘土が使用されていた。左袖の長さは78cm、燃焼部の幅は

30cmである。煙道は、長さ84cmであり、地山を水平に掘り抜き、燃焼部奥壁から60cmのところに煙

出口をもつ。支脚は左寄りであり、粘土ブロックの上に坪を 3点伏せ重ねて転用していた。

遺物は少量であり、支脚に転用された 1• 2 • 3の坪 3点のほか、 4の坪と 7の甕がカマドから、

また、 6の甕と 9の壺が 5層から出土した。特筆すべきは、 6• 9の土器と混じって 5層上面から

馬歯が多量に出土したことである。切歯・臼歯合わせて21点あり、 1か所に集中しているが、方向
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1 黒褐色(!OYR3/1) 粘性強。多量の炭化物を層状に

含む。

2 褐灰色（!OYRS/1) 粘土質。多量の炭化物を含む。

3 褐灰色(!OYR4/1) 粘土質。多量の炭化物を含む。

4 灰白色（!OYR7/1) 粘土質。灰白色・灰褐色・白色

各粘土の互層。

5 褐灰色(!OYRS/1) 粘士質。少絋の炭化物を含む。

6 鈍黄橙色（!OYR6/3) 粘士質。少蘊の炭化物を含む。

7 褐灰色（!OYR6/!) 粘土質。微量の炭化物を含む。

8 黒褐色（!OYR3/!) 粘土質。多量の炭化物・灰、少

量の焼土粒を含む。

9 鈍黄橙色（10YR7/2) 砂質。液状化によって形成され

た。
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カマド

a 灰黄褐色（!OYR6/2) 粘性強。炭化物・焼土粒を含む。

b 赤褐色(2.5YR2/1)灰炭化物層。多量の焼土粒を含む。

c 褐灰色(IOYR5/1) 粘土質。袖部の崩壊粘土。

d 灰黄褐色(IOYR6/2) 粘土質。多量の炭化物・焼土を含むロ

e 黒 色(IOYR2/1) 灰炭化物層口多量の軟質焼上を含む。

f 褐灰色(IOYR5/1) 粘性強。混入物なし。

第40図第9号住居跡カマド
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第41図第9号住居跡馬歯出土状況

を違えて乱れており、他所で頭蓋骨・下顎骨を破砕したものを、埋没途中で窪地状の本住居跡に投

入したものと見られる。滑石製臼玉を伴う。

第 9号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 14.2 4.0 RW A 橙 50 No.6 転用支脚

2 坪 13.8 4.7 RWB B 鈍橙 80 N(l6 転用支脚

3 坪 13.0 5.5 RB A 鈍橙 80 No. 6 転用支脚

4 坪 14.7 (4.8) RB A 鈍橙 70 カマド

5 杯 12.7 4.5 RW A 橙 50 

6 甕 (20.8) (9.1) WB A 橙 40 No. 2 

7 甕 16.8 (11.0) RW B 鈍橙 70 カマド

8 甕 19.7 (17. 7) RWB A 鈍橙 70 ， 
宰• 14.5 (22.5) w A 橙 90 No. l 
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第42図 第9局住居跡 出土遺物

第10号住居跡

けー 5グリッドに位置する。第 9号・第11号住居跡と重複し、両者に切られていた。西壁北半は

第 9号住居跡に破壊され、北壁は調査区外にある。規模は南壁長4.05m、深さ0.50mであり、主軸

方向はカマドが北壁にあると考えると、 N-2T-Eである。壁溝。貯蔵穴・柱穴・ピットは確認で

きなかった。

土層観察より、本住居跡を第 9号住居跡が切り込んでいることは明らかだが、本住居跡が完全に

埋没し、平坦化した時点で第 9号住居跡が掘り込まれている。本住居跡からの遣物はほとんどが 5

層以下の覆土中からの出土であるが、第 9号・第11号住居跡出土の土器と大きな時期差はみとめら

れない。前述の第 2号住居跡で床面上の土器と覆土中の土器とで大きな時期差があり、長期間にわ

たって廃屋、窪地として存在していたと考えられるのと対象的である。 これは、第 9号住居跡の建

設に先立ち、本住居跡が人為的に埋め戻され、平坦化されたものと考えることができる。
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1 黒褐色（10YR3/1) 粘性強。多量の炭化物を層状に含むロ

2 褐灰色（10YR5/1) 粘性弱。多量の炭化物を含む。

3 褐灰色（10YR5/1) 粘土質。炭化物を含む。

4 灰黄掲色(!OYR5/2) 粘土質。少量の炭化物を含む。

5 灰黄褐色(!OYR6/2) 粘土質。多量の炭化物・焼土粒を含む。

黒色の灰が層状に入る。
6 暗赤褐色（2,5YR3/2) 焼土炭化物層。

7 褐灰色（!OYR4/1) 粘土質口少量の炭化物を含む。

8 灰黄褐色(!OYR6/2) 粘土質微温の炭化物を含む。
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第43図第10号住居跡

第10号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.5 5.3 w A 橙 95 

2 坪 12.2 5.5 RW A 橙 50 

3 坪 12.2 4.5 RW B 橙 70 

4 坪 12.6 5.0 RW B 橙 100 

5 坪 12.4 4.7 RW A 橙 80 

6 坪 13.3 5.2 RW B 鈍橙 60 

7 坪 12.1 4.9 RWW' B 橙 95 

8 坪 (11.6) (4.0) RW B 橙 20 ， 坪 14.3 4.4 RW B 鈍橙 60 

10 大型坪 (15.4) (6.8) w B 鈍橙 25 

11 小型甕 (13.1) (5.8) RW B 橙 25 

12 尚． 坪 (5.6) 9.1 RW B 橙 80 

13 高 坪 (5.5) 10.3 RWB B 橙 70 
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第44図第10号住居跡出土遺物

第11号住居跡

けー 5グリッドに位置する。断面観察等から第10号・第12号住居跡の覆土を切り込んでいること

は明らかだが平面的な土層の識別は難しく、床面と壁面を検出することはできなかった。東隅は側

溝によって破壊されていた。規模は長軸長3.73m、短軸長3.35m、深さ0.45mで、主軸方向はN-

45°-Wである。壁溝・柱穴・ピットは検出できなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右の袖の長さは56cmで、燃焼部

の幅は30cmである。煙道は幅20cm、長さ132cmであり、地山を水平に掘り抜き、先端に煙出口をもっ

ていた。左袖の外側には灰層があった。

本住居跡に直接伴う土器群はカマド右脇で検出した1・18• 19だが、これに対して、 2層中には多

量の炭化物とともに多くの土器が包含されていた。特筆されるのは同層中に多量の馬骨も包含され

ていたことである。既に述べた第9号住居跡と後述する第13号住居跡でも多量の馬歯・馬骨が覆土

中に包含されていた。この 2軒では窪地化した廃絶住居跡の中央寄りに集中していた点と、馬歯と

顎部が中心となって他の骨格がほとんど見られない点で共通性が見られるのに対して、本住居跡の

馬骨は壁際に集中し、大部分が体幹、体肢骨で歯は少量であることが大きな相違点である。南西壁

は推定線ではあるものの、南東壁からカマド左脇にかけて投入されたものと見られる。最も集中す

る南東壁の一群からは後足の大腿骨や中足骨のほかに上顎臼歯 4本が出土した。また西隅からは軸

椎 2点が出土した。出土範囲は限られているが、いずれの骨格も散乱状態であり、他所で解体した

ものを窪地状になった廃絶住居跡に投入したと考えられる。馬骨に伴って土器も出土しているが、

カマド左脇では 2• 13 • 14の坪、 16の用、 24の甑の土器に骨片が絡まった状態で出土し、南東壁際

ではこれとは反対に多数の骨格の中に 3の坪片が入り込んだ状態で出土した。また、 20• 21の甕は

-59-



SJ 12 

一

図

脳

o

l

}

り
＞

ー

ー

ー

ー

1
ー

1

1

|

|

|

|

1

,

4
¥
 

------―̀ ＼ 

I 

r丁＿＼
＼」笈

23 

SJ 10 

◇
,
1
 

た

勾

、／

A
 

1
1
1

ぃ日
1

ー

1

|

1

1

ー

ー

ー

ー

1

四］ロ
△
 

／ 

0、I
I。~ D 心勺ゞ

霜三応
こ 叫 ど
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を含む」白色土か薄層

状に人る

2 黒褐色(!OYR3/1) 粘1生強こ多景の炭化物

・焼土拉、上器、獣骨

を含む。

3 掲）火色（10¥R5/l) 砂質混入物なし
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第45図 第11号住居跡 馬骨出土状況
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カマド

a 黒掲色（10YR3/1) 粘性強口多蘊の炭化物・焼士粒を含むロ

b 褐灰色（!OYR5/1) 粘性弱口少蘊の炭化物・焼士粒を含むロ

c 鈍赤褐色(2.5YR4/3)焼土層ロハードな焼士プロックによって構成される。

d 灰白色(!OYR7/1) 灰層。少墓の焼士粒を含む。

e 黒 色（!OYR2/1) 灰炭化物層。被熱変色した粘土を多最に含む。

f 灰赤色（2.5YR5/2)粘士質。袖の崩壊粘土。

g 灰赤色(2.5YR4/2)粘土質口少鼠の炭化物・焼土を少量含むC9

h 灰黄褐色(IOYR6/2) 粘土質。混入物なし。袖・天井部の崩捩したものかロ

i 鈍黄橙色(IOYR7/2) 灰層。少量の炭化物・焼士を含むロ

j 黒褐色(10YR3/l) 灰炭化物層口微且の焼土粒を含む。

k 灰白色（10YR7/1) 粘性弓気多董の灰、少墓の炭化物を含む。

l 黒掲色（10YR3/1) 炭化物層口炭化物と灰との互層。

第46図 第11号住居跡 カマド

カマド前面から出土し、馬骨からは離れているが覆土中のものであり、層位的には馬骨と同時点に

投入された可能性が強い。

出土土器のうち、 11・12• 13の坪は黒色処理されており、 14• 15は通常は黒色処理される形態で

あるが非処理である。 20• 21 • 22の甕は口縁端部に凹面を持っている。 24の甑は内面底部に小穴が

1か所みとめられる。貫通しておらず、対面部分を欠損しているため、一対のものとなるかどうか

は不明だが管の子を掛けるためのものと見ることができる。
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第47図第11号住居跡出土遺物（ 1)
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第48図第11号住居跡出土遺物 (2)

第11号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 ロ径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.5 4.8 W B  B 灰黄 60 No. 6 

2 坪 12.9 5.1 R A 橙 100 N119 

3 坪 13.8 5.2 RWB A 橙 55 南壁馬骨共伴

4 坪 (16.0) (4.6) RWB C 鈍黄橙 20 

5 坪 (12.2) 5.1 RW  A 橙 40 

6 坪 13.7 5.1 R B 橙 50 

7 坪 12.5 4.4 w B 鈍橙 60 

8 坪 12.6 4.8 R B 橙 90 ， 坪 13.6 14.7 WB  B 灰黄褐 50 

-63-



第11号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 器 閾 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

10 坪 15.1 (4. 7) RWB A 鈍黄橙 50 

11 坪 (14.8) (4.2) RW A 黒褐 20 内外面黒色処理

12 坪 (11.8) (4.0) WB  A 黒褐 25 内外面黒色処理

13 坪 16.1 3.8 w A 黒褐 50 No.11 内外面黒色処理

14 坪 (14.1) 4.2 RW  A 明褐 35 No. 8 

15 坪 (12. 9) 4.7 RWB C 橙 25 

16 用 10.6 14 2 RW A 橙 100 No. 7 

17 小型甕 11. 6 (11 0) w B 灰黄 70 

18 甕 (7.5) (6.0) WB  C 鈍橙 30 No. 4 

19 甕 21.5 32.9 5.5 RWB B 鈍橙 80 No. 1 

20 甕 20.8 30 2 5.5 RWB A 橙 80 No. 3 

21 甕 (18.0) (36 6) (5.6) RWE B 鈍橙 80 No. 2 

22 甕 (17.9) (20 0) RW  B 橙 30 

23 甑 (12 0) (9 2) RW  B 鈍橙 40 No.13 

24 甑 27 7 33.8 10 0 RWB B 橙 80 No.10 スノコ掛け凹穴有り

第12号住居跡

けー 5グリッドに位置する。第11号住居跡に覆上を切り込まれていた。南壁が歪むが、規模は長

軸長4.30m、短軸長4.20m、深さ 0.6mで、主軸方向はN-l°-Wである。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピッ

トは確認できなかった。

第12号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.9 (6.0) RW  A 鈍橙 50 No.20 

2 坪 14.3 5.9 RW  A 橙 60 No.20 

つJ 坪 13.1 6.2 RU A 鈍橙 80 NoJ9 内外面に煤付着

4 坪 12.5 5.3 RW  A 鈍黄橙 60 内外面に煤付着

5 坪 11.9 5.7 RW  B 橙 90 中層

6 坪 12 4 4.2 RW  A 橙 100 中層

7 坪 12.3 4.9 RW B 橙 80 中層

8 坪 12 0 5.1 RWB B 橙 90 ， 坪 (12 7) 5.5 RW  B 鈍橙 40 

10 坪 12.9 5.6 RW B 橙 80 

11 坪 13.0 4 7 RW  B 橙 80 

12 坪 (12 0) (4.8) RW  C 鈍黄橙 40 

13 坪 9 7 4 3 RWE A 鈍橙 100 中層

14 坪 11.9 5.7 RW A 鈍橙 70 中層

15 坪 10 7 4.9 RW  B 橙 80 

16 坪 (13 9) (4 0) w A 黒褐 25 内外面黒色処理

17 大型坪 14.4 7.7 RWE A 橙 95 中層

18 大型坪 (5.9) RWB A 鈍橙 30 

19 坪 14.5 (4.6) RW  A 橙 100 穿孔土器

20 高 坪 12 1 9 3 10 5 RW  B 鈍橙 50 中層

21 高 坪 5.1 9.2 RW  B 橙 100 

22 高 坪 5.4 10 3 w B 橙 100 

23 高 坪 5 0 11 3 w A 橙 60 
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カマドは北壁に 2度造られ、煙道が並列する。第 1次カマドは煙道の幅28cm、長さ116cm以上で、

傾斜をつけて地山を掘り抜くが先端を第11号住居跡のカマド煙道に破壊されていた。第 2次カマド

は袖に灰白色粘土が使用され、篠竹による芯材も確認できた。右袖先端を第11号住居跡によって破

壊されていたが、左袖の長さは71cm、燃焼部の幅は32cmである。煙道は幅23cm、長さ128cmで傾斜を

つけて地山を掘り抜き、先端に煙出口をもっていた。

本住居跡に直接伴う土器はカマド周辺の 1• 2 • 3 • 24 • 25 • 26 • 27 • 34と南壁寄りの31• 32お

よび土錘群である。 24の甑、 25の短頸壺、 26の壺転用器台は 3点セットで重なって出土した。また

2 • 3層を中心とする覆土中層からも多量の土器が出土した。 19の坪は焼成後穿孔である。 33の壺

は口縁部内面と底部内外面において乾燥時に生じた亀裂を橙色の緻密な粘土で焼成前に上塗りし、

補修している。

I、

一
SJ 11 

／ 
土錘

シ

土錘群ぐ， ゞ名
乙

／’ 

1 褐灰色(10YR4/1) 粘性弱。多風の炭化物，

焼土を含む。

2 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。少量の焼土粒、

炭化物プロックを含む。

3 黒 色（!OYR2/1) 灰炭化物層。多量の焼士

粒を含む。

4 褐灰色（!OYR6/1) 粘土質口少量の炭化物・

焼土を含む。

5 褐灰色（10YR6/1) 粘士質。少量の炭化物を

含む。

A ー 2'.00 A' 

゜
2m 

第49図第12号住居跡
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カマド

a 灰黄褐色（10YR5/2) 粘性弱。多最の炭化物・焼士を含む。

b 鈍黄褐色（10YR4/3) 粘性強。多鼠の炭化物・焼土を含む。

c 褐灰色（10YR4/l) 粘性強。多駄の炭化物・焼土を含む。

d 極暗褐色（2.5YR2/2)灰焼土層。多凪の炭化物を含む口袖等の崩壊に起因。

e 灰白色(!OYRB/1) 灰層。炭化物を含む。

f 褐灰色(!OYR5/1) 粘土質。袖に用いられている。

g 褐灰色(!OYR4/1) 粘性強。多絋の炭化物を含む。

h 黒 色(!OYR2/1) 灰炭化物層 ゜
1m 

第50図第12号住居跡カマド

第12号住居跡出土土器観察表（ 2)

径 1器高

2

2

2

 

No.14 

No.15 

No.16 転用器台

火に掛けた痕跡有り

内外面に樹脂点在

SJ13の破片接合

黄橙

橙

黄橙

45 

90 I No.21 

80 I Na22 

95 中層 乾燥亀裂を赤粘土で補修

90 I No.17 
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1 灰白色（!OYR711) 粘土竹 白灰色粘土か薄い層状

に入るこ少量の炭化物

を含むc

2 黒褐色（10¥Ii3/1） 粘土笠多量の炭化物、少量の

焼土粒を含むc

3 褐灰色（!OYR6/1) 粘土質少景の炭化物を含むし

4 褐灰色（!OYR4/1) 粘土質部分的に多景の炭化物

・焼上を含むヘ

5 鈍英橙色（10YR7.12) 粘性強 少培の炭化物を含む，

゜
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カマド

a 明赤褐色 12.5YR5/6) 粘土質。多試の焼土、少景の灰

・炭化物を含む：

b 鈍黄橙色 (10YR6/4) 粘上質2 被熟のため赤褐色化。

袖・天井を溝成した粘七

c 鈍黄橙色 (10Yl17/4) 粘上質m ノデ、天井部の崩壊土。

d 灰黄掲色 (!OYRS/2) 粘士質， c層とf層との混合土。

多凪の灰を含む，

色(lOYR2il) 灰層J少景の焼七粒含む。

色(!OYR2/l) 灰層。少抵の粘．士フロックを含

むっ

g 掲灰色（!OYR5/l) 粘土笠。多試の里褐色上、炭化

物を含む。

里
里
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第53図 第13号住居跡
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第54図第13号住居跡馬歯出土状況

第13号住居跡

けー 5グリッドに位置する。規模は長軸長3.61m、短軸長3.15m、深さ0.42mで、主軸方向はN-

54°-Wである。壁溝・貯蔵穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは66cmで、燃焼部の

幅は34cmである。煙道は幅29cm、長さ135cmで、地山を水平に掘り抜き、燃焼部奥壁から117cmのと

ころに煙出口をもっていた。左袖の外側には灰層があった。断面観察より、天井を形成していたと

見られる C層が両袖外側に散在しており、人為的な破壊が考えられる。

本住居跡に直接伴うと考えられる土器は 2• 4の坪のみであり、他の大部分は覆土 2• 3層中か

ら出土した。特に 2層は多量の炭化物を含むが、同層中に多量の馬歯を包含することが特筆される。

同様に多量の馬歯・馬骨を包含する第 9号・第11号住居跡の出土状況は既に述べたが、馬歯を中心

とする点で第11号住居跡と異なり、さらに歯の点数で第 9号住居跡を上まわる。これは第 9号住居

跡の馬歯が 1個体に相当するのに対して、本住居跡の歯の点数は 2個体分に相当するためである。

鑑定によれば第54図においてカマド前面のグループが 1号馬（仮称、 2号馬も同じ）の下顎歯であ

り、その右側のグループが 2号馬の上顎および下顎歯である。断面図上においても 2つのブロック

に分けることができ、窪地となった廃絶住居跡に投入されたと見ることができる。ただし、他の 2

軒の馬歯・馬骨出土住居跡と同じくグループ内でも歯の向きは不統一であり、他所で破砕した顎骨

を投入している可能性が強い。 3。16• 19。20• 21は馬歯に伴う土器である。 18も層位的には同じ

である。いずれの甕も口縁端部に凹面をもっている。このほか、カマド左袖外の灰層中からは猪の

左前足の焼骨片が多数出土した。
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第55図第13号住居跡出土遺物（ 1)
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第56図 第13号住居跡 出土遺物 (2)

第13号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13 1 5.2 RW B 鈍橙 90 

2 坪 14.2 (4.8) RW B 橙 60 カマド

3 坪 12 3 5.2 RW B 灰黄 100 No. 4 

4 坪 12.0 5.3 B C 浅黄 90 カマド

5 坪 11 9 5.0 RWB 橙 70 

6 坪 (13. 4) (4 8) RW B 橙 25 

7 坪 14.3 4 6 RW B 橙 60 

8 坪 (11 8) (4.5) RWB A 橙 20 ， 坪 (12.2) (4.2) RW A 褐灰 30 内外面黒色処理

10 坪 (15.5) 3 5 w A 黒褐 30 内外面黒色処理

11 高 坪 (17.6) (6 2) RW B 橙 20 

12 高 坪 (6.0) 10.8 RWB B 橙 60 

13 鉢 21 8 (11.8) RW A 橙 90 外面が被熱赤変

14 甑 (16.4) 11.5 (4.1) RW A 橙 40 

15 小型 甕 11.9 12 5 5.0 w B 橙 80 

16 小型 甕 (8,0) 4.7 RWB B 鈍黄橙 60 No. l 

17 甑 (21.2) (14.4) RWB B 鈍黄橙 40 

18 甕 17.2 27 8 6.3 RWW' B 鈍黄橙 80 No. 7 外面未調整

19 甕 17.3 18.4 6.0 RWB A 灰白 70 No. 3 

20 甕 19.9 (30.3) RWB B 橙 80 No. 2 

21 甕 20.8 (30.3) RWW'B B 橙 50 No. 5 
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第14号住居跡

けー 5グリッドに位置する。規模は長軸長3.06m、短軸長2.81m、深さ0.45mで、主軸方向はN -

22°-wである。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。東壁の第 1次カマドは煙道幅28

cm、残存長134cmで、傾斜をつけて地山を掘り抜いていた。北壁の第 2次カマドは袖に灰白色粘土が

使用されていた。左袖の長さは75cm、燃焼部の幅28cmである。煙道は幅48cm、長さ162cmで傾斜をつ

けて地山を掘り抜き、燃焼部奥壁から136cmの所に煙出口をもっていた。支脚位置は中軸線上であ

り、柱状に整形した粘土塊を使用していた。

覆土 3層には FAブロックが含まれるが、土器の大部分は 2• 3層を中心とする中層から出土し

た。また、 2層上面からは獣骨片が 1点出土した。
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｀ 冒
1 褐灰色（!OYR6/l) 粘土質。多量の白色粘士が層状に入る。

2 褐灰色（!OYR4/l) 粘土質。少最の炭化物を含む。

3 灰黄褐色（!OYR4/3) 粘土質口多紘のFAプロックを含む。

4 鈍赤褐色（2.5YR5/3) 粘土質。多拡の炭化物・焼士を含む。

3層と 5層の混合層。

5 褐灰色（!OYR4/l) 粘土質口多蘊の炭化物を含むロ

第2次カマド
a 褐灰色（!OYR6/l) シルト質。炭化物を含む。

b 橙 色(2.5YR6/6) 焼士層。煙道・カマド天井の崩落士。

c 黒褐色(!OYR3/2) 灰層。

d 褐灰色（!OYR5/l) 粘士質。

e 黒褐色(!OYR3/l) 灰層ロ

f 褐灰色（!OYR6/l) 粘士質。天井・袖の崩壊士ロ

゜
2m 

第 1次カマド

a 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。天井崩落土。

b 灰黄褐色（10YR6/2) シルト質口微嶽の炭化物・焼土プロック、地山土プロッ

クを含む。

c 灰褐色（10YR6/1) 粘士質。微量の灰プロック・焼土粒を含む。

d 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質口多翼の灰を含むロ

e 鈍黄橙色（!OYR7/2) シルト質。微董の灰を含むロ

f 灰白色（!OYR7/1) 粘土質。混入物なしロ

g 鈍黄橙色（10YR6/8) 灰層。黒色灰と焼士プロックとの混合土。

h 灰黄褐色（10YR6/2) シルト質。焼土プロックを含むロ

i 褐灰色（10YR5/1) 灰層ロ

第57図第14号住居跡
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第58図 第14号住居跡 出土遺物

第14号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11. 7 4.9 RW B 鈍橙 90 中層 内面に線刻文有り

2 坪 11.9 5.0 RW B 鈍橙 100 

3 坪 12.1 4.8 RW B 橙 100 中層

4 坪 12.3 (4.8) RW A 鈍赤褐 100 穿孔土器

5 坪 15.3 6.2 RW A 橙 80 中層 内面に焦げ状炭化物付着

6 高 坪 12.9 6.5 RWB A 鈍赤褐 70 

7 甕 15.0 (9.1) RB B 橙 50 中層

8 甕 (21.6) 6.1 WB B 明黄褐 70 中層， 甕 18. 7 29.4 6.3 RW B 橙 80 中層

10 竺亡 (20.8) R A 鈍橙 30 中層

1 1 支 脚 (16.6) w C 鈍橙 50 粘土製未焼成
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第15住居跡

けー 5グリッドに位置する。第16号住居跡と重複し、覆土を切り込まれていた。規模は長軸長5.57

m、短軸長4.30m、深さ 0.55mで、主軸方向はN-2°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれてい

たため液状化現象によって攪乱され、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 6.

7層には FAブロックが含まれていた。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。煙道は幅27cm、長さ 116cmで、傾斜

をつけて地山を掘り抜き、燃焼部奥壁から98cmのところに煙出口をもっていた。袖の遺存状況はき

わめて不良だったため、右袖の付け根を検出できたのみであった。

本住居跡に伴う土器は 49の高坪と66の甑のみである。 FAブロックを包含する 6層の直上には

炭化物を主体とする 4層が堆積し、多量の土器と礫が投入されていた。 16• 40 • 41 • 42の坪や44の

大型坪は火を受けた痕跡が顕著であり、土器の投棄と同時に窪地で火を燃やした可能性が考えられ

る。同層中からは猪の焼骨片も出土した。 1~3層について見ると、ほぼ同質で微量の炭化物を含

む1• 3層の間に多量の炭化物を含む 2層が挟まれており人為的な埋め戻しが考えられる。坪の割

合が大きいが出土層位から見て FA降下直後のものであることを改めて記しておく。 36の坪は穿孔

されている。 60。62• 63の甕と68の壺は転用器台である。 59の甕底部は擬口縁を利用した転用鉢で

ある。このほかに土錘 8点が出土した。

第15号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.5 5.2 RW  A 鈍橙 100 4層

2 坪 13.0 5.5 RW A 橙 80 4層

3 坪 12.0 5.3 RW A 橙 100 

4 坪 12.8 4.0 w A 鈍橙 60 4層

5 坪 11.6 4.8 RW B 橙 60 器面の荒れが著しく器面観察不

可能

6 坪 12.2 5.2 RW A 鈍橙 100 4層

7 坪 12.1 4.9 RW A 橙 100 4層

8 坪 11.6 4.6 RWB B 橙 100 4層， 坪 12.4 4.6 RW A 橙 100 4層

10 坪 12.1 4 3 w B 鈍橙 95 

11 坪 12.6 5 3 RW A 橙 80 4層

12 坪 12.7 4.9 w B 鈍赤褐 70 

13 坪 12.2 4 8 w A 鈍黄橙 100 4層

14 坪 12.1 4.8 RW A 鈍橙 80 

15 坪 12.6 4.6 RW B 橙 90 4層

16 坪 (12.2) 5.3 RW B 鈍黄橙 20 被熱により器面荒れ煤付着

17 坪 12.6 5.3 RWB B 橙 80 4層外面煤付着

18 坪 13 4 5.2 RW B 橙 80 

19 坪 14.2 4.3 RWB A 橙 100 

20 坪 13.4 4.2 RW B 鈍橙 55 4層

21 坪 13.4 4 1 RW B 鈍赤褐 60 

22 坪 11.4 4.3 RW B 橙 95 

23 坪 (12 7) (5.0) w A 明赤褐 30 
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1 灰黄褐色（10YR6,2) 砂質 微量の炭化物拉・焼土粒を含む

2 黒掲色（10YR3'1) 灰同 多量の炭化物・焼上粒を含む

3 灰黄褐色(!OYR6/2) 砂質 1層と同質

4 黒 色（ 10YR2i l) 灰層多量〇）＋器、礫~炭化物を含む
5 黒 褐 色(10¥R4,II 砂質 多量の炭化物を含打

6 鈍黄橙色（10YR7.2) 砂質 多量のFAフロノクを含む

7 里褐色（!OYR3'I) 砂質 多景の炭化物・ F ;¥プロノクを含む

8 褐灰色(JO＼＇防 11 粘土質微址の炭化物を含む

9 褐 灰 色l!OY!16,l) 砂質混入物なし

E

'

二胃 ゜
2m 

カマド

a 褐灰色(JOYR5/1) c,ルト質炭化物粒含むr』

b 鈍黄橙色(JOYR7/2) c,ルト質 多拡の炭化物を含む。

c 里色(JOYR2/1) 灰層

d 鈍黄橙色 (101'R792） ノルト質。 b層に類似するか炭化物少ない

e 灰黄褐色 (10¥Rり 2) ンルト質混入物なし 天井を形成した土

f 明赤褐色 (2.5Yll5/8) 焼上ブロノク 焼上化した天井内面

g 褐灰色(JOYR6/1) 仄唇灰日色粒か主体焼士粒を含む

第59図 第15吾住居跡

76 



口 こ三□
ロ □ 三三□
ロニ□三□□□三
こ三□ロニロ□□
ロロ］三：ロニ
こ三□□□三

□ 三` ロローロ□ こ □ 三
'J))四ここロ

三三三三三：｀
□ ロニl/

0 10cm 

第60図第15号住居跡出土遺物（ 1)

- 77―-



一ヽ 99 - ~  / 

6 □ 50 □ 三刀

□ ,--T]ニ--¥¥I ~-- Ii 
57 

： ーi,_---へ Iイ

／ ＼□ ／ 56 ＼＿ □ 59 

u □ 
a) 

/1ロ
III I 

|',', 

心

第61図第15号住居跡出土遺物

--78 -



64 

し

,

¥

I

 

|9;~\ 

ー

ニ

＼

＼

ー

□
□
□
-
]
 65 

- -

--- -、ー、—----~―-

I □□□ 
／ 

69 

67 

0 1Ucm 

＼ ＼  ＼＼＼＼＼＼ 
＼ ＼ ＼ 

/¥ ¥ 
、ヽ

70 

第62図第15号住居跡出土遺物 (3)
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第15号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 ロ径 器 尚 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

24 坪 11.9 5.3 RW B 橙 80 4層

25 坪 (12.9) 5.0 RW A 橙 40 4層

26 坪 11. 7 5.0 RWB A 橙 60 4層

27 坪 13.0 4.4 RW A 鈍橙 50 

28 坪 13.9 (5.1) w B 橙 50 4層

29 坪 13.5 5.6 RW B 橙 50 4層

30 坪 10.5 3.7 RW A 明赤褐 90 4層

31 坪 13.1 4.8 RW A 鈍黄橙 80 4層

32 坪 12.3 4.4 RW A 橙 60 4層

33 坪 12.9 4.1 WB A 黒褐 70 4層 内外面黒色処理

34 坪 (12.8) (3.6) w A 黒 40 内外面黒色処理

35 坪 13.6 3.5 RWB C 黒褐 40 内外面黒色処理

36 坪 11.5 (4.2) w A 鈍黄橙 80 穿孔土器

37 坪 (9.2) (4.8) w A 黒 30 4層 内外面黒色処理

38 坪 11. 7 4.4 RW B 鈍赤褐 80 4層 内外面黒色処理

39 坪 15.1 5.1 RW A 鈍赤褐 70 4層

40 坪 (3.0) RW C 鈍黄橙 20 被熱により器面荒れ煤付着

41 坪 (1.8) RW B 灰褐 15 被熱により器面荒れ煤付着

42 坪 (5.5) RW C 鈍橙 70 被熱により器面荒れ煤付着

43 大型坪 16.0 6.8 RW A 鈍褐 100 

44 大型坪 (17.9) (6.9) w C 橙 30 被熱により器面荒れ煤付着

45 高 坪 12.1 9.0 8.6 w A 橙 80 4層

46 高 坪 12.5 (8.2) RWH A 橙 90 4層脚裾全周欠損

47 高 坪 (4.1) 10.0 RWB A 橙 80 

48 高 坪 (5.9) 9.9 w A 鈍橙 70 

49 高 坪 (5.1) RW A 鈍褐 60 床直

50 手捏土器 7.7 4.1 w B 鈍黄橙 100 4層

51 坦 (15.9) (4.1) RWW' B 橙 15 

52 小型甕 13.1 (10.1) RWB A 橙 60 

53 鉢 (18. 7) (13.1) RWE A 鈍赤褐 40 4層火を受けた痕跡無し

54 鉢 (21. 7) (8.5) WB B 鈍橙 20 4層

55 鉢 (16.3) (6.5) w A 鈍赤褐 25 

56 鉢 (19.8) (11.8) w B 橙 15 火に掛けた痕跡有り

57 小型甕 (11.9) (6.8) RW C 橙 40 4層

58 短頸壺 9.2 (4.5) w A 橙 50 4層

59 甕 (5.4) (5.4) RB C 鈍橙 40 4層転用鉢

60 甕 15.9 (8.0) w B 鈍橙 70 4層転用器台

61 甕 (18.4) (4.2) B B 鈍橙 25 4層

62 甕 19.7 (19.0) RWB B 鈍橙 80 4層転用器台

63 甕 18.4 (21. 7) RWB B 鈍橙 80 4層転用器台

64 甕 17.2 (27.9) RB A 灰白 90 4層

65 甕 (9.4) (5.4) B C 灰黄 15 底部内外面に粘土上塗り

66 甑 22.8 26.1 9.2 RW A 橙 70 床直外面の磨滅顕著

67 大型壺 16.5 32.5 7.0 RW B 橙 70 4層 SJ12の破片接合

68 宮＝ 18.0 (7.8) RWB A 灰白 80 4層

69 壺 (18.4) (6.1) RW B 明赤褐 50 4層外面に付着物木葉底

70 宜• (16.8) (6.5) RWB C 淡橙 30 
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第16号住居跡

けー 5グリッドに位置する。第15号住居跡の覆土を切り込んでいたが、北東壁を検出することは

できなかった。長軸長 3.20m以上、短軸長2.35mの小型長方形であり、深さ0.25mで、主軸方向

はN-138°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象により攪乱されてい

た。貯蔵穴は西隅にあり、径74cm、深さ 7cmの不整形な皿状である。壁溝・柱穴・ピットは確認で

きなかった。
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1 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質口褐灰色粘士と

灰色粘士との薄互層。

2 灰黄褐色(!OYR6/2) シルト質。微量の炭化

物を含むロ
3 褐灰色（!OYR5/1) シルト質少量の炭化

物を含む。

4 灰黄褐色l!OYR5/2) 砂質。微量の炭化物を

含む。

5 鈍黄橙色（!OYR6/3) 砂質。 4層と砂との混

合層。

6 褐灰色(!OYR4/1) 灰層。

゜
2m 

B B' 

辻I "i 
し 9 9 9 9 9 i i 9 9 9 9 9 

- 28  90 

7(~ 
＋ 

： カマド
a 褐灰色(!OYR6/l) 粘土質。カマド天井を形成していた粘土。

ご b 明赤褐色(25YR5/6) 焼土層。プロック状。

< | ≪I 
c 黒 色（10YR2/l) 灰層。少駄の炭化物・焼土を含む。

d 褐灰色(!OYR4/1) 灰層。天井・袖の粘土をプロック状に含む。

！ 1m 

第63図第16号住居跡カマド
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第65図第16号住居跡出土遺物 (2)

第16号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.4 4.4 w A 灰赤 70 No.4 

2 坪 13.7 4.9 R B 橙 70 

3 小 型甕 14.6 16.5 5.2 RWB B 鈍橙 70 No. 3 

4 小 型甕 14.3 (15.4) (4.0) WB B 鈍褐 70 

5 甕 14.3 21.0 RW B 鈍赤褐 70 

6 甑 18.2 17 2 3.8 w A 橙 95 

7 支 脚 17 5 WB B 鈍橙 100 No. 2 

8 甕 20.3 25 6 6.0 RW B 鈍黄橙 90 ， 甑 24 0 24 2 9.2 RW A 鈍橙 95 

10 甕 20.4 25 1 6.5 WB B 鈍橙 80 焼け歪み顕著

11 甕 (24.8) (6.1) WB B 鈍橙 30 No.1 

カマドは南西壁に造られ、袖と燃焼部床面には灰白色粘土が使用され、さらに左袖外側の床面に

も貼られていた。右袖の長さは55cm、燃焼部の幅は28cmである。支脚位置は中軸線上であり、土製

支脚を使用していた。カマド断面の a層は天井部を形成していた粘土と考えられるが、燃焼部上に

均等に広がり、判別の容易なものとしては本遺跡中でもあまり他に例を見ない。

遺物はカマド周辺から出土した。出土状況と断面観察から見て、 11の甕は支脚にのせられ、 3の

小型甕は伏せた 1の坪とセットで掛け口に置かれていたと考えられる。左袖先端付近の覆土中から

獣骨片が出土した。
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第17号住居跡

けー 5グリッドに位置する。規模は長軸長4.30m、短軸長4.25m、深さ0.32mで、主軸方向はN-

20°-wである。床面は地山砂層に掘り込まれていたため壁面とともに液状化現象によって大きく攪

乱されていた。土層断面から見て、住居内南東床面の攪乱状況は著しく、床面でもあった地山砂が

本来の床面より 10cm以上も上昇していた。これはカマドの断面でも見られ、左袖外側床面は土器片

とともに上昇し、袖の粘土を包み込んでいた。壁溝。貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用され篠竹を使った芯材も確認した。芯材は左袖

に多く使用され、横方向のものもみとめられたが、右袖とともに縦方向のものは床面まで達してい

なかった。左袖の長さは66cm、燃焼部の幅は37cmである。右袖の外側には灰層があった。

出土遺物のうち 3 • 4 • 5の坪は二次的に火を受け内外面に煤が付着する。 8はミニチュア的な

小型坪である。 14は手捏土器である。
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゜
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1 鈍黄橙色（10YR7/2) 粘土質っ微址の炭化

物を含む（

2 渇灰色(10¥"R6/l) 枯土質多蘊の炭化

物、少世の焼土粒を

含む。

3 鈍黄橙色（10YR7/3) 砂質っ微はの炭化物

を含むe i夜状化によ

る地山砂の混合層3

4 暗赤褐(2..IYR3/2) 粘士質多根0)炭化

物・焼土を含むっ

第66図第17号住居跡
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カマド

a 鈍橙色（!OYR6/4〉 焼上層。袖・天井の崩壊に起因。

b 鈍赤褐色（!OYR4/4) 焼土層。軟質の焼士主体。灰白色の灰を含む。

c 黒褐色（!OYR3/1) 灰層。少量の焼士・炭化物を含むC9

d 褐灰色（!OYR4/1) 粘土質。被熱赤色化している燃焼部に貼られた粘土。

e 黒 色（!OYR2/1) 灰炭化物層。多量の軟質焼土を含む。

゜
第67図第17号住居跡カマド
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第68図第17号住居跡出土遺物
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第17号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 13.1 5.7 RWW'B A 橙 60 

2 坪 (13. 7) 5.6 RWB A 橙 40 

3 坪 12.2 (5.1) RWB A 橙 80 外面に煤付着

4 坪 12.5 5 1 RWB B 橙 50 内外面煤付着

5 坪 12.7 5.5 RWB B 橙 100 内外面煤付着

6 坪 12.1 5.1 RWW'B A 橙 80 

7 坪 (14.6) (5.2) WB  B 橙 30 

8 坪 (10.3) (4.3) RW  A 鈍黄橙 20 ミニチュア風， 大型坪 (16 _ l) (5 3) RWB A 橙 30 

10 大型坪 16.1 8.1 WB  A 鈍橙 70 

11 手竺 (13. 9) (3.5) RWB B 橙 20 

12 無頸壺 (10. 2) (3.5) R A 鈍黄橙 15 

13 小型甕 12.2 11.3 RWB C 橙 70 

第18号住居跡

けー 5グリッドに位置する。カマド煙道部はトレンチによって破壊されていた。規模は長軸長5.17

m、短軸長4.76m、深さ0.29mで、主軸方向はN-25°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれて

いたため液状化現象で攪乱され、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ビットは確認できなかった。土層断面の観

察より、各土層の分層ラインは乱れ、 2層によって大部分が埋まっていることがわかる。このこと

から、本住居跡は人為的に埋め戻されていると考えられる。これはカマド断面にも表われ、袖はわ

ずかに高まりがわかる程度に残り、カマド内の灰層はb層としてカマド外へ流出している。意図的

なカマド破壊の結果と見ることができる。覆土の 4層中には FAブロックが含まれていたが、この

部分のみで確認できた土層であり、自然堆積の状態ではなかった。

カマドは北壁に造られ、袖と燃焼部床面には灰白色粘土が使用されていた。痕跡程度に残る左袖

の長さは73cm、燃焼部の幅は31cmである。燃焼部奥壁から128cmのところでピットを検出したが煙出

口に対応するものと見られる。支脚位置は中軸線左寄りであり、鉢を倒立して、床面粘土中に埋め

込んでいた。

本遺跡に直接伴う土器はカマドから出土した 4• 6の坪と 8の大型坪、支脚に転用されていた16

の鉢、カマド右脇から出土した18• 19の甕である。覆土 4層との関係から FA降下前の土器と考え

られる。 1• 2 • 3の坪および17の小型甕も完存しており、時期的に近いものである。 13は底部を

欠損するが焼成や胎土から甑と考える。 17の小型甕は口縁部内面が磨滅しているが他の住居の出土

例から見て本来は小型甑とセットとなって重ねて使用されたものであろう。 18• 19の甕は頸部と底

部の形状が異なるがどちらも外面のヘラケズリが甘く厚手の作りになっているため重量感がある。

西壁際の床面上からは滑石製の有孔円板が出土した。このほかにも上玉が 3点出上した。
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1 褐灰色（IOYR6/1) 粘性強。微鼠の炭化物を含む。

2 褐灰色(IOYR5/1) 粘士質。多重の炭化物を含むロ

3 赤灰色（2.5YR5/1) 粘士質。多絋の焼土を含む。

4 褐灰色（IOYR4/1) 粘性強。多蘊のFAプロック、少量の炭化物を含む。

5 灰白色(IOYR7/1) 粘士質。少量の炭化物を含む。

6 褐灰色（IOYR6/1) 砂質。覆上と地山砂との混合層口

7 黒 色（IOYR2/1)灰炭化物層。少蘊の焼士を含むロ

カマド

a 灰赤色(2.5YR4/2) 粘士質。多量の焼土・炭を含む。

b 暗赤褐色(2.5YR3/2) 粘士質。多量の焼土粒．灰、少量の炭化物を含む。

c 黒 色（!OYR2/1) 灰炭化物層口少量の焼土を含む。

第69図第18号住居跡
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10cm 19 

第71図 第18号住居跡 出土遺物 (2)

第18号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.4 5.0 RWB A 鈍赤褐 100 

2 坪 11.9 5.0 RW A 橙 100 No.3 

3 坪 12.6 5.5 WB A 橙 100 

4 坪 12.6 5.1 RW B 橙 100 カマド

5 坪 (12.8) 5.1 RWB A 橙 30 

6 坪 (12. 7) (5. 7) RWW' C 橙 30 カマド

7 坪 (14.6) (4.2) RWB B 橙 40 

8 大型坪 15.8 17.4 RWB B 明赤褐 80 カマド

9 坦~ (7.2) RW B 橙 30 

10 坦 (10.4) RWB A 鈍橙 80 

11 高 坪 (15.3) (3. 7) RWB B 浅黄橙 10 

12 高 坪 (4. 7) 9.5 RW B 鈍橙 95 

13 甑 (24.0) (13.6) RWB A 橙 40 

14 甑 26.9 29.9 9.7 RWB A 橙 70 

15 壺 (19.5) (32.4) (7.6) RWW' A 橙 40 

16 鉢 15.4 12.0 6.3 RWB A 橙 70 Nu3 

17 小型甕 11.6 12.7 4.2 RWB A 橙 100 口縁部内面磨滅

18 甕 17.3 34.5 7.5 RWW'B B 鈍橙 80 Nu 1 削り不足し厚手

19 甕 16.6 34.2 6.2 RW B 浅黄橙 90 N() 2 削り不足し厚手
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第19号住居跡

けー 4グリッドに位置する。北東半分は調査区外にあり、規模は長軸長4.51m、短軸長4.45m、

深さ0.51mである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。覆土3層には FAブロックが含まれていた。

1 • 3 • 2は高坪の坪部であるが、底部は意図的に剥離されている。 7は胎土・成形が壺的だが、

火に掛けられた痕跡がある。残存率の高いこれらの土器が本住居跡に直接伴うと思われる。

＼
 

1 灰白色（10YR7/1) シルト質。炭化物を含むロ

2 灰黄褐色（10YR6/2) 粘士質。炭化物を含む。

3 褐灰色（10YR5/1) 粘士質。 F Aプロックを含む。

4 褐灰色（10YR5/1) 粘士質。炭化物を含む。

5 褐灰色（10YR6/1) 粘士質。炭化物を含む。

6 灰黄褐色（10YR6/2) 砂。多量の炭化物を含む。

7 灰黄褐色（10YR5.2) 砂。多量の炭化物を含む。

8 黄褐色(2.5YR5/3)砂と粘土との混合層。液状化の影響。

9 褐灰色（10YR5/1) 炭化物を含む。砂と粘土との混合層口

゜
2m 

A 
- 2 9. 3 0 

A’ 

第72図第19号住居跡

第19号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 高 坪 16.2 (4.8) RW B 橙 90 坪底部剥離

2 高 坪 16.0 (5.1) RWB B 橙 80 坪底部剥離

3 高 坪 15.2 (4.1) RW A 橙 90 坪底部剥離

4 坪 (10.0) (4.3) RW A 鈍橙 45 

5 高 坪 (4.5) (10.3) WB B 橙 20 

6 宰てギ (13.8) RWB B 橙 30 

7 ・宜— 11. 7 15.8 4.4 RW B 橙 100 火にかけた痕跡有り

8 甕 (19.9) (11.3) WB B 明褐灰 30 転用器台， 甕 (17.8) (28.2) RWW' A 橙 25 

10 支 脚 16.9 13.1 RW A 鈍橙 100 上面に木葉底
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第20号住居跡 y ~I 
< -4グリッドに位置する。第21号

住居跡とわずかに重複するが、新旧関

係は不明である。東半分は調査区外に

あった。規模は主軸長4.15m、深さ0.

＼＼ /~ 46mで、主軸方向はN-66°-Wである。

床面は地山砂層に掘り込まれていたた

め、液状化現象の影響を受けて攪乱さ

れ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確

認できなかった。調査途中の出水によ

り土層注の記録はできなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖に灰白

色粘土が使用されていた。左袖の長さ

は62cm、燃焼部の幅は30cmである。

本住居跡に伴う遺物は出土しなかっ
う

ご

た。

゜
2m <| 

第74図第20号住居跡

第21号住居跡

< -4グリッドに位置する。第20号住居跡と一部重複するが、新旧関係は不明である。遺構確認

面からの掘り込みが浅く、北壁は流失していた。規模は東西軸長4.46m、南北軸長4.32m以上、深

さ0.7mで、主軸方向はN-7°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピッ

トは確認できなかった。

カマドは残存していなかったが、東・西・南の各壁に灰・焼土等の痕跡も認められなかったため、

流失した北壁に造られたと見られる。

出土遺物は住居跡の残存が不良だったにもかかわらず多い。 3の高坪脚部は小片から図化したも

のだが、坦の口縁部的な成形で有段である。 5の小型甕は口縁部が精緻に成形され、端部に凹面を

もつとともに頸部にも段をつけている。 6の鉢は外面の荒れが顕著で、火に掛けて使用されたこと

が明らかである。 10は火に掛けられた痕跡があるため甕としたが、口縁部から肩部の形態が壺的で

あることや、大きく膨らむ胴部も内面に成形時の指頭痕を残す点など11以後の甕とは様相が全く異

なる。これに対して11以後の甕は肩部が張らず、口縁端部に凹面をつくり出す共通点をもっている。

口縁端部の特徴は長胴甕のみのものではなく、 5の小型甕、 6の鉢にまで及ぶものである。 11は甕

の胴部中位以上の転用器台であるが、口縁部内面には磨滅帯はみとめられない。他の住居跡の状況

を考え合わせると 9の甑とセットで使用された可能性が大きい。
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第75図第21号住居跡

第21号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (14.2) (5.2) RWE B 橙 40 

2 坪 (13. 9) (4.2) RW  C 鈍橙 30 

3 高 坪 4 3 (10.4) RB B 橙 15 

4 甑 (9.8) 3.9 WB  A 鈍黄橙 80 

5 小型甕 14 8 13.2 5.4 B A 明赤褐 80 

6 鉢 18 2 13.2 5.1 B C 鈍黄橙 70 火に掛けた痕跡有り

7 宰＝ (13 6) (21. 2) (5.6) RW  A 鈍橙 30 

8 宰土 16.9 6.5 RW  B 橙 70 ， 甑 28.3 33.1 9.6 RWB A 明赤褐 50 

10 甕 (17.0) (25.2) RW'B A 鈍黄橙 30 火に掛けた痕跡有り

11 甕 19.3 (17. 7) RWBH A 橙 80 転用器台

12 甕 15.8 (7.8) RWB A 鈍橙 70 

13 甕 20.4 (10.4) RWB A 橙 50 

14 甕 (19. 7) (35.5) (4.6) RWB B 橙 40 

15 甕 (21.4) (28.4) RB A 鈍黄橙 20 
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第77図 第21号住居跡 出土遺物 (2J 

第22号住居跡

< -4グリッドに位置する。北東半は調査区外にある。規模は南北軸長4.64m、深さ0.50m、主

軸方向はN-42°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認で

きなかった。

カマドは明瞭なかたちで検出できなかったが、北壁際に灰・炭化物層が広がる範囲がみとめられ

ることから、この部分がカマドの痕跡となるか、もしくはこの灰・炭化物層はカマド外のものであっ

てカマド本体はさらにこの東側の調査区外に位置するものと見ることができる。

遺物は土器小片がわずかに出土したのみであった。

- 95 -



¥ 
カマド痕跡

／ 

1 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。

炭化物を含むロ

2 灰白色(!OYR7/2) シルト層。

混入物なしロ

3 灰黄褐色(!OYR6/2) 粘士質。

混入物なしロ

4 灰白色（10YR7/1) 粘土質。

混入物なし。

5 灰白色（10YR7/1) 噴砂の砂を含む。

6 鈍橙色(2.5YR6/3) 粘土質口

炭化物を含む。

火を受けている。

7 灰白色(10YR7/1) 灰層。

8 黒 色（10YR2/1) 炭化物層．

A 
- 2 9. 3 0 

A’ 

冒
゜

2m 

第78図第22号住居跡
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第79図第22号住居跡出土遺物

第22号住居跡出土土器観察表

番号 I器種

1 坪

2 坪

3 甕

口径 I器 高 I底径 I胎土 I焼成 I 色調 1残存 I 出土位置•その他
RW I A 橙 破片 1 内外面黒色処理

RW I A 鈍橙 破片

RB I A 灰褐 破片

第23号住居跡

けー 5グリッドに位置する。規模は長軸長3.75m、短軸長3.65m、深さ0.10mで、主軸方向はN-

38°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピット等は確認できな

かった。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは57cmで、燃焼部の

幅は28cmである。支脚位置は中軸線上であり、高坪を倒立転用していた。

出土遺物のうち12の高坪はカマド支脚として転用されていた。 4• 5 • 6と7• 8はそれぞれ同
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系統の坪で、 5 • 6 • 7は黒色処理されているが、 4と8は処理されていない。 14は胴部の欠損が

大きいが、壺からの転用器台である。

t
f
 

B' 

~I 

口

a 

Cニ

カマト

a 橙 色（2.5YR7/6) j尭土層

b 褐灰色(10YR4/l)灰思。

c 鈍黄橙色（!OYR6/3) 火を受けた粘土層r

゜
2m 

---・  

第80図 第23号住居跡

第23号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.4 5.0 RW  B 橙 60 

2 坪 11.4 4 6 RW  A 鈍橙 100 

3 坪 12.0 4.2 RW B 橙 60 口辺部内面に布圧痕

4 坪 (13. 7) (3.5) RW  A 橙 25 黒色処理せず

5 坪 12.8 4.0 w A 黒 100 内外面黒色処理

6 坪 12.7 4.0 w A 鈍褐 100 内外面黒色処理

7 坪 (11. 7) (3.6) w A 黒 15 内外面黒色処理

8 坪 11.3 4.9 RW  A 橙 75 黒色処理せず， 大型坪 16.5 6.4 RW A 鈍赤褐 60 火に掛けた痕跡有り

10 大型坪 (17.2) (7.1) RW A 橙 30 

11 大型坪 14.6 (6.4) RW  B 橙 35 

12 高 坪 11.8 (7.4) RW  B 橙 100 No. l 転用支脚

13 鉢 14.9 10.5 RW  A 橙 80 

14 罪て 16.6 (15. 8) RWB B 橙 60 転用器台

15 壺 (19 7) (26.0) (6.2) RWB A 橙 40 

16 甕 16.2 26.5 5.6 RWB B 橙 80 

17 甕 (15. 2) 5.5 RW  B 鈍橙 50 カマド
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第24号住居跡

< -5グリッドに位置する。第25住居跡に切り込まれていた。規模は東壁軸5.46m、北壁長5.10

m、深さ0.30mで、主軸方向はN-63"-Eである。東壁に比べて西壁は4.50mと短いため平面プラ

ンは台形となっている。カマド左脇で長径40cm、深さ 7cmの皿状の貯蔵穴を検出した。床面は地山

砂層に掘り込まれていたため、壁溝．柱穴は確認できなかった。 B断面の北壁下では床面が段状に

高くなっているが、これは地山砂層の液状化現象に起因し、本来的なものではない。同様のことは

他の壁下にも見られ、壁は床面から直立しない。
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＜
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］ 褐 庚 色(10IRhl） 砂質炭化物・白色粘＋フロノクを含む

2 I火黄掲色(!OYR602) 砂質，＇わ展の白色枯土フロノクを含む

3 褐 戌 色(10IR5,1） 枯土質炭化物を含む

l 褐 灰 色(10¥R(ill 粘土質~ 完化物

5 褐灰色（10¥R6・11 粘土囲炭化物

6 祀灰色（10¥R61） 砂酋 多贔の炭化物拉を含む＿

7 褐灰色（JOYRふ1) 枯土質 ・｝尭トフロノク・炭化物を含む

8 渇灰色（10¥RSl） ／ルト質し•i尭 •1 フロノク・炭化物を含む

カマド

a 灰苗褐色（10YR6/2) 粘土質 多蘊の白色／犬を含む

b 橙 色(5YR0!6) I尭上フロノク 崩落した天井部

c 褐 灰色(10¥R1/1）灰同

d 橙 色 (5YR6/G) 焼土フロソク，崩落した坤道の天井．

e 灰黄喝色 (!OYRG,2) 粘上質 火を受けているし

第82図第24号住居跡
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第83図第24号住居跡出土遺物

第24号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11.6 5.2 w B 明赤褐 90 

2 坪 12.4 5.0 RW A 鈍黄橙 95 

3 坪 12.3 5.5 RW A 橙 60 

4 坪 13.2 5.8 RB B 鈍橙 70 

5 坪 12.0 5.6 RWB B 橙 80 

6 坪 (12.0) (4.2) RW A 橙 25 

7 大型坪 15.1 7.5 B C 橙 60 火に掛けた痕跡有り

8 大型坪 (15.9) (7.4) RW B 橙 40 ， 高 坪 (4.2) RW A 橙 25 

10 高 坪 (5.1) RW A 橙 50 接合部にハケメ

11 て竺 (21.6) (10.3) RWE A 橙 25 

カマドは東壁の南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは77cm、燃焼

部の幅は30cmである。煙道は幅22cm、長さ48cm以上である。支脚位置は中軸線上であり、礫を倒立

使用していた。

出土遺物は少量である。 7の大型坪は体部外面と口辺部内面に煤が付着し、口辺部外面は火を受

けて荒れていることから、鉢と同様に火に掛けて使用されたと見られる。 9は高坪の有段脚部であ

る。 10は模倣坪が坪部となる高坪で、坪と脚の接合部にハケメを残す。このほか覆土中から土玉 1

点と鹿の骨片が出土した。
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第25号住居跡

< -4グリッドに位置する。第24号・第26号住居跡の 2軒を切り込んでいた。規模は長軸長4.90

m、短軸長4.79m、深さ0.20mで、主軸方向はN-66°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁

溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 3層中には FAブロックが含まれていた。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは72cmで、燃焼部の

幅は32cmである。

出土遺物のうち14• 15の坪は稜がなく、客体的な存在である。また、 17の小型甕は上下半で胎土

が異なり、下半の方が砂の混合比率が大きい。
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1 灰黄褪色 l!OYR6/2) 粘十質 炭化物を含む

2 褐灰色(10YR6/J) 粘十質炭化物を含む

3 褐灰色（10YR51） 粘七質 FAフロックを含む

4 褐灰色(!OYR6!l) 砂と粘土との混合層<•

カマド

a 赤掲色（10¥R5/4) 焼士ブロソク・灰を含む，

b 鈍橙色(2,5YR614) ¥尭土フロノ久

c 黒褐色（10¥R2/2) 炭化物陪，

d 鈍赤褐色 (2,5YR5/3) 粘土質 火を受けている2

第84図第25号住居跡
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第85図 第25号住居跡 出土遺物

第25号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (13 9) (5 5) w B 明赤褐 45 

2 坪 (12. 0) (5 5) RW  A 橙 45 

3 坪 12.3 4.5 RW  B 鈍褐 60 

4 坪 12.3 4.9 w A 橙 90 

5 坪 13 1 5.7 RWB B 橙 90 

6 坪 11. 8 4.8 WB  A 橙 70 

7 坪 12.3 4.8 RW  B 明赤褐 80 

8 坪 (11.9) (3.8) RW  B 明赤褐 30 ， 坪 12.3 4.5 RW  B 明赤褐 70 

10 坪 12 6 5 8 w A 赤褐 60 

11 坪 12.3 5.2 RW  B 橙 100 

12 坪 (11.2) (4. 7) w A 橙 40 

13 坪 (13.0) (4.1) RW  B 橙 25 

14 坪 (11.9) (3.5) RW  A 明赤褐 40 

15 坪 (11. 9) (4.4) RW A 赤褐 30 

16 高 坪 16.6 12.9 11.0 RWW' B 橙 80 

17 小 型甕 (13.6) (12.0) B B 鈍黄橙 30 上下半で胎土異質

18 甕 (17.9) (14.8) RWB B 浅黄橙 20 
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第26号住居跡

< -4グリッドに位置する。第25号住居跡に切り込まれていた。規模は長軸長5.92m、短軸長5.11

m、深さ0.26mで、主軸方向はN-30"-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・

柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは96cmで、燃焼部の

幅は35cmである。支脚位置は左寄りであり、土製支脚が使用されていた。右袖の外側には灰層があっ

た。

遺物はカマド周辺に集中して出土した。燃焼部から出土した60• 63の甕のうち、 60は支脚にのっ

ていた。またカマド右脇から出土した64• 65 • 66の3点の甕のうち、 64は底部を欠損しているもの

＼
 

SJ25 

B 

叶

B — 28.B 0 
B' 

と

8
.
8
z
|
 

＜
 

C' 

゜
2m 

1 褐灰色(!OYR4/1) 粘土質口多羞の炭化物・焼土プロックを含む：

2 褐灰色(!OYR6/1) 粘士質口炭化物を含む。

3 灰黄褐色(10YR6/2) 砂と粘土との混合層ロ

4 褐灰色（!OYR5/1) 粘士質。炭化物・白色粘土プロックを含むc

5 褐灰色(10YR6/1) 砂と粘土との混合層口

6 褐 灰 色(10YR6/1) 粘士質口炭化物を含むロ

カマド

a 褐灰色（10YR6/1) 粘土質口多量の焼土粒を含む。

b 橙 色(2.5YR7 /6) 焼土層口火を受けて硬化している口

c 橙 色(2.5YR6/8)粘土質口焼土プロック・灰を含むロ

d 黒 色(10YR2/1) 炭化物層口

第86図第26号住居跡
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第87図第26号住居跡出土遣物（ 1)
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第89図第26号住居跡出土遺物 (3)
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第90図第26号住居跡出土遣物（ 4)

の正立した状態であり転用器台の可能性が考えられる。これに対して、 1。2• 3 • 4の4点の坪

は床面直上の出土ではないが、カマド右脇の灰層中で検出され本住居跡に直接伴う土器と考えられ

る。 25の坪は外面を黒色処理され、体部を穿孔されている。 28の坪は覆土中への混入と見られる。

51の甑は上下半で胎土が異なり、下半は砂粒の混合比率が高く橙色である。全体的に器面調整のハ

ケメが顕著で器種を限定せず、 37• 41。42の高坪の脚接合部、 49の小型甕、 53の鉢、 56。57• 58 • 

59の壺、 63。65• 66の甕と個体数の多いことが特筆される。
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第26号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12 4 5 4 RW B 橙 80 No. 7 

2 坪 12 7 5.4 RWB B 橙 80 No. 8 被熱による器面刻離顕著

3 坪 12.9 5 4 WW' A 明褐 90 No. 9 

4 坪 13.0 5 4 B B 橙 60 No.10 体部に砂粒脱落による小

孔有り

5 坪 (13. 9) (6 8) RWB B 橙 25 内外面に樹脂付着

6 坪 12.9 (5.2) RW B 橙 50 

7 杯 12.7 5.5 RW B 橙 95 

8 坪 12.3 (5.6) RW C 橙 70 ， 坪 12.7 5.8 RWB B 橙 90 

10 坪 (11. 7) (5.1) RB B 鈍黄橙 40 

11 坪 (12.6) (5.5) RB B 橙 40 

12 坪 (13.3) (4.8) RW B 鈍黄橙 30 

13 坪 (13. 0) (5.6) RWB B 橙 40 

14 坪 12.8 5.7 RW B 橙 80 

15 坪 (12. 7) (5.6) WB B 橙 45 

16 坪 12.4 5.2 RWB B 橙 60 

17 坪 (13.4) (6.0) RW B 鈍橙 40 

18 坪 12.5 5.8 RW B 橙 90 

19 坪 (13. 4) (5.8) RWW' B 明赤褐 30 内面黒色処理

20 坪 12.8 6.3 RWB C 明赤褐 80 

21 坪 (13.5) (5.4) RW B 橙 40 

22 坪 (11.9) (5.0) RB B 橙 25 

23 坪 12.7 5.7 RB B 橙 90 

24 坪 (12. 8) (5.1) R B 橙 30 

25 坪 12.6 6.2 RWB B 橙 100 穿孔土器外面黒色処理

26 坪 11. 9 6.2 RW B 鈍赤褐 80 

27 坪 (13.6) (6.5) RW C 橙 20 外面に被熱痕跡有り

28 坪 (11.4) (4.0) w A 明赤褐 15 

29 大型坪 15.0 17.8 RW B 橙 50 

30 坪 (8 _ 1) (3. 9) RB B 明赤褐 30 

31 無頸壺 5.2 4.3 RW B 橙 70 2孔

32 短頸壺 (10.6) (7.5) RWW'B B 鈍黄橙 25 火に掛けた痕跡有り 胎土粗

33 坦 (10. 9) RWB A 橙 100 

34 坦 (7.5) RW A 橙 10 

35 坦 (6.1) RWB C 橙 70 

36 坦 (7.0) B A 明赤褐 40 

37 百 坪 (7. 7) 11 2 w A 橙 80 No. 6 接合部にハケメ回

38 高 坪 (12. 3) (8.0) (10 O) RW'B A 橙 25 

39 高 坪 (13. 0) (7.0) RW B 橙 25 

40 高 坪 (8. 9) RB A 明赤褐 70 

41 吉 坪 (5.0) RW A 橙 40 脚部内面黒色処理接合部にハ回

ケメ

42 高 坪 (3.1) RWB A 橙 60 接合部にハケメ

43 高 坪 (4.3) RW B 橙 50 

44 高 坪 (3 7) (10. 7) RW A 橙 30 

45 小型甕 12 8 (12.5) RW B 橙 70 

46 小型甕 12.5 13.0 5.5 RWB B 鈍黄橙 70 
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第26号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

47 小型甕 (9.1) (4 7) WW'U B 鈍黄橙 30 

48 小型甕 (13.1) (8.8) RW  B 橙 30 

49 小型甕 12.8 14.2 3 3 W' C 淡橙 80 ハケメ残る

50 小型甕 11.6 12.3 4.2 RW  B 鈍椅 70 火に掛けた痕跡有り

51 甑 16 6 16 4 2.1 R A 鈍橙 95 上下半で胎土異質

52 甑 24 0 (12. 9) RWB A 橙 80 

53 鉢 (20.4) (13.3) RW  A 橙 25 ハケメ残る

54 支 脚 13.3 10 2 RWB A 淡黄 100 No.11 外面に粘土付着

55 壺 (9. 7) (5.0) RWW'B A 橙 70 

56 罪士 19 3 29 9 5.0 RWB A 橙 80 内外面にハケメ残る

57 罪土 (15.1) (5.6) RWB A 橙 45 

58 壺 (21 3) (6 5) RW  A 橙 15 

59 宜←土一 (8 2) (6.0) RW  A 明赤褐 30 

60 甕 (19 0) (5 8) WB  B 鈍橙 70 No. l 

61 甕 17.1 29 4 5 0 RW' B 鈍黄橙 70 

62 甕 18.0 30 9 7.6 RW  B 鈍橙 70 

63 甕 18 9 30 5 5 0 RWW'B B 橙 90 No. 2 ハケメ残る

64 甕 19.3 (26.5) RW  A 鈍橙 60 No. 3 

65 甕 17.7 29.0 5 8 RWW' A 橙 90 No. 4 ハケメ残る

66 甕 19.0 31.1 5.9 RWB A 橙 70 No. 5 ハケメ残る

第27号住居跡

< - 4グリッドに位置する。規模は長軸長3.49m、短軸長3.02m、深さ0.24mで、主軸方向はN-

4]C-Eである。土層断面に表れたように壁際の各所は液状化現象の影響を受けて大きく乱されてい

た。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 2• 3 

層中には FAブロックが含まれ、その上の 1層は炭化物層であった。

カマドは北東壁に造られていたが、他の住居跡とは違って幅30cm、奥行き60cmの燃焼部を壁外に

掘り込み、袖をもたない特殊な構造である。燃焼部の主軸上には転用支脚として坪が伏せられた状

態で存在した。本来的にはさらに煙道が外方に伸びていたものと思われる。

出土遺物は少量であり、坪が中心である。 1の坪は体部の内面上半に連続した弧状の痕跡が残る。

これはエ具を右から左に小さく動かす器面調整動作を重複させながら行なった結果である。 5の坪

第27号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.5 4.9 RW  B 橙 60 内面に調整工具跡残る

2 坪 12.0 5 9 RWB A 橙 60 

3 坪 12.8 5.3 RW B 橙 60 

4 坪 12.4 5.0 w A 鈍橙 80 

5 坪 12 3 4.9 RW  B 明赤褐 100 

6 坪 (12.0) (4.3) WW' A 橙 40 

7 坪 (11.8) (3.8) RW  B 橙 25 

8 高 坪 12.5 6.2 RW A 鈍橙 100 ， 竺上 (19 9) (7.4) w B 橙 40 転用器台の可能性あり
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はカマド支脚に転用されたものである。 8の高坪は坪部のみの完形品であるが脚接合部はきれいに

剥離しており、坪として転用されていたと見られる。 9の壺は残存率が低いが口縁部に磨滅部分が

みられ、転用器台の可能性も考えられる。 6• 7の坪は他の坪の形態と比べ後出的なものであり、

混入品と考えられる。このほか滑石製の勾玉が 1点出土した。
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1 黒褐色(!OYR3/1) 炭化物凰

2 褐灰色(!OYR4/1) 炭化物・ FAプロックを含む。

3 褐灰色(!OYR5/1) FAプロックを含む。

4 褐灰色(!OYR5/1) 粘土質。炭化物を含む。

5 褐灰色（10YR5/1) 粘士質。混入物なしロ

6 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。混入物なしロ

7 褐灰色(!OYR5/1) 粘士質。少且の炭化物を含む。

8 灰黄掲色（10YR6/2) 粘土質。多温の砂を含む。

カマド

a 橙 色(2.5YR6/6) 焼士層。天井部の崩落。

b 黒褐色(IOYR3/I) 焼士炭化物層。

c 褐灰色(IOYR5/I) 粘士質口炭化物・焼土を含む。

d 掲灰色(IOYR5/I) 砂質。炭化物・焼士を含む。

e 褐灰色(IOYR5/]) 粘士質。少量の炭化物を含む。

f 黒褐色(IOYR3/I) 砂層。炭化物・焼土を含む。

g 灰黄褐色(IOYR4/2) 砂層。焼土粒・灰を含む。

゜
2m 

第91図第27号住居跡
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第92図第27号住居跡出土遺物
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第28号住居跡

< -4グリッドに位置する。規模は長軸長5.05m、短軸長4.70m、深さ0.10mで、主軸方向はN-

31°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、液状化現象によって攪乱されていたため、 7.

16の土器等は当初想定した床面下の砂層中に埋没していた。壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認で

きなかった。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは55cmで、燃焼部の

幅は37cmである。支脚位置は中軸線上であり、土製支脚が使用されていた。

出土遺物のうち、 7の大型坪は火に掛けた痕跡がある。 8の須恵器短頸壺は33号住居跡出土の破

片と接合した。 9の土製支脚は外面上部に粘土が付着する。 10の用は底部を穿孔されている。 13の

壺は本来有段口縁のものが中段で水平に打ち欠かれている。 21• 22の甕はハケメが顕著に残るが21

は胴部下半が未調整で小亀裂が目立つ。 27の甕は大型である。

＼
 

B' 

<| 

B 
--2 9 ~ 1 0 B' 

x
 

＜
 

C C' 

カマド

a 褐灰色(10YR6/1) 粘土質。混入物なし。

b 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。焼土プロック。天井部。

c 灰黄褐色(!OYR5/2) 粘土質。多量の炭化物・焼上を含む。

d 灰黄褐色(!OYR5/2) 粘土質。多量の炭化物を含む。

e 鈍黄橙色（10YR6/3) 粘土質。炭化物を含む。火を受けている。

f 鈍黄橙色(!OYR6/3) 粘土質。火を受けている。 ゜
2m 

第93図第28号住居跡
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第28号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.7 5.8 RWB A 橙 80 

2 坪 12.9 (5.2) RWB A 橙 60 

3 坪 (13.2) (5.5) w A 鈍橙 40 内面煤付着

4 ミニチュア 6.0 3.4 RWB A 黄橙 40 

5 大型坪 15.3 7.3 RW A 橙 70 

6 大型坪 15.3 7.2 RW A 鈍橙 60 

7 大型坪 16.1 7.7 BU B 橙 80 火に掛けた痕跡有り

8 短頸壺 10.5 9.3 WB A 灰 50 須恵器 SJ33の破片接合， 支 脚 14.2 13.2 RB A 橙 100 N(l1 外面に粘土付着

10 坦 (10.0) RB A 鈍橙 50 穿孔土器

11 甑 17.5 12.6 3.4 w A 明赤褐 90 

12 甑 20.9 25.4 7.5 RWB A 橙 70 

13 ~ 瞑 (28.2) (6.5) RWB A 橙 30 ロ縁部の割れ口を整えて使用

14 壺 (15.1) (19.0) R A 橙 40 

15 一宰 (19.4) (22.4) RW A 橙 30 

16 ＝ 罪 (21.3) (4.8) RW A 橙 30 

17 一宰 (15.5) 21.2 (5.3) RW A 鈍橙 40 

18 甕 14.7 (13.6) RWW' A 淡黄 90 

19 甕 (7. 7) 5.5 RB A 鈍黄橙 70 

20 甕 13.2 19.1 4.0 RW C 鈍橙 60 

21 甕 17.2 26.5 5.9 RB A 橙 70 内外面にハケメ残る

22 甕 14.8 25.5 5.3 RWB A 明赤褐 80 内外面にハケメ残る

23 甕 (19.9) (22.0) RB A 橙 40 

24 甕 15.8 (26.5) RWW' A 橙 70 

25 甕 17.1 29.2 5.4 RWB A 鈍黄橙 70 

26 甕 (23.3) (6.2) RW A 浅黄橙 30 

27 甕 (23.4) (6.6) w A 橙 25 

第29号住居跡

< - 5グリッドに位置する。南西隅は試掘トレンチによって破壊されていた。規模は長軸長4.70

m、短軸長3.60m、深さ0.24mで、主軸方向はN-9°-Wである。南東隅より、長径78cm、深さ 9

cmの皿状ピットを検出した。壁溝・柱穴等は確認できなかった。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が用いられ、左袖の先端には甕が構築材として倒立状

態で使用されていた。右袖の長さは85cm、燃焼部の幅は25cmである。煙道は幅24cmで、傾斜をつけ

て掘り抜かれていた。支脚位置は左寄りであり、土製支脚が使用されていた。

遺物はカマドから出土した 1の坪、 10の支脚、 16の甕のほか、ピット寄りからは17の壺と紡錘車

が出土した。また、 4層を中心とした覆土中からは、 11• 12の甑、 13の壺、 14• 15の甕が出土した。

5 • 6 • 7の高坪3点はいずれも脚部がきれいに剥離しているが剥離面は磨滅しており、転用坪と

して使用されたと見られる。 13の壺は口縁部内面が磨滅するほか胴部も意図的に打ち欠かれた転用

器台である。
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1 褐 I天 色 (2.5YR5'1) 粘付弱 微県(/.)炭化物を含む

2 灰黄褐色（!OYR5/2) 粘性弱 炭化物、微旦の白色

ハミスを含む

．｝ 掲灰色(!OYRふl) 粘•i寸弓凡多杭 0.J I尭七・炭化物

を含むつ

I 褐灰色(10¥’115/11 粘•l'E弓弓 多は0)炭化物・焼土

粒を含む

5 褐灰色（10YR5/l) 枯性弱 白色パミス・焼上粒

含む

6 褐灰色 (]0\•R1;l ） 粘性弱微量の白色ハミ人

炭化物を含むc

7 褐灰色(lOYR6/l) 粘性弱炭化物・｝火を含むこ

ド

灰

橙

マ力

a

b

c 灰

d 赤橙色(N5/0)

e 灰

灰

灰
t

g

 

こ

色(5YR6/6)

色(N5/0)

色(NG/0)

色(N6/0)

一

D

一言

色(10YR6/6) 枯七質」灰・炭化物を含む。

色（5Y5/I) 粘付汎天井の焼土ブロノク

．灰を含む。

枯件弱コ多量の灰・炭化物を

含む。

枯性弱灰・炭化物・焼上フ

ロックを含む、＂

粘性弱 灰・焼上フロ；；クを

含む｛

粘•1生弱灰・炭化物を含む。

砂質＂灰・炭化物を含む。

゜
2m 

第97図 第29号住居跡

第29号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.3 5.6 RW  A 鈍橙 100 No. 4 

2 坪 13.2 5.3 RWB B 鈍黄橙 70 

3 坪 12.0 4 8 RWB A 鈍橙 100 

4 坪 (13.1) (4 9) RW  A 明赤褐 40 

5 高 坪 13 2 (5 8) RW  B 橙 70 転用坪

6 高 坪 13.1 (6.0) RW' A 橙 70 転用坪

7 高 坪 12.5 (6 0) R B 橙 70 転用坪

8 高 坪 (6.3) 12.8 RWB A 鈍橙 80 カマド

9 小型甕 13.0 12.4 6.5 RWW'B C 鈍橙 80 

10 支 脚 (10.8) RW  C 鈍橙 so No. 3 

1 1 甑 26.1 27.5 8.5 RWW'B A 明赤褐 80 

12 甑 28 28.5 9.2 RWB A 橙 70 

13 宮手 (15.0) (16.1) RW  B 鈍赤褐 30 転用器台

14 甕 17 5 (30. 7) RWB B 鈍橙 80 

15 甕 17.6 33.2 7.2 RBU A 鈍黄橙 70 

16 甕 18.9 (22.3) RWB B 橙 80 No. 5 カマド左袖先端に使用

17 宜土 40.8 8.6 RW  C 淡黄 80 No. l 口縁部割れ口全周磨滅
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第99図第29号住居跡出土遺物 (2)
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第30号住居跡

< -5グリッドに位置する。規模は長軸長5.64m、短軸長5.58m、深さ0.23mで、主軸方向はN-

82°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれており、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。

カマドは西壁南寄りに 2度造られ、第 1次カマドは、焼土化部分により燃焼部の一部がわずかに

確認できただけだった。第 2次カマドはその左に隣接して造られ。袖に灰白色粘土が使用され篠竹

を用いた芯材も確認できた。床面の液状化現象のため袖が歪められ下端が北方向に流されたのに反

して、壁状の左右両袖は南方向へ傾倒していた。右袖の長さは78cm、燃焼部の幅は28cmである。支

脚位置は右寄りで、小型甕が倒立転用されていた。

遺物は 9の小型甕のほか、 2 • 5の坪、 8の高坪、 10の小型甕がカマドから出上しているが、い

ずれも火を受けて器面が変質している。

第 1次カマト 一

A
 

A 
2 8 9 0 

A' 

1 灰白 色(!OYR7勺） 砂層C 炭化物含む，＇

2 掲灰色（!OYR5/l) 、/)レト質，多彙の炭化物を含む

3 褐灰 色(!OYR5/l) 粘土質！

4 灰黄掲色 (!OYR6/2) Yルト質^

5 褐灰色（10YR5/l) ン）レト質，，炭化物を含む

6 褐灰色（!OYR6/l) 粘土費 炭化物，臼色粘土を含む

7 褐灰色(10YRふ1) ンルト質••多景の白色粘上を含む
8 掲戌色（lOYR6il) 粘士質 多絋の砂を含む

9 褐灰色(lOYR5/l) 粘土質 炭化物・白色粘十を含む

10 褐灰色(lOYR6/l) ンルト質炭化物を含む。

11 褐灰色(lOYRGil) 砂唇炭化物を含む。

゜
2m 

第100図第30号住居跡
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カマト

a 純黄橙色 (5¥'613) /ルト'Ii, i昆入物なし

b 褐灰色 (]0YR(＇／l) 粘十質焼上フロックを含む，

c 掲灰色(JOYRS/1)灰層

d 純褐色(7.S¥'ll5/3) 粘十質火を受けていな

1m 

第101図 第30号住居跡 カマド
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第30号住居跡

0 10cm 
トー―- I ---j 

出土遺物

逍

口
]

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ー

カマド火に掛けた痕跡有り

カマド

No.1 転用支脚

カマド

内面黒色
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第31号住居跡

< -5グリッドに位置する。規模は長軸長4.77m、短軸長4.60m、深さ0.15mである。主軸方向

はN-22°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれていたが、壁溝幅18cm、深さ 5cm程で全周し、

これに連結するかたちで南東隅に長径102cm、深さ 9cmの皿状ピットが存在した。柱穴は確認できな

かった。

カマドは北東壁に造られて、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは83cmで、燃焼部

の幅は30cmである。煙道は幅20cm、長さ87cm以上であり、水平に掘り抜かれていた。支脚位置は左

＼
 

鹿角

B 

＜
 

B-2 8 2 0 

B' 

8' 

ー 一

c 

.:I 

C
-

C' 

1 褐灰色（!OYRS/1) 砂質c 微量の炭化物を含むs

2 褐灰色（!OYR4/1) 粘性強C 多量の炭化物を含むこ

3 灰褐色(!OYRS/1) 砂質。灰褐色砂との混合層e

4 灰黄褐色(!OYRS/2) 砂質c 少蓋の炭化物を含む。

5 明黄褐色(!OYR6/6) 焼土プロック。

6 喝灰色（!OYRS/1) 粘性強。少駄の炭化物を含むこ

7 灰褐色（7.SYRS/2)砂層口

8 黒 色(!OYR2/1) 炭化物層c

9 褐灰色（!OYRS/1) 粘性弱c 灰褐色士との混合層。

10 褐灰色（!OYR6/1) 粘性弼。少嵐の炭化物を含む2

0 2m 

カマド

a 褐灰色(!OYR4/1) 粘性弱。多量の炭化物・焼土粒を含む。

b 褐灰色（10YR5/1) 粘性弱。少量の炭化物を含む。

c 橙 色(2.5YR7/6)粘性弱。焼土プロック・灰・炭化物を含む。
d 黒 色(!OYR2/1) 灰炭化物層。

e 黒 色(!OYR2/1) 灰層。

第103図第31号住居跡

-121-



口`：口□ 三

い
い
、

15 

／ ＼ ＼ 

／ ＼＼  

16 //1//~)\ ¥ I "'- II 17 

）
 0 10cm 

I I I 
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第105図第31号住居跡出土遺物 (2)

寄りで、土製支脚が使用されていた。

出土遺物のうち、 1の坪は完存するが、亀裂が入っている。焼成時に生じたものを、そのまま使

用したものだろうか。 12と13の鉢は火に掛けて使用した痕跡が見られ、外面に煤が付着している。

土製支脚は 2点出土したが、 21はカマド内に正立していた。このほかにカマド寄りの覆土中からは

鹿角片が出土した。
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第31号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.5 6.6 RW  A 橙 100 口辺部から体部への亀裂

2 坪 12.1 6.1 RWB A 橙 80 

3 坪 12.0 6.2 RB B 鈍黄橙 70 

4 坪 12.1 6.3 RWB A 橙 100 

5 坪 (12.2) 6.1 R B 鈍黄橙 40 

6 坪 12.9 5.7 RWB A 明赤褐 70 

7 坪 (12.1) (5.6) RWB A 橙 25 

8 坪 13.1 5.7 w A 橙 50 ， 坪 (13. 9) (6 7) RW  B 鈍赤褐 40 

10 高 坪 (4.6) RW  A 橙 90 

11 高 坪 (3 7) WB  B 鈍橙 20 

12 鉢 13.8 8.6 w B 鈍赤褐 100 火に掛けた痕跡有り

13 鉢 (19.8) (11. 7) BWW' A 明赤褐 25 外面煤付着

14 甑 (20.4) (9.6) WB  A 橙 10 

15 甑 (6. 7) (3 2) R A 橙 40 

16 坦 (10.4) RWB A 橙 70 

17 罪＋ (10.0) RWW' A 鈍赤褐 30 転用器台

18 舌笠 (7.4) (4.3) R A 橙 25 

19 壺 (17 9) (24.4) (6.3) w A 橙 30 

20 支 脚 16.4 (4. 9) RW  A 鈍黄橙 100 

21 支 脚 15 9 5.9 RWB B 明赤褐 100 No.1 

22 手捏土器 (1 6) R A 橙 20 

23 甕 (17.6) (9 2) R B 明赤褐 25 

24 甕 16.4 (8.0) RWB B 明赤褐 50 

25 甕 (17. 9) (15.0) RW  A 鈍橙 30 

26 甕 19.6 (28.5) RWW'B B 橙 50 

27 甕 16.3 26.8 6.1 RWB A 橙 70 

28 甕 18.6 31.0 5.0 RW'B A 鈍橙 60 

第32号住居跡

< - 5グリッドに位置する。規模は長軸長4.67m、短軸長4.50m、深さ0.45mである。主軸方向

はN-6°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。

カマドは北壁に造られて、袖には灰白色粘土が使用され、篠竹を使った芯材も確認できた。左袖

の長さは100cmで、燃焼部の幅は35cmである。煙道は幅27cm、長さ 120cmで、傾斜をつけて掘り抜か

れていた。

遺物は63の高坪脚部と 4のミニチュア甑以外は、すべて 2層を中心とする覆土中から多量に出上

した。土器の中には埋没途中に火を受けた痕跡があるものもあり、炭化物・灰を主体とする 2層と

考えあわせると、窪地状になった廃絶住居跡に土器を投棄し、火を燃やしたと見ることができる。

器種の上では、坪の比率が大きく、さらに、いくつかのタイプに分けることができる。 10~21はロ

唇部に面もしくは凹線をもつ。 25~29は口辺部が比較的短く、口唇部が丸くわずかに内側に肥厚す

る。 30~35は口辺部が長く直立ぎみで口唇部がわずかに内湾する。 36• 37は稜を持たない椀形であ
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るが基本的な技法は有稜坪と同様である。 38~42は明瞭な稜は持たず直立した口辺部が中段から外

反する。 43• 44も稜を持たずヨコナデされた口辺部は大きく内湾する。坪は以上のように大きく分

けられるが、このほか45では、口辺部ヨコナデ後の亀裂を指頭でナデ消した痕跡が認められる。 73・

74 • 75は壺の口縁部から胴部上半を転用した器台である。いずれも口縁部内面の磨滅帯はないが、

胴部の割れ口は安定して据えられるように打ち欠かれている。 77の壺は胎土が粗く、火に掛けた痕

跡も認められる。 85の甕には片岩粒が顕著に含まれ、小山川上流域での製品と考えられる。 8は擦

切痕をもつ坪片である。

このほか特殊な土器、ミニチュア製品、土製品などの集中が特筆される。 46の坪と67の用は焼成

後に穿孔されている。 1• 2 • 66の土器は線刻文や暗文をもつ。 4~7はミニチュア製品だが、 4

の甑は実用サイズのものと比べても遜色のない精緻なつくりである。 3は楕円形の皿状製品である

が表裏面のみならず、端部にもミガキが施されている。このほか覆土中から土玉11点、滑石製品 1

点、多数の扁平土製品、獣骨片が出土した。
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1 褐灰色(10YR6/2) 粘性弱。少董の炭化物を含む。 5 褐灰色(10YR5/1) 粘性弱。少量の炭化物・焼土粒を含む。

2 褐灰色（10YR6/1) 粘性弱。多重の炭化物・灰・上器、少量の軽石粒を含む。 6 褐灰色(lOYRS/1) 粘性弱。炭化物・白色粘土を含む。

3 褐灰色(lOYRS/1) 粘性弱。少量の炭化物・焼士粒を含む。 7 灰黄褐色(10YR6/2) 粘性弱。砂と灰色粘土との混合層。

4 灰黄褐色（lOYRS/2) 粘性弱。砂と灰色粘士との混合層。

第106図第32号住居跡
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a 褐灰色（10YR5/l) 粘性弱。灰色粘土と砂との混合層→炭化物を含む。

b 褐灰色（10YR6/l) 砂層，混入物なし一

c 褐灰色(!OYR5il) 粘性無。焼土プロノク・灰を含む。

d 橙 色(2.5YR6/8) 焼土層＂崩落した天井部。

e 黒 色(!OYR2/l) 灰炭化物吊，

f 褐灰色（!OYR6/l) 粘性弱こ焼土プロック，炭化物を含むこ

g 灰白色(10YR7/l) 粘1生弱。少歴の焼土小フロノクを含む。

__(;' 
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0 1m 
1- -1 -- -i 

h 灰白色(10¥'R7/J) 粘性弱 多量の焼土大プロノクを含む。

l 黒掲色（!OYR3/2) 粘性弱 多量の焼土小プロックを含むこ

J 褐灰色（!OYR6/1) 灰層．

k 黒掲色(!OYR2/2) 炭化物層ロ

1 褐灰色（10YR6/l) 粘性弓翫焼土プロック・灰を含む

m 明黄褐色(2.5¥7/6) 焼上プロノクコ煙道の天井。

第107図第32号住居跡カマド
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第32号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 高 坪 (13. 0) (2.6) RB A 橙 30 転用皿 内面に放射状線刻文

2 無 頸壺 (3 8) RWB A 明赤褐 80 

3 土製品 RW  A 橙 破片 全面ヘラミガキの丁寧な作り

4 ミニチュア 10.5 8.6 3.8 RWB A 橙 100 No.1 

5 ミニチュア (5.9) 2 1 RB A 鈍橙 20 

6 ミニチュア (4 1) RWB B 橙 100 覆土

7 ミニチュア (3.6) (2 1) R B 橙 20 

8 坪 RW  B 鈍橙 破片 擦切痕破片， 支 脚 (8 6) 6 2 RWB A 橙 60 

10 坪 12.1 4.9 RWW'B A 鈍橙 100 覆土 口辺部内外面煤付着

1 1 坪 11.9 5.6 RWB B 淡赤橙 100 覆土 口辺部内外面煤付着

12 坪 13.3 5 2 RWB A 橙 95 覆土

13 坪 13.0 5.5 RWB A 橙 90 覆土

14 坪 11.9 (5 1) RWB A 鈍橙 50 覆土

15 坪 02.3) (5 3) RWB A 橙 30 覆土

16 坪 13.2 5 6 RWB B 橙 60 

17 坪 (11.8) 5 0 RWB B 橙 40 

18 坪 (13.6) (5 4) RWB A 橙 40 覆土 口辺部外面に細かい亀裂

19 坪 13.4 5 3 RWB A 明赤褐 60 覆土 口辺部に細かい亀裂

20 坪 (13.5) (4 7) RWB B 橙 45 覆土

21 坪 (12.2) 5.2 RWB A 鈍橙 40 覆土

22 坪 (12. 7) 5 1 RW  A 鈍橙 40 覆土

23 坪 13.1 6.0 RWB A 橙 60 覆土

24 坪 (12.6) (5 6) RWB B 橙 40 覆土

25 坪 11. 9 4 8 RW'B A 淡赤褐 100 覆土

26 坪 12.5 4.6 RWW'B A 橙 100 

27 坪 12.4 5.2 RWB A 橙 100 覆土

28 坪 11.8 4.6 RWB A 橙 90 

29 坪 12.4 4 6 RVI「B A 橙 70 覆土

30 坪 12.9 6.4 RWB A 橙 60 

31 坪 11.8 6.0 RWB A 橙 80 覆土

32 坪 12.0 6 0 RWB A 橙 70 覆土

33 坪 12.4 (5 5) RWB A 橙 60 覆土

34 坪 12.1 5 8 RWB A 橙 50 

35 坪 02.2) (5 9) RB A 黒 30 内外面黒色処理

36 坪 12.2 6 2 RWB A 橙 50 覆土

37 坪 12.2 5.9 RWB A 橙 70 覆土

38 坪 12.1 5 8 RW  A 橙 100 被熱赤変

39 坪 13.0 5.8 RWB A 橙 100 

40 坪 12.1 5.7 RWB A 橙 100 覆土被熱赤変

41 坪 12.4 5.9 RWB A 橙 95 覆土 内面炭化物付着

42 坪 12.5 5.8 RW  A 橙 90 覆土 内面炭化物付着

43 坪 11.3 5.2 RWB A 鈍橙 85 覆土内面に放射状調整痕被

熱赤変

44 坪 (11.5) (4.9) RWB B 鈍橙 40 覆土 内面に放射状調整痕

45 坪 12.9 (5. 7) RWB A 淡褐 50 覆土 口辺部調整後の亀裂補修

46 坪 (12.1) (5.3) RWB B 橙 25 穿孔土器
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第32号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 益ロロ 芦回 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

47 坪 9 4 4.8 RW  A 橙 90 覆土 ミニチュア風口辺端部

不整形

48 坪 (9.2) (3.6) RWB A 鈍橙 40 覆土 ミニチュア風

49 大型坪 15.5 6.5 RW  A 橙 70 覆土

50 大型坪 16 0 RWB A 橙 50 覆土
(7.1) 

51 大型坪 14 9 (7.1) RWB A 橙 90 覆土

52 大型坪 15 6 (7.2) RWB A 橙 40 覆土

53 大型坪 14 5 (7.6) RWB A 橙 30 覆土

54 大型坪 (13 9) 6.6 RWB A 橙 40 覆土

55 高 坪 12.0 9.4 10.3 RWB A 淡橙褐 60 覆土

56 高 坪 12.6 8.7 10 7 RWB B 橙 70 

57 高 坪 (6.2) 9.8 RWB A 橙 70 

58 高 坪 (7.6) 9.7 RWB A 橙 70 

59 高 坪 (5.5) 9.4 RWB B 橙 90 

60 高 坪 (3.8) 9 9 RWB A 橙 90 

61 高 坪 (3.9) 9.5 RWB A 橙 80 

62 高 坪 (5.0) 11.6 RWB A 橙 95 

63 高 坪 (6. 9) 12.2 RWB A 橙 90 

64 高 坪 (5 3) 11.6 RWB A 鈍橙 60 

65 高 坪 (3.0) (13.1) RB B 橙 30 

66 高 坪 21.6 13.3 10.9 RWB A 橙 95 覆土外面に線刻文樹脂付着

67 坦 9.9 15 8 RWB A 橙 90 覆土穿孔土器

68 坦 (8. 9) R A 橙 30 覆土

69 小 型甕 (11. 7) (10.0) RWB C 鈍橙 25 

70 小型甕 (9. 7) 4.2 RWB B 橙 50 

71 小型甕 (7. 7) (4.2) RWB A 橙 30 

72 罪士 (21.6) (7.0) RWB A 橙 25 覆土

73 宮ギ (19 7) (6.5) RWB C 鈍黄橙 100 覆土転用器台

74 宜ギ (16 2) (10.3) W'B A 橙 100 転用器台

75 宜ギ 21.0 (9. 9) WBU B 橙 70 転用器台

76 盆土 (15. 7) (16.8) RW  A 橙 40 覆土

77 壺 14 8 (19.0) RWB B 橙 90 覆土火に掛けた痕跡有り 胎

土荒い

78 揺士 15.2 25.0 8 5 RWB A 橙 90 

79 壺 (16.1) (21.4) (5 9) RWB A 橙 45 覆土

80 甑 (26.8) (11.2) RWB A 橙 20 

81 甑 24.5 33.0 8 7 RWB A 橙 95 覆土

82 甑 (27. 9) (27.8) RWB A 橙 20 覆土

83 甑 (11.0) (9.0) RWB A 橙 20 

84 甕 17.8 (8.5) RWU B 鈍黄橙 60 覆土

85 甕 15.9 (18.3) RWBH B 橙 60 胎土中の片岩粒顕著

86 甕 (18.8) (14.6) WW' B 鈍橙 25 覆土

87 甕 (17.8) (10.4) R B 鈍黄橙 40 覆土

88 甕 16.9 (27.0) RWW'B B 橙 80 覆土

89 甕 18.2 (24.5) RWB A 鈍橙 80 覆土

90 甕 16.9 29.5 7.1 RWBU A 橙 80 覆土

91 甕 17.8 28.4 5.0 RWB A 鈍黄橙 90 
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第33号住居跡

< -5グリッドに位置する。検出した平面プランは変則的な平行四辺形である。これは地山砂層

に掘り込まれた住居が地震による液状化により南から北へ向かう大きな力を受けた結果歪んだもの

である。南東隅は島状に分離して本来の位置から大きく流され、第 2カマドの袖は途中で分断され

てズレていた。変形しながらも残った壁から復原すると本来は西壁長、北壁長とも5.58m、深さ0.45

mの正方形プランで主軸方向はN-90°-Wであったと考えられる。床面も液状化現象の影響で乱さ

れ、土器がもぐり込んでいた。壁溝・貯蔵穴。柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは西壁で 2基を検出した。第 1次カマドは袖が残存せず、煙道は幅25cm、長さ111cmで傾斜

をつけて掘り抜かれ、先端に煙出ピットを持っていた。第 2次カマドは袖に灰白色粘土が使用され

ていた。液状化現象は矢印の方向に作用し、袖を分断しただけでなく、直立すべき壁を南方へ傾倒

させた。同様の現象は第30号住居跡で見られた。復原すると右袖の長さ約90cm、燃焼部の幅25cmほ

どになると考えられる。煙道は幅21cm、長さ78cm以上で傾斜をつけて掘り抜かれていた。支脚位置

は右寄りで小型甕が倒立転用されていた。右袖の外側には灰層があった。

遣物はカマド左側の南西隅寄りとその東方の中央寄りの 2か所に集中して出土した。 7の小型甑

は西壁際に転倒した状態で出土したが、その上位には同じく転倒して 8の短頸壺が存在した。この

短頸壺の口縁部内面が磨滅していることから、 7の小型甑と 8の短頸壺は本来 2段重ねでカマド脇

の壁上に置かれていたものが転落したものと考えられる。 3の坪と24の甕は南西隅の床面上の出土

であるが、坪は外面に煤が付着し、火に掛けられたと見られる。中央寄りからは13の甑、 16の壺、

23。25の甕が出土したが、本来は床面上にあったものが床面の砂層中にもぐり込んでいた。 16は壺

の口縁部からの転用器台で正立して出土したが、使用による磨滅帯は頸部の内面にあり、その位置

から考えて使用時には倒立していたものと見られる。近接して出土した甑をのせた可能性が大きい。

また25の甕は底部のみが16の転用器台の中に入れ子状に伏せられていたため、この一群の土器は本

来ここにあったものではなく 2次的に置かれたと考えられる。 20の小型甕はカマドの支脚として転

用されていた。以上のほかの土器は覆土中からの出上だが18。19• 21の甕は口縁端部が面取りされ

ている。 15は壺からの、 19は甕からの転用器台である。 17は壺の胴下半部からの転用鉢で内外面に

樹脂が付着している。このほか、 9・10・11はミニチュア土器である。

c_,," c
 

E E’ 
- 2 8 l o 

D D' 
ー 93 9 0 

C, 

第 2次カマト

a 渇灰色 (!OYR4/l) 料土質 炭化物・焼 l：フロノクを含む

b 灰黄閲色（10¥R5/2） 粘」＿質 多量の焼土フロックを含む 天井の崩濱か，9

c 明黄褐色 (!OYR6/6) /尭上フロノク．

d ／反黄褐色 (!OYR5/2) 未占ナ＇費 多景の灰を含む

e 褐灰色（10¥Rり］） 砂質炭化物を含む

f 褐灰色（10YR5/J) 枯七乳炭化物・灰を含む

g 褐灰色(!OYRS/11 炭化物層。

h 灰白色(10YR1/l) 砂閥 炭化物を含む

l 灰白色（10¥1<1ば） 砂唇，炭化物・焼士フロックを含む，

］ 渇灰色（1（)¥'R6/1） 粘上質 ）K・焼七フロノクを含む，

k 褐仄色(10¥R6'!) 粘上質混入物なし

l 渇灰色（10¥'R6/]) 粘j惰i 庚・焼土ノロノクを含む＼

言］ ゜
2m 

第114図第33号住居跡カマド
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］ 褐灰色（10YR5/1） 粘上質。少量の炭化物を含むc

2 褐灰色（!OYR4/l) 粘性弱。少景の炭化物を含む。砂と粘七との混合庖

3 褐灰色(lOYRS/1) 粘上閥C 多飛の炭化物を含むこ本来の床面c

4 黒 色(!OYR2/1) 粘性弱。多景の炭化物を含む

5 掲灰色(lOYRS/1) 粘土質。微景の炭化物・焼土粒を含むc

6 喝灰色(!OYR6/1) 粘土質 2 炭化物、微県の焼土プロノクを含む

7 褐灰色（10YR5/1) 砂 質 多最の砂、微拭の炭化物・焼土を含むc

第 1次カマト

a 褐灰色（10YR5/1) 粘土質大型の焼土プロノク．炭化物を含む

b 橙 色（こ 5¥R7/6) 焼土プロyク

c 褐灰色（10YR5/1) 焼土・炭化物層。

d 黒渇色（10YR3/1) 粘土質 多量の炭化物を含むヘ

e 褐灰色（10YR6/1) 粘土質炭化物・焼土粒を含むm

£ 褐灰色（10YR6/1) 粘土質微孤0)炭化物を含む

第115図第33号住居跡
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第116図第33号住居跡出土遣物（ 1)
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第33号住居跡出土土器観察表

番号 器種 □ 径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出七位置•その他

1 坪 (11.9) (5 1) RW A 鈍褐 25 カマド

2 坪 12.0 5.4 RW' A 橙 80 覆土

J ， 坪 12.2 5 0 RW B 橙 70 No. 3 外面煤付着

4 坪 12.2 5 1 RW A 橙 80 覆土

5 坪 12.1 5 4 RW  A 明赤褐 95 覆土

6 坪 (12.3) (4.8) RW  A 明赤褐 40 覆土

7 甑 18.1 11.1 4.0 RW A 橙 100 No. 2 

8 短 頸壺 10.9 11.1 4.7 RWB A 橙 90 覆土， ミニチュア (4.4) 7.7 RB B 橙 70 覆土

10 ミニチュア (2.0) R B 鈍橙 40 

11 ミニチュア (5.4) (4.2) w A 黒 20 

12 坦 9.2 (7.4) RW A 橙 90 覆土

13 甑 26.3 28.6 10 2 RWB A 橙 80 No. 5 • 6 • 7 

14 ギ宜 (13.5) (10. 2) RW C 明赤褐 40 覆土

15 舌竺 17.4 (7.0) Rv¥「B A 浅黄橙 80 覆土転用器台

16 罪土 22 2 (8.2) WW' A 鈍橙 70 No. 6 転用器台倒立使用

17 手罪 (10.8) (7.3) RW  A 赤褐 70 覆上転用鉢内面と外面の一部に

樹脂付着

18 甕 19 6 (19 8) RWB A 鈍橙 90 

19 甕 16 1 (17 0) WBU A 橙 100 転用器台

20 小型 甕 13 0 16 0 5.2 RWE B 鈍橙 90 No. l 転用支脚

21 甕 (15 8) (22 8) RW'H B 鈍黄橙 30 覆土

22 甕 (21 3) (5.8) WB  B 鈍黄橙 40 

23 甕 16.8 20 9 5.3 B C 鈍黄橙 70 No. 7 

24 甕 16 7 31 8 6.6 RW C 鈍橙 70 No. 4 

25 甕 16 7 28.3 6.3 RWB A 橙 90 No. 6 

第34号住居跡

きー 5グリッドに位置する。規模は長軸長2.83m、短軸長2.35m、深さ0.16mで、主軸方向はN

おー128°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれて、液状化現象の影響を受け、壁溝・貯蔵穴・柱

穴・ピットは確認できなかった。

カマドは南東壁東隅寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されて、篠竹を使った芯材も両袖で

確認できた。右袖の長さは76cmで、燃焼部の幅は30cmである。

遺物はカマド周辺で数点を検出し、燃焼部内からは 2の鉢が、また、カマド左側の東隅からは 3

の甕が出土した。カマド左袖先端寄りで出土した石は、磨り面をもった安山岩である。この他に遺

物の出土はなかった。

第34号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土拉置•その他

1 坪 12.6 4.7 RWB A 橙 100 

2 鉢 16 3 11 3 6.8 RW A 橙 70 No.1 外面煤付着

3 躍年上 18 6 (12 2) RWB A 橙 60 No. 2 
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l 褐灰色(IOYRS/l) シル □質微量の炭化物・焼土

フロックを含む。

2 灰白色(lOYR/Cl) 砂質微址の炭化物を含む'I夜

状化の影咆店を受けるし

。
2m 

カマト

a 褐灰色(JOYR6/l) シルト質 夭井の粘士，

b 橙 色(2.5YR6/8) 焼士プロノク 大井の枯士

c 暗赤褐色(JOYR3/2) t,¥士質。変色粘土と焼七プロッ

クの混合士．

d 里 色(JOYR2/J)灰層し

e 灰白色（JO¥'R7/J) 粘土質燃焼部面か変＇殿，カマ

ド褪壁こ

r 掲灰色(!OYR6/I) 粘上質。微誠0)炭化物を含む。
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第35住居跡

きー 5グリッドに位置する。規模は長軸長3.90m、短軸長3.54m、深さ0.35mで、主軸方向はN-

147°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、液状化現象によって攪乱を受けていた。壁溝・貯蔵

穴．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは南西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは95cmで、燃焼部の

幅は21cmである。煙道は幅20cm、長さ 118cmで、水平に掘り抜かれている。支脚位置は左寄りであり、

礫を倒立させていた。

特筆すべきは北隅寄りの床面直上より出土した上錘群だが、 26点が集中して紐に連ねられたよう

な状態であり、投網に装着されたまま埋没した可能性が強い。出土遺物の大部分は覆土中のもので

ある。 12の坪は短く直立する口辺部と深い半球形体部が特徴的である。 16は小型甕だが、火に掛け

られ外面に煤が付着している。大型甑が 3点存在するのも特徴的である。土玉も 1点出土した。
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1 鈍黄橙色（10YR6/3) 砂質 微景の炭化物を含むn

2 灰黄掲色(JOYR6/2) 粘性弱砂と粘土との混合層ぃ

3 褐灰色（JOYR5/l) 粘ナ質炭化物・焼土プロノ

クを含むし9

4 鈍黄橙色（!OYR6/3) 粘性弱c 少駄の炭化物を含む

砂と粘十との混合恕。

5 褐灰色(!OYRS/1) 枯土質。混入物なし

6 褐灰色(!OYR6/1) 粘士竹。混入物なし

7 褐灰色(!OYR5/1) 詰1生弓気多拡の炭化物を含む。

8 褐灰色(JOYRS/1) 砂質3 焼土を含む。

カマド

a 褐灰色（!OYR5/l) 粘士質。炭化物・灰を含む。

b 掲灰色(!OJRS/1) 粘士質m 焼tフロック・炭化

物・砂を含む，

c 掲灰色（JOYRS/J) 砂層 焼上ブロノク・炭化物

を含む^
d 黒褐色(10YR3'1) 灰炭化物層

e 褐灰色IJOYR5/1) 砂→炭化物を含む。

f 灰黄渇色(JOYRG/2) 粘上質＂炭化物・灰を含む

g 褐灰色(JOYRS/1) 粘上質。炭化物を含むぐ

B' 

゜
2m 

第120図第35号住居跡
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第35号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12 0 4.8 w B 橙 95 

2 坪 (12.0) (5.2) BW A 鈍橙 40 

3 坪 14.0 5.0 BW B 鈍黄橙 60 

4 坪 14.0 5.3 RW A 橙 70 

5 坪 12.6 4.9 R A 鈍橙 100 

6 杯 12.6 5 5 WB A 橙 60 

7 坪 (12. 2) (4.5) w A 鈍褐 40 

8 坪 (12. 5) 4.6 RW A 明赤褐 80 ， 坪 12.8 4.8 RWB B 明赤褐 100 

10 坪 13.4 5.0 RW B 明赤褐 50 

11 坪 (12 0) (4 5) RW A 橙 30 

12 坪 11 8 5.5 WW'B B 明赤褐 90 

13 高 坪 14.4 (7.8) WB  B 橙 80 

14 高 坪 (14. 0) (3.3) RWB A 褐 10 

15 裔 坪 (14 0) (3. 1) RW B 鈍赤褐 10 

16 小型甕 (11.1) (5.5) RW C 橙 25 外面煤付着

17 小型甕 12.8 6.0 WB  A 鈍橙 80 

18 小型甕 15.0 17.9 6.1 W'BH C 橙 90 

19 甕 18.6 (13.0) RWB A 鈍橙 70 

20 甕 17 3 (20 0) RVI「B B 鈍黄橙 50 

21 甕 (20 5) (6.0) B A 鈍黄橙 40 

22 小 型甕 14.0 17.7 6.2 BH A 鈍黄橙 100 

23 甕 18 2 33.9 5.6 RWB A 鈍黄橙 80 

24 甑 25 2 28.7 10 0 RWB A 橙 90 

25 甑 23.6 26 1 8 8 RW' A 橙 95 

26 甑 25.3 28 1 8.5 WB  A 鈍黄橙 90 

27 壺 (21.0) (15 5) W'B A 橙 30 

第36号住居跡

< - 5グリッドに位置する。第37号住居跡に切り込まれていた。規模は長軸長7.00m、短軸長4.87

m、深さ0.25mで、主軸方向はN-63°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・

柱穴・ピットは確認できなかった。第 3層には FAブロックが包含されていたが、多量の土器も混

入していた。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘上が使用されていた。右袖の長さは60cmだが、燃焼部

は壁外に拡張され、袖先端から奥壁まで107cmとなり、燃焼部の幅は39cmである。支脚位置は左寄り

であり、土製支脚が使用されていた。

遺物は第 3層を中心とした覆土中から多量に出上した。 9の大型坪は体部外面に擦切痕をもつ。

12の大型坪は外面に煤が付着し、火に掛けられた痕跡がある。 13の椀は内面と外面上半部を黒色処

理されている。 18の高坪は脚部はきれいに剥離し、坪として転用されたと見られる。 19は大型坪を

坪部とする高坪である。 15と30は壺の口縁部を転用した器台である。甕の出土量が多く、口縁端部

に面取り凹線をもつものが主流で、同様のプロポーションで口縁端部を丸く仕上げるものがこれに
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次ぐが、 17• 36 • 44が特徴的で17は壺的な口縁部をもつ。 36は直立ぎみの口縁部が上半で外反する。

胎土も白色砂粒が顕著で他地域でつくられた可能性が高い。 44は径の大きめな底部と最大径をやや

上方にもちハケメ調整される胴部が特徴的である。このほか32の上製品は性格不明であるが、竹管

内に充填された粘土が焼かれたものであり、上端は丸く整えられ、下端を欠損している。ほかに土

玉 1点と砥石 1点が出土した。

＼ 
C』

＜ ~ 

B — 2 8 7 0 

SJ 29 

B' 

B
 

三二` 二冑言二言言
C C 
- 2 8 ~ 7 0 

言
゜

2m 
1 掲灰色（10YR6/l) 砂質炭化物を含むr

2 褐灰色（10¥R5/1) 砂質．炭化物を含む．

3 掲灰色（10YR6/l) 粘土質． FAプロノクを含む。

4 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂層．

5 褐灰色(lOYRS/1) 砂と枯土との混合層．

6 鈍黄橙色(lOYR7/2) 砂と粘土との混合層

7 灰黄褐色（10YR6/2) 混入物なし．

8 灰黄褐色 (10YR6/2) 焼土フロノ

9 褐灰色（lOYRS/1) 炭化物・

カマド

a 鈍黄橙色 (!OYR6/3) 砂層こ微量の焼土を含む。

b 褐灰色（10YR6/1) 砂層。炭化物を含む。

c 橙 色(2.SYR6/6) 焼土プロノク。

d 掲灰色（!OYRS/1) 灰層。

e 掲灰色（10YR6/1) 粘土質口炭化物・焼土を含む。

f 褐灰色(SYRS/2) 多量の焼上・灰を含むし

第123図第36号住居跡
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第126図第36号住居跡出土遺物 (3)
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第127図第36号住居跡出土遺物 (4)
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第36号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器尚 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 10.8 4.6 RWB B 橙 60 

2 坪 (12.1) (5.8) RW B 鈍橙 25 

3 坪 12.0 5.3 R B 橙 80 

4 坪 12.8 (6.0) RW A 橙 50 

5 坪 11.2 6.0 RWBU A 橙 80 

6 坪 12.9 5.9 RWB A 橙 95 

7 坪 12.1 6.3 RWB A 橙 90 正立出土

8 坪 12.2 6.0 RWB B 橙 70 ， 大型坪 (15. 7) (7.1) RWB C 橙 25 擦切痕坪片

10 大型坪 17.0 6.5 RWB B 橙 60 

11 大型杯 (15.0) (7.5) RW B 明赤褐 40 

12 大型坪 14.3 6.6 RWB A 橙 100 カマド外面煤付着

13 椀 12.0 6.8 RWB B 橙 70 内外面黒色処理

14 鉢 19.2 (16.4) RWB A 橙 70 

15 
幸一 20.2 (11.4) RWB A 橙 100 転用器台

16 宮ギ 18.2 (28.9) 5.9 RB A 橙 70 火に掛けた痕跡有り

17 甕 17.7 28.6 6.8 RW A 鈍黄橙 70 

18 高 坪 11.5 (6.2) RW B 鈍黄橙 70 転用坪

19 大型高坪 (18.4) (7.3) RWW'B B 橙 40 

20 高 坪 17.3 (5.8) RW A 橙 70 

21 高 坪 (4.5) 10.0 RWE A 橙 70 

22 高 坪 (4.5) (10.5) WW' A 鈍橙 30 

23 高 坪 (5.5) (12.9) RW B 明赤褐 40 被熱変質転用支脚か

24 甕 (16.5) (21.0) WB A 鈍黄橙 40 

25 甕 18.8 (20.8) RWW' B 鈍黄橙 80 

26 甕 18.5 31.5 5.5 WB A 橙 70 

27 甕 18.6 31.4 5.5 WB A 鈍黄橙 80 

28 短頸壺 11.3 11.1 RW B 橙 70 

29 宰• 17.2 (4.5) RW A 橙 100 

30 • 盆 12.0 (9.0) RWB A 橙 95 転用器台

31 支 脚 16.6 6.2 R A 橙 100 

32 土製 品 RW A 鈍橙 破片 竹管内充填粘土を焼成した

33 甕 18.5 26.5 5.7 RW'B A 橙 95 

34 甕 18.5 29.4 5.2 W'U B 鈍黄橙 70 

35 甕 18.6 31.4 5.3 RWB A 橙 70 

36 甕 17.8 27.4 6.8 RW A 鈍橙 80 床直形態・胎土特徴的

37 小型甕 14.4 (16.1) RW A 鈍黄橙 50 

38 小型甕 13.1 (11.3) RWW' B 明赤褐 60 

39 甕 18.0 29.3 4.9 RW A 明黄橙 70 

40 甕 15.7 (30.8) RW A 浅黄橙 70 

41 甕 16.9 29.8 5.9 RW A 鈍黄橙 70 

42 甕 16.5 31.6 6.5 WB A 浅黄橙 70 

43 甕 16.2 (30.0) RWB A 灰白 80 

44 甕 19.1 30.6 7.2 RW B 鈍黄橙 80 外面ハケメ

45 順 17.9 16.0 3.7 RW B 橙 90 

46 甑 (16.5) 8.3 RW A 明赤褐 80 

47 甑 28.0 30.0 9.9 RW A 橙 70 

48 甑 22.9 27.5 7.5 RWB A 橙 90 
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第37号住居跡

きー 5グリッドに位置する。第36号・第38号住居跡を切り込んでいた。規模は長軸長4.36m、短

軸長4.15m、深さ0.40mで、主軸方向はN-21°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・

貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。第 1• 2 • 3層中に FAブロックが包含されていた。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは81cmで、燃焼部の幅

は33cmである。煙道は幅29cm、長さ74cmで、やや傾斜をもって掘り抜かれていた。左袖の外側には

灰層があった。

出土遺物のうち、 8の坪は口辺部内面に煤が付着している。 14は甕から転用した器台と考えられ

る。ほかに土玉が 1点出土した。

第37号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 10. 7 4.3 RWB A 橙 80 

2 坪 11.4 4 9 R C 鈍橙 95 

3 坪 12 1 5 3 RW A 鈍橙 80 

4 坪 12.4 4.5 RWB A 橙 80 

5 坪 13.3 5.0 RW A 橙 90 

6 坪 12 4 5.2 RWB C 橙 80 

7 坪 12.5 5.2 RW A 橙 80 

8 坪 12.9 5.4 R B 鈍赤褐 70 口辺部内面煤付着

9 高 坪 (12.1) 8.5 (10.2) RB A 橙 30 

10 高 坪 12 6 8 6 10.8 RWB A 橙 100 

11 大型坪 15.4 6.6 RB A 橙 60 

12 大型坪 (16.4) (6.6) RWB A 橙 40 

13 ▲ 竺 (13.8) (9.9) R~「B A 橙 25 

14 甕 17.6 (11.6) w A 鈍橙 80 転用器台

15 互＝ (19.7) (27.0) RB A 橙 30 

16 竺士 (22.5) (30.6) WB A 橙 30 

第38号住居跡

きー 5グリッドに位置する。第37号・第39号住居跡の両方に切り込まれていた。規模は東西軸長

3.26m、深さO.llmである。床面は地山砂層に堀り込まれ、カマドの痕跡・壁溝・貯蔵穴・柱穴．

ピットは確認できなかったが、北西壁寄りで被熱焼土化した部分がみとめられた。

遺物の量は僅少だが、有稜の模倣坪出現以前の段階と考えられる。 4の坪は擦切痕をもつものの、

時期差があるため、本住居跡廃絶後に覆土中に混入したものと考えられる。

第38号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 甑 21.4 21 1 6.9 RB A 橙 80 

2 椀 12.7 5.4 RWB A 橙 100 

3 坪 (13 5) (5. 9) RB A 明赤褐 40 

4 坪 (3 4) RW  A 橙 25 擦切痕坪片覆土混入
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量：

第37号住居跡土層説明

l 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。炭化物・ FAプロックを含む（

2 褐灰色（10YR4/1) 粘土質，炭化物・ F Aプロックを含む。

3 褐灰色(!OYR4/1) 砂質。炭化物 •FAプロノクを含む，
4 褐灰色（10YR5/1) 粘土質，白色枯土を含むし

5 褐灰色（10YR4/l) 粘土質。混入物なし C

6 褐灰色(!OYR6/l) 砂質砂と粘士との混合層。

カマド

a 掲灰色（IOYR6/J) 砂と粘土との混合層 2

b 灰白色（IOYR7/l) 粘土質。白色粘士を含むロ

c 掲灰色（IOYR5/l) 砂質。混入物なし。

d 掲灰色（IOYR5/I) 砂質。炭化物と焼士プロソクを含む。

e 褐灰色(IOYR6/!) 砂質。焼土プロソクを含む。

f 褐灰色（IOYR6/!) 砂質。多母の焼土大プロックを含むc

g 褐灰色(IOYR6/!) 砂質。炭化物と灰を含む。

h 灰白色（IOYR7/l) 粘土質c 焼土プロックを含む。

l 灰白色（IOYR7/!) 粘土質混入物なし¢

j 灰白色（IOYR7/J) 粘土質し炭化物を含む。

0 2m 
ト 1----~―__」

第129図第37• 38号住居跡

152 



三 □
□□  

ロ`
三 ）

13 

14 

0 10cm 
I I l 

三 ロ
□ 三

15 

第130図第37号住居跡出土遺物
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第131図第38号住居跡出土遺物

第39号住居跡

きー 5グリッドに位置する。第38号・第40号・第41号・第42号住居跡を切り込んでいたが、 FA

降下前のこの 4軒に対して、本住居跡は降下後のものと考えられる。規模は長軸長4.95m、短軸長

4.88m、深さ0.25mで、主軸方向はN-160°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、柱穴。ピッ

＜
 v̀ 

D_/1 II D' 

:1  41 

巳ー 28 89] 

＼／ 

＜ 

D D' 

，
 カマド

a 灰白色（IOYR7/I) 砂質。混人物なしし

b 橙 色(2.5YR6/8) 焼十層。プロノク状→

陥没した天井。

c 灰白色(IOYR7/l) 砂質。 a屈に類似する

か粘性強い。

d 鈍赤褐色 (2,5YR4/4) 枯土質へ多量の焼土フ

ロックを含む，

e 黒褐色(IOYR3/J) 灰思。少量の焼土小フ

ロックを含む。

f 里褐色（IOYR3/2) 灰層。地山土小プロッ

クを含む，

c
 

c
 ゚

8
 

2
 

B
-

B' 

゜
1m 

第132図第39号住居跡カマド
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トは確認できなかったが、南壁西半から西壁南半にかけて幅10cm、深さ 7cmの壁溝を検出した。

カマドは南壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは86cm、燃焼部の幅は

33cmである。煙道幅は19cm、長さ105cm以上で、地山を水平に掘り抜いていた。支脚位置は中軸線上

であり、土製支脚が使用されていた。

遺物はカマド内とその周辺部に集中して出土した。燃焼部では31の甕が支脚にのせられ、 32の甕

と24の小型甕が焚き口寄りに掛けられ、さらに 3の坪が天井の上に置かれた状態で出土した。カマ

ド右側からは34• 37の甕と25の小型甕が出土したが、 34は25の上にのっていた。一方カマド左側か

＼
 

SJ40 

SJ42 

SJ41 

~I 

y
 

三 2m 

1 褐灰色(!OYR6/1) 炭化物を含む。

2 褐灰色(!OYR6/1) 炭化物を含むc

3 灰黄褐色(!OYR6/2) 微量の炭化物を含む3 粘土と砂との混合層c

4 褐灰色（!OYR6/1) 微量の炭化物を含むロ

5 褐灰色(!OYR6/1) 粘土と砂との混合層。

6 鈍橙色（7.5YR6/4)焼土・炭化物を含む。

7 褐灰色（10YR5/1) 多量に炭化物を含む。粘土と砂との混合層。

8 灰黄褐色(10YR6/2) 砂層。炭化物を含む。

9 黒褐色（10YR3/1) 炭化物層。

10 灰黄褐色（10YR6/2) 砂層。炭化物・灰を含むc

11 灰黄褐色（10YR6/2) 砂層。炭化物・灰・焼けた砂を含む。

12 灰褐色（7.5YR6/2) 炭化物・焼士を含むc

第133図第39号住居跡
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第134図第39号住居跡出土遺物（ 1)
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27 

゜
10cm 

第135図第39号住居跡出土遺物 (2)
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0 10cm 

第136図第39号住居跡出土遺物 (3)
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38 

37 

第137図第39号住居跡出土遺物 (4)
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41 

゜
10cm 

第138図第39号住居跡出土遺物 (5)

らは23の台付甕と13の底部穿孔坪が出土した。カマド前面からは、 1• 5 • 11の坪と21の遜が出土

した。 38は壺から転用した器台で、南隅から出土した。全体的にみて点数の多い甕類の口縁端部が

面もしくは凹線をもつのが特徴的である。このほか敲石・磨石・台石・石皿などの石器類が出土し

た。
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第39号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 14.0 4.7 RW A 灰黄 100 No.3 2次被熱で還元化

2 坪 12.1 5.0 RW'B A 明褐 80 

3 坪 12.6 4.8 WB A 橙 100 No.11 

4 坪 12.3 5.1 RW' A 橙 60 

5 坪 12.3 5.4 RWW' A 鈍橙 100 No.1 

6 坪 12.9 4.9 RW A 橙 90 

7 坪 12.5 (5.1) RW A 鈍橙 50 

8 坪 12.9 5.0 RW C 鈍黄橙 80 ， 坪 13.2 4.3 R A 鈍橙 80 内外面黒色処理

10 坪 12.8 5.6 w B 明赤褐 70 

1 1 坪 13.8 4.5 WB A 鈍橙 100 No.2 

12 杯 (14.2) (4.6) W'B A 鈍褐 40 NalO 

13 坪 13.0 (5.4) RB B 鈍黄橙 70 No. 5 穿孔土器

14 大型坪 (17.1) (5.5) WB A 橙 25 

15 ミニチュア (8.3) (3. 7) RWB A 橙 25 

16 手捏土器 (3.1) (2.9) RW A 橙 40 

17 高 坪 15.3 8.8 w A 橙 90 

18 高 坪 15.4 9.2 9.5 RWB B 鈍橙 40 

19 高 坪 15.6 9.0 9.7 B A 橙 50 

20 高 坪 (14.8) (19.5) (9.8) RW A 鈍橙 30 No. 5 

21 避 15.5 12.1 w A 橙 80 No.4 

22 支 脚 10.3 7.4 WB A 鈍褐 90 No.15 

23 台付 甕 14.2 18.0 11.1 WBU A 鈍橙 90 No. 9 

24 小型 甕 15.4 16.5 6.0 B C 鈍橙 100 NQ12 

25 小型甕 15.3 14.0 5.6 w A 橙 100 No. 8 

26 甕 16.9 22.4 5.8 RWB A 鈍橙 60 

27 甕 19.0 (11.4) WB A 鈍黄橙 50 

28 甕 20.0 (30.3) B A 鈍黄橙 70 

29 甕 20.1 32.7 RB A 鈍黄橙 70 

30 甕 (18.9) (26.9) W'B A 鈍黄橙 30 

31 甕 19.9 32.0 5.2 B A 灰白 80 No.13 

32 甕 19.0 29.7 5.7 w A 明黄褐 100 No.14 

33 甕 17.6 35.7 5.7 B C 鈍橙 70 

34 甕 (19. 7) (34.2) (5.6) B A 橙 40 No.17 

35 甕 18.5 35.0 5.8 RWB A 鈍褐 70 

36 甕 19.0 (25.0) RB A 鈍黄橙 70 

37 甕 (28.0) 5.2 B A 鈍橙 70 No. 6 

38 ＝ 罪 16.8 (15.5) RWB A 浅黄 80 転用器台

39 壺 (19.0) 7.5 RWB A 鈍黄橙 70 

40 甕 22.4 32.2 6.6 W'B A 浅黄橙 80 

41 甑 25.8 28.9 10.8 RWB A 浅黄橙 90 

42 甑 25.1 (25.6) RW A 橙 80 
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第40号住居跡

きー 5グリッドに位置する。第39号住居跡に切られていた。規模は長軸長3.73m、短軸長3.68m、

深さ0.41mで、主軸方向はN-34'-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱等

は確認できなかった。覆土第 2• 3層中に FAブロックが包含されていた。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは40cmで、燃焼部の

幅は29cmである。煙道の幅は34cm、長さ70cm以上で、傾斜をつけて地山を掘り抜いていた。

出土遺物のうち、 10の高坪は脚裾部を水平に据えられるように打ち欠かれている。 11の用は口縁

部を欠損するが胴部の割れ口は平滑に擦られており、器台への転用が考えられる。 12はミニチュア

の坪であるが体部のケズリはない。 13は鉢形の手捏土器で内外面とも荒く指頭ナデされている。甕

は多数出土したが他に比べてわずかに長目に外反するのが特徴である。

＼
 

B' 

.,I 

B 
ー 28 ~ 8 0 

B' 

]冒
C C' 

疇言

カマド

a 褐灰色(!OYR4/1) 灰と粘土との混合

層。
b 黒 色(!OYR2/1) 灰層。

c 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂層炭化物を含

む。

d 褐灰色(10YR6/1) 粘土質。焼土プロ

ックを含む。
e 鈍黄橙色（10YR6/3) 砂層。焼土プロッ

クを含み焼ける。

゜
2m 

1 灰黄褐色（!OYR6/2) 粘性弱。微量の炭化物を含むこ

2 灰黄褐色（10YR6/2) 粘性弱, FAプロックを含むc

3 褐灰色（!OYR5/l) 粘性弱3 微最のFAプロック・炭化物・焼土プロックを

含む。

4 灰黄褐色 (10YR5/2) 粘土質2 微量の炭化物・焼土を含む。砂まじりの灰色粘

土層c

5 掲灰色(!OYR4/l) 粘性弱。多蘊の炭化物を含むc

6 褐灰色（!OYR4/l) 粘性弱口炭化物・焼土プロックを含む口 3層、 5層より

赤味が強い。

7 褐灰色（!OYR6/1) 粘性弱。少量の炭化物を含む。

8 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。混入物なし。

9 黒褐色(!OYR3/1) 砂層。炭化物を含むロ

10 褐灰色（!OYR4/1) 砂質。炭化物を含む。

11 黒 色（!OYR2/1) 炭化物層。少拡の灰を含む。

12 灰黄褐色(!OYR6/2) 粘性弱い。灰・炭化物を含む。

13 褐灰色(!OYR4/1) 砂層。灰・炭化物を含む。

第139図第40号住居跡
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第140図第40局住居跡出土遺物（ 1)
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第141図第40号住居跡出土遺物 (2)
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゜
10cm 

第142図第40号住居跡出土遺物 (3)

第40号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 尚 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.2 5.9 WB  B 橙 80 

2 坪 12.0 5.6 RWB B 橙 80 

3 坪 11. 7 6.2 RB A 鈍橙 70 

4 坪 12.2 5.9 RW  A 橙 50 

5 坪 12.7 5.0 RWB A 橙 100 

6 坪 12.7 5.1 RW  A 鈍橙 50 

7 坪 12.4 4.4 RWB B 橙 70 

8 大型坪 (17.0) 6.7 RW  A 鈍橙 40 ， 大型坪 (17.0) 6.3 RW  A 鈍橙 40 

10 高 坪 12.6 (7.1) RW  C 橙 90 意図的に脚部を打ち欠く

11 坦 (5.3) RWB A 橙 90 転用器台胴部割口を平らに擦る

12 坪 (10.3) (3.6) R A 黒 40 ミニチュア風

13 手捏土器 (9. 9) 7.7 WB  A 赤褐 25 指頭ナデ顕著粗製

14 亜＝ (17.2) (5.8) RW A 橙 30 

15 甑 (8.4) w A 橙 60 

16 甑 23.7 25.3 9.1 RW  A 明赤褐 60 

17 小型甕 14.6 18.8 RWB B 鈍黄橙 90 

18 甕 15.2 23.9 7.3 B A 浅黄 70 

19 甕 16.5 (18.0) RWB A 鈍黄橙 60 

20 甕 18.3 (19.8) RW'B A 灰白 70 

21 甕 17.6 (25) RB A 鈍黄橙 70 

22 甕 16.2 (22.2) WW' A 鈍黄橙 60 

23 甕 16.4 (27.0) RWW'B A 鈍黄橙 80 

24 甕 (17.0) (28.3) RB A 橙 30 

25 甕 17.6 31.3 6.2 RWW'B A 鈍黄橙 80 

26 甕 17.6 28.2 6.5 RWH A 暗褐 80 
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第41号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第39号住居跡に直接切り込まれていたが南側に存在する第42号住居

跡は本住居跡の覆土上層部を切り込んでいた。カマドは北東壁際に焼土による痕跡をとどめるのみ

であった。規模は長軸長3.15m、短軸長3.39m、深さ0.48mで、主軸方向はN-30°-Eである。床

面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴。柱穴・ピットは確認できなかった。

本住居跡は農道下の基本土層とあわせて上層観察をすることができた。自然堤防の河川へ向かう

傾斜面に造られた住居であるため北東壁側と南西壁側の旧地表面では 8cm程の比高差がある。また、

両側の旧地表面上には鈍い黄褐色シルトの盛り土 (9層）が認められ、周堤の残存と考えられる。

覆上の状況は下層の分層ラインが乱れ、上層の 1• 2層の堆積によって一気に平坦化した後に南側

の第42号住居跡が掘り込まれている。出土遺物が僅少なことと考えあわせると人為的な埋め戻しの

可能性が考えられる。 1層の上面には FAの分布がみとめられた。

図示できる遺物は坪 3点のみであり、詳細な出土状況は不明である。 3は口縁部が内湾する椀的

なものだが、覆土中の混入土器であり、残存率も低い。このほかに砥石が 1点出土した。

＼
 

ーtf
 

ヘ＜

ヵマ卜預粒

~I 

~I 
］ 褐灰色（!OYR6/l) ンルト質＿炭化物・土器片を含む．．

2 鈍黄橙色(IOYR7/2) -;,ルト質こ少量の炭化物を含む。

3 褐灰色(IOYR5/I) 粘土質こ炭化物・焼土粒を含むコ

4 褐灰色（IOYR6/l) 粘土阿口炭化物を含む

5 褐灰色(IOYR6/I) 砂質炭化物を含む

6 灰白色(IOYR7/I) 粘土質。滉入物なし

7 鈍黄橙色（IOYR7/2) 粘上質り多県の砂を含む

8 灰黄褐色(IOYR6/2) 粘土質 多槍の炭化物を含む、9

9 鈍黄橙色（!OYR7/2) ンルト質 混入物なし

゜
2m 

第143図第41号住居跡
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第144図 第41号住居跡 出土遺物

第41号住居跡出土土器観察表

番号 器種口径器高

1 坪 12.5 I 5. o 
2 坪 12.2 I 5. 2 

3 坪（12.9)I (4.2) 

底 径 胎

RW  

RW  

w 

土

A

B

A

 

成焼 色

橙

明赤褐

橙

調 残存

80 

80 

15 

出土位置。その他

覆土中混入

第42号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第39号住居跡と第10号溝によって切られていた。一方、断面観察よ

り、北側の第41号住居跡の覆上を切り込んでいることがみとめられた。カマドの煙道先端は側溝に

よって破壊されていた。規模は長軸長2.73m、短軸長2.70m、深さ0.60mで、主軸方向はN-18°―

Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

覆土 1層中には FAブロックが包含されていた。 2層は炭化物層である。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは44cmで、燃焼部の幅

は32cmである。煙道は幅28cm、長さ40cm以上である。右袖の外側には灰層があった。

遺物は出上状態により 2つのグループに分けることができる。 1つは覆土下層の 4• 5層中に包

含された土器で、カマド右脇の 1 • 2 • 3 • 7の坪と対角隅の14の甕および砥石などである。床面

第42号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12.6 5 5 RW  A 橙 60 No. 3 外面煤付着

2 坪 (12.0) (4.3) RW  A 橙 30 No. 5 

3 坪 13.2 5.5 RW  A 橙 75 No. 6 

4 坪 13.1 5 2 RW  A 橙 100 覆土穿孔土器

5 坪 (13.2) (5.2) RW  B 鈍橙 45 覆土

6 坪 11.3 5 0 RWB A 橙 75 

7 大型坪 (14. 7) (6 7) RW  A 橙 40 No. 4 

8 椀 12.9 7.0 RW  A 橙 75 覆土， 支 脚 6.0 4.6 RW  C 鈍赤褐 25 覆土

10 宜士 (17 4) (5 9) RW  A 橙 40 覆土

11 宜土 12.0 (16.5) RWB B 橙 70 覆土

12 甑I (22. 9) (17 1) (7.4) RW  A 橙 15 覆土

13 甑 28 4 26.9 10 2 RWB A 橙 95 覆土

14 甕 18.9 31.8 5 8 WW'B A 明褐灰 60 No. l。2

15 甕 16.2 30.9 5.5 WW'B A 灰白 95 覆土

16 甕 17.0 29 4 5.3 RWB A 橙 95 覆土
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よりもやや浮き、 14の甕は上半と下半が分離した状態だった。もう 1つは上層の 1層中から出上し

た土器群である。下層の一群が残存率が低いのに対して、上層土器群は 4• 6の坪、 8の椀、 13の

甑、 15• 16の甕など比較的残存率の高いものが多い。窪地状になった廃絶住居跡への投棄と考えら

れるが 9の土製支脚片の存在などを考えあわせると、他住居のカマドの廃棄ないしは破壊行為に伴

なって不用となった土器を投棄したと見ることもできる。 4の坪は外側からの圧力によって体部に

穿孔されている。 12の甑は中型だが、同じ程度の容積をもつ甑の多くが底孔の小さな逆円錐形なの

に対して、本例は基本的に大型甑と同一成形である点で類例が少ない。甕は上・下層のものとも口

縁端部が面取りされているが、下層の14の方が重厚な成形である。

B 

o

{

 
◇
 

砥石

b 

B 
• 9 8. 9 0 

B' 

゜
2m 

1 灰黄褐色（!OYR5/2) シルト質。炭化物・ FAプロックを含むロ

2 黒 色(10YR2/1) 炭化物層。

3 掲灰色（10YR5/1) シルト質。微量の炭化物、灰白色シルトプロックを含むロ

4 褐灰色(10YR6/1) シルト質。微量の炭化物を含む。

5 褐灰色（10YR6/1) シルト質口地山士の流れ込み。

y
 

.,I 

C ー 98 9 0 _g’ D _J)' 
- 2 8. 9 0 

疇言
カマド

a 橙 色(2.5YR6/8)焼土層。

b 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質口天井崩落。

c 鈍赤掲色(2.5YR4/4) シルト質口焼土粒を含む。天井の崩落。

d 黒 色(10YR2/2) 灰層。炭化物含む。

e 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質。灰・炭化物を含む。

f 鈍黄褐色（10YR4/3) 砂質。混入物なし。

g 黒 色(10YR2/1) 灰層。シルトプロック・焼土を含む。

h 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。袖使用粘土の崩壊。

第145図第42号住居跡
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第146図第42号住居跡出土遺物（ 1)
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第147図第42号住居跡出土遺物 (2)

第43号住居跡

きー 4グリッドに位置する。東壁、南壁の一部は側溝によって破壊されていた。規模は長軸長3.15

m、短軸長2.82m、深さ0.40mで、主軸方向はN-8 °-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、

壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土第 4• 7 • 9層をのぞく大部分の層に FAブ

ロックが包含されていた。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは78cmで、燃焼部の幅

は26cmである。煙道は幅22cm、長さ88cmで、水平に掘り抜かれ、燃焼部奥壁より 63cm付近に煙出口

をもったと見られる。燃焼部内より礫が 1点出土したが支脚に使用された可能性が考えられる。右

袖の外側には灰層があった。

遺物は 7がカマド右脇の灰層中から出上した以外はすべて第 5層中からの出土である。 5の大型

坪は底部を穿孔されている。 6の大型坪は体部の割れ口が直線的になるように意図的に打ち欠かれ

ている。 8の坪は 2片に分かれているが体部外面に擦切痕がある。 13の甕はほぼ完形だが口縁部か

ら肩部にかけての範囲と底部をのぞいて、胴部外面には粘上が塗布され、火を受けて硬化している

ために、その際使用されたエ具痕も明瞭に残っている。塗布の範囲は上下端とも水平で幅広の帯状

であるが、全周のうちの 5分の 1程には塗布されていない部分もある。本来は他の住居のカマド袖

先端に構築材として倒立転用され、袖粘土とともに塗り込められていたが、カマドの改築もしくは

破壊によって除去•投棄されたものと考えられる。 15 は甕からの転用器台で、口縁部内面は磨滅帯

をもち下端は安定して据えられるよう水平に打ち欠かれている。
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C' 

2m 

瓢
B' 

1 黒褐色（10YR3/2) 粘士質。微量の焼土粒、炭化物・ FAプロックを含む。

2 黒褐色（!OYR3/2) シルト質。微蘊のFAブロック・炭化物・焼士粒を含む。

3 鈍黄褐色（!OYR4/3) シルト質。微量の炭化物・ FAプロックを含む。

4 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質。多量の炭化物を含む。

5 灰黄褐色（IOYR4/2) シルト質。微量のFA粒を含むロ

カマド`

a 鈍黄褐色（!OYR3/3) 粘士質。炭化物を含む口。天井部ロ

b 暗赤褐色(5YR3/3) 粘土質。天井の崩落。

c 暗褐色（10YR3/3) シルト質ロシルトと灰との混合層。

d 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト質。粘士粒、微量の炭化物を含む。

e 鈍黄褐色(10YR4/3) 粘土質。炭化物・焼土粒を含む。

f 黒褐色（!OYR3/l) 灰炭化物層。

g黒 色(10YR2/l)灰層。炭化物を含む。

h 暗褐色（10YR3/3) 粘士質。炭化物を含む。

i 鈍黄橙色(!OYRA/3〉 砂層。微量の焼土を含む。液状化の影響をうける。

6 灰黄褐色（!OYR4/2) シルト質。炭化物・ FAプロック・焼土粒を含むc

7 黒褐色（!OYR3/2) シルト質。微量の焼士粒を含む。

8 鈍黄褐色(!OYR4/3) シルト質。微量のFAプロックを含む。

9 暗褐色（10YR3/3) 砂層口液状化による地山砂混合層。

第148図 第43号住居跡

第43号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.0 5.0 RWBU A 橙 90 No.3 外面煤付着

2 坪 10.9 5.4 RWB A 橙 80 

3 坪 11.8 5.5 RW B 鈍橙 70 覆土

4 坪 12.4 5.8 RWW'B C 橙 60 

5 大型坪 15.6 (7.5) RW A 橙 50 覆土穿孔土器

6 大型坪 (14. 7) (6.0) RW A 淡赤橙 30 No.5 意図的な打ち欠き

7 大型坪 (15.9) (7.5) RWB A 灰白 20 No. l 

8 坪 (12.3) (4.6) RW B 鈍赤褐 30 覆土擦切痕， 高 坪 (5.2) RW A 橙 40 

10 手捏土器 6.5 4.6 RW A 橙 50 

11 宮＝ (20.5) (4. 7) RW A 橙 25 覆土

12 亜• (9.0) RWB B 灰白 25 No. 6 

13 甕 17.8 31. 7 5.4 RWBU A 橙 95 No. 7 外面に粘土塗りつけ

14 甕 18.1 29.8 8.0 RWW' A 橙 40 No.4 

15 甕 17.7 (12) RWW' A 浅黄橙 100 No.8 転用器台

16 甕 (13) 6.0 RWB B 灰白 90 No.9 

-171-



---—ペニロ｀口：ロ
三

□，こ／10

□三]----〖 1 ↑

--- ・ 

—--—/ 
／—-三三＇

―—一、ー·， 12 

第149図第43号住居跡出土遺物（ 1)
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第150図第43号住居跡出土遺物 (2)

第44号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第10号溝が本住居跡を切って縦断していた。カマドの煙道部と左袖

先端が破壊されており、土層断面の詳細な観察に支障をきたした。規模は長軸長4.35m、短軸長3.59

m、深さ0.26mで、主軸方向はN-38"-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、壁溝・貯

：
ロ
ロ
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第151図第44号住居跡出土遣物

第44号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.0 (4.4) RW A 淡赤橙 50 

2 坪 11.5 4 8 RW A 明赤褐 80 

3 坪 12.7 5.2 RW A 淡赤橙 75 No. 3 

4 坪 (13.0) (4.6) RW A 鈍橙 25 体部内面に焦げ付着

5 坪 (10.1) (3. 7) RW A 橙 15 ミニチュア風

6 高 坪 (13.8) (8.5) (8. 7) RW A 橙 30 No. l 

7 高 坪 (3. 7) RW A 橙 80 

8 竺土 (22.2) (6.2) RW A 橙 25 ， 士苫 (7.0) (6. 7) RW A 鈍橙 40 木葉底
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B' 

喜
1 黒褐色(10YR3/2) 粘土質。微址の焼士粒、炭化物 •FAプロックを含む，

2 黒褐色(10YR3/2) ンルト質C 微盤の炭化物・ FAプロソクを含む。

3 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト阿。下部に炭化物・焼七をラミナ状に含む2

4 黒褐色(10YR3/2) ンルト質コ微量の焼七粒を含む。

5 鈍黄褐色（10YR4/3) ンルト層c l昆入物なし、9

6 暗褐色（10YR3/3) シルト府'i昆入物なしし

7 暗褐色（10YR3/3) ンルい邑微最の炭化物を含む。

8 暗褐色（!OYR3/3) 粘土質こ混入物なしr

9 暗褐色(10YR3/3) ンルト質。微はの炭化物・焼土粒を含む 2

10 灰黄褐色(lOYR4/2) シルト質C i夜状化による地山砂混合屠

：
 

2m 

カマト

a 鈍黄褐色（!OYR5/3) 粘上質3 下部かやや焼上化。天井の崩落コ

b 橙 色 (2.5YR6/6))尭士層。焼士と灰との混合居。天井の崩落こ

c 黒 色(10YR2/l) 炭化物溜こ微址の焼上粒を含むへ炭化物と灰の混合層。

d 暗褐色(10YR3/3) ンルト質。多量の灰・炭化物を含む。灰と地山上との混

合層，

e 鈍赤褐色 (2,5¥R4/1) 粘土質，煙道崩落プロノク

f 鈍赤褐色 (2.5YR4/4) ✓Iレト質，多最の灰・炭化物フロノクを含む。煙道天井

部崩落上へ

g 黒 色（JOYR2/l) 炭化物層 炭化物・灰・ンルトの混合層。

h 填 色(10YR2/l) 灰層，

I 暗褐色llOYR3/3) ンルト質微量の炭化物を含む、9

J 褐 色（10YR1/4) ンルト質・,やや焼土化したンルト層。

k 鈍黄掲色（10YR5/3) ✓ルト質。t昆入物なし。
1 黒 色(lOYR2/l) 灰思，

m 純黄褐色（10YR5/3) シルト質3 紐砂フロック・炭化物を含むし

n 里 色（10YR2l1) 炭化物層 炭化物と黒灰の混合層。

第152図第44号住居跡

蔵穴・柱穴・ピット等は確認できなかった。覆土第 1• 2層中には FAブロックが包含されていた。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは30cmで、燃焼部の

幅は37cmである。煙道は幅22cm、長さ 148cmで、地山を水平に掘り抜いていたが、先端の土層の状況

より見て燃焼部奥壁から118cmのところに煙出口をもっていたと思われる。左袖の外側には灰層が

あった。

遺物の量は少なく、カマド周辺から数点出土した。 6の高坪ぱ燃焼部内からの出上であり、 3の

坪はカマド右側の灰層に伴うものである。 5はミニチュア的な小型坪である。カマド右袖先端付近

には炭化材が存在した。
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第45号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第10号溝が本住居跡を切って縦断するためカマド煙道部の先端と壁

の一部が破壊されていた。規模は長軸長3.97m、短軸長3.60m、深さ0.25mで、主軸方向はN-58°―

Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

覆土は自然の堆積状況を示すが、後述するように竪櫛が出土したため、リン酸・カルシウム分析を

試みたが骨の存在を示す結果は得られなかった。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは75cm、燃焼部の幅

は23cmである。煙道は幅20cm、長さ100cmで、地山を水平に掘り抜いているが、燃焼部の主軸とは一

致せず燃焼部から見て右方向に大きく傾いていた。左袖の外側には灰層があり、 7の土器の上に被っ

ていた。

＼ 

B' 

8 

竪櫛． 
顔料． 

＜
 

B 
- 2 9.1 0 

1 灰黄褐色(!OYR4/2) シルト質。微駄の炭化物を含むロ

2 暗褐色（!DYR3/3) 粘士質。灰・炭化物を含む。

3 灰黄褐色（!DYR4/3) 砂質。微量の炭化物を含む。

4 灰黄褐色（!DYR4/2) シルト質口混入物なし。

5 灰黄褐色（!DYR4/2) シルト質。混入物なし。

6 暗褐色（1DYR3/3) シルト質。微量の炭化物を含むロ

7 鈍黄褐色（!DYR5/3) 粘土質。混入物なし。

y
 

D D' 

量

.,I 

゜
2m 

B' 

員□冒疇疇；マ；：且言i;：）；累言言／ルトとの混合層天井崩落土
e 橙 色（2.5YR6/6)焼士層。焼土粒と炭化物との混合層。天井・壁崩落士。

f 黒褐色（!OYR3/1) 炭化物層口炭化物と灰との混合層。

g 鈍赤褐色(2.5YR5/4)砂層。被熱赤化した粗砂。

h 鈍黄褐色（10YR5/3) 粘土質。シルト質粘土。

i 暗褐色（10YR3/3) シルト質。やや焼上化している。

j 鈍黄褐色（10YR5/3) 粘土質。

k 鈍黄褐色（10YR5/3) 粘土質。粘土質シルト。

1 黒褐色（10YR3/1) 炭化物層。炭化物と灰との混合層。

第153図第45号住居跡
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遺物の量は少なくカマド燃焼部内より、 4の小型甕と 5の甕が掛け口に掛けられた状態で横に並

列して出土した。 3の支脚はカマド内からの出上ではない。 7は壺からの転用器台だが、カマド左

側の床面上に据え置かれた状態で出土した。 6は甑の把手だが幅の広い舌状であり、第121号住居跡

や第141号住居跡出土の把手付甑に比べ形態が異なるとともに、胎土が精緻で焼成も良好である。土

器以外で特筆されるのは竹製の竪櫛の存在で、南隅寄りの床面上で検出した。また南西壁下中央で

は赤色顔料の小ブロックが出土した。

｀ 
□ 

口

＼

□口
／

O 10cm 
1 --1 1 

//  

第154図第45号住居跡出土遺物

第45号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 (12. 3) (5.3) RW A 橙 25 

2 坪 (12. 9) (4.2) RW A 鈍橙 25 内外面黒色処理

3 支 脚 18.2 9.2 RWB B 明赤褐 70 外面上部木口状工具による連続オサエ

4 小型甕 12.6 15.2 4.8 RWB B 灰白 95 

5 甕 16 8 30.2 6.5 RWB A 灰白 95 No.3 

6 甑 (5.0) RWB A 橙 15 甑把手

7 宜士 20 0 (9. 7) RW  B 橙 90 No. l 転用器台
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第46号住居跡

< -4グリッドに位置する。規模は長軸長4.34m、短軸長4.09m、深さ0.65mで、主軸方向はN-

56°-Eである。土層断面の観察の結果、 A断面の南西壁上に、鈍い黄橙色シルトの盛り土 (16層）

がみとめられ、周堤の残存と考えることができる。床面は地山砂層に掘り込まれているため、特に

南西壁が液状化現象によって大きく攪乱されていた。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。覆土第 1層中には FAブロックが包含されていた。

カマドは北東の壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用され、左袖内に篠竹を使った芯材を確認で

きた。左袖の長さは75cmで、燃焼部の幅は30cmである。支脚位置は31の甕の左側下部であり、小型

甕が倒立転用されていた。

第46号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器両 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.5 5.8 RWB A 明赤褐 80 

2 坪 12.1 (5.8) RWB A 鈍黄橙 70 

3 坪 11.9 5.3 RWW' A 橙 60 

4 坪 (13.9) 6.2 RB B 鈍黄橙 40 

5 坪 13.7 5.1 R A 橙 50 

6 坪 13.0 4.9 W'B A 鈍黄橙 50 

7 坪 (13. 7) 5.1 RWW' B 鈍橙 30 

8 坪 12.1 5.1 RWW'B A 橙 60 ， 坪 (12.6) 5.9 RW A 鈍橙 30 

10 大型坪 4.9 6.6 RWW' A 橙 80 内面樹脂付着

11 大型坪 (13.8) (7.1) RB A 橙 30 

12 大型坪 (14.6) 6.9 RWBU A 橙 40 

13 坪 12.2 6.0 RW A 明赤橙 90 カマド

14 椀 15.4 7.3 RB C 橙 70 

15 椀 11.9 8.0 WW'B A 鈍橙 100 Nu 1 

16 椀 12.6 6.4 RW'B A 橙 95 内面黒色処理

17 短頸 壺 (10.4) (7.2) RW A 橙 30 

18 高 坪 (18.1) (6.0) WB A 橙 25 

19 高 坪 (5.3) RWB A 橙 20 

20 高 坪 (13.6) (6.0) w B 橙 20 

21 高 坪 12.7 8.0 9.8 RWB A 橙 70 

22 高 坪 4.5 10.0 RWB C 橙 70 

23 高 坪 (4.0) (9.3) RW C 明赤褐 30 

24 遂 9.9 15.8 R A 鈍黄橙 80 SJ36出土破片接合

25 甑 19.5 18.5 3.2 RWB A 橙 70 

26 小型 甕 14.7 10.9 5.0 RB A 橙 70 No. 3 

27 小型甕 13.2 13.5 5.8 WU  A 鈍褐 100 金雲母多量に含む 内面に米粒状焦げ

28 小型 甕 14.7 14.3 6.0 RB A 鈍黄橙 100 

29 小型甕 15.7 21.0 7.4 WB A 浅黄橙 100 

30 甕 (18.1) (25.3) RWB C 浅黄橙 30 

31 甕 (17. 7) 31.8 (6.4) RWB B 鈍橙 25 N[l 2 

32 鉢 18.8 (10.1) R A 淡黄 90 転用器台の可能性有り

33 空• 19.3 (7.3) RWBU A 橙 80 転用器台

34 宮·— 18.6 (17.3) RB A 橙 70 

-177-



＼ "¥ 

1
 _
_
_
_
_
 ら 臼王

B
- □ 紅•-=_`

---
～ー、9

こニニニここ＿—＿ーニニニニニニニニニニニニこ二ここここ

＼
 

゜
2
 ，

 

2
 

8
-

B' 

0 2m 
し—-- --| ._- | 

1 褐灰色（!OYR6/l) シルト質a 炭化物・焼七 •FAを含む

2 暗青灰色(10YR4/l) 粘土閥炭化物を含むa

3 黒 色（10YR2/l) 粘土質c 多砧の炭化物・灰を含む。

4 灰褐色（10YR5/l) ンルト質。炭化物・焼土を含むさ

5 褐灰色（lOYRS/1) '/ルト質。炭化物・白色粘士を含むc

6 褐灰色(lOYR.1/1) 砂と粘土との混合層こ

7 褐 灰 色(10YR4/l) ンルト質こ多量の炭化物を含む→

8 暗青灰色（10YR4/l) 粘土質，炭化物・砂を含む←

9 褐灰色(lOYR6/l) 微最の炭化物・焼上を含的m 砂と粘上の混合層2

10 褐灰色（JOYR6/l) 砂と粘士との混合屈し

11 褐灰色（10YR5/1) シルト質炭化物を含む．

12 褐灰色(!OYR5/l) ンルト質炭化物・白色粘上を含む。

13 褐灰色(!OYR6/1) 枯七質こ

14 褐灰色（!OYRS/1) 粘土質

15 灰黄褐色 (!OYRS/2) 砂と粘土との混合層こ

16 鈍黄橙色（!OYR7/2) ンルト質c t昆入物なし一

に 29 0 0 
B' 

y
 ＜` 

■-ク／，， c
 

Q 

。
~
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C
|

＜
 

カマド

a 褐灰色（JOYR6/]) 砂質，混入物なし。

b 掲灰色（JOYR6/J) 砂質．炭化物を含む，』

c 褐灰色（JOYR6/J) 砂質，灰・焼土ブロックを含むc

d 掲灰色(JOYR6/J) 粘土質c 焼土フロックを含む。

e 褐灰色(IOYR6/J) 粘土質。多量の焼土フロノクを含むm

f 赤橙色(JOYR6/6) 焼土プロノク。

g 褐灰色(JOYR6/J) 粘士質。焼土プロック・灰を含む。

h 黒 色(JOYR2/l) 灰層こ

O 1m 
| | .  I 

第155図 第46号住居跡 カマド
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第156図第46号住居跡出土遺物（ 1)
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第157図第46号住居跡出土遺物 (2)
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出土遣物のうち13の坪、 15の椀、 26の小型甕、 31の甕はカマドからの出土であり、支脚どして転

用された小型甕の上に甕がのせられ、焚き口には椀が置かれていた。 10の大型坪には内面に樹脂が

付着している。 16の椀は内面が黒色処理されている。 24の遂は第36号住居跡出土の口縁部片が接合

した。 27の小型甕は胎土に多量の金雲母粒を含む特殊なもので、内面には米と見られる粒状の焦げ

が付着している。 32と33は壺、鉢からの転用器台と考えられる。このほか第 3 • 7層から鹿の歯や

骨片が散乱した状態で出土したことが特筆される。平面的な出土状況から見て窪地状の廃絶住居に

南東壁側から炭化物とともに投入されたと考えられる。このほかに、滑石製臼玉が 1点と指頭圧に

よって扁平に押し広げられた小型土製品が出土した。

第47号住居跡

きー 4グリッドに位置する。北西壁の大部分とカマドの燃焼部から煙道部にかけての大部分は側

溝によって破壊されていた。規模は長軸長3.98m、短軸長3.85m、深さ0.37mで、主軸方向はN-

35°-Wである。南隅で径75cm、深さ 19cmの皿状の円形ピットを検出した。床面は地山砂層にわずか

に掘り込まれており、壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていたが両袖とも下端をわずかに残すの

みで、検出が難しかった。右袖の長さは76cmで、燃焼部の幅は41cmである。煙道は長さ 124cm程で、

傾斜をつけて掘り抜かれたと見られる。

遺物のうち、 11の台付甕、 12と13の小型甕、 15の壺はカマド右側から出土し、 8の用と 16の壺は

南隅のピット内から出土した。 11の台付甕と12• 13 • 14の小型甕は火に掛けた痕跡があり、外面が

変質している。台付甕は本体が鉢形であり、 3点の小型甕のうち、 12• 13は小型壺的な成形、 14は

第47号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.6 5.2 RB C 橙 70 

2 坪 11 9 4 9 RW B 橙 80 

3 坪 12.6 5.0 RW B 橙 70 

4 坪 (11.5) (5.4) RW B 橙 40 

5 坪 (13 8) (5 5) RWB B 鈍黄橙 30 

6 ミニチュア 5.5 3 3 RW' A 橙 50 坪

7 甑 (17 8) (10. 7) (3 0) RB A 橙 20 

8 坦 9 1 14 1 2.3 RB B 浅黄橙 100 No. 4 ， 高 坪 (7.2) (11. 9) RWB B 鈍橙 40 

10 高 坪 (4. 7) 10.1 RWB B 明赤褐 70 

11 台付甕 15 9 18.0 8.5 RWB B 橙 70 No. 3 火に掛けた痕跡有り

12 小型甕 12 3 11.6 5.2 WB B 鈍橙 80 No. 2 火に掛けた痕跡有り

13 小型 甕 12 7 11.4 5.2 w A 橙 60 No. 6 • 7 火に掛けた痕跡有り

14 小型 甕 11 7 12.1 3.0 RW C 明赤褐 70 粗製火に掛けた痕跡有り

15 罪ギ (10.4) 6.2 RWBU B 橙 100 No. l ロ縁部欠損のまま使用

16 宜・ギ (15.0) 6.4 RWB A 灰白 70 No. 5 外面煤付着

17 甕 18 2 28.8 6.8 RW B 鈍黄橙 70 

18 甕 15 1 (25.5) RWB B 鈍黄橙 70 穿孔土器

19 互て 12 9 19.5 6.1 WW'B B 明赤褐 90 穿孔土器
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1 鈍黄橙色 (IOYR6/3) 炭化物・焼七を含む。

2 灰黄褐色 (!OYRS/2)

3 灰黄褐色(!OYR6/2)

4 鈍黄橙色（!OYR6/3) 多景の炭化物・橙色粘土粒を含む。

5 灰黄褐色（!OYRS/2) 微県の焼土を含む。

カマド

a 灰黄掲色（!OYRS/2) 焼土を含む，

b 灰黄褐色（10YR5/2) 焼士灰層口

c 橙 色(2,5YR6/6) 焼土フロノク。カマト壁の崩落r

d 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。微董の炭化物・焼土粒を含む。

e 灰白色l!OYR8/1) シルト質。煙道の崩落。

f 黒褐色（10YR3/1) 灰炭化物同。

第158図第47号住居跡

は丸底の粗製であるという点が単純な甕とは異なっている。また、 15の壺は口縁部を欠損している

一方で胴部のみが完存した状態で出土したため、無頸の状態で使用されていたと考えられる。 16の

壺は胴部下半のみで外面に煤が付着しているが、周辺に破片のない完結した状態で出土したことと

ピット内で共伴した用が完形品であることから、鉢として転用され火に掛けて使用されたものと考

えられる。 18の甕と 19の壺は底部を欠損するが、割れ口が麿滅しているため意図的に穿孔された土

器と見られる。以上の上器に加えて、深い体部に無稜で短く直立する口辺部の 5の坪、鉢形の 7の

甑、坪形の 6のミニチュア上器など他の住居跡出土の土器に比べて類例の少ない特殊な要素をもつ

土器の多いことが本住居跡の特徴と言うことができる。
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第160図第47号住居跡出土遺物 (2)

第48号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第49号住居跡に切られ、北隅を第10号溝がわずかに切り込んでいた。

北東隅からカマド燃焼部は調査区外にあり、中央部を横断するかたちで側溝に破壊されていた。規

模は長軸長6.21m、短軸長5.97m、深さ0.41mで、主軸方向はN-26"-Eである。床面は地山砂

層に掘り込まれ、南隅寄りで径85cm、深さ15cmのピットを検出したが、その他に壁溝．柱穴は確認

できなかった。また、北西壁際から南東壁際南半にかけての床面で幅64~107cmの溝状の緩い落込み

帯を検出したが、土層断面の観察結果からは住居廃絶後、 2• 3層が堆積して窪地状になった段階

で、壁のラインに沿って覆土が掘り返されたものと判明した。この落ち込み帯の覆土はほとんど混

入物のないものであった。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた、左袖の長さは60cmで、燃焼部の

幅は47cmである。左右両袖の外側には灰層があった。
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1 褐 色（10YR5/1) シルト質。多慧の炭化物・土器を含む．

2 灰褐色（!OYR6/2) シルト質。微鼠の炭化物を含む。

3 鈍黄褐色（!OYR7/2) ンルト質。灰色粘土プロノクを含む

4 鈍黄褐色（!OYR7/2) 砂質地い砂混合恩，

5 掲 色（!OYR6/1) ンルト質。炭化物を含む

6 灰掲色（!OYR6/2) ンルト質。混入物なし

7 褐 色(10YR6/1) ンルト質 2 f昆入物なしし』

8 灰白色（!OYR7/1) 粘七質← i昆入物なし

カマド

a 橙 色(1.5YR6/8) 焼土屑＾天井の崩落。

b 鈍黄橙色（IOYR6/3) 灰層 C a層と c層との混合膚。

c 灰白色(IOYR7/l) 灰屑3 i尭・十プロックを含むこ

d 純英橙色（IOYR7/2) C/ルト質袖の粘士と焼土プロノクとのi昆合層→

e 灰白色(IOYR7/J) 灰陪。 c層と d吊との混合層し

j 果 色（IOYR2/l) 灰昂。混入物なし 0 

三D

珈m
．一

第161図 第48号住居跡
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遣物は少量であり、カマドの前面から出上した 4の坪以外は覆土上層の 1層中からの出上である。

1 • 2 • 3の坪 3点はいずれも小片だが皿状のものである。 7の小型甕は胴部に 2か所の穿孔があ

る。 10の壺は外面が火を受けて変質しており、火に掛けて使用されたと考えられる。 6は用形の手

捏土器である。このほかに土玉が 1点出上した。正確な出土位置は確認できなかったため、落ち込

み帯と、穿孔土器や手捏土器・土玉などの特殊製品との関係は不明である。

｀口／
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第162図第48号住居跡出土遺物
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第48号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (14.0) (4.3) RWW' A 明褐灰 25 

2 坪 (12.0) (3. 7) RWW' A 橙 15 

3 坪 (14.2) (2. 7) RWB A 灰白 10 

4 坪 12.7 5.3 RWB A 橙 90 N11 l 

5 高 坪 (21.2) (6. 7) RW  B 橙 45 

6 手捏土器 3.1 7.0 RWW' B 橙 100 

7 小型甕 15.4 17.9 4.6 RWB B 淡赤橙 80 穿孔土器

8 甕 (17.5) (8.0) WW'B B 淡橙 25 ， 甕 (15.2) (15.0) RWB A 橙 25 

10 亜ギ (14.3) (5.8) RWB B 橙 40 火に掛けた痕跡有り

11 甑 25.3 31.1 9.2 RWB B 鈍黄橙 60 
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1 鈍黄橙色(!OYR6/3) 多量の黄色粘士

を含む。

2 灰色褐色（!OYR6/2) 炭化物・シルト
プロックを含む．

3 褐灰色（!OYR6/1) 炭化物・シルト

プロックを含む．

4 灰褐色(7.5YR6/2) 炭化物を含む。

5 黒 色（!OYR2/1) 炭化物層．

カマド

a 黒褐色（!OYR3/1) 多量の炭化物を

含む。

b 褐灰色（7.5YR5/1) 灰・焼土を含む。

c 鈍橙色(5YR6/4) 多量の焼土を含

む。

d 褐灰色（IOYR6/1) 少量の炭化物と

灰を含む。

゜
2m 

第163図 第49号住居跡
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第49号住居跡

きー 3グリッドに位置する。第48号住居跡を切り込んでいた。東壁は調査区外にありカマドと北

壁の大部分はトレンチによって破壊されていた。規模は南北軸長4.55m、東西軸長3.73m以上、深

さ0.35mで、主軸方向はN-2T-Wである。床面は地山砂層中に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・

ピットは確認できなかった。

カマドは北西壁に造られ、詳細は不明だが、煙道は幅28cm、長さ114cm程になると思われ、わずか

に傾斜をつけて掘り抜かれていた。

出土遺物は少量であり、図化できたものは 4点であるが、 4の坪は覆土中への混入品と考えられ

る。

¥CT1□三ロロ
0 10cm 
| I l 

第164図第49号住居跡出土遺物

第49号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坦 10.1 (7.6) RWB A 橙 50 

2 堪 (4.5) RWB B 橙 40 

3 坪 13.6 5.7 RW C 橙 60 2次的に火を受けた痕跡有り

4 坪 (11. 7) (5.8) RWB B 橙 30 

第50号住居跡

きー 3グリッドに位置する。北東壁および南東壁の北半は調査区外にある。規模は南西壁長3.93

m、北西壁長3.13m、深さ0.30mで、主軸方向はN-54°-Wである。集落の最高所に位置する住居

跡の一群に属するため地山砂層上面が床面となっていたが、壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認で

きなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは65cm、燃焼部の幅

は35cmである。煙道は幅30cm、長さ155cmで、地山を水平に掘り抜き、先端に煙出口をもっていた。

煙道内の覆土の状態は床面上に薄く広がった灰層の直上に崩落した天井がのっているため、外部か

らの流入上がほとんどなく空洞化している時点で煙道部が埋没したものと考えられる。

遣物は床面上からの出土のものが多く、 4の短頸壺と 7• 8の甕がカマド右側から、 2の坪が住

居中央寄りから出土した。このうち 4の短頸壺は穿孔され、 8の底部を欠いた甕は転用器台である。

坪は 3点とも口辺部が大きく外反し、浅い体部であることが特徴的である。
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1 黄灰色(2..¥YRS/!) 粘土贋コ炭化物を含む．

2 暗灰黄色 (2.SYRS/2) 粘土質C

3 黄褐色(2.5YR5/3) 粘土倒こ

4 黄灰色(2.5¥Rb/1) 粘土質。

5 黄灰色(2.5YR5/ll 粘土質。

カマド

a 灰黄褐色（!OYR6/2) 少量の焼土を含む

b 純橙色(5YR6/3) 多量の焼土粒を含む，．

c 黒褐色(!OYR3/l) 灰炭化物層。

d 明黄褐色 (2.5YR7/6) I尭上フロノク 2

e 褐灰色(!OYR4/l) 多景の炭化物を含むこ

f 掲灰色（!OYR4/l) 炭化物・焼土を含むロ

g 灰黄色(2.5YR6/2) 少景の炭化物を含む。

h 灰黄色(2..¥YR7/2) 少最の炭化物を含む。

l 黒掲色(10YR3/l) 灰層。

『、

パ
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第165図 第50号住居跡

第50号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.6 3.2 RW B 橙 70 

2 坪 15.4 4.8 RWB B 橙 90 No. 5 

3 坪 (13. 7) (3.9) RWE B 鈍黄橙 25 カマド

4 短頸壺 11.2 7 1 WB A 橙 90 No. 2 穿孔土器

5 支 脚 1. 7 5.4 RW C 鈍橙 30 

6 甕 (17.3) (12.9) WB A 浅黄 30 No. l 

7 甕 17.9 32.2 5.0 RW A 橙 80 No. 4 

8 甕 17.8 (25.1) RW B 鈍黄橙 80 No. 3 転用器台
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第166図第50号住居跡出土遺物

第51号住居跡

きー 3グリッドに位置する。規模は長軸長4.80m、短軸長4.60m、深さ0.49mで、主軸方向はN-

78°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。南東隅寄

りの貯蔵穴は液状化現象によって不明瞭な状態であったが、砂中に埋没した土器の出土状況からみ

て長径98cm、深さ12cmの皿状のものと見られる。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた、右袖の長さは91cm、燃焼部の幅は

42cmである。煙道は幅32cm、長さ122cmで、傾斜をつけて地山を掘り抜き、先端に煙出ピットをもっ

ていた。支脚位置は左寄りであり、伏せ重ねられた坪 3点が転用されていた。

遺物はカマド周辺・貯蔵穴内・南壁下に集中して出土した。 1• 2 • 3の坪 3点は支脚として上

から順に伏せ重ねされ、その上に32の甕がのった状態で出土した。右袖脇からは35の甕、 41の壺、

18の坪、 23の大型坪が、また貯蔵穴内からは 8• 20の坪、 29の短頸壺、 40の甑が出土した。南壁下
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では13・」5• 22 • 24の坪、 27の高坪、 42• 43の壺が出土した。このほかに、床面から10~15cm浮い

た位置で上玉 2点が出上した。 24の坪は全体的に成形が粗雑である。 28の坦は口縁部を欠損し、無

頸状態で使用された可能性が高い。 29の短頸壺は短く内湾する口縁部とヘラケズリによる平底が特

徴的で、さらに胴部外面はヘラケズリ後平滑にナデられている。 35の甕は壺的なプロポーションと

胴部外面のヘラミガキが特徴的だが、火に掛けた痕跡がみとめられる。
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l 褐灰色(!OYR4/l)

2 掲灰色（!OYR5/ll 炭化物

3 灰黄褐色（!OYR6/2) 炭化物・焼七粒を含む

4 灰黄褐色（!OYR5/2) 砂質混入物なし

5 鈍黄橙色（!OYR6/3) 粘上質， I昆入物なし。

6 純黄橙色 (!OYR6/3) 微最の焼土粒・炭化物9

7 灰黄褐色（lll¥'R6/2) 粘上質 白色粘土｀フロノク

8 灰黄褐色（!OYR6/2) I尭七・炭化物を含む

9 褐灰色(10YR5/l) 焼＋・炭化物・灰を含む。

10 黄掲色（10YR6/2) 浣十・炭化物を含む

カマド

a 橙 色(2.5¥'Rl/6) 焼土 7ロック。カマト天井部。

b 渇灰色l!OYR5/l)灰層

c 鈍黄色(2.5¥'Rli/3) 灰色粘上を含む。

d 鈍黄色(2.5YR6/3) 焼土粒を含むコ

e 鈍橙色(2,5YR6/4) 灰・焼土プロノクを含む，9

［ 褐灰色(!OYR4/l) 多量の炭化物を含む

g 褐灰色（!OYR4/l) 砂混しりの炭化物

h 鈍橙色(5¥'Rい3) 粘土質，火を受けている。 O 
l 褐灰色(lll¥R5/l) 灰唇，焼土プロソクを含むし

E E' 

胃
C C‘ 
- 2 9 0 0 

二

第167図第51号住居跡
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第168図第51号住居跡出土遺物（ 1)
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第169図第51号住居跡出土遺物 (2)
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第170図第51号住居跡出土遺物 (3)
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第51号住居跡出土土器観察表

番号・ 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.6 (5.8) RW C 明赤褐 50 N112 • 3 転用支脚

2 坪 12.5 6.1 w A 明赤褐 90 No.4 転用支脚

3 坪 12.2 5.7 RW A 明赤褐 100 No. 5 転用支脚

4 坪 13.6 6.3 R B 橙 90 

5 坪 12.3 6.2 WB A 橙 100 

6 坪 12.6 6.2 RWB A 鈍橙 95 

7 坪 13.0 5.9 RB A 橙 100 

8 坪 12.6 6.0 WB B 橙 70 貯蔵穴， 坪 12.9 (5.6) RW B 橙 80 

10 坪 13.3 5.5 RW B 橙 50 

11 坪 12.8 5.1 WB A 橙 70 

12 坪 12.1 5.6 RWB C 橙 70 

13 坪 12.8 5.8 RW A 橙 80 No.22 

14 坪 12.3 6.2 RW' B 橙 80 火を受けた痕跡有り

15 坪 12.7 6.7 RB B 橙 80 火を受けた痕跡有り

16 坪 11. 9 6.3 RWB B 橙 70 

17 坪 13.2 6.3 RW B 鈍橙 90 

18 坪 12.2 6.3 RWB B 橙 50 No. 7 

19 坪 11.1 5.2 RWB B 橙 80 

20 坪 11. 7 5.6 RWW'B C 橙 70 貯蔵穴

21 坪 12.4 7.0 RW A 明赤褐 60 カマド

22 坪 12.6 7.5 RB A 橙 80 N(l12 

23 大型坪 13.1 7.7 RWB A 橙 70 Na 9 貯蔵穴

24 坪 12.5 6.2 RWB C 鈍黄橙 95 No.16 

25 手捏土器 (2. 7) w B 鈍橙 30 

26 高 坪 16.0 (5.3) R A 橙 60 

27 高 坪 17.2 12.5 12.3 RW A 橙 90 N吐5

28 柑~ 10.2 RWB A 橙 100 口縁部意図的除去の可能性有り

29 短頸壺 10.0 10.7 5.5 w A 明赤褐 90 貯蔵穴

30 小型甕 13.1 13.1 7.9 RWH C 橙 70 火に掛けた痕跡有り

31 小型甕 12.0 (7.2) RB B 橙 50 

32 甕 18.3 (29.2) 6.6 RWB A 橙 100 No. l 

33 甕 15.9 28.0 5.7 RW B 黒褐 50 貯蔵穴

34 甕 16.5 (19.0) RW B 明赤褐 50 

35 甕 17.0 34.3 6.2 RWB A 明赤褐 70 No. 6 胴部外面ヘラミガキ

36 甕 20.3 29.6 7.4 RWH A 橙 90 

37 甕 19.1 (24.1) RWB A 橙 90 

38 甑 17.0 12.8 4.5 RW B 明赤褐 40 

39 甑 14.8 11.8 3.8 R A 明赤褐 70 NQ2Q 粗製

40 甑 26.9 29.1 8.2 RWB A 橙 90 貯蔵穴

41 宮ギ 19.9 (7.6) RW A 橙 60 No. 8 

42 宰＝ (22.9) (6.8) R A 橙 30 No.14 • 17 内面黒色処理

43 空·— 19.4 33.0 8.3 RWW' A 橙 80 No.21 
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第52号住居跡

きー 3グリッドに位置する。住居跡の東半は調査区外にあり、調査区壁際は側溝によって破壊さ

れていた。規模は長軸長4.44m、短軸長2.10m、深さ0.28mで、主軸方向はN-30°-Wである。床

面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 1• 2層には

FAブロックが包含されていた。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは76cmで、燃焼部の幅

は45cmである。左袖先端には甕を倒立させ、右袖先端には甕片を立てて補強していた。煙道は残存

していなかったが燃焼部奥壁より 129cmの位置で煙出ピットを検出した。支脚位置は右寄りであり、

小型甕が倒立転用されていた。

遺物はカマド周辺に集中して出土した。 11は支脚に転用されていた小型甕であるが底部を欠損す

る。 16と17の甕はカマドに掛けられた状態で横並列で出土したが、支脚上には16がのせられていた。

19は左袖先端に倒立された甕である。胴部中位に穿孔されているが、内側からの打撃を受け、割れ

口も磨滅しているため袖材として使用されている時点では孔は存在していたと思われる。出土状況

から考えて、燃焼部から見て右前方に面する位置に穿孔されていたことになる。 20の甕は口縁部破

門

昌
C - 2 9 2 0 C' 

I 
◎ 言冑

I 
I 

¥―---I 討
A A' 

2 9 2 0 

冒麟瓢冒冒

ー
以
{
—

1 鈍赤褐色 (2.5YR5/3) F Aの微粒を含む。

2 鈍赤褐色 (2.SYRS/3) F Aプロックを含む

3 鈍赤褐色 (2.SYR5/3) 多景の黄色粒を含む，

4 灰赤色(2.5YR6/2) 炭化物を含む。

5 灰赤色(2.5YR6/2) 噴砂による砂を多凪に含む。

6 灰黄褐色（!OYR5/2) 炭化物を含むc

7 灰赤色(2.SYRS/2) 噴砂による砂を含む。

カマド

a 灰黄掲色（IOYR5/2) 焼土粒・焼土プロソクを含む3

b 灰黄褐色（IOYR6/2) 黄色粒子を含み、やや砂っぽい3

c 褐灰色（IOYR5/!) 灰・焼土粒を含む。

d 褐灰色(IOYR4/l) 灰層c

e 灰黄掲色（IOYR5/2) 炭化物を含む。

f 灰黄褐色（IOYR6/2) 炭化物を含む。

g 灰黄褐色(IOYR5/2) 焼きしまる。天井部。

0 2m 
1 +---寸

第171図第52号住居跡
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第172図第52号住居跡出土遺物（ 1)
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第173図第52号住居跡出土遺物 (2)
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第174図第52号住居跡出土遺物 (3)

片が右袖先端よりカマド材として検出され、胴部破片は右袖と16の甕の間に挟み込まれた状態で出

土した。壊れた甕の破片を別々の位置に転用した例といえる。住居中央部の調査区壁際の 1• 2層

からは13• 14の甑、 21• 23の甕が集中して出土した。 23の甕は壺的な胎土と成形であるが外面に付

着した煤や、内面底部に付着した焦げなど、火に掛けて使用した痕跡がみとめられる。 15は甕から

の転用器台で、口縁部内面には磨滅帯がみとめられるが下端は不整形である。
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第52号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.3 5.6 RW A 橙 75 No. l 

2 坪 12.6 5.1 RW  A 明赤褐 90 

3 坪 13.0 5.3 RWB B 橙 70 

4 坪 11.5 5.2 RWB C 明褐 50 

5 坪 12.4 5.8 RW  A 明赤褐 90 

6 坪 12.7 5.3 RW  A 橙 70 

7 坪 12.6 5.0 RB A 橙 90 

8 坪 12.3 5.2 RWB B 橙 80 ， 大型坪 15.8 6.8 RWB A 明赤褐 80 

10 椀 (13.9) (8.4) WH  B 鈍橙 30 

11 小型甕 14.4 (10.0) WB  B 鈍赤褐 90 No. 9 転用支脚

12 甑 27.8 29.0 9.5 RWB A 鈍黄橙 70 

13 甑 25.6 27.6 RWB A 橙 90 Na 7 

14 甑 (20.0) (9.0) RW  B 浅黄橙 40 No. 7 

15 甕 17.2 (19.0) RWB C 橙 80 転用器台

16 甕 19.4 31.2 8.0 WH  A 鈍橙 80 No.4 木葉底 カマド支脚上

17 甕 18.2 31.8 6.7 WB B 鈍黄橙 80 Nu5 

18 甕 15.8 (20.3) RWH B 鈍黄橙 60 

19 甕 18.7 29.7 7.0 RWH A 鈍黄橙 90 No.6 カマド左袖先端穿孔土器

20 甕 17.5 31.4 WW' B 明褐 70 No.2 • 3 カマド右袖

21 甕 (16.6) (20.0) RWB A 赤褐 30 No. 7 

22 甕 17.5 (24.0) RBH A 鈍橙 80 

23 甕 22.4 27.5 6.4 RWW'B B 鈍橙 40 No. 7 火に掛けた痕跡有り

24 壺 (19.2) (28.0) RWB B 橙 30 

第53号住居跡

きー 3グリッドに位置する。第 5号土壊とわずかに重複しているが新旧関係は確認できなかった。

規模は長軸長4.58m、短軸長4.50m、深さ0.63mで、主軸方向はN-98'-Eである。床面は地山砂

層に掘り込まれ、液状化現象によって床面は攪乱された。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認でき

なかった。覆土 3層中に FAブロックが包含されていた。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは57cmで、燃焼部の幅

は32cmである。煙道は幅25cm、長さ116cmで、傾斜をつけて地山を掘り抜き、燃焼部奥壁から90cmの

ところに煙出口をもつと見られる。支脚は正位置にはなく、焚き口部前面より転倒して出土した。

右袖の外側には灰層があった。

本住居跡に直接かかわる遺物はカマド周辺から出土した。 1の坪はカマド焚口部前面から出土し

た完形品だが体部内面以外に煤が付着しており、カマドに掛けて使用されたものが15の支脚ととも

に放置されたと考えられる。 6の坪と13の大型坪はカマド外灰層に伴うものである。 26の甕は左袖

先端に、また28の甕は右袖先端に使用されたものだが、 26が口縁部まで存在するのに対して28はロ

縁部から胴部上半を欠損している。このほか 3層上面から 2層にかけて多量の土器が包含され、 4.
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7の坪、 18の用、 19の壺、 21• 22の小型甕、 23の甕、 30• 32の甑などが出土した。この覆土中には

馬骨 2点も包含されていた。個々の土器で特記すべきは樹脂の付着した10の坪と20の壺である。 10

は口辺部の一部に付着している。また20は大型の壺の胴部片だが、幅16cm、長さ32cmの破片の中央

に径17cm程の樹脂の付着範囲がある。光沢を持つ雫状部分もあることから、樹脂塗布のときに使用

するパレットと考えられる。 17は壺もしくは坪の内面の粘土貼付部分だが焼成前に平滑面に指頭に

よってナデつけられている。
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1 灰黄褐色（10YR6/2) 粘士質。白色パミスを含む。

2 灰黄褐色（10YR5/2) 粘土質。多晨の炭化物、土器・獣骨・焼士粒・小礫を含

む。

3 褐灰色（!OYR6/l) 粘士質口多絋の FA,Jヽ プロックを含む。

4 灰白色(10YR7/1) 粘士質。微蘊の炭化物を含むロ

5 鈍黄橙色（10YR7/2) 砂質。混入物なし。

6 褐灰色（10YR6/1) 粘土質口混入物なし。

7 褐灰色（10YR6/1) 粘土質口混入物なし。

第175図第53号住居跡
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カマド

a 褐灰色(10YR6/l) 砂質口焼土プロック・炭化物を含むロ

b 鈍黄澄色（!OYR7/2) 粘土質。カマド天井構築粘土口

c 澄 色(2.5YR6/8)焼土層。天井の崩落プロックロ

d 褐灰色(10YR4/l) 灰層口焼土プロックを含む。

e 灰白色(lOYR7/l) 粘土質ロカマド構築粘土口

f 灰白色(lOYR7/l) 粘士質。多鼠の焼士プロックを含む。

g褐灰色(10yr4/l) 灰層。

h 灰黄褐色（!OYR4/2) 灰層。多量の焼士プロック含む。

i 灰白色(lOYRS/1) 粘土質口混入物なしロ

j 灰白色(!OYR7/l) 粘土質。微量の炭化物を含む。

第176図第53号住居跡カマド

第53号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.2 5.3 RW C 橙 100 N認 外面煤付着

2 坪 12.7 6.1 RWB B 橙 95 カマド 外面煤付着

3 坪 11. 7 5.7 RWB B 明赤褐 90 外面煤付着

4 坪 12.7 (5.4) RWE A 黄橙 50 2層

5 坪 12.8 5.2 RWB B 橙 70 内面に成形工具痕

6 坪 (12. 7) (5.0) RW B 橙 40 Na 7 

7 坪 13.3 5.2 RW B 橙 80 2層

8 坪 11.9 5.3 RWB C 橙 70 ， 坪 12.9 5.0 RWB C 橙 70 

10 坪 12.5 (4.5) WW' A 橙 70 外面に樹脂付着

11 坪 12.4 4.5 RW A 明赤褐 95 

12 短頸壺 (10.4) (5.0) RW B 橙 30 

13 大型坪 (15.8) (7.4) RWB B 橙 20 No. 6 

14 大型坪 14.0 7.4 RWB C 橙 50 

15 支 脚 13.8 6.3 RW C 明赤褐 100 Nll4 

16 ミニチュア (3.0) (3.2) RW' A 橙 20 

17 壺？ RW B 橙 破片 内面に粘土貼り付け

18 坦 10.5 (10.5) w A 鈍橙 95 2層転用器台の可能性有り

19 士宰 14.8 21.0 6.0 RWW'B A 橙 80 2層火に掛けた痕跡有り

20 宮＝ RWB B 灰白 破片 内面に樹脂付着

21 小型甕 13.1 (11.6) RB A 浅黄 70 2層

22 小型甕 13.8 14.0 5.5 RB B 灰白 80 2層

23 甕 23.0 31.5 6.4 WB A 鈍黄橙 70 2層

24 甕 (18.0) (26.8) (5.3) RB A 鈍黄橙 40 坪形焼成斑 2か所有り
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第177図第53号住居跡出土遺物（ 1)
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第178図第53号住居跡出土遺物 (2)
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第179図第53号住居跡出土遺物 (3)

第53号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

25 甕 (18.3) 33.0 (5.5) w A 鈍橙 40 

26 甕 15.4 32.0 6.4 RWW' B 明褐 70 Nu 1 カマド左袖先端

27 甕 17.6 (13.6) RWB A 鈍黄橙 60 

28 甕 (20.9) 6.5 RBH B 鈍黄橙 50 No.5 カマド右袖先端

29 甑 19.5 (12.0) RWB A 赤褐 70 

30 甑 17.5 10.4 4.6 WW'B A 灰黄 95 2層

31 甑 22.4 23.0 7.9 RW A 明赤褐 70 

32 甑 26.9 28.6 10.5 RWB A 橙 95 2層
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第54号住居跡

き一 4グリッドに位置する。規模は長軸長4.04m、短軸長3.37m、深さ0.35mで、主軸方向はN-

50°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北東壁に造られていたが、袖および燃焼部は残存せず、煙道のみを検出した。煙道は幅

36cm、長さ144cmで、わずかな傾斜をつけて地山を掘り抜き、先端に煙出口をもっていた。

遺物の出土は少量であった。 1• 2の坪はわずかに湾曲する内斜口縁であるが、 1の内面には 5

本の放射状暗文がある。 3の坪は胎土中に雲母細粒が含まれ、色調もやや白っぽいが口縁端部に内

斜するシャープな面をもつ点でも 1。2と異なる。坪には有稜の模倣坪は含まれていない。 4の鉢

は多量の砂粒を含む胎土を用いた粗製のものであり、火に掛けられたため器面が荒れている。 7は

椀形のミニチュア土器である。
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l 赤灰色(2.SYl/6/1)粘ヒ質 i文化物・焼七粒を含む

2 褐灰色(10¥’Ii5,'1） キ占十質 多最の炭化物を含む心

3 褐灰色(IOYR6,'J) 枯＋質炭化物を含む，

4 I火白色(IOYR7/l) 枯十質炭化物を含む。

5 I天白色(IOYR7'l） 粘十質微最0)炭化物・焼土拉を含む

カマド

a 灰黄色(IOYR6'2) 砂質少址の焼土プロノクを含的，~
b 暗灰黄色(IOYR5,'2) 砂質 少址0)炭化物，焼七プロノクを含む

c 灰英褐色（10¥R6)2) 砂質，． I尭七プロノクを含む

d 灰苗褐色(IO¥R4'2) 妙質 多凪の炭化物・灰を含む

第180図第54号住居跡
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第181図第54号住居跡出土遺物

第54号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 13.3 5.9 RW B 橙 100 内面に暗文有り

2 坪 (14.0) (4.6) RWW' C 橙 25 

3 坪 (13. 7) (3.8) WBU B 鈍橙 15 

4 鉢 25.1 10.9 8.4 RW C 鈍黄橙 90 粗製火に掛けた痕跡有り

5 豆• 22.5 RWB B 橙 20 

6 甕 (18.9) (21. 7) RB B 浅黄 30 

7 ミニチュア (8.0) (4.1) RW B 明赤褐 40 

第55号住居跡

きー 4グリッドに位置する。規模は長軸長4.53m、短軸長3.16m、深さ0.32mで、主軸方向はN-

68°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

覆土6層中には FAブロックが包含されていた。

カマドは東壁の南東隅よりに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは73cmで、
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燃焼部の幅は30cmである。煙道は幅32cm、長さ86cm以上で、傾斜をもって掘り抜かれていた。

長方形プランで住居隅寄りにカマドを設置する同規模のものは遺跡内では他に例がなく、小型の

もので第34号・第124号住居跡の 2軒があるのみである。

出土遺物の量は少ない。 4の坪は体部の器面調整が未完であり、全体の成形段階から口辺部のヨ

コナデ調整まで残していた底部の突起を削り落とした以外には、成形時の面を残し、指頭痕や小亀

裂がみとめられる。 5の坪は体部に径 3mmの小礫脱落孔が貫通している。 9• 10は小破片からの復

原図である。 9は高坪の有段脚裾部で、 10は受け口状の有段口縁である。 11は大型壺であるが欠損

部が多いことと個々の破片が別々に火を受け変質していることから、覆土中へ投棄されたものと見

られる。このほか土玉 4点が出土している。
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1 褐灰色（!OYR5/l) 炭化物・焼士粒を含む。

2 灰赤色(2.5YR5/2)多量の鉄分粒、微絋の炭化物を含む。

3 赤灰色(2.5YR5/l) 炭化物・白色シルトを含む。

4 褐灰色（!OYR4/1) 粘土質。多蘊の炭化物を含む。

5 灰 色（!OYRS/1) 粘土質。多蘊の炭化物を含む。

6 褐灰色(!OYR5/l) 粘土質。炭化物・ FAプロックを含む。

7 褐灰色(!OYR6/l) 粘土質。微蘊の炭化物を含む。

8 灰黄褐色(10YR5/2) 粘土質口炭化物・白色シルトを含む。

9 灰 赤色(2.5YR5/2) 炭化物を含む。

10 灰赤色(2.5YR6/2) 微鼠の炭化物を含む。

カマド

a 褐灰色（!OYRS/1) 焼土粒，炭化物を含むロ

b 鈍赤褐色 (2.SYRS/3)粘土質。焼士粒・プロックを含む。

c 褐灰色（10YR4/1) 灰炭化物層ロ

d 橙 色(2.5YR6/6) 粘土質。火を受けている。

e 灰黄色(2.5YR6/2) 砂質焼土粒を含む。墳砂と混合する。

第182図第55号住居跡
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第184図第55号住居跡出土遺物 (2)

第55号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.2 5.5 RW B 橙 80 

2 坪 12.6 5.0 RWB B 橙 95 

3 坪 12.4 5.8 RW B 明赤褐 60 体部外面ヘラナデ

4 坪 12.3 6.5 RB C 橙 70 底部ヘラケズリ以外未調整

5 坪 12.2 5.2 RW A 明赤褐 100 小礫脱落小孔有り

6 坪 12.6 5.5 RB B 橙 70 

7 坪 9.8 4.3 RWB A 橙 100 

8 大型坪 14.8 6.1 RW B 橙 50 ， 高 坪 (2.0) (16.6) RWB B 橙 10 

10 宮・ギ (15.0) (5.4) RW B 鈍黄橙 10 

11 幸＝七 25.7 48.6 RWW' C 鈍褐 65 

12 鉢 (14.4) (9.6) RWB C 鈍赤褐 30 火に掛けた痕跡有り

13 小型甕 (14.8) (8.4) RWB B 明褐 40 

14 甕 (20.9) (16.3) R A 浅黄橙 40 壺的な成形

15 甕 17.9 30.4 RW A 鈍橙 80 

第56号住居跡

きー 4グリッドに位置する。規模は長軸長3.31m、短軸長3.07m、深さ0.46mで、主軸方向はN-

60°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれていたが、カマド右側で径70cm、深さ42cmの貯蔵穴を

検出した。このほか、壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは75cmで、燃焼部の幅
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は27cmである。煙道は幅25cm、長さ138cmで、ほぼ水平に地山を掘り抜き、先端には煙出口をもって

いた。

遺物の出土は少量だった。 6は有段の高坪脚裾部であるが底径19.8cm、脚柱部下端径9.8cmの大型

の高坪と考えられる。 8の手捏土器は25％の残存部で見る限り、底部中央に穴があいていたと考え

9の甑は底孔の内縁が磨滅している。

顔料が薄く分布しているのを確認した。

られる。 このほか、西壁寄りの床面上で径20cmの範囲に赤色

また、滑石の剥片が 2点出土した。
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1 灰白色(IOYR7/l) 砂質。焼土を含む。

2 灰白色（!OYR7/l) 砂質。炭化物を含む。

3 渇灰色(IOYR5/!) 粘土質c 多量の炭化物を含むロ

4 褐灰色(IOYR5/!) 砂質。微巌の炭化物を含む。

5 灰黄褐色(!OYR6/2) 砂質。焼土を含むロ

6 灰黄褐色（!0YR6/2) 砂質。炭化物・灰を含むロ

7 黒褐色（!0YR3/!) 灰炭化物層。

8 鈍黄褐色（!OYR6/3) 砂質口炭化物を含む。

9 鈍黄褐色（!OYR6/3) 砂質。焼士を含むc

゜
2m 

カマド

a 灰黄色(2.5YR6/2)微量の炭化物を含む。

b 褐灰色（10YR6/1) 焼土粒・炭化物を含む。

c 鈍褐色（7.5YR6/3)粘土質。多量の焼土粒を含む。

d 橙 色(2.5YR6/6) カマドの壁体ロ

e 褐灰色（10YR6/1) 焼土粒を含む。

f 鈍橙色(2.5YR6/4) 多量の焼士粒を含む。

g 灰黄色(2.5YR7/2)粘士質。焼土粒を含む。

h 赤褐色(lOYRS/4) 焼士炭化物層。焼土と炭化物との混合層口

i 灰褐色(7.5YR4/2)多量の炭化物・焼けた砂を含むロ

j 黒褐色（!OYR3/1) 灰炭化物層口

k 灰黄褐色（7.5YR6/2)粘土質。多量の焼土粒・焼土プロックを含む。

l 褐灰色（7.5YR6/1)粘土質。微量の焼土粒を含む。

m 鈍赤褐色(2.SYRS/4)炭化物・焼土プロックを含む。

n 鈍黄橙色（10YR6/3) 砂層。焼土プロック・炭化物を含む。

o 鈍赤褐色(2.SYRS/4)焼けてもろくなった焼土プロック。

p黒褐色(10YR3/1) 灰層。

第185図 第56号住居跡
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第186図第56号住居跡出土遺物

第56号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.4 5.0 RW B 橙 100 

2 坪 11.9 4.8 RW  A 橙 80 

3 坪 12.4 4.6 RW B 鈍橙 100 

4 坪 (11.6) (4.3) RW  C 橙 30 

5 大型坪 (15.9) (6.5) RWB B 明赤褐 40 

6 高 坪 (6.2) (19.8) RWB A 橙 25 

7 小型甕 14.4 (15.6) RWB B 橙 80 

8 手捏土器 4.1 (8.0) (7.0) W' B 褐灰 25 底部孔有り， 甑 24.7 24.3 7.3 RWB A 鈍橙 70 底孔内縁磨滅

10 壺 15.2 23.5 5.6 WB A 橙 60 
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第57号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第58号住居跡を切り込んでいた。規模は長軸長3.71m、短軸長3.22

m、深さ0.40mで、主軸方向はN-72°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、東壁、西壁の一

部と南東隅で幅13cm、深さ 4cmの壁溝を検出した。そのほか、貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できな

かった。覆土 2層中には FAブロックが包含されていた。また、 6 • 7 • 8層は不自然な堆積状態

であり、人為的な埋土と考えられる。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは63cmで、燃焼部の幅

は36cmである。煙道は幅22cm、長さ78cm以上で、傾斜をつけて地山を掘り抜いていた。支脚位置は

中軸線上であり、小型甕が倒立転用されていた。
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1 灰黄褐色（10YR6/2) 炭化物を含む。

2 灰黄褐色（!OYR6/2) 炭化物・ FAプロックを含む。

3 灰黄褐色（10YR6/2) 焼土粒を含む。

4 灰黄褐色(!OYR5/2) 炭化物を含むロ

5 褐灰色（10YR4/1) 灰・炭化物を含むロ

6 灰黄褐色（!OYR6/2) 炭化物・焼士粒を含むロ

7 鈍黄橙色（!OYR6/3) 炭化物・焼土粒を含む。

8 鈍黄色(2.5YR6/3) 炭化物を含む。

9 鈍黄橙色（!OYR6/3) 多蘊の炭化物・焼土粒を含む。

カマド

a 鈍黄橙色(5Y6/3) 炭化物・焼士粒を含む。

b 鈍橙色（2.5YR6/4) 多量の焼士粒を含む。

c 黄 色(2.5YR4/3) 少量の焼士粒を含む。

d 灰黄褐色 (7.5YR5/2)粘上質。火を受けている。

e 橙 色(2.5YR6/6) 焼土プロック。崩落した天井部。

f 褐灰色（!OYR4/1) 灰層。

g 鈍黄橙色（!OYR6/3) 灰・焼土を含む。

h 灰黄色(2.5YR6/2) 焼土粒を含む。

i 褐灰色(!OYR4/l) 灰層。

第187図 第57号住居跡
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第188図第57号住居跡出土遺物（ 1)
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第189図第57号住居跡出土遺物 (2)

遣物は大部分が覆土中からの出土である。 7• 8の坪は稜をつくり出さず、口辺端部にも面取り

がなされていない。 10の用は胴部のみ完存しており、口縁部欠損後、無頸のまま使用されていたと

考えられる。 11の無頸壺は小孔をもつが孔数は不明である。 3• 7の坪、 12• 13 • 16の壺は覆土中

へ投棄された土器であり、埋没途中で火を受けた煤の痕跡がみとめられる。
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第57号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.4 5.5 RWW' B 橙 60 

2 坪 12.4 5.3 RW A 鈍黄橙 100 

3 坪 12.8 5.4 RWB B 橙 80 

4 坪 12.9 (5.0) RW B 橙 50 

5 坪 12.5 5.8 RWB B 橙 90 

6 坪 12.1 5.1 RW B 橙 90 

7 坪 11.3 5.5 RW A 橙 100 

8 坪 11.9 5.0 RWB B 橙 90 ， 大型坪 16.4 6.8 RWB A 橙 100 

10 坦 (9.1) RWB A 橙 100 無頸のまま使用

11 無頸壺 (5.4) (5.1) RW A 橙 25 孔数不明

12 豆＝ 10.3 18.7 4.9 RWE B 橙 60 

13 亜ギ (14.0) RWB A 橙 70 

14 空• (15.4) (11.2) RW A 橙 40 

15 壺 16.8 (14.2) RW B 鈍黄橙 60 

16 壺 17.2 21.6 6.0 RW A 橙 80 

17 甕 14.9 14.8 RWW'B B 橙 70 

18 小型甕 12.5 13.9 5.8 RWH A 橙 100 No. l 転用支脚

19 甕 (17. 7) (5.8) WB A 鈍褐 90 外面接合部以外ナデ

20 甕 17.5 30.9 6.9 RW A 灰黄 95 

21 甑 28.0 (12. 7) RW B 橙 70 

22 甑 23.9 29.2 7.9 RW B 鈍黄橙 80 

23 甑 23.6 28.7 9.7 RW A 橙 90 

第58号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第57号住居跡に切られていた。規模は長軸長4.26m、短軸長3.91m、

深さ0.35mで、主軸方向はN-97°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・

ピットは確認できなかった。

カマドは西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは64cmで、燃焼部の幅

は51cmである。土層断面の観察から崩落した天井d層が明瞭に判別できる。煙道は幅30cm、長さ39

cm以上で、水平に掘り抜かれたと見られる。支脚位置は中軸線上であり、高坪が倒立転用されてい

た。左袖の外側には灰層があった。

7の高坪は支脚に転用されていた。 14の甕は燃焼部で横転して出土したが、 4の坪に口を塞がれ

ており、下部に支脚はなかった。燃焼部内からはこのほかに 2の椀、 6 • 10の高坪坪部が、またカ

マド右脇からは 1の椀が出土した。 11の高坪脚裾部は有段で重厚なつくりだが、調整や胎土などか

ら見て10の坪部と同一個体になる可能性が強い。 3の坪は接合する 2破片からの復原図だが、大破

片の方は口縁端部以外がすべて割れ口であるのに対し、小破片には口縁端と平行する平滑面がある。

これは、本来この坪に透し孔があったのではなく、小破片のみ 2次利用された結果、平滑面が形成

されたものと考えられる。
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l 灰黄褐色（10YR6/2) 炭化物を含む，

2 灰黄褐色(10YR5/2) ンルト質。多量の炭化物を含む。

3 灰黄褐色(10YR6/2) 砂質。炭化物を含む

巳ー2990 B'4 純黄橙色(10YR6/3) 微量の炭化物・廃土粒を含むぐ
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カマド

a 純黄橙色（IOYR7/2) シルト質。焼土プロソク含むc

b 黒褐色(IOYR6/2) 灰層2 多址の炭化物・焼土フロノク含む＿

c 灰白色(IOYR3/I) 灰層。きめのこまかい灰白色

d 明赤褐色 (2,5YR5/8) l尭七層 天井及ぴ壁面の崩落，

e 灰黄褐色（!OYR7/I) シルト質 焼七プロノクを含む

f 橙 色(2,5YR6/6) 焼土層。煙消の天井、側壁の崩落n

g 鈍黄橙色（IOYR7/2) 枯土質。地山が加凱され変質した部分 ゜
第190図第58号住居跡カマド
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第191図第58号住居跡出土遺物（ 1)
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第192図第58号住居跡出土遺物 (2)

第58号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 椀 13.8 6.5 RW A 橙 80 No.9・11 

2 椀 12.1 5.3 RWB B 鈍橙 70 カマド

3 坪 (13.0) (5 4) RWB A 鈍橙 25 2次利用破片

4 坪 16.1 5.6 RWB A 鈍橙 80 No. 2 不整形

5 高 坪 18.5 (7.3) RW A 橙 70 

6 高 坪 16.9 (7.0) BU A 橙 50 No. 4 

7 高 坪 18.7 14.0 13 2 WW'B B 明赤褐 90 No. 5 転用支脚

8 高 坪 17.0 11. 7 10.8 RWB A 橙 95 ， 高 坪 17 3 13.2 11.6 RWW'B A 橙 80 

10 高 坪 18.6 (7 7) RWB B 明赤褐 80 No. 3 

11 高 坪 (4.0) 16.9 RWB B 明赤褐 60 

12 甑 15.5 12.9 3.5 RWB A 橙 70 粗製

13 菌 19.6 26.5 8.9 RWW'B B 橙 70 粗製形外面ナデ調整

14 甕 18 5 23.1 5.7 RWB B 明赤褐 95 No.1 

15 甕 17.5 (28.3) (6.0) RWW'B B 浅黄橙 80 外面ナデ調整

16 甕 18.2 28 0 6.2 RWW'B B 淡黄 50 外面ナデ調整

第59号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 □ 径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.7 4.9 RW B 橙 80 No. l 

2 坪 12.1 4.7 RW B 橙 80 5層

3 坪 12.8 4.5 RW A 橙 60 

4 坪 12.8 (5.0) WW' A 橙 50 

5 坪 12.2 4.8 w B 鈍褐 90 

6 坪 12.0 5.4 RW B 橙 70 2層

7 坪 (12.9) (3.2) RW A 鈍赤褐 15 内外面黒色処理

8 坪 (10 9) (3.9) WB B 鈍赤褐 40 内外面黒色処理
9,  
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第59号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第 4号土壊を切り込んでいた。規模は長軸長3.25m、短軸長3.09m、

深さ0.36mで、主軸方向はN-29°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、カマド右側で径64cm、

深さ14cmの皿状の貯蔵穴を検出したが壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは0.75mで、燃焼部

の幅は33cmである。煙道は幅20cm、長さ111cm以上で、傾斜をつけて地山を掘り抜いていた。左袖の

外側には灰層があった。

遺物は、床面上、 5層中、 2層中、の 3面から出土した。床面上のものは 9の体部を大きく穿孔

した大型坪と15の高坪脚部であり、正位で出土した。また、 1の坪と10の大型坪はカマド左脇の灰

層に伴うものであり、床面上と同等に扱うことができる。 5層中からは 2の坪が出土した。さらに

2層中からは 6の坪、 14• 16 • 17の高坪、 22の壺、 23• 25の甕などが出土した。
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1 鈍黄橙色(10YR7/2) シルト質。微羞の炭化物を含むロ

2 褐灰色（lOYRS/1) シルト質。多紘の炭化物、土器・礫を含む3

3 灰白色（lOYRB/1) シルト質。微量の炭化物を含むロ

4 褐灰色(!OYRS/1) シルト質。多絋の炭化物を含む。

5 褐灰色(!OYR6/1) 砂質。多量の士器、炭化物を含む。

6 灰黄褐色（10YR6/2) 砂質。少量の炭化物、土器片を含むロ

7 褐灰色（!OYR6/1) シルト質．少量の炭化物を含む。

8 褐灰色(!OYR5/1) 灰層．多絋の炭化物を含むロ

9 褐灰色(!OYR5/1) 灰層．焼士プロックを含む。

カマド

a 鈍黄橙色（10YR7/2) 粘土質軟質で混入物なしロ

b 褐灰色（10YR6/l) シルト質。灰を含む。

c 橙 色(2.5YR6/8) 焼土層。カマド中央部にあり全体に広がらないロ
d 褐灰色(lOYR4/l) 灰層。

e 灰黄褐色（10YR6/2) シルト層。加熱粘士プロックとf層との混合層ロ

1 灰白色（10YR7/l) シルト層。煙道外からの流入土口

g 黒 色（10YR2/l) 灰層。カマド内の灰より目が細かく黒いロ

h 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。地山土のプロック。

i 黒褐色（10YR3/l) 灰層カマド粘士プロックを含む。

第193図第59号住居跡
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第194図第59号住居跡出土遺物(1)
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第195図第59号住居跡出土遺物 (2)

第59号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 器蘭 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他， 大型坪 16.2 (5.8) RW A 明赤褐 80 No. 3 穿孔土器

10 大型坪 16.7 6.7 RW C 明赤褐 60 カマド左尻灰層

1 1 大型坪 15.7 6 8 RWB C 明赤褐 30 

12 椀 (13 2) (7.0) B B 鈍橙 40 2層 火に掛けた痕跡有り

13 高 坪 14.4 8.3 8 2 RWB B 橙 60 

14 高 坪 18.2 14.3 11.5 RW A 橙 70 2層

15 高 坪 (4.6) (10. 7) RWW' A 橙 40 No. 2 

16 高 坪 (4.4) 8.5 RW B 橙 80 2層

17 高 坪 (10.1) 11. 7 RWB A 鈍橙 70 2層

18 高 坪 (2.1) 11.4 w B 鈍橙 50 

19 支 脚 (10.0) RW C 赤灰 40 

20 支 脚 (15. 7) (8.8) RW C 明赤灰 30 

21 甑 28.1 (24.6) RW A 鈍橙 50 2層

22 宜土 (20.0) 5.7 RWB A 橙 70 2層

23 甕 17 8 (12 0) WB A 灰黄 60 2層

24 甕 17 2 31 6 6.8 WB A 灰白 70 

25 甕 (15 6) (22.0) WB A 明褐 40 2層

26 甕 (16.3) (20.3) WB A 鈍黄橙 30 
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第60号住居跡

きー 4グリッドに位置する。主軸方向はN-49°-Eである。本住居跡は他の住居跡に比べて、掘

り込みが浅かったため、検出できたのはカマドとその右側の径62cm、深さ30cmの貯蔵穴にとどまっ

た。 このほか、壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは65cmだが、わずかに

残った左袖の痕跡から燃焼部の幅は28cmと見られる。煙道は長さ 179cmで、水平に掘り抜かれたと考

えられる。支脚位置は中軸線上であり、粘土棒が使用され、基根部のみが残っていた。右袖の外側

には灰層があった。

遺物はカマド周辺から少量出土した。貯蔵穴内に遺物はなかった。
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カマド

a 里喝色（10YR3/l)灰層

b 鈍黄褐色（10YR7/2) ンルト質←地山士と灰阿との混合層し

c 灰黄褐色（10YR6i2) ンルト質。炭化物、士器片を含むc

d 灰白色（!OYRB/1) ンルト質ーカマト袖崩壊七

e 褐 色（10YR4/l)灰層カマト前面へまわな
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第196図 第60号住居跡
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第197図 第60号住居跡 出土遺物

下 底 径

(4.4) 

胎土

RWW' 

WB 

A

A

 

成焼 色調

淡赤橙

淡赤橙

残存

45 

30 

出土位置•その他

No 3 

No. 2 

223~ 



第61号住居跡

きー 4グリッドに位置する。規模は長軸長4.0lm、短軸長3.59m、深さ0.20mで、主軸方向はN-

16'-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれていたが、北東隅で長径102cm、深さ17cmの皿状の貯蔵

穴を検出した。壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは69cm、燃焼部の幅は

29cmである。 a• b層は燃焼部の天井として明確に判別できるものだった。煙道は幅20cmで傾斜を

つけて掘られていた。右袖の外側には灰層があった。

遣物は貯蔵穴から 6の坪と 8の壺が出土したが、壺は胴部下位の擬口縁から下を除去して器台に
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旦： こー 99 9 n 二'

1 鈍黄橙色(IOYR7/2) シルト質，微量の炭化物を含む。

2 灰白色(IOYRS/2) シルト質ぃ；昆入物なしC

3 灰白色（!OYR7/1) シルト質3 微量の炭化物を含む。

4 灰白色（10YR7/!) シルト質混入物なしロ

5 褐灰色（!OYR6/I) シルト質微最の炭化物を含むこ

6 灰黄掲色（10YR6/2) 粘土質 混入物なしこ

7 灰黄褐色（10YR6/2) '/ルト質多晟の炭化物を含む。

8 灰黄褐色(IOYR6/2) ンルト質。少菰の炭化物を含む

9 灰黄掲色（IOYR7/2) ンル 1惰凡炭化物を含むロ

10 灰白色(IOYR7/I) 粘士冗混入物なしし

0 2m 
1-~—+-•- i 

カマド

a 灰白色 (!OYRS/1) ンルト質 3 天井の崩落部。

b 橙色(2.5YR6/8) 焼土層。

c 黒 色(!OYR2/l) 灰層＾焼土フロック・シルトフロックを含む

d 黒 色(!OYR2/l) 灰層，i骨石片・粘十小プロソクを含む。

e 褐灰色l!OYR6/l) 粘上質，煙銅天井崩落土混合層

第198図第61号住居跡
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第199図第61号住居跡出土遺物

第61号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.4 4.5 RWW' A 橙 50 

2 坪 11.0 4.4 RW A 橙 80 

3 坪 12.0 4.2 RWB A 明赤褐 50 

4 坪 (11.6) (4.0) RW A 明赤褐 20 

5 坪 (13.6) (4.8) RWB A 明赤褐 20 

6 坪 (11.4) (4.8) RWW'B A 橙 25 No. 2 

7 大型坪 (16.2) (6.8) RWW'B A 明赤褐 40 

8 て笈 20.7 (17.8) RWW'B A 橙 20 転用器台

転用されている。また覆土中からは滑石の剥片 3点が出土した。表面は平滑で擦痕もあることから

模造品が欠損したものか製作途中の失敗品と見られる。

第62号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第63号・第64号住居跡に切られていた。また北隅から南東壁にかけ

て床面と壁は側溝によって破壊されていた。規模は長軸長3.22m、短軸長2.50m、深さ0.18mの小

型住居で、主軸方向はN-71°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピッ

トは確認できなかった。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは72cm、燃焼部の幅は

57cmである。袖は内壁の焼土化がすすんでおらず、燃焼部内の灰層の状態からプランを確定したが、

両袖とも壁に直角ではなく焚口が狭くなる角度に造り付けられていた。燃焼部奥壁も住居東壁ライ

ンの外側へ湾曲気味に扶り込まれているため、燃焼部全体としては円形に近いプランとなっていた。
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本住居跡は集落内でも最古段階の時期のものと考えられるが、後に続く模倣坪出現期以降のカマド

が壁と垂直に袖が造り付けられ、なおかつ燃焼部幅が狭くなるのと対照的である。支脚位置は中軸

線上であり、高坪が倒立転用されていたが、灰白色粘土塊によって床面に固定されていた。

遺物は僅かで、本住居跡に伴うものは 1の高坪のみであり、 2 • 3の高坪は第64号住居跡からの

混入の可能性が高い。 1の高坪は坪部の内外面と脚裾部に放射状の暗文がほどこされている。
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• 
1 灰白色（IOYR)/1) シルト質。混入物なし，

2 灰白色(IOYRl/1) ンルト竹混入物なし Z

3 純黄橙色（10YR7!2) 粘士質C 混入物なし←

カマド

a 灰白色(JOYR7/l) ンルト質微量の焼土プロソクを含む。

b 灰白色(JOYR7/J) シルト瓦炭化物、焼土フロノクを含む＾

c 褐灰色(JOYR5/J) ンルト質。多はの焼土フロノクを含む。

d 灰白色（lOYRR/1) 灰層コ多星の小骨片を含む

e 褐灰色（JOYR5/l) シルト質い少量の焼上プロノクを含む。

f 赤灰色 (2.5YR6/l)粘土質．燃焼部に貼った粘土口支脚を固定。

゜
2m 

第200図第62号住居跡

こ I

ニ3

゜
10cm 

第201図第62号住居跡出土遺物

第62号住居跡出土土器観察表

番号 器種 D 径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 I 出土位置•その他

1 高 坪 17 6 15.8 14.2 RWB A 橙 80 1転用支脚坪部と脚部に暗文

2 高 坪 (15.3) (4.0) RWB A 橙 25 

3 高 坪 (4. 7) (10. 0) RWB A 橙 25 
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第63号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第62号住居跡と第64号住居跡の覆土を切り込んでいた。規模は長軸

長2.50m、短軸長2.43m、深さ0.15mの小型住居で、主軸方向はN-102°-Eである。床面は地山砂

層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 2層に FAブロックが包

含されていた。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは58cmで、燃焼部の幅

は38cmである。袖内壁の焼土化はすすんでいなかったため、やや不明瞭であったが、外壁が直立気

味であるのに対して内壁は傾斜面をもっていた。同時に焚口から奥壁に向かっても緩く上がる傾斜

面をもっており、燃焼部床面は匙状を呈していた。

遺物は少量であったが、カマド前面右の床面上からは 3の小型甕が、また同左の床面上からは 5

の転用器台が出土した。小型甕は外面の胴部下半のみにケズリが施されているため、輪積痕が顕著

に残り、厚手で重量感がある。転用器台は壺の胴部下半を打ち欠いたものだが、下端は水平に整っ

ておらず、突出気味の 3点が接地して水平に据えられるようになっている。

SJ 64 

＜
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』

言
1 褐灰色（!OYR5/1) 多量の炭化物を含む。

2 褐灰色（!OYR6/1) 微最のF A小プロックを含む。

3 橙 色（!OYR5/1) 焼土プロック。

4 褐灰色(2.5YR6/6) 多量の炭化物・焼士粒を含む。

カマド
a 灰褐色(7.5YR4/2)灰炭化物層。火を受けた粘士プロックを含む。

b 鈍橙色（7,5YR6/4) 火を受けた粘土。

c 褐灰色（!OYR5/1) 炭化物・焼士粒を含む。

゜
2m 

第202図第63号住居跡

第63号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 (12.6) (5.0) RW A 橙 40 

2 大型坪 (15.8) (5. 7) RWB A 橙 30 

3 小型甕 15.0 17.2 5.6 RWB B 鈍橙 90 N(l2 粗製

4 甕 (18.0) (29.2) RWB B 淡黄 30 

5 盆·— 18.2 (10.2) WB A 淡黄 100 Nu 1 転用器台
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第203図第63号住居跡出土遺物

第64号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第62号住居跡を切り込み、第63号・第65号住居跡に切られていた。

規模は長軸長4.66m、短軸長4.50m、深さ0.25mで、主軸方向はN-10°-Eである。床面は地山砂

層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土はほとんど 1層のみの単

一層であり、出土遺物の少なさと考えあわせると人為的な埋め戻しが考えられる。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは95cm、燃焼部の幅は

33cmである。右袖の外側には灰層があった。

遺物の出土は少量であり、図化した土器はいずれも残存率が低い。 2の坪は体部に穿孔されてい

る。 7は坦の破片であるが、一端に刃物による打撃痕がみとめられる。 1の高坪も脚裾部に同様の

痕跡がある。また、床面上から鹿骨片 2点、カマド灰層中から鳥の焼骨が出土した。

第64号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 古回 坪 (6. 7) 11.0 RW A 橙 60 脚端部に打撃痕

2 坪 (12.0) (4.7) RW A 橙 20 穿孔土器

3 坪 12.4 4.9 RW A 鈍橙 75 

4 坪 (12.3) (5.3) RWB B 淡橙 30 

5 坪 (11.8) (4.8) (5.5) RW A 橙 20 

6 互＝ピ (5.0) (4.4) RW A 鈍黄橙 40 

7 坦 RW B 淡赤橙 破片 打撃痕土器片
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1 灰黄掲色（!OYR,1,、2) ンルト腐，少量の炭化物を含む

2 灰黄褐色（!OYR1/2) 砂層 糧砂とシルトフロノクの混合庖，

3 灰黄褐色（JOYR,1/2) ンルト質 炭化物・ l尭士粒を含むm

カマド

a 純黄掲色（10YR4/3) 粘土質少抵の焼土粒を含む：天井の崩落。

b 灰黄褐色（!OYR4/2) ンルト質，ンルトと粘上の混合庖，天井の崩落，

c 黒褐色(JOYR3/1) 炭化物層。焼土・炭・灰の混合層こ

d 渇灰色（10YR4/1) 灰層。微絋の焼士粒を含む3

e 黒掲色（10YR3/1) 炭化物層少鼠の灰，焼上粒を含むロ

f 鈍赤褐色 (5YR4/3) 砂層。火を受けている，

g 灰黄褐色（!OYR4/2) ンルト質。少址の炭化物を含む，

h 鈍黄褐色(!OYR4/3) シルト質c 少絋の炭化物を含む，

l 黒 色(10YR2/l) 灰層， ゜
2m 

第204図第64号住居跡

□/ 
□□:: 

゜
第205図第64号住居跡出土遣物
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第65号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第64号・第66号住居跡を切り込んでいた。規模は長軸長4.20m、短

軸長3.88m、床面までの深さ0.28mで、主軸方向はN-41°-Eである。床面下には約15cmの厚さで

均ーなシルト (8層）がみとめられた。カマド部分を除いて掘り方底面を一段低く掘り込み、シル

トを均質に敷き込んで床面を形成したと考えられる。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。貼り床的な構築方法であるが、本遺跡の中で明確に本例のような方法がみとめられる住居跡は

他にはない。

カマドは北東壁に造られ、袖には白色粘土が使用されていた。右袖の長さは68cm、燃焼部の幅は

26cmである。左右両袖の外側には灰層があった。
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1 褐灰色(!OYR6/1) 炭化物を含む。

2 褐灰色（!OYR4/1) 焼士粒，炭化物を含む。

3 褐灰色（!OYRS/1) 炭化物を含む。

4 灰黄褐色（!OYR6/2) 黄色粒，白色粘土を含む。

5 灰黄褐色（10YR5/2) 黄色粒，炭化物を含む。

6 灰黄褐色（!OYRS/2) 黄色粒を含む。

7 褐灰色(!OYRS/1) 粘士質。炭化物・焼土粒を含むロ

8 褐灰色(!OYRS/1) シルト質。炭化物，士器片を含む口床面形成土口

カマド

a 灰黄色 (2.5YR6/2)粘土質。黄色粒を含む。

b 灰黄色(2.5YR6/2) 粘土質。焼土を含む。

c 鈍橙色（2.5YR6/3) 多量の焼土粒を含む。

d 鈍橙色（2.5YR6/4) 焼土プロック・赤化粘土を含む。

e 黒褐色（10YR3/l) 灰層ロ

f 褐灰色 (10YR6/l) 焼土・炭化物を含む。

g 褐灰色（10YR6/l) 灰層ロ

第206図第65号住居跡
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第65号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11.6 5.1 RWB B 橙 100 No. 9 

2 坪 12.4 5.3 RW A 鈍橙 100 

3 坪 12.1 5.1 WB B 橙 80 

4 坪 10.8 5.1 RWW'B B 橙 70 

5 坪 13.0 4.9 RW A 橙 80 

6 坪 13.0 4 4 RWW'B B 橙 50 

7 坪 12.3 4.8 RW B 橙 100 No. 7 

8 坪 12.2 4.5 w A 橙 100 No.11 樹脂付着， 坪 11.6 4.5 RWB B 橙 100 No.14 ナデ方向が内外で反対

10 坪 11.9 4 1 RWW' B 明赤褐 50 

11 坪 11 8 5.6 RW B 橙 80 No.10 

12 坪 12.9 5.5 RWB A 橙 100 No. 6 穿孔土器

13 坪 11.2 (4. 7) RW B 橙 70 

14 坪 11. 7 5.0 RW B 明赤褐 50 

15 坪 12.6 5.5 RWB B 橙 90 

16 坪 10.4 4.2 RWB A 暗赤褐 50 内外面黒色処理

17 坪 (12 9) (4.2) w A 黒 40 内外面黒色処理

18 坪 12.3 (3 2) w A 鈍赤褐 60 内外面黒色処理

19 高 坪 (4. 7) RW A 鈍橙 80 No. 4 

20 高 坪 (5 2) 10.1 RWW' A 橙 70 No.13 

21 支 脚 (4.1) (11 8) R B 橙 25 

22 甑 17.8 13.0 4 6 RW A 橙 100 No. 3 

23 甑 (25.0) (23.1) RWB A 鈍黄橙 30 

24 宰・ギ 15.1 (11 2) w A 鈍赤褐 95 No.12 転用器台

25 士宜 17.9 24.9 RWB A 橙 60 

26 士宜 14.9 24.0 8.5 RW A 橙 80 穿孔土器 口縁部一部欠損

27 壺 (18.5) 5.6 WB B 灰黄 50 

28 甕 17 7 (13.0) RWB B 橙 70 転用器台

29 甕 16 7 (16.0) WB B 橙 90 転用器台

30 甕 17.9 30.7 5.1 RWB A 浅黄 70 

31 甕 16.4 (16 7) (8.4) WB  A 橙 50 No.1 

遺物の出土量は多かったが、床面上のものは 8 • 9の坪と、 19• 20の高坪脚部のみであり他は 3

層を中心とする覆土中からの出土であった。 8の坪は内側全面と口辺部外面に樹脂が付着している。

12は底部に焼成後穿孔されている。 26の壺は、口縁部の半分程を欠損する以外は残存良好である。

胴部中位に外方からの打撃によって穿孔が施されているとともに、口縁部割れ口の磨耗度からみて、

口縁部を欠損した状態で使用された可能性が強い。 24の壺と28• 29の甕は胴部下半を打ち欠き器台

に転用されている。 9の坪は口辺部のナデが内外面で反対で、外面では左回り、内面では右回りで

ある。これは通常のナデが内外面とも右回りで同時に行なわれることから見ると異例である。この

ほか磨石が 1点出土したが、表裏両面に明瞭な擦痕がつくとともに全面に炭化物が付着している。

--233 



第66号住居跡

き一 4グリッドに位置する。第65号・第67号住居跡に切られていた。規模は北東壁・南西壁間で

4.20m、深さ0.15mである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認で

きなかった。覆土はほぼ 2層のみであり、人為的な埋め戻しの可能性も考えられる。

遺物は床面上より 3点が出上し、 2の坪は伏せられていたが、 1の高坪と 3の坪は正立していた。

いずれもほぼ完形である。

第67号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第66号住居跡を切り込み、第68号・第69号住居跡に切られていた。

第68号住居跡の床面下からは、東壁と南壁の一部を検出したが、大部分は破壊されていた。規模は

長軸長5.26m、短軸長4.64m、深さ0.39mで、長軸方向はN-61°- Wである。床面は地山砂層に掘

り込まれ、壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 1• 2 • 5層中に多量の炭化物

や焼土が包含されていた。

カマドは痕跡すら確認できなかったが、第68• 69号住居跡に破壊された南東壁か南西壁に造られ

ていたと考えられる。

出土遺物の量は少なく、 1の坪以外は残存率も低い。覆土 1層中からは鹿の下顎骨片と臼歯が出

土した。

SJ 66 
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第209図第66• 67号住居跡出土遺物

234 



／／  
SJ 68 

／ 

( /  --

＼ ＼ 

v̀ 

／っ／

ーー：／z／/// / 

,,, I,,, 
r -
＼ー／一＼／

＼ 

＼ 

s J 6 7 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 

SJ 65 

＼ ＼ ＼ 

＼ 

＼ 

、／｀ ¥ / / 
ノ／’

し、／

ノ

/•一

¥‘ 

／一

ご ）

SJ 69 

B 
ー 29 0 0 

B' 

0 2m 
1-一―--- I -----1 

第66号住居跡 第67号住居跡

1 鈍黄褐色（!OYR4/3) ンルト質，i昆入物なし。 1 I天黄褐色110YR4/2) 砂質r •i尭七粒・多贔の炭化物を含む，
2 灰黄褐色（!OYR4/2) ンルト質下部に多量の炭化物を含むこ 2 黒褐色(10¥R3!2) 砂質多禁0)炭化物・灰を含む

3 灰黄褐色（10YR4/3) 砂質，微拭の焼土粒、炭化物を含む

4 灰黄褐色（10YR4/2) 砂質炭化物・焼土粒を含む

5 黒褐色（10YR3/2) 砂質焼士粒、多址の炭化物、焼十粒．灰を含む。

6 鈍黄褐色（10¥R4/3) 枯囲＂炭化物を含む，

7 黒褐色(10¥R3/2) 砂竹微凪の炭化物を含む

8 鈍黄褐色（10YR4/3) 砂質，シルトフロックを含む

9 灰黄褐色（10YR1/2) ンルト質。微凪0)焼土、炭化物を含むこ

第210図第66• 67号住居跡
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第66号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 高 坪 12.6 9.6 10.3 RW  A 橙 100 No. 2 

2 坪 12.0 5.5 RW  A 橙 100 No.1 

3 坪 11.8 5.5 RWB A 橙 90 N(l 3 

第67号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.1 4.9 ARWB B 淡赤褐 80 

2 坪 (9.9) (5.0) RW  A 橙 25 

3 高 坪 7.4 RW A 橙 40 

4 甕 (16.4) (6.3) RW  A 橙 30 

5 ギ罪 (19.1) (5.0) RWW' A 橙 20 頸部突帯

第68号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第67号・第69号住居跡を切込み、第70号住居跡に切られていた。第

69号住居跡は本住居跡の中央に入れ子状になり、カマド位置も相似しているため、意図的に拡張さ

れた可能性も考えられる。規模は長軸長5.56m、短軸長4.73m、深さ0.18mで、主軸方向はN-9°― 

Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北壁中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは51cm、燃焼部の

幅は37cmである。煙道は幅24cm、長さ 141cmで、水平に掘り抜かれていた。右袖の外側には厚さ10cm

ほどの灰層があった。

遺物はカマド周辺と南壁下から出土した。 8の大型坪以外は覆土中のものである。 8の大型坪は

カマド右脇の灰層に伴うものだが、内側全面と口辺外面に樹脂が付着している。 4の坪は小型で、

体部外面では中央にヘラケズリが見られるほかは未調整で亀裂が目立つ。 10は甕からの転用器台で

ある。ほかに南西隅から円板状の台石が出土した。

第69号住居跡

きー 4グリッドに位置する。第67号住居跡を切り、第68号住居跡に切られていた。地山砂層中に掘

り込まれていたため、液状化現象の影響を受けてプランが歪み正確な値を得ることができなかった

が、規模は長軸長2.82m、短軸長2.38mで、深さは第68号住居跡の床下0.13cmである。主軸方向は

N-16C-Eである。壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北壁に造られていた。燃焼部の粘土や灰などがわずかに確認できたが、第68号住居跡の

建築に先だって破壊された可能性も考えられる。煙道の大部分は第68号住居跡によって破壊されて

いたが、幅16cm、長さ116cmで、地山を水平に掘り抜き先端に煙出口をもっていた。

遺物は坪片が数点出土したのみである。
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第 68号住居跡

1 褐灰色（!OYR4/1) 焼土粒・炭化物・灰を含む。

2 黄灰色（10YR4/1) 少董の炭化物を含む。

3 黄灰色（10YR4/1) 炭化物・焼士粒を含むロ

4 褐灰色（10YR5/1) 炭化物・焼士粒を含む。

5 灰黄褐色（10YR5/2) 炭化物を含むロ

第68号住居跡カマド

a 灰 色(10YR6/2) 灰層

b 褐灰色（10YR4/0) 灰・焼土プロックを含む。

c 灰黄褐色(10YR5/1) 炭化物・焼士粒を含む。

d 黒褐色(10YR3/1) 灰層C9

e 灰黄褐色（10YR4/2) 焼土粒を含む。

f 褐灰色（!OYR6/1} 少量の炭化物を含む。

g 黒褐色（!OYR3/1) 炭化物層。

h 褐灰色（!OYR5/1) 炭化物を含む。

第69号住居跡(D-D', E-E') 

1 鈍黄褐色（!OYR4/3) 砂質。少拡の焼土粒を含む。粘士質シルトとの混合層。

2 暗褐色（!OYR3/3) 粘土質。微量の炭化物を含む。

3 暗褐色（!OYR3/3) 粘士質。多量の炭化物・焼土粒を含む。

4 褐灰色（!OYR5/!) 炭化物・灰・焼士の混合層。

5 鈍赤褐色(2.5YR4/3) シルト質。焼土化している。

6 鈍黄褐色（!OYRS/3) シルト質 灰・焼土粒の混合層。上面焼士化。

第211図第68• 69号住居跡
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第212図第68• 69号住居跡出土遣物
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第68号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12.1 5.4 w A 橙 80 No. 3 

2 坪 12.1 4 8 RWW' A 橙 90 No.ll 

3 坪 12.0 4 7 w A 橙 80 

4 坪 11.0 4 7 RWB B 明赤褐 70 外面調整末完

5 坪 12.3 5 0 WB  B 橙 50 

6 坪 12.9 (4. 7) w B 橙 50 

7 坪 (10.6) (4 5) RW A 黒褐 30 内外面黒色処理

8 大型坪 16.3 6 9 w B 鈍赤褐 90 No. 7 樹脂付着， 大型坪 15.6 6 8 RW B 橙 70 

10 甕 17.9 (11.0) RW A 鈍黄橙 80 No. 3 転用器台

11 甕 (12.5) (6.2) WB  B 鈍橙 40 No. 5 • 6 

12 甕 (19.2) (25) WB  A 浅黄 30 

第69号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12. 7) (4. 9) RW A 橙 20 

2 坪 (11.6) (4.3) RW A 橙 15 

3 坪 (12.0) (3.6) RW A 鈍橙 25 

第70号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第68号住居跡を切り込み、第71号住居跡に切られていた。規模は長

軸長4.93m、短軸長4.60m、深さ0.24mで、主軸方向はN-4°-Wである。床面は地山砂層に掘り

゜
10cm 

第213図第70号住居跡出土遺物
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1 灰黄褐色（!OYRが21 砂質，．炭化物を含む．

2 灰黄褐色（!OYR1/2) 砂質．』微絋0)炭化物を含む．

3 灰黄褐色 (!OYR4/2) 砂質，少はの炭化物を含む。

4 灰黄褐色（!OYR4/2) 枯土質微絋0)シルトプロッ

クを含む。

5 鈍黄褐色(10YR4/3) 多量の細砂フロノクを

6 灰黄掲色（10¥Rが2) 砂層c 液状化による地山砂混

合層。

7 暗灰黄色(lo¥「RS/2) 粘土質。少景の焼土粒・紐砂

フロソクを含む

カマド

a 暗灰黄色 (25YR5/21 粘土閥し暗黄色粘士と焼上塊

との混合層こ

b 鈍赤褐色 (2,5YR6/6) 焼土隕。天井崩落七

c 黒褐色（!OYR!l/1) 灰層コ炭化物を含む

d 灰白色（10¥Rl/l) 粘土竹。粘土と細砂の混合層，』

e 黒褐色(!OYR3バ） 灰層こ

0 2m 
•--—+-- I 

第214図第70号住居跡

込まれていたが、南東隅において長径93cm、深さ26cmのピットを検出した。ほかに壁溝・柱穴は確

認できなかった。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは73cm、燃焼部の幅は

35cmである。右袖の外側にはわずかな灰層があった。

遺物は僅かであり、カマド左脇より 1の甕が床面よりやや浮いて出土した。 2は壺からの転用器

台である。カマド内の灰層中からは鳥の大腿骨や肩甲骨、タイ型魚類の歯などが焼けた状態で出土

した。内陸部の本遺跡に海棲魚類の骨が存在したことは注目にあたいする。

第70号住居跡出土土器観察表

番号

1

2

 

器種

甕

壺

口径 I器 高 I底径 I胎土

‘
,
'
l
 

0

2

 

3

1

 
（
 

4
 

7

4

 

1

1

 

5.4 I RWU 

RW 

焼成 1 こ褐調 1口［ I No.1 出土位置•その他
A 橙 60 転用器台
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第71号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第70号住居跡の南半部、および第77号住居跡のカマド煙道部と重複

する。本跡は埋没後の第70号住居跡を切り込み、第77号住居跡の煙道に切り入まれていた。規模は

長軸長5.30m、短軸長5.16m、面積約27.40m',深さ0.19mで、主軸方向はN-5"-Eである。床面

は地山砂層に掘り込まれており、これより貯蔵穴とピットを検出した。貯蔵穴は北東隅部のやや内

側寄り、カマドの右側にある。上面は93cmX84cmの方形プランで、その中を径48cmの円形に掘り込

y
 

SJ 70 

D-〈□〉_g:

',• 

＜
 

冒
冒

B' 

D D' 
ー 28 ~ 9 0 —• c C' 

ー 9B. 9 0 一

冒 量
1 灰黄褐色（10YR6/2) シルト質。微量の炭化物を含むロ

2 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。混入物なしロ

3 灰白色（10YR7/1) 粘土質。混入物なし。

4 黒 色（10YR2/1) 炭化物層。カマド前面に広がる。

5 褐灰色（10YR5/l) シルト質。土器片を含む。

0 2m 

第215図第71号住居跡
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第216図 第71号住居跡

8 
→---2 8 9 0 

1 ーローーニJべ：；巳←下と

カマド

a 明赤褐色 (2.5YR5/8) /尭土同 カマト天井上面か

焼かれている

b 灰黄褐色(JOYR5/2) 枯士屈．大井の粘十『•
c 明赤褐色 (2.5¥'R5/8) 焼土同 天井ド面か火を受

d 黒褐色(JOYR3/J)灰唇』

灰思

e 灰白色(JOYR7/l) 粘 上 質 混 入 物 な い 焚 き

口部に貼った粘土こ

f 灰黄褐色(JOYR6/2) c/ルト質。多量の焼土小フ

ロソクを含む 2

g 黒褐色（10YR3/l) 灰層c 煙道に堆積したきめ

の細かい灰恩。

h 灰黄褐色（JOYR5/2) ンルト質m 多贅の炭化物を

含む^
色(JOYR2/J) 灰唇』砂との混合層＂

ー 黒

B
 

゜
1m 

カマド

む有段のものである。床面からの深さは27cmで、底面は丸みを有している。カマド前面には径49cm、

深さ 15cmの摺り鉢状ピットがあり、炭化物がつまっていた。

った。

このほか、壁溝・柱穴は確認できなか

カマドは北壁中央部に造られ、ほぼ平行して垂下する袖には灰白色粘上が使用されていた。左袖

の長さは83cm、燃焼部の幅は27cmである。燃焼部の天井は崩落していたが、断面観察の結果、 a.

b。Cの3層が本来の天井構築土層であることを確認した。粘土部分の b層を焼土化した a • C層

が挟む状況から見て、直接火を受ける天井下面だけでなく、 その上面も意図的に加熱して硬化させ

ていたことが判明した。カマド平面図で右袖の外面にはみ出した焼土は崩落した a層である。また、

焚き口部で自然礫が出土したが、 この礫付近には帯状に粘上が貼られていた。 この礫より外側には

灰層がおよんでいないことから、焚き口には粘土で土手を造っていたものと思われる。煙道は幅19

cm、長さ 135cmの溝状で、底面は水平に掘られていた。なお、左袖の外側床面上には灰層の堆積が認

められた。

出土した遣物の量は僅かである。 3の坪と 5の甕は貯蔵穴から出土した。 1の坪は底部を焼成後

に穿孔されている。 4は手捏土器である。
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第217図第71号住居跡出上遺物

第71号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存

1 坪 (12.1) (4. 7) w B 橙 25 

2 坪 11.3 (4. 7) R A 明赤褐 70 

3 坪 (12 2) (4.3) RW B 明赤褐 40 

4 手捏土器 5.7 3 8 3.8 RW  A 橙 95 

5 甕 16.3 (9 5) RB A 鈍黄橙 70 

第72号住居跡

0 10cm 
I I I 

出土位置•その他

穿孔土器

貯蔵穴

貯蔵穴

きー 4グリッドに位置する。煙道中央部と住居南隅は側溝によって破壊されていた。規模は長軸

長4.35m、短軸長4.22m、深さ0.40mで、主軸方向はN-118°-Eである。床面は地山砂層に掘り込

まれ、液状化現象による攪乱を受けていたが、カマド右側で径66cm、深さ 19cmの摺り鉢状の貯蔵穴

を検出した。このほかに壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 4• 5層中には FAブロッ

クが包含されていた。

カマドは南東壁のやや南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。しかし、液状化に

よって大きく攪乱され、遺存状態は悪かった。左袖の長さは57cm、燃焼部の幅は32cmである。煙道

は幅25cm、長さ 164cmで、底面は水平に掘り抜かれていた。支脚位置は中軸線上であり、伏せられた

坪 2点が転用されていた。

遺物はカマド、床面上、および覆土中から出上した。カマド燃焼部からは 1。4 • 26 • 38が出土

した。カマド燃焼部から出土した 1• 4の坪は 4を下にして 2点が伏せ重ねられ支脚となっていた。

26の短頸壺は間層を挟みその直上にあった。床面上からは住居中央寄りで、 2の坪、 20の大型坪、

22の高坪が、また、貯蔵穴寄りで 3の坪、北西壁寄りで28の壺がそれぞれ出土した。 3の大型坪は

底部穿孔されているが、他の同様の坪に比べ、丁寧に穿孔されており、体部外縁に磨滅部分が見ら

れることから、小型の甑のように転用されていたものと考えられる。 22の高坪は坪部内面に樹脂が

付着している。 28は壺からの転用器台だが頸部内面が磨滅しており、口縁部を下にして使用された

と見られる。覆土 1• 2層中からは多量の上器が出土した。特筆すべきは33の甑や40の甕をはじめ

完形あるいは高残存率の土器が多いことである。 19は穿孔坪である。 18は内面に放射状の線刻があ

る。 29• 30は壺からの転用器台である。 41は短頸の特殊な甕である。以上のほか 1 • 2層中からは

中央寄りで顔料ブロックが、また北隅寄りで滑石製臼玉 6点と鹿歯が出土した。
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1 鈍黄橙色(!OYR7/2) シルト質口多量の炭化物・焼土粒・土器片を含む。

2 褐灰色(!OYR5/l) シルト質口多量の炭化物を含む。

3・ 灰黄褐色（!OYR6/2) シルト質微量の炭化物を含む。

4 褐灰色（!OYR5/1) シルト質微量のFA小プロック、炭化物を含む。

5 褐灰色（!OYR6/1) シルト質。多量のFAプロックを含む。

6 灰白色（!OYR7/1) シルト質。混入物なし。

7 褐灰色（!OYR6/1) シルト質。混入物なし。

8 褐灰色(!OYR5/l) シルト質。微量の炭化物・粘土粒を含む。

カマド

a 灰褐色(10YR8/2) シルト質。天井形成粘土。

b 橙 色(2.5YR6/8)焼土層。天井の崩落。

c 黒 色（!OYR2/1) 灰層口焼士プロックを含む。噴砂で乱れる。

d 鈍赤褐色(2.5YR5/4) シルト質。燃焼部に貼られた粘性シルトロ

e 灰白色（!OYR7/1) シルト質。煙道への流れ込み。

f 橙 色(2.5YR6/6)粘土質。煙道天井の崩落プロックを含む。

第218図第72号住居跡
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第219図第72号住居跡出土遺物(1)
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第220図第72号住居跡出土遺物 (2)
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第72号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.6 4.9 RWW' A 橙 90 No. 4 

2 坪 12.6 5.0 RWW'B A 橙 100 No. 7 

3 坪 12 2 4.9 RWW' A 明赤褐 65 

4 坪 13.0 6.3 RWW'B A 橙 90 No. 5 

5 坪 14.5 5.7 RWW' A 明赤褐 100 1 • 2層

6 坪 12.8 4 9 RWW' A 橙 90 

7 坪 12 9 5.3 RWW' A 明赤褐 80 

8 坪 (13.2) (5.4) RWB A 鈍橙 35 ， 坪 (13.0) (5.0) RWB A 橙 25 体部歪む

10 坪 (12.8) (4 5) RW A 橙 25 

1 1 坪 (11 9) (4.5) RWW'B A 橙 20 

12 坪 (12. 6) (5.0) RWB A 鈍橙 25 1 • 2層

13 坪 (12.8) (4.6) RWW' A 橙 20 

14 坪 12.8 5.4 RWW'B A 橙 100 

15 坪 12.6 4.9 RWW' A 橙 90 1 • 2層

16 坪 11.6 4.8 RWW'B A 明赤褐 80 1 • 2層

17 大型坪 (16.4) (5.4) RWB A 橙 40 1 • 2層

18 坪 (3 8) RW A 橙 20 内面に放射状線刻文

19 坪 11.5 4 8 RWW' A 鈍橙 95 1 • 2層穿孔土器

20 大型坪 15.7 7.4 RWW' A 橙 100 No. 8 穿孔土器外縁磨滅

21 坪 RW A 淡赤橙 破片 擦切痕土器片

22 高 坪 17.7 11 6 11 0 RWW'B A 橙 100 No. 6 坪部内面樹脂付着

23 高 坪 14 2 8.6 9.9 RWB A 橙 75 1 • 2層

24 坦 9.8 RWW' A 明赤褐 95 1 • 2層

25 短頸壺 8.9 7.0 RWB A 橙 59 

26 短頸壺 10 7 6.9 RWW' A 橙 100 No.1 

27 鉢 20 3 17.6 6.2 RWE A 橙 80 1 • 2層

28 壺 16.7 6.7 RWW' A 橙 80 No.10 転用器台倒立使用

29 瞑士 (20.3) (10.5) RWW' A 橙 40 1 • 2層転用器台

30 て笠 20 5 (18.3) RWW'B A 橙 80 1 • 2層転用器台

31 甑 12.2 12 0 4.2 RWW' A 明赤褐 100 1 • 2層

32 甑 17.0 12.0 5.0 RWB A 橙 80 1 • 2層

33 甑 24.1 20.5 8.5 RWB A 明赤褐 100 1 • 2層

34 小型甕 (12.9) (5.3) RW A 橙 30 1 • 2層

Jり3r 小型甕 12.8 13.2 4.2 RWW' A 橙 85 1 • 2層

36 小型甕 12.3 11.0 (5.4) RWE A 橙 80 1 • 2層

37 小型甕 (12.6) 02.7) WB A 鈍黄橙 15 

38 甕 (20. 7) (7.3) RW A 鈍褐 15 No. 2 還元焙焼成

39 甕 (17. 7) (25.5) RWW'B A 明赤褐 40 1 • 2層

40 甕 16.6 32.5 5.8 RWW'B A 鈍橙 100 1 • 2層

41 甕 12.3 25.2 5.7 RWW'B A 橙 85 1 • 2層

42 甕 18.0 30.4 5.6 RWB A 浅黄橙 75 1 • 2層

43 甕 17 0 (32.0) 6 0 RWW'B A 鈍黄橙 60 1 • 2層木葉底

44 支 脚 11.8 5.2 R A 鈍黄橙 100 1 • 2層
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第73号住居跡

きー 5グリッドに位置する。煙道先端部は側溝によって破壊されていた。規模は長軸長2.45m、

短軸長2.29m、面積約5.60m¥深さ0.14mで、主軸方向はN-61°-Eである。床面は地山砂層に掘

り込まれ、中央部に向けてわずかに傾斜していた。壁溝・貯蔵穴。柱穴・ピットは確認できなかっ

た。住居の北東 4分の 1程の範囲では、覆土 2層下面で屋根材と見られる編まれた篠竹が炭化して

出土した。

カマドは東壁中央部に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは53cm、燃焼部

の幅は27cmである。火床面は床面よりわずかに低く、厚く灰の堆積が見られた。煙道は幅20cm、検

出長90cmで、底面は水平に掘られていた。

遺物は 1• 2の大型坪が北東隅からの出土であるが、 それ以外は覆土 1• 2層中からの出土であ

る。出土状況としては隣接する第72号住居跡と類似し、 16の甕には第72号住居跡出土の土器片が接

合した。 7は小型甕の上半部で、器台への転用品である。 8は同じく小型甕の底部を利用した転用

鉢であり、擬口縁をそのまま□縁部としている

なお、本跡では覆土のリン酸、およびカルシウム抽出分析を実施したが、人骨などの遺存反応は

認められなかった。
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1 純黄橙色（10YR7/2) ンルト質微鼠の炭化物・焼土粒を含む。

2 褐灰色（10YR6il) 、ノルト質多品の炭化物を含む，9

3 掲灰色(JOYR6/1) ンルト質多址の炭化物を含む。

4 純黄橙色(JOYR7/2) ンルト質微拡の炭化物、焼上を含む

5 橙 色(2.5YR6/8) 焼土履

6 純黄橙色（10YR7/2) ンルト質。

7 灰臼色（10YR7IJ) ンルト質』

カマト＇

a 灰白色（10YR7/l) ンルト質 天井の崩落，

b 里 色(lOYR2/l)灰居炭化物を含むc

c 褐灰色（10YR4/l) 灰層。炭化物・焼ナフロックを含む．．

d 灰 白（lOYRl/1) シルト質。地山シルトのプロソク 3

e 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質。地山シルトと炭化物との混合層 C

f 褐灰色(10YR4/l)灰層C

叶
ー•-

第73号住居跡
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第224図第73号住居跡出土遺物 (2)
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第73号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 大型坪 (15.3) (6.4) RWW' A 明赤褐 45 Na 1 

2 大型坪 15.5 6.1 RWW' A 橙 60 No.2・3・4 

3 坪 11.2 5.1 RWW' A 橙 95 1 • 2層

4 坪 (11.2) (4.5) RWW' A 橙 20 

5 高 坪 (5.0) 10.4 RWW'B A 橙 80 1層

6 高 坪 (6.6) 8.8 RWW'B A 橙 80 1 • 2層

7 小型甕 14.3 (6.4) RWW'B A 橙 95 1 • 2層転用器台

8 小型甕 13.7 5.5 5.3 RWW'B A 明赤褐 90 1 • 2層転用鉢， 甑 18.8 16.8 4.5 RW'B A 鈍黄橙 85 1 • 2層
10 甑 (23.0) (13.3) RWW' A 橙 25 1層

11 甑 25.4 29.5 9.7 RWB A 橙 90 1 • 2層

12 甕 18.4 33.9 5.5 RWW'B A 浅黄橙 80 1 • 2層木葉底

13 甕 18.6 31. 7 7.4 RWB A 浅黄橙 90 1 • 2層

14 甕 15.7 33.0 6.5 RWW'B A 浅黄橙 80 1 • 2層
15 甕 23.1 (21.0) RWW'B A 橙 70 1 • 2層

16 甕 (22.2) (34. 7) RWW'B A 浅黄橙 25 2層 SJ72の土器片接合

第74号住居跡

きー 4グリッドに位置する。規模は長軸長3.80m、短軸長3.75m、面積約14.25m'、深さ0.36mで、

主軸方向はN-85°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、基本的には長方形であるが、

液状化現象によって北東壁は大きく歪んでいた。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

覆土 4• 6層中には FAブロックが包含されていた。床面はやや起伏を有し、中央部へ向けて低く

なっていた。壁の立ち上がりは北西壁が急であるものの、液状化のため全体的にはかなり緩やかで

ある。

カマドは北西中央部に造られる。袖には灰白色粘土が使用されており、右袖で篠竹を利用した芯

材を確認した。芯材はほぽ等間隔に一列に並び、概ね直立していた。あまり密に立てられた様子は

なく、火熱のためか炭化していた。右袖の長さは64cmで、燃焼部の幅は25cmである。燃焼部はいく

ぶん掘り窪められていたが、床面からは煙道に向かってやや立ち上がり気味である。煙道は幅19cm、

長さ55cm以上の溝状で、なだらかながらも傾斜をつけて掘られていた。支脚の位置は燃焼部中央か

らわずかに左寄りであり、坦の口縁部と高坪が倒立転用されていた。なお、右袖の外側には薄く灰

の堆積が認められた。

遺物はカマド周辺より集中して出土した。 17の用の口縁部と19の高坪はセットで支脚に転用され

たものである。倒立させられた17の上にさらに19の高坪が伏せ重ねられており、上には27の甕が口

縁を手前に掛けられていた。また、焚き口部寄りには 2 • 13の坪と23の高坪が重ねられ、これに接

して 3の坪も出土した。 31の甑は右袖上に倒立していた。カマド前面の床面上では左側より 1の坪

と22の高坪が、また右側より21の高坪が出土した。このほか、覆土中より出土した15の坪は内外面

赤色塗彩され、 16の大型坪の内面には樹脂が雫状に付着している。 30の甑には外面の下位に磨滅帯

がみとめられる。
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l 灰黄褐色（JOYR6/2) 多量の炭化物・焼土粒を含む

B' 
2 灰黄褐色(JOYR6匁） 多量の炭化物を帯状に含むC

3 鈍黄橙色（JOYR6/3) 混入物なし

4 鈍黄橙色 l!OYR6/3) 微景の F Aプロノクを含む←

5 灰黄褐色(JOYR5/2) 枯上質 混入物なし9』

6 掲灰色(JOYR6/1) 微景の炭化物

7 鈍黄橙色（!OYR6/3) 少景の炭化物
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カマド

a 鈍黄橙色 (10YR3/l) 炭化物層

b 褐灰色(10YR6/l) 焼けた枯土フロックを含む『

c 褐灰色（10YR6/l) 多最の炭化物を含む9』

d 褐灰色(10YR6'1) 焼上粒・焼土プロノクを含む' 0 
e 灰黄褐色 (!OYRS/2) 多最の炭化物を含む

C c
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第225図第74号住居跡カマド
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第226図第74号住居跡出土遺物（ 1)
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第227図第74号住居跡出土遺物 (2)
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第228図第74号住居跡出土遺物 (3)

第74号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 上 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12.7 5.3 RWW'B B 橙 100 No. l 

2 坪 12.9 (4. 7) RWB C 橙 50 No. 6 

3 坪 13.1 5.6 RW A 橙 90 No. 4 

4 坪 12.8 4.8 RWB A 橙 70 

5 坪 12.1 4.8 RWB A 橙 100 

6 坪 12.7 5.2 RW A 明赤褐 90 

7 坪 13.2 5.1 RW C 橙 80 カマド

8 坪 12.5 5.3 RWB B 橙 70 ， 坪 11.5 4.9 RW B 橙 60 

10 坪 13.1 6.0 RW A 鈍橙 100 

11 坪 13.0 5.4 RWB B 黄橙 80 内面樹脂付着

12 坪 12.1 5 5 RW A 橙 95 

13 坪 13.3 5 9 RWB B 橙 100 No. 5 

14 坪 11.6 5.5 RWB B 橙 80 
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第74号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

15 坪 13.0 5.3 RW B 鈍橙 100 赤彩

16 大型坪 16.1 6 9 RW A 橙 100 内外面に雫状樹脂付着

17 坦 10.5 (8 1) RWB A 橙 100 No12 

18 支 脚 (5.8) (5. 9) RW B 鈍橙 25 

19 高 坪 12.3 8.0 WB B 橙 80 No.11 カマド支脚

20 高 坪 11. 9 7.8 RWW'B B 橙 100 

21 高 坪 11.6 8 0 RWB B 鈍黄橙 80 No.10 

22 高 坪 11. 9 8.1 RWB B 鈍黄橙 90 No. 2 

23 高 坪 11. 7 7.8 RWB B 鈍黄橙 80 No. 7 

24 高 坪 (5.0) 8.9 RWW'B B 鈍黄橙 70 

25 甕 15.5 21.8 6.5 RWB A 鈍黄橙 80 

26 甕 (15.9) (20.6) (6.2) WW'B B 灰黄 40 No. 8 

27 甕 17 0 35.5 (6 O) RW A 淡黄 80 No. 3 

28 甕 19.0 31 7 6.3 WB A 鈍黄橙 60 

29 甕 19.7 33.0 6.1 RWB A 鈍黄橙 70 

30 甑 18.8 16.6 4 6 RWB A 鈍黄橙 80 外面胴部下位に磨滅帯

31 甑 26.4 28.0 8 0 RWB A 鈍橙 70 No. 9 

32 甑 26.3 33.4 9.7 RWB B 鈍橙 60 

第75号住居跡

きー 5グリッドに位置する。北壁中央部より南西部は側溝によって破壊された。南東隅部は第76

号住居跡を切り込んでいた。規模は長軸長4.57m、短軸長4.42m、面積約20.20m', 深さ0.19mで、

主軸方向はN-1 °-Eである。全体は南辺の短い台形様で、北西隅部は大きく崩壊していた。床面

は地山砂層に掘り込まれ、カマド全面がわずかに窪んでいた。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認

できなかった。

□ 2 

゜
10cm 

第229図第75号住居跡出土遺物
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1 渇灰色（!OYR5/l) 多景の炭化物・焼十粒を含む

2 渇灰色（10YR6,l) 白色粘十フロノクを含む

3 渇灰色（10YR6/11 少景の炭化物・焼十粒を含む

4 黒褐色（!OYR311) 炭化物層 ゜
2m 

第230図第75号住居跡

第75号住居跡出土土器観察表

番号

1

2

 

種

甕

椀

器

］： □ ［I 底 径 1[;w: 
焼成色調 I残存

A 灰白

B 明赤褐

出土位置。その他

70 I No. l 

30 

カマドは北壁に造られていたが、大部分は破壊されていた。袖には灰白色粘土が使用されていた。

右袖の長さは88cmである。

遺物は非常に少量であり、床面上より出土した 1の甕のほか、図化可能なものは椀が 1点のみで

ある。甕は肩部にケズリが及ばず、未調整のものである。
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第76号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第75号・第77号・第78号住居跡に著しく切られていたため、全体の

規模や形状は明確としえなかった。検出規模は南北長5.42m、深さ 0.16mで、主軸方向はN-109° —

Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、概ね平坦である。貯蔵穴は南西隅部のやや内側、カマド

左側で確認した。径82cm、深さ19cmの円形ピットの底面に、さらに径38cmのピットを斜め方向に掘

り込み、有段としている。このほか、床面から壁溝。柱穴の検出はできなかった。

カマドは西壁やや南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは73cmで、

燃焼部の幅は36cmである。火床面は焚き口部から次第に上昇し、段をもって煙道へと移行する。そ

の中央部には、支脚にかかわると考えられる粘土の高まりが認められた。煙道は溝状に掘り込まれ

ていたものと思われるが、大部分は第78号住居跡によって破壊されていた。左袖の外側には灰層が

あった。

遺物は貯蔵穴周辺に集中して出土した。このうち、西壁と貯蔵穴の間に並べられたように出土し

た2• 3 • 4の坪、および11• 12の甕は完形に近いものであるが、他は床面上の出土にもかかわら

ず欠損部分が大きかった。 7は壺の底部片で、焼成後に穿孔が加えられたものである。このほか、

貯蔵穴内からは獣骨片が 3点出土した。うち B2は雄鹿の角座骨である。
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a 灰黄褐色（!0¥'86/2) ンルト質。焼上フロソクを含む。

b 純黄橙色（!OYR7/2) シルト質し褐灰色シルト小プロックを含む

c 鈍黄橙色（!0¥'R7/2) ／ルト＇腐炭化物粒を含む：

d 灰白色（!OYRS/1) 粘土質 カマト天井を形成していた粘＋，．

e 鈍黄橙色(!OYR6/3) 粘士質天井粘土．

f橙 色(2.5YR6/6) 焼上層天井の崩落．

g 暗赤灰色 12.5YR3/JI灰層c 燃焼部に堆積した灰．下層に炭化物・焼土めだっし

h 純橙色(2.5YR6/3) 粘＋質3

冒

0 2m 
ト—+- -------1 

第231図第76号住居跡
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第76号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.9) (5.5) RW A 橙 40 No. 2 

2 坪 11.6 5.0 RWW' B 橙 95 No. 5 

3 坪 12.8 5.6 RW A 橙 95 No. 6 

4 坪 12.6 5.1 RW A 橙 90 No. 8 

5 坪 11.9 5.4 RW A 橙 50 

6 支 脚 (6.4) (7.6) w C 赤灰 30 No.10 粘土製未焼成

7 竺ギ (2.3) (9.1) RW B 橙 破片 穿孔土器

8 甑 26.6 (22.5) RW A 橙 60 No. l ， 小型甕 15.8 (11.8) RWB B 橙 70 Nu 7 • 9 

10 甕 (17.9) (14.0) RWB A 橙 40 

11 甕 19.7 30.5 6.0 RWBU A 浅黄橙 95 NCl3 

12 甕 18.0 31.4 7.5 RWBU A 浅黄橙 95 No. 4 

第77号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第71号・第76号住居跡と重複し、第71• 76号住居跡を切り込んでい

た。規模は長軸長5.29m、短軸長5.14m、深さ0.28mで、主軸方向はN-6T-Eである。床面は地

山砂層に掘り込まれ南東隅がわずかに窪んだが貯蔵穴とみとめるにはいたらなかった。壁溝・柱穴・

ピットは確認できなかった。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは80cmで、燃焼部の幅

は32cmである。煙道は幅25cm、長さ 122cmで、地山を水平に堀り抜き、先端に煙出口をもっていた。

支脚位置は左寄りであり、土製支脚が使用されていた。

遺物は南東隅からまとまって出土したが、いずれも直接本住居跡に伴うもの思われる。 32の甕は

胴部下半が伴わず、転用器台の可能性も考えられる。 35• 34の大型の甑は並列して出土した。 34の

甑の直下には10の坪と、 29の小型甕片があり、底部付近から壁下にかけて、 1・19と3 • 4の坪 2

点が重なったものが 2セットと20の大型坪が出土した。このほかの土器は 5層以上の炭化物、焼土

を多量に含む覆土中に投棄されたような状態で出土した。ほかに北壁寄りの床面上から獣骨片が 1

点出土した。

第77号住居跡出土土器観察表(1)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11.8 4.9 RW A 橙 95 No. 5 

2 坪 12.8 4.6 RW A 橙 70 No. 9 

3 坪 (12.0) (5.1) RW A 淡赤橙 40 No. 7 

4 坪 12.2 4.6 RW A 橙 80 No. 8 

5 坪 12.3 4.9 RWB A 淡赤橙 95 

6 坪 12.5 5.5 RW A 橙 75 No. 8 

7 坪 12.3 5.3 RW A 橙 100 

8 坪 12.8 5.5 RW A 淡赤橙 100 ， 坪 (12.1) (4.9) RW A 淡橙 40 

10 坪 13.0 5.3 RW A 橙 70 No.10 

11 坪 13.0 4.6 RW A 橙 70 
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言ロ
［ 鈍黄褐色 (IOYR4/3) 粘土質．微量の炭化物を含む

2 灰黄褐色（IOYR4/2) 砂質。炭化物を含む

3 灰黄褐色（IOYR412) ンルト質 炭化物・シルトフロックを含む

4 巽掲色(IO¥'R3/2) 炭化物居。灰・焼士を含む

5 坦褐色(IO¥'R3/l) 灰庚化物層·•焼土を含む

6 鈍黄褐色(IOYR4/3) '/)レト質．微量の炭化物を含む

7 灰黄褐色(JOYR4i3) 砂質微最の焼土粒、炭化物を含む

8 鈍黄褐色(JOYR4/2) 砂質 ノルトと相砂との混合層．

9 灰黄渇色（IOYR4/2) 砂質 多址の炭化物を含む．

10 暗赤褐色 (2.5YR3/2) ンルト質。微鼠の炭化物を含む やや焼土化している

ll 鈍黄褐色（IOYR4/3) 砂質 ンルトと細砂プロックとの混合層

12 灰黄褐色（JOYR4/2) ンルト質こ少量の炭化物を含む

13 灰黄褐色（JOYR4/2) シルト質。炭化物を含む，

14 灰黄褐色(IOYR4/2) ンルト質．微量の炭化物を含む． I夜状化による地山砂混

合層

15 灰黄渇色（!OYR4/2) ンルト質，微量の炭化物を含む

16 鈍黄褐色 (IOYR4/3) 粘上質 微量の炭化物を含む

゜
2m 

カマド

a 鈍黄褐色（JOYR5/3) ンルト質2 部分的に焼上化，カマト天井崩落七

b 橙 色(2.5¥R6/6) 焼七層こ焼土粒と灰との混合悟＿天井崩落士C

c 里褐色(JOYR3/l) 炭化物層コ炭化物と灰との混合層m

d 鈍黄褐色 (10¥'R5/3） ンルト笥焼土プロックを含む 天井崩落土J

e 鈍黄褐色 (IOYR5!3) ンルト質m 微量の焼土粒を含むC』

i 鈍黄褐色（IOYR4/3) シルい見地山とg層の亀裂部陥入上m

g 鈍黄褐色（JOYR4/3) シルト質ー。炭化物・焼土フロソクを含む

h 灰英褐色（JOYR4/2) シルト質。混入物なし2

l 里褐色 (10YR3'1) 炭化物恩へ焼土粒を含むc

第233図 第77号住居跡
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第77号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

12 坪 12.6 6 0 RW  A 橙 90 

13 坪 12.6 5.5 RW  A 橙 50 

14 坪 12.1 4.6 RW A 橙 70 

15 坪 11.4 4 9 RW  B 鈍橙 80 No. 4 内外面黒色処理

16 坪 (11 9) (4 0) w B 橙 30 内外面黒色処理

17 坪 (11 9) (4.0) RW  B 淡赤橙 30 内外面黒色処理

18 坪 14.0 4.7 RW  A 橙 50 

19 大型坪 (15.5) (6.0) RW A 橙 30 No. 6 

20 大型坪 15.5 6 3 RW A 橙 50 

21 高 坪 (14.4) (8 8) (11.2) RW A 橙 40 

22 高 坪 14.0 9.0 10.6 RW  A 橙 70 

23 高 坪 13.5 9.2 9.3 RW A 橙 60 

24 高 坪 (16 9) (4 4) RW  B 橙 20 

25 高 坪 15.0 (4 7) RW B 淡赤橙 75 脚部剥離

26 高 坪 (2 2) 10.2 RW  B 橙 70 

27 支 脚 5.3 15.6 7.6 RW  A 橙 100 No.1 

28 支 脚 (7.2) RW  C 鈍橙 30 

29 小型甕 (10 6) RWE A 灰白 50 No.11 

30 ギ宰 04.0) (4. 7) RW A 橙 25 

31 甕 (18.0) (7.8) RW  B 灰白 30 

32 甕 19.0 (22.5) RWB A 灰白 80 No. 2 

33 甕 (24 5) (5. 9) RWB B 鈍橙 25 

34 甑 24 7 32 2 10.5 RW B 橙 95 No. 3 外面胴部下位に磨滅帯

35 甑 24 2 28.5 9.2 RW  A 橙 95 No. 4 

第78号住居跡

かー 5グリッドに位置する。第76号・第79号住居跡と重複し両者を切り込んでいた。全体は整っ

た方形であるが、西壁の流失が大きくカマドにまで及んでいた。規模は長軸長5.68m、短軸長5.10

m、面積約28.8m＼深さ0.22mで、主軸方向はN-89°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、

液状化現象による攪乱を受けていた。このため、大部分は床面としての把握が困難であった。した

がって、壁溝．柱穴・ピットの確認はできなかったが、カマド左側で貯蔵穴を検出した。上面は112

cmX 106cmの方形プランで、浅いテラス状となっていた。この中には径86cmの円形ピットが掘り込

まれ、さらに段を有して丸味の強い底面へと移行していた。床面から底面までの深さは約25cmであ

る。

カマドは西壁の中央部、やや南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さ

は約80cmで、燃焼部の幅は41cmである。火床面は平坦で、特に床面から掘り込まれたような様子は

窺えなかった。

遺物の出土量は少ない。隣接住居跡との切り合い関係から、 1。2の坪が本住居跡の時期を表わ

すものと考えられるが、 7• 8 の稜の不明瞭な坪も径が小さく口辺部•も短いことから古く遡ること

もないと見られる。
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1 褐灰色（10YR4/1) 多量の焼土・炭化物・ンルトプロノクを含む

2 灰 黄 色(2.5YR612) 炭化物を含む。

ふ 灰黄褐色(IOYR6/2) 多景の炭化物を含む

4 褐灰色（IO¥'R5/l) 炭化物を含む，

5 灰 褐 色(IOYR5/2) 炭化物・軽石粒を含む

6 灰褐色(IOYR6/2) 砂質3 多凪の炭化物を含む

7 鈍黄橙色（!OYR7!2) 焼土粒を含む。

8 褐灰色(IOYR6'!) 砂質炭化物を含む

貯蔵穴

a 灰黄褐色（10YR5/2) 焼土粒を含むし

b 褐灰色（10YR6/1) 微醤の炭化物を含む，

c 褐灰色（10YR5/l) 多量の焼士プロノク．炭化物を含む．

d 灰黄褐色（10YR6/2) 多量の砂を含む。

e 褐灰色（10YR5/1) 焼土プロックを含むC』

カマド

a 灰掲色(7,5YR5/2) 多量の灰，炭化物を含むこ

b 黒褐色（10YR3/2) 灰層。

第236図第78号住居跡
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第237図第78号住居跡出土遺物

第78号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.9 4.8 RW B 鈍赤褐 60 

2 坪 12.6 5.0 WB B 橙 80 

3 坪 13.3 (4.6) RW B 橙 70 

4 坪 11.6 (4.8) w B 明赤褐 80 

5 坪 13.5 3.7 RW B 橙 50 内外面黒色処理

6 坪 (11.9) (4.2) w B 橙 30 

7 坪 11.8 5.0 RWB B 橙 90 

8 坪 12.1 5.1 RW A 鈍橙 100 ， 椀 11. 7 5.8 RWB A 橙 90 

10 高 坪 (6.2) 10.3 WB A 橙 60 

11 支 脚 5.8 9.4 RW B 鈍橙 40 

12 鉢 18.2 8.7 RWB B 橙 70 わずかに火を受ける

13 甕 (17.4) (7.9) RW A 橙 30 

14 甕 (17.5) (12.8) RW B 明褐灰 40 
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第79号住居跡

かー 5グリッドに位置する。北側の両隅部は第78号・第80号住居跡に切られ、埋没河川の肩部に

あたる西壁は流失していた。このため全体の規模は明らかとしえないが、検出規模は長軸長4.40m、

短軸長4.43m、深さ0.25mで、主軸方向はN 16°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、中央

部がわずかに高まっていた。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 l層～ 7層は

炭化物層、焼土層、灰層が入り込み、堆積状態も乱れているため、人為的な埋め戻しが考えられる。

また、 9 • 10層中に FAブロックが包含されていた。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは68cmで、燃焼部の幅

は38cmである。煙道部は第78号住居跡に破壊されていた。支脚位置は中軸線上であり、粘土塊の上
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1 褐灰色（10¥R6/1） ／ルト質。多鉱の炭化物・焼土粒・軽石粒を含む，

2 褐灰色（!OYR5!4) 炭化物層c 灰・焼士を含む

3 褐灰色(!OYR6/1) ンルト質コ炭化物・焼士を含的

4 橙 色（10YR6/6) 焼土層 C 下部に炭化物層あり

5 灰白色(10YR2/1） 灰層焼土プロノクを

6 灰黄掲色 (!OYR6/2) シルト骰~こ多量の灰．

7 I天黄褐色（10YR6!2) シルト質 多量の炭化物を含む

8 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質＾灰白色ンルトフロノクを含む

9 灰黄掲色(JOYR5'2) 1/ルト質 FAプロノクを含むC

10 灰黄褐色(JOYR6,2) ンルト質 多景の FA7「］ノクを含む

11 灰黄褐色（!OYRり2) 1/ルト質 少峨の炭化物~焼土拉を含む

訟灰白色（10YR7/l）粘L質混入物なし

13 鈍黄橙色 (!OYR6>3) 砂質~地山砂混合屑

翠m

第238図

ロ：口
〇

カマト

a 灰白色 (l()¥R811 粘土質 天井を形成した枯上，

b 橙色(2,聟 R6.'8) 焼土居 天井内面の崩落

c 里褐色（10¥Rふ＇1) 灰陪

d 里褐色（10¥Rぷ1) 灰陪 カマト外灰居

第79号住居跡
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第239図第79号住居跡出土遣物

第79号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

］ 坪 12.0 5.1 RW A 橙 80 No. l 

2 坪 13.7 4.9 RW B 橙 40 No. 5 

3 坪 12.4 5.1 RW A 橙 75 No. 4 

4 坪 (12.2) (5.4) RW B 淡橙 40 

5 坪 12.3 5 1 RW B 淡赤橙 60 

6 坪 (12.0) (4.6) RW C 淡赤橙 40 

7 坪 11. 7 5.1 RW A 鈍橙 100 No. 2 穿孔土器

8 坪 (12.1) (5 4) RW C 橙 25 擦切痕有り， 坪 (12.1) (5.0) RW A 橙 30 体部中位に指頭圧痕

10 高 坪 12.3 7.9 11.4 RW A 淡赤橙 60 No. 3 

11 甕 (19.3) (9.0) RWB A 鈍黄橙 30 転用器台

に坪が伏せられていた。左袖の外側には灰層があった。

遺物の出土量は少ない。 1。7の坪は床面上、支脚に転用された 3と2の坪はカマド内の出上で、

10の高坪は壁上からの転落状態だった。 7の坪は底部穿孔され、 8の坪は残存度は低いが、体部外

面に多数の擦切痕がある。 9の坪は10の高坪坪部に類似するが、ヘラケズリは底面のみで成形時の

指頭圧痕が顕著である。 11は甕からの転用器台である。
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第80号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第79号・第81号・第82号住居跡を切り込んでいた。全体は隅部の鋭

い、整った方形である。規模は長軸長6.50m、短軸長6.25m、面積約40.6mべ深さ0.19mで、主軸方

向はN-5'-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれており、中央部がやや高まり、カマド前面が

わずかに窪んでいた。床面の南西隅、および南東隅には大型のピットが穿たれていた。南西のもの

は径160cm程の円形で、立ち上がりの緩やかな浅い土壊状である。壁溝．柱穴については、これを

確認できなかった。

カマドは北壁中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた、内傾する右袖の長さは92cm、

燃焼部の幅は42cmである。火床面は概ね平坦で、厚く灰の堆積が観察された。煙道は幅39cm、長さ

162cmのトンネル状で、地山を水平に掘り抜き、先端に煙出口をもっていた。なお、右袖の外側には

やはり厚く灰の堆積があった。

遺物の量は少ない。 5の坪はカマド右側から出土し、 1• 2の坪 2点は南壁下より出土した。ま

た、 9の小型甕は南西隅ピットの上層より出土した。 11は壺からの転用器台であるが、頸部内面が

非常に磨滅しており、倒立して使用されたものと考えられる。このほか、カマド右袖の先端部から

は滑石製臼玉 1点、覆土中からは土玉 3点が出土した。

y
 

y
 

C C' 

＜
 

B 
ー 98 ~ 9 0 

カマド

a 掲灰色（IOYR6/1) シルト質。天井の崩媒土。

b 鈍黄橙色（IOYR7/2) シルト質。混入物のなし口天井・袖に使用された士。

c 明赤褐色(2.5YR5/8)焼士ブロック。天井からの崩落ロ

d 鈍黄褐色（IOYR5/3) 砂質。被熱変色した砂口

e 黒 色（10YR2/l) 灰層。

f 黒 色（10YR2/l) 灰層。炭化物・砂・被熱粘土プロックを含む。

g 鈍黄橙色(10YR7/2) シルト質。袖の土に似るが砂の含有多い。

h 灰白色（lOYRS/1) 砂質。煙道内への流入砂。

i 褐 色（IOYR4/6) 砂質。液状化による灰と地山砂との混合層

j 灰黄褐色（IOYR5/2) シルト質。炭化物・シルトプロックを含む。

k 黒褐色（IOYR3/1) 灰層。

1 灰黄褐色（IOYR4/2) シルト質。 j層に似るが炭化物を多く含むロ

m 黒 色(IOYRl/2) 灰凰

く1

第240図第80号住居跡カマド
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］ 褐灰色（10YR 6••1）ンルト質 i昆入物なし

2 灰黄褐色（!OYR6:2) 砂質 混入物なし．

3 灰黄褐色（10YR5,'2） ／ルト屈 微量の炭化物を含む•.
4 灰黄褐色（10YR6/2） ノルト質． 3層似るか砂の含有多いコ

5 褐灰色（1orn.1.・1J ノルト質 多量の炭化物を含む •. 
6 掲仄色（10YR6,11 ／ルト質微量の炭化物拉を含む

゜
2m 

第241図第80号住居跡

-271-



三

三

□ 8 

三 口
ロ

1 1 

10 

゜
10cm 

第242図第80号住居跡出土遺物

第80号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12 4 4.6 WW'B B 橙 90 No. 4 

2 坪 12.9 5.2 RWB B 橙 90 No. 3 

3 坪 12 9 4.9 RB B 橙 60 

4 坪 14 0 (4.5) RW B 橙 50 

5 坪 14.0 4.4 RWB B 鈍橙 80 No.1 内外面黒色処理

6 坪 (13.6) (3.3) RW B 黒 25 内外面黒色処理

7 ミニチュア 3.5 RW A 橙 60 壺形

8 小型甕 11.6 (9.9) RWB B 鈍橙 60 ， 小型甕 15.2 16.1 5.1 RWB A 鈍黄橙 70 南西隅ピット上層

10 甕 (16.3) (23. 7) RW B 鈍橙 30 

11 罪手 15.2 (9.3) w B 橙 70 転用器台倒立使用
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第81号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第80号住居跡に煙道の先端部を切られていた。東壁はいくぶん乱れ

るものの、全体は整った長方形である。規模は長軸長3.90m、短軸長3.78m、面積約14.7rri又深さ

0.25mで、主軸方向はN-30°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれており、南壁下が浅く窪む

ほかは、概ね平坦である。東隅やや北寄りで径76cm、深さ10cmの皿状ピットを検出したが、ほかに

壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土最上位の 1• 2層中には、 FAブロックが包含されて

いた。

カマドは北西壁の中央部に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。袖は他住居跡に比して

開き気味で、特に左袖の先端は大きく屈曲していた。左袖の長さは58cmで、燃焼部の幅は31cmであ
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1 褐灰色（10¥R6/l) 桔1生強微量のFA・ 炭化物粒を含む

2 褐灰色(10¥R4!1) 粘性弱 多呈の FA・ 炭化物を含む

3 褐灰色(10¥'R6/l) 粘性強微量の炭化物フロックを含む

4 鈍黄橙色(10¥'R7/4) 枯上質 混入物なし

5 褐灰色(l()¥’R59‘l) 枯性強 微量の粘土・焼土・炭化物各フロックを含む→

6 褐灰色(lOYR5/l) 粘性弱 多量の白色粘土粒を含むこ

7 喝灰色(10¥'R6,'1) 粘性強少景の炭化物・灰白色枯土を含む

8 褐灰色（10¥R6!1) 粘性強 多景0)炭化物，灰白色枯土を含む

9 褐灰色（10¥R6,'l) 枯性強，微景の灰臼色粘土フロノクを含む

10 灰白色(lOYR711) 粘性強→微禁0) 炭化物粒を含む—

11 褐灰色(lO¥'R6/l) 枯性況微塁の炭化物粒を含む。

12 褐灰色(lOYR6/l) 粘性弱←微はの灰臼色粘上粒を含むe

第243図

カマド

a 褐灰色(IOYR6/1) 粘件強。徴晶の焼土ブロノク・炭化物を含むこ天井崩落

b 鈍黄橙色（IOYR7/2) 粘性強。粘土局の単ープロッグ天井崩苓

c 褐灰色(IOYR6/1） 粘性弱。多哉の灰、微量の灰白色上粒・焼土粒を含む。

d 灰白色(IOYR7/I) 粘性弱 多最の焼土粒、微景の炭化物粒を含むし

e 渇灰色(IOYR6/l) 粘性既多景の灰、微量の焼上粒・炭化物プロノクを含

むh

f 灰黄褐色（IOYR6/2) 粘性弱 多飛の焼土プロノク・炭化物フロノク・灰を含

む
g 褐灰色(IOYR5/I) 多試の焼土プロックを含み、堅緻，．

h 掲灰色(IO¥'R6/J) 粘性強。微絨の黄灰色砂フロソクを含む＿

l 褐灰色（IOYR7/1) 粘性詞微址の黄灰色砂質プロックを含む，

］ 褐灰色(IOYR6/l) 粘性強。微址の明黄橙色粘士ブロックを含む

第81号住居跡
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第81号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 10.8 5 0 RWW' B 橙 95 No. l 

2 坪 12.9 5.2 RWB A 橙 100 No. 2 

3 坪 11.9 4.8 RWB B 橙 100 

4 坪 11 3 5.7 RWB B 橙 90 床直

5 坪 12 8 4 8 RW B 橙 50 

6 坪 13.3 5.6 RW B 鈍橙 60 

7 坪 12.5 5 6 RWW' B 明赤褐 50 

8 坪 (12.9) (4.4) RWB C 鈍橙 40 ， 大型坪 (15.8) (7.4) RW A 橙 40 貯蔵穴

10 短頸 壺 (9.1) (6.8) RW C 橙 30 

11 甑 (5.3) 5.5 B B 鈍橙 70 

12 高 坪 (4.5) 9.8 WB  B 橙 70 

13 支 脚 13.3 9.7 RW A 鈍橙 70 

14 小型甕 (13.8) (8 5) RW B 明褐灰 30 

15 小型甕 (11.2) (6. 3) RW B 明褐灰 30 

16 小型甕 14.3 14.8 4.5 RW B 橙 60 床直

17 甕 19.0 29.8 6.4 RW B 橙 60 

18 甕 (16.2) (10. 9) RWB B 鈍橙 40 

19 甕 19.7 (7 1) RW B 明褐灰 70 

る。火床面は平坦で、厚く灰の堆積が認められた。床面からはわずかに低くなるが、明瞭な掘り込

みはみとめられなかった。煙道は幅17cm、長さ74cm以上で、崩落した天井部が遺存していた。底面

は水平に掘り抜かれるが、先端部では段を有して深くなっていた。なお、右袖の外側には薄く灰の

堆積があった。

遺物の出土は床面上と覆土中からとにわけられる。床面上からは西隅で16の小型甕、東隅のピッ

ト周辺で 1• 2の坪、 9の大型坪が出土した。これ以外に、カマド前面左側では赤色顔料の散布が

みとめられ、南西隅には台石が据えられていた。これに対して住居跡東半には炭化した上屋材が床

面よりやや浮いて広がり、遺物はその上層から投棄された状態で出土した。 13の支脚もカマドから

の出土ではなく、後者のうちに含まれる。土器以外にも同様な状態で獣骨片が 3点出土したことが

特記される。

第82号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第so号住居跡に南壁の大半を切られていた。規模は長軸長4.00m、

短軸長3.SOm、面積約15.2m¥深さ0.25mで、主軸方向はN-84°-Eである。全体的には各壁がわ

ずかに膨らみ、隅丸長方形様である。壁の立ち上がりは急であるが、床面は地山砂層に掘り込まれ

ており、四壁から中央へ向かって緩やかな傾斜を有していた。カマド右側の南東隅で径64cm、深さ

11cmとごく浅い皿状の貯蔵穴を検出した。しかし、壁溝・柱穴・ピットについては、これを確認で

きなかった。
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カマドは東壁のかなり南寄りに造られていた。袖は造り付けで、灰白色粘土が使用されていた。

右袖の長さは68cmとかなり長いのに対し、燃焼部の幅は21cmときわめて狭い。火床面は壁外に向か

ってだらだらと上昇し、直立する奥壁に達する。火床面全体には灰の堆積が見られた。煙道部は検

出できなかったが、これは本来的に備わらなかったものではなく、流失してしまったものと思われ

る。右袖の外側には薄く灰の堆積が観察された。

遺物は少量であり、かつ完存するものは見られない。貯蔵穴周辺からは、これに落ち込むような

状態で 1の坪、 7の甕、 4の鉢破片が出土した。これら以外では、住居の中央寄りで 6の甕が床面

よりやや浮いて出土したにすぎない。 7の甕は上半部を器台に転用したものである。また、 4の鉢

は2次加熱を受けている。
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1 鈍黄褐色（10YR4/3) 砂質コ微量の炭化物・焼土粒を含む。

2 鈍黄褐色(10YR4/3) シルト質。微量の炭化物を含むロ

3 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質。微量の炭化物を含む。

4 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト質。細砂プロックを含むロ

5 鈍黄褐色（10YR4/3) 砂質。微量の炭化物・焼土粒を含むc

6 灰黄褐色（10YR4/2) 砂層口少量の炭化物を含む。

7 灰黄褐色（10YR4/2) 砂層。炭化物を含む。

カマド

a 灰黄褐色（!OYR4/2) シルト質口炭化物、少嶽の焼士粒を含む口全体に暗い。

b 灰黄褐色（!OYR4/2) シルト質。焼士プロックを含む。天井の崩落口

c 灰黄褐色(!OYR4/2) 炭化物層口砂質シルトとの混合層。

d 黒褐色(!OYR3/1) 灰層。微蘊の炭化物を含む。

e 灰黄褐色（!OYR4/2) シルト質口混入物なし。

f 黒褐色(!OYR3/1) 砂層。焼士プロックと黒色灰との混合層。

g 灰白色(!OYRB/1) 砂質。壁面からの崩落。

第245図第82号住居跡
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第246図第82号住居跡出土遺物

第82号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11. 7 5.2 RW A 淡赤橙 90 No. 2 

2 坪 (12.8) (5.5) RWW' B 浅黄橙 40 

3 坪 (14.8) (5.5) RW A 橙 25 

4 鉢 (20.2) (9.2) RWBH A 淡橙 30 No.1 火に掛けた痕跡有り

5 甕 (16.9) (10.0) RWB A 淡橙 40 

6 甕 17.4 32.2 5.6 RW A 灰白 80 No. 4 

7 甕 16.7 (13.0) RWB A 橙 100 No. 3 転用器台

-277--



第83号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第84号住居跡の北隅部を切っていた。北東壁と南東壁の東半をのぞ

いて壁面の大部分を消失するが、カマドの並行軸長4.40m、深さ0.10mで、主軸方向はN-49°-E

である。床面は地山砂層に掘り込まれており、カマド右側の東隅において東側の掘り込みが不明瞭

な貯蔵穴を検出した。径103cm、深さ 8cmで、底面は平坦である。このほかに、壁溝・柱穴・ピット

は確認できなかった。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。中軸線は壁に対して直交せず、

南に偏向していた。左袖の長さは75cmで、燃焼部の幅は45cmである。底面に粘土は貼っていなかっ

たが、焚口部には粘土による低い土手がみとめられた。煙道は幅19cm、長さ172cmで、地山を水平に

堀り抜き、燃焼部奥壁から152cmのところに煙出口をもつものと考えられる。右袖の外側には灰層

があった。

遺物はカマド周辺と貯蔵穴周辺から出土した。特に貯蔵穴内からは 2の坪、 10の壺、 9の甕がセッ

トで出土したが、 10は壺からの転用器台である。 2の坪は正立して出土したが内面に樹脂が付着し

ている。

•V 

y
 

¥ 
込ー5

B ///I 11 ll,, ／h ¥'JI B' 

01 

I 

l 
I 

---!-------------:~-__] 

、8

,"’ 
I
 

o
n
a
|
 

8
 

カマド

a 橙 色(2.5YR6/8)焼土層口焼土プロッ

クと灰との混合層。

b 黒褐色(IOYR3/1) 灰炭化物層。焼土プ

ロックを含む。

c 鈍黄褐色（!OYR5/3) シルト質。灰・炭化

物・地山土の混合層ロ

d 褐灰色（!OYR6/l) 灰層。火を受けたシ

ルトプロックを含む。

e 黒褐色（IOYR3/1) 灰炭化物層。

f 灰黄褐色（IOYR4/2) 砂質。粗砂・焼土粒

・炭化物を含む。

g 灰黄褐色（IOYR4/2) 砂質。焼土粒を含む。

h 灰黄褐色（!OYR4/2) 砂質。灰黄褐色の割

合が高く、全体に暗い。

i 黒褐色(IOYR3/1) 灰層。微絋の炭化物を

含む。

j 黒褐色(IOYR3/2) シルト質口炭化物を

含む。

゜
2m 

第247図第83号住居跡
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第83号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.9 5.4 RW A 鈍橙 100 No. 4 

2 坪 12.8 5.5 RWB A 橙 100 No. 6 内側全面樹脂付着

J ， 坪 13.1 4.5 RW A 橙 60 No. 8 

4 坪 (13 1) (4.8) RW  A 橙 30 

5 坪 (13. 0) (5.4) RWB A 橙 30 No. l 

6 大 型坪 (15. 7) (6 2) RW A 橙 30 

7 坪 (16.2) (4.8) RW  A 橙 25 

8 甕 (17.6) (11.5) WB  A 灰白 20 No. 2 ， 甕 19 5 36.1 5 3 RWE A 淡橙 95 No. 7 木葉底

10 一宜 22.2 (11.8) RWB B 橙 90 No. 5 転用器台

11 甑 (25.5) (20 1) RWB A 橙 10 No. 3 

第84号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第83号住居跡に北隅 4分の 1を切られていた。規模は長軸長4.20m、

短軸長4.10m、深さ0.17mで、面積は17.2面程となろう。カマドは第83号住居跡に破壊されたため

か、その痕跡すら確認できなかった。仮に、北東壁に造られていたものと考えると、主軸方向はN

-5T-Eとなる。床面は地山砂層中に掘り込まれ、わずかに南へ傾斜していた。壁溝・貯蔵穴・柱

＼ 
SJ 83 口，口8

01 o, 

A 
A' 

皇

A 

1 純黄褐色 (!OYR4/3) '/ルト質 微量の炭化物を含む

2 黒褐色（!O¥'R3/l)炭化物層灰

3 灰黄渇色（!OYR4/2) '/ルト質，微

4 鈍黄褐色（!OYR4/3) シルト質C'昆入物なし。

5 純黄褐色 (!OYR4/3) 砂層 微乱の炭化物を含む

゜
2m 

第249図第84号住居跡
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穴・ピットは確認できなかった。

遺物は東壁下より 1• 2の坪、 7の甕、 8の甑がまとまって出土した。 3の坪は覆土中からの出

土である。 5の坪も覆土中からの出土であるが内面に樹脂が付着しており、第83号住居跡との関連

が考えられる。

：
 
三

こ こ

ロ

゜
10cm 

第250図第84号住居跡出土遺物

第84号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11. 7 5.0 RW A 橙 100 No. 2 

2 坪 13.6 5.6 RW A 橙 100 No. 3 

3 坪 12.2 4.4 WB A 橙 100 No. 6 

4 坪 13.6 4.8 RW A 淡赤橙 60 

5 坪 (12.8) (5.1) RW A 淡赤橙 45 内面に樹脂付着

6 坪 (11.8) (4.5) RWB A 橙 25 

7 甕 16.6 30.8 5.2 RW A 灰白 95 No. 4 

8 甑 27.5 25.0 9 4 RW A 橙 80 No. 5 
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第85号住居跡

か— 4 グリッドに位置する。第86号住居跡を切り、第87号住居跡に切られていた。規模は長軸長

4.56m、短軸長4.37m、深さ0.31mで、主軸方向はN-121°-Eである。床面は地山砂層に掘り込ま

れ、南隅において径82cm、深さ45cmで、壁との間にテラスをもつ貯蔵穴を検出したが、そのほかに

壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。覆土は 2層中に FAブロックが包含されていたが、堆積

が乱れており、人為的な埋め戻しが考えられる。

カマドは第87号住居跡によって破壊された南西壁に造られたと見られる。

遺物は貯蔵穴内からまとまって出土した。 1• 2 • 3 • 4の坪、 29の小型甕、 32の甕は貯蔵穴内

に落ち込むような状況で出土したが、 5の坪は29の小型甕の中に入れ子になっていた。テラス上か

らは31の甕からの転用器台上に33の甑が乗せられていた状態で出土した。 28の壺は 3層上面から出

土したが、全周する口縁部のみを倒立させ、その上に胴部破片の内面を上向きにして重ね置いた状

態であり、埋め戻しの途中で意図的に据え置かれたと見られる。ほかは 1• 2層を中心とした覆土

中からの出土であり、 12の穿孔坪、 22の透し孔をもつ高坪脚部、 23• 24 • 25の打撃痕土器片、 26の

擦切痕土器片、 27の手捏上器など特殊な土器が目立つ。
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-282 



三こ口］こ□三
口 □□三□／｀

口`□□三□ニ
二三三／

ロロ］｀ □□□ 
19 ]A20 ニ21 二三こ 22

ロ］23 □ ［ ／□三ロ
m27  

10cm 

28 

第252図第85号住居跡出土遺物（ 1)
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30 

31 

゜
10cm 

第253図第85号住居跡出土遺物 (2)

第85号住居跡出土土器観察表(1)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.3 5.2 RWB A 橙 100 No. 9 

2 坪 12.2 4.9 RWB A 橙 95 No. 5 

3 坪 12.1 5.0 RWB A 橙 100 No.6 

4 坪 12.6 5.3 RWB A 鈍橙 100 No. 7 

5 坪 12.4 4.4 RW A 明赤褐 100 No. 8 

6 坪 11.9 4.7 RW B 橙 100 中層

7 坪 12.9 5.0 RWB B 橙 70 上層

8 坪 11.9 4.7 RWB B 橙 70 上層， 坪 12.1 4.9 RW A 橙 100 

10 坪 12.7 4.7 RW B 明赤褐 60 

11 坪 11.9 5.3 RW B 赤褐 70 

12 坪 13.0 5.2 RW A 橙 100 穿孔土器

13 坪 11.9 4.4 RWB B 橙 70 

14 坪 12.1 (5.1) RW B 橙 70 ロ縁部内外面に煤付着
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第85号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

15 坪 13.6 6.0 RW B 橙 50 

16 坪 11.6 4.6 w B 鈍赤褐 95 上層 内外面黒色処理

17 坪 11.0 4.6 RW B 黒褐 100 上層 内外面黒色処理

18 坪 11.6 4.7 w B 明赤褐 40 

19 高 坪 6.5 11.5 RW A 橙 80 上層

20 高 坪 (6.4) 9.8 w A 橙 70 

21 高 坪 (5.0) 9.1 WB A 橙 90 上層

22 古回 坪 (3.5) (13.6) RWB B 橙 20 脚部に方形透孔有り

23 甕 RWB B 灰白 破片 刃物打撃痕土器片

24 甕 RWB B 鈍黄橙 破片 刃物打撃痕土器片

25 坦 RWE B 橙 破片 刃物打撃痕土器片

26 坪 RW B 橙 破片 上層擦切痕

27 手捏土器 2.9 2.5 w A 橙 100 

28 壺 13.9 20.0 5.0 RW A 橙 90 

29 小型 甕 17.0 18.2 RWB A 灰白 100 No.4 

30 甕 19.3 (13.2) RWB B 鈍橙 60 上層

31 甕 18.5 (11.6) RB A 鈍器橙 100 No.2 転用器台

32 甕 17.6 30.9 6.0 RB A 淡橙 95 No.3 

33 甑 25.3 27.2 9.6 RW A 淡赤橙 95 No. l 

第86号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第85• 87号住居跡に大部分を切り込まれていたため、住居の東隅か

ら南東壁の一部が残存したのみで、規模や全体の形状は不明である。

遺物は覆土中から 1の高坪が出土したのみであった。

第87号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第85号・第86号・第89号住居跡を切り、第88号住居跡に切られてい

た。このため西側の 4分の 1ほどが破壊されていた。規模は長軸長6.35m、短軸長5.57m、深さ0.35

mで、主軸方向はN-13T-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、カマド左側で径119cm、深さ

86cmの円形の貯蔵穴を検出した。このほかに壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは南西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは90cmで、燃焼部の

幅は51cmである。煙道は大部分が消失していたが、幅23cm、長さ200cmで、地山を水平に掘り抜き、

燃焼部奥壁から175cmのところに煙出ピットをもっていた。支脚位置は左寄りで、土製支脚が使用さ

れていた。左袖の外側には灰層があった。

遺物は出土位置によって 4大別できる。住居中央寄りから南東壁際にかけては、 48の甕、 12• 27 

の坪、砥石、擦痕のある平石、台石が出土した。貯蔵穴脇には60cmX35cm、高さ 14cmの土壇状に固

められた粘土塊もあり、工房的な性格も考えられる。 2点の坪は27を下にして合わせ口状態だった。

カマド燃焼部および焚口部周辺からは49• 50 • 51の甕、 13• 14の坪が出土した。 3点の甕の底部位
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1 褐灰色(10YR6/l) シルト質多鉱の炭化物・焼士粒•土器片・礫を含む：
2 鈍黄橙色(lOYR7/2) シルト質炭化物を含むe

3 褐灰色(10YR6/l) シルト質多絋の炭化物を含むe

4 灰黄褐色(lOYR6/2) シルト質灰白色シルトプロックを含む

5 鈍黄橙色〈10YR7/2) 砂質,i夜状化による地山砂混合層ご

6 灰白色（10YR7/l) 粘土質土器片を含むこ

7 灰黄褐色（10YR6/2) シルト質し微量の炭化物・上器片を含むこ

8 鈍黄橙色（10YR7l3) 砂質ごi昆入物なしこ
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カマド

a 灰黄褐色（!OYR6/2) 粘土質口焼士プロックを含むa

b 橙 色(2.5YR6/8)焼土層c 天井下面崩落、燃焼部全面に広がる 3

c 青灰色（!OYRS/1) 灰層。

d 灰黄褐色（!OYRS/2) 粘土質C 崩落した粘士プロック。

e 鈍黄橙色（10YR7/2) シルト質ソデの崩落。

f黒 色(!OYR2/1) 灰層口

g 橙 色(2.5YR6/8)焼士層。煙道天井下面の崩落口

h 暗青灰色(!OYR4/1) 灰層。

i 灰黄掲色（!OYR6/2) シルト質。天井崩落土。

j 灰黄褐色（!OYRS/2) シルト質口多風の炭化物を含むロ

k 灰黄褐色（!OYRS/2) シルト質「微董の炭化物を含むc ゜
1m 

第255図 第87号住居跡 カマド
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第256図第86• 87号住居跡出土遺物(1)
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第257図第87号住居跡出土遺物 (2)
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第258図第87号住居跡出土遺物 (3)
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第259図第87号住居跡出土遣物（ 4)

置から見て、 50と51は焚口寄りに横並列に、 49がその奥に掛けられていたと考えられる。 13の坪は

51の甕底部下より出上した。カマド左袖と貯蔵穴の間には中型の土器が集中して出土した。左袖の

付け根では40の小型甕の上に41の小型領が乗った状態だった。 42と43の甑 2点は42の中に43が差し

込まれ横転していたが、本来は43の口縁部を下にして倒立重ねされていたと考えられる。この甑と

44の壺の下からは38の小型甕、 21• 25の坪が出土した。貯蔵穴周辺には数点の坪が重ねられた 4つ

のブロックがみとめられた。各ブロックを下位から上位の順に列挙すると、 6• 5 • 30 • 4 • 3 • 

24、 8 • 7 • 17 • 16、19。10• 18、 9 • 28となる。 ］の小型坪、 32の大型坪、 39の小型甕、 47の転

用器台は貯蔵穴の中に落ち込むように出土したが、 47の中には15の坪が入れ子になっていた。以上

のほか、 31は須恵器壺の口縁部片であるが、第92号住居跡で同一個体の破片が出土している。 33は

カマド周辺出土の大型坪だが、内面に煤が付着していることから、火に掛けて使用されたと見られ

る。

第86号住居跡出土土器観察表

番号 1 高器種坪 1 ]7 ]荼 I門6: I底 径 I R：土 I焼成 1；り調 1 残6:I No.6 出土位置。その他

第87号住居跡出土土器観察表（ 1)

I番号 1 器種 1 口径 1器 高 1底 径 1 胎土

1 坪 9.6 i 5.3 I i RWW' 

2 坪 10.6 I 5.4 I I RW 

3 坪 13.9 I 4.6 I I RWE 

4 坪 13.8 I 4. 5 I I RW 

I焼Jj)Zl色調
B 鈍黄橙

B 鈍橙

A 橙

A 橙

<
80 

100 I No.31 

100 I No.32 

出土位置•その他
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第87号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

5 坪 13.2 4.8 RW A 橙 100 No.34 

6 坪 13. 7 4.8 RW A 鈍橙 95 No.35 

7 坪 13 8 4.8 RW A 鈍橙 100 No.38 

8 坪 13.6 5.1 w A 橙 100 No.39 ， 坪 13.6 4.6 RWB A 橙 90 No.44 

10 坪 13.7 5 1 RW A 橙 100 No.41 

1 1 坪 12.7 4 7 RWW' A 橙 50 No.26 

12 坪 13 2 5.3 w B 鈍橙 90 No. 7 

13 坪 12.9 5.4 RW A 橙 100 No15 

14 坪 12.8 5.5 RW B 橙 60 No.16 

15 坪 12 3 5 6 RW A 橙 100 No.29 

16 坪 13 3 5 0 RW B 鈍橙 95 No.36 

17 坪 13.5 5.3 RWB A 橙 100 No.37 

18 坪 12.7 4.8 RW A 橙 80 No.40 

19 坪 13 0 4.5 RW A 橙 100 No.42 

20 坪 (13.2) (4.4) RW A 橙 20 カマド周辺

21 坪 12.0 4.8 RW B 橙 60 No.20 

22 坪 13.2 5 8 RW A 橙 95 No.24 

23 坪 (2.8) w B 黄橙 20 内外面黒色処理

24 坪 13.9 4.0 RW A 鈍褐 100 No.30 内外面黒色処理

25 坪 14.5 4 0 RW B 暗赤褐 60 No.48 内外面黒色処理

26 坪 (13.8) (3 6) RW B 鈍黄橙 20 カマド周辺 内外面黒色処理

27 坪 11. 2 4.2 RW B 鈍橙 95 No. 8 内外面黒色処理

28 坪 12.0 4.7 WB A 鈍橙 100 No.43 内外面黒色処理

29 坪 13.1 4 5 RW A 鈍褐 95 No.45 内外面黒色処理

30 坪 11.8 5.0 RW A 橙 100 No.33 内外面黒色処理

31 
盆一 w A 灰 破片 須恵器

32 大型坪 16.9 6.0 WB A 橙 100 No.27 口辺内外面に接合痕

33 大型坪 16.6 6.9 RW C 橙 70 カマド 内外面に煤付着

34 高 坪 4.9 9 6 RW B 橙 70 

35 高 坪 (2.6) RW A 橙 15 脚部に三角形透し孔有り

36 支 脚 (7.0) (7.0) RWW' C 鈍赤褐 25 No.17 

37 支 脚 9.7 (10.0) RW A 橙 40 

38 小型甕 16.4 18.5 5.1 RWB B 浅黄橙 80 No.47 

39 小型甕 14.7 16.6 5.0 RB B 鈍橙 70 No25 

40 小型甕 13.8 14.6 3.7 RWB A 鈍橙 90 No.19 

41 甑 (18.1) (13.3) (4.0) RW A 鈍橙 40 No.18 胴部下位に磨滅帯

42 甑 (22.4) (24.0) (6.8) RW A 橙 45 No.21 

43 甑 25.8 31 8 9.2 RWE A 淡赤橙 90 No.22 

44 士幸 (23.6) 5 2 RWB A 橙 70 No.23 

45 盆て 22.3 4.5 RW B 淡赤橙 50 外方からの穿孔 2か所火に掛

けた痕跡有り

46 宜士 (21.5) (6.4) RWBH A 淡橙 40 No.10 • 46 木葉底

47 甕 17 1 (12.1) RWE A 鈍橙 90 No.28 転用器台

48 甕 23.1 29.6 6 8 RWB A 灰白 80 No. 2 

49 甕 (21.4) (31.4) RWB A 灰白 20 No.11 

50 甕 19.2 35.2 5.0 RWE A 灰白 50 No.12 

51 甕 (18.4) (34 2) (6.2) RW A 橙 40 No.13 焼成前の粘土上塗り補修有り
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第88号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第87号住居跡の南西隅部を切り込んでいた。規模は長軸長4.61m、

短軸長4.12m、深さ0.19mで、カマドは残存せず、位置を推定するための痕跡もみとめられないが、

周辺の住居跡の傾向から北壁にカマドが造られたと仮定して、主軸方向をN-8°-Eとしておく。

床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土の堆積状況

は乱れており、人為的に埋め戻したと考えられる。

遺物の出土は少量であり、 5の土製支脚と 6の甕が床面上から出土した。

＼
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曼
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 、V
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.,I 

旦＿ 29,00

1 黒 色（10YR2/1) 炭化物層。

2 灰黄褐色(10YR6/2) 微量の焼土粒，炭化物を含む．

B' 3 灰黄褐色(10YR5/2) 微量の白色パミス・炭化物を含む．

—• 4 褐灰色(!OYR5/1) 多量の炭化物を含む。

5 褐灰色（!OYR5/1) 少量の炭化物を含む。

6 褐灰色（!OYR6/1) 炭化物・焼士プロックを含む．

7 灰黄褐色（10YR5/2) 灰・黄色粘土プロックを含む．

8 褐灰色（10YR5/1) 混入物なし．

゜
2m 

第260図第88号住居跡

第88号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.6 4.6 RW A 鈍黄橙 100 
2 坪 (11.9) (4.6) RW B 橙 20 

3 坪 (12.0) (4.2) w B 明赤褐 25 

4 手捏土器 (4.2) (2.0) RW A 橙 20 

5 支 脚 6.1 (16.0) RW B 鈍橙 50 No.1 

6 甕 (26.6) (6.0) RWW' A 橙 20 
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第261図第88号住居跡出土遺物

第89号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第87号住居跡にカマドを、また第 9号溝に東壁をそれぞれの一部切

られていた。全体は整った方形であるが、南壁の東半部は段を有しているため、やや膨らみ気味で

ある。規模は東西、南北両軸長とも6.00m、面積36m¥深さ0.31mで、主軸方向はN-7°-Eであ

る。床面は地山砂層に掘り込まれていたため、壁面の崩落と、液状化現象による攪乱がみとめられ

た。このため、西側では段差が生じていたほか、全面に凹凸が多く見られた。したがって、壁溝．

貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土のうち、 4層および10層中には FAブロックが包

含されていた。

カマドは北壁わずかに東寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。袖はいくぶん開脚

しており、「ハ」字状である。右袖は87cmと非常に長いのに対し、燃焼部は幅35cmとかなり狭い。火

床面は概ね平坦で、奥部は一段高まっていた。灰の堆積はかなり厚く、特に中央では小山状に盛り

上がっていた。煙道は幅17cm、長さ65cm以上で、傾斜をつけて掘られていた。左右両袖の外側には

灰層があった。

遺物は少量で、 6• 7の坪、 19• 20の甕、 18の鉢がカマドからである以外は、いずれも覆土中か

らの出土である。特筆されるのは20の甕である。胴部を縦に半裁されたもので、その内面には樹脂

が広範に付着している。内面を上に向けてカマドから出土したことを重視すれば、樹脂精製、ない

しは樹脂塗布に用うべく、このように加工された器と考えられる。また、 3の坪にも内外面に樹脂

が付着している。 7・8・9・10の形態の坪には、通常黒色処理の施されるものが多いが、これら

にはその処理が行なわれていない。 11は大型坪で、焼成後に底面中央を穿孔されている。 13の高坪

脚部は裾部が故意に打ち欠かれている。 16と17はともに壺の小破片であるが、割れ口には打撃痕が

見られる。
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言`

“ 
1 黒褐色（10YR3/2) 砂質ご多量の炭化物、微駄の焼土粒を含む～

2 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質e 微絋の炭化物を含む。

3 灰黄掲色（10YR4/2) シルト質e i昆入物なし。

4 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト質口微翼の炭化物・ FAプロックを含む。

5 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト質c 微絋の炭化物を含むe

6 黄褐色（10YR4/2) シルト質。微羞の炭化物・焼土粒を含むc

7 灰黄褐色(10YR4/2) シルト質こ多誠の炭化物を含むe

8 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト質3 炭化物を不連続ラミナ状に含むa

9 鈍黄褐色（!OYR4/2) シルト質コ混入物なしつ

10 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質c 微量の炭化物・ FAプロックを含むa

11 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質微量の炭化物を含む：

12 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト質こ混入物なし。

13 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質ご混入物なし3

14 鈍黄褐色(10YR4/3) シルト質0 i昆入物なしC

15 鈍黄褐色（10YR4/3) シルト質2 混入物なしコ

16 灰黄褐色(10YR4/2) シルト質口微量の炭化物を含むこ

曇冒
カマド

a 鈍黄褐色（!OYR4/3) 粘上質。天井の崩落土。

b 鈍黄褐色（!OYR4/3) シルト質。焼上プロックを含む。天井の崩落士。

c 黒褐色（!OYR3/1) 灰炭化物層。

d 褐灰色（!OYR4/1) 粘上質。天井の崩落部。

e 灰黄褐色（!OYR4/2) 砂質。細砂を含む。

f 灰黄褐色(10YR4/2) シルト質。混入物なし。

g 黒褐色（!OYR3/1) 炭化物層。炭化物と灰との混合層。

h 灰黄掲色（!OYR4/2) 砂凰粗砂とシルトとの混合層。

i 鈍黄褐色(!OYR4/3) シルト質。混入物なしロ

j 灰黄掲色（10YR4/2) シルト質混入物なし。

k 灰黄褪色（!OYR4/2) シルト層微量の炭化物・焼土粒を含む。

1 黒褐色（!OYR3/1) 炭化物層。焼土粒を含む口灰・炭化物の混合層。

゜
2m 

第262図 第89号住居跡
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第263図第89号住居跡出土遺物（ 1)
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゜20 

第264図第89号住居跡出土遺物 (2)

第89号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12.2 5.0 RWB A 橙 50 

2 坪 12.5 4.5 RWB A 橙 50 

3 坪 (12.1) (5.0) RW A 淡赤橙 25 樹脂付着

4 坪 12.0 8.0 RW A 橙 80 

5 坪 11.8 4.7 RW A 橙 95 

6 坪 (14.1) (5.5) RW A 淡赤橙 30 カマド

7 坪 11.5 4 8 RWB A 橙 70 カマド

8 坪 (12.0) (3.8) RW A 橙 30 ， 坪 (11. 9) (4.5) RWW' B 橙 30 

10 坪 12.0 4.0 RW A 橙 50 

11 大型坪 (14. 9) (5.6) RW A 橙 25 穿孔土器

12 て宰 (9. 4) (5 9) RW A 橙 25 

13 高 坪 (7.6) RW A 橙 40 裾部を打ち欠く

14 支 脚 (5.8) (12. 5) RWB B 鈍橙 90 

15 支 脚 (6.1) RW C 鈍橙 40 

16 互手 RW B 鈍橙 破片 打撃痕

17 竺土 (9.2) RWW' B 鈍橙 30 打撃痕

18 鉢 17.8 (12.5) RWW' A 橙 90 No. 2 火に掛けた痕跡有り

19 甕 15.6 27.0 6.4 WE B 灰白 90 No. 3 

20 甕 (31. 9) (6.0) RWB A 灰白 45 No. l 内面に樹脂付着
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第90号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第91号住居跡を大きく切り込んでいた。全体は整った長方形で、隅

部の屈曲も鋭い。規模は長軸長5.02m、短軸長4.57m、面積約22.9m',深さ0.27mで、主軸方向は

N-l°-Eである。床面の大部分は第91号住居跡の覆土中に形成されてはいるが、特に埋め戻しや

貼り床が行なわれた様子はみとめられなかった。床面自体は概ね平坦で、北半部がやや低い。壁も

覆上中でありながら、崩壊はほとんどなく、急角度の立ち上がりを保っていた。しかし、壁溝・貯

蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土の堆積は不自然で乱れており、人為的な埋め戻しが
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］ 灰黄褐色(!OYRS/2) '-"ルト質m 多絋の炭化物を含む。

2 灰黄褐色 (!OYR6/2) ンルト質 炭化物を含む

3 灰黄掲色（10YR612) '-"ルト質 多鼠の炭化物を含む

4 褐灰色(10¥R5/l） ンルト質 炭化物を含む

5 渇灰色(!OYR6/!) '-"ルト質，微誠の炭化物を含すエ

6 掲（天色 (IO¥'R5/I) '/ルト質 炭化物を含むc

7 純黄橙色 (10¥'R7,2) ンルトフロック

8 灰日色(10YR7']) 粘土質 1昆入物なしコ

9 灰白色（IOYR711) ／ルト質．炭化物を含む

10 灰黄褐色（lOY/1612) '/ルト質 品入物なし ゜
2m 

第265図第90号住居跡
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カマド

a 灰黄褐色（!OYR6/2) シルト質口天井を構築して

いた粘質のシルト。

b 橙 色(2.5YR6/8) 焼土層口

c 黒 色（!OYR2/1) 灰層口

d 灰白色(10¥'R7/1) シルト質。焼士プロックを

含む口天井半壊後の流入土。

e 橙 色(2.5YR6/8) 焼土。天井部からの崩落。

f 褐灰色（10YR6/!) シルト質。地山土と焼土の

混合層。

g 暗青灰色（!OYR4/1) 灰層。

h 灰黄褐色 (!OYR5/2) シルト質口焼士プロックを

含むロ

色（!OYR2/1) 灰層ロ
ー 黒

B 
-29.00 8' 

冑
゜

1m 

第266図 第90号住居跡 カマド

考えられる。

カマドは北壁の中央、わずかに東寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。袖は左右

対象、「ハ」字状気味に開脚する。造り付けられた袖はきわめて長く、左袖では94cmにもおよぶ。こ

れに比して燃焼部の幅はかなり狭く、中央部で32cm、焚口部でも45cmにすぎない。火床面はほぽ平

坦で、床面との高低差はほとんどみとめられなかった。ここには厚く灰の堆積が見られたが、支脚

手前側ではそれが顕著で、小山状の盛り上がりとなっていた。煙道は幅22cm、長さ117cmで、底面は

水平に掘られていた。天井部は崩落しており、煙出口を塞いでいた。支脚の位置は燃焼部中央の右

寄りであり、土製のものが据え置かれていた。なお、左右両袖の外側にも、厚く堆積した灰層が認

められた。

遺物はその出土した位置から見て、床面上のものと、覆土中のものとに大別できる。床面上から

出土したものはカマド周辺に集中し、良好な遺存状態を保っていた。カマド燃焼部では18の甕が支

脚上に乗せられ、 2の坪で口縁部を塞がれていた。支脚は粘土を棒状に成形したもので、下端はつ

まみ出されている。表面には指頭痕が残り、中実である。 15の甕は底部を欠失するが、 この中には
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第267図第90号住居跡出土遺物（ 1)
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第268図第90号住居跡出土遺物 (2)
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第269図第90号住居跡出土遺物 (3)
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第90号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.9 5.2 RW B 鈍橙 50 N(l15 

2 坪 12.5 4.2 WB B 鈍橙 100 No.14 

3 坪 13.2 5.2 RW A 橙 60 No. 6 

4 坪 (12.6) (5.3) RW A 鈍橙 40 

5 坪 11.8 5.1 RWB A 明赤褐 70 

6 坪 (12.0) (4.5) w A 鈍橙 20 

7 坪 (12. 7) (4.4) RW B 黒褐 30 内外面黒色処理

8 甑 18.1 12.8 RB A 橙 100 No. 9 胴部下位に磨滅帯， 短 頸壺 10.5 11.9 RB A 橙 100 No.10 口縁部内面に磨滅帯

10 支 脚 17.2 9.2 RW B 鈍橙 100 

11 甑 26.4 28.0 9.8 RW A 橙 100 No. 8 

12 甕 18.9 (15.0) RWB A 灰白 90 No. 7 

13 甕 (19. 9) 5.8 RWB A 灰白 70 No.3 

14 小型甕 15.6 15.2 WB A 鈍橙 100 No.17 

15 甕 19.5 (26.2) WB A 橙 70 No.16 カマド材に転用

16 甕 19.0 30.5 5.5 RW A 淡橙 95 No.12 

17 甕 19.2 33.7 6.2 RWW' A 灰白 100 No.11 

18 甕 19.1 35.8 5.5 RWB A 淡橙 95 NC113 

19 甕 16.5 34.9 7.4 RW A 淡赤橙 80 Nu4 

20 甕 19.2 34.3 7.0 RWB A 灰白 90 N115 

21 甕 18.7 33.9 4.5 RWW'B A 灰白 60 No. l 

22 甕 (18.2) (29.9) RWB A 鈍黄橙 45 No.1 

23 甕 (24.4) RWB A 灰白 25 No.1 

14の小型甕が差し込まれ、焚口部に横転していた。このことから推して、本来両者は焚口の上部に、

カマド天井の芯材として掛けらていたとものと考えられる。カマドの右側では16の甕が、また左側

では17の甕、 8の甑、 9の短頸壺が出土した。いずれも北壁に接するように置かれていた。このう

ち、 8は9の上に乗ってセットとなっていた。相互の接触部となる甑の外面下位と、短頸壺の口縁

部内面には磨滅帯がみとめられる。さらに、焚口部の前面右側からは滑石製臼玉 6点がやや散らばっ

て出土した。このほか、東壁下の南東隅寄りでは、口縁を伏せられた状態で11の甑が出土した。覆

土中の土器は住居跡の南半部に散乱した状態で、 4層上面から出土した。土器は12• 13 • 19 • 20 • 

21 • 22 • 23の7個体で、すべてが甕である。うち21• 22 • 23は破片となり、南東隅寄りから集中・

混在して出土した。
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第91号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第90号住居跡に大きく切り込まれ、覆土の大半は失われていた。但

し、掘り込みは本跡のほうが深いため、形状や規模は以下のように観察できた。全体は隅部の屈曲

が鋭い方形を基本とするが、南東の壁がやや長いために台形状気味である。規模は長軸長4.04m、

短軸長4.03m、面積約16.3rriべ深さ0.36mである。カマドは第90号住居跡に完全に破壊されたもの

と思われ、なんらの痕跡も確認することはできなかった。南東壁に造られていたとすれば、主軸方

向はN-143°-Eとなる。床面は地山砂層に掘り込まれており、液状化現象による攪乱を受けたた

め、面としての認定は困難であった。覆上は自然堆積を示し、第90号住居跡構築に際して、埋め戻

されたような形跡はみとめられなかった。覆土 2層中には FAブロックが包含されていた。カマド

以外でも、壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットの確認はできなかった。

遺物の出土はまったくなかった。

＼
 

SJ90 

A 
_ 9 8 9 0 

A
 

冒
1 灰黄褐色（JOYR4/2) ンルト質3 微量の焼士粒・炭化物を含む，

2 灰黄掲色（JOYR4/2) シルト質微量の炭化物・焼土粒、 FAフロ／クを含むこ

3 灰黄褐色（JOYR4/2) ンルト質微量の炭化物を含む。 0 
4 鈍黄褐色（JOYR4/3) シルト質，微量の炭化物・焼上粒を含む→

5 灰黄褐色 (!OYR4/2) シルト質□ 微量の炭化物・焼上粒を含むし

2m 

第270図第91号住居跡
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第92号住居跡

かー 4グリッドに位置する。全体はやや歪んだ方形で、かなり小型の住居跡である。規模は長軸

長3.18m、短軸長2.94m、面積約9.4mぺ深さ0.16mで、主軸方向はN-48°-Wである。床面は地山

砂層に掘り込まれており、液状化のためか凹凸が激しい。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認でき

なかった。

カマドは北西壁の中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは72cmで、燃

焼部の幅は33cmである。袖の基部は太く、かつ袖自体が湾曲しているため、燃焼部は楕円形気味と

なり、焚口部はすぼまっている。火床面は床面よりわずかに深く、灰の堆積が顕著であった。煙道

は幅16cm、長さ103cmである。底面は起伏を有するものの、ほぼ水平に掘られていた。左袖の外側に

は灰層があった。

遺物はカマドを中心として出土した。カマド燃焼部から出土した土器は、 2の坪、 8の壺、 10の

甕である。出土状況で注目されるのはカマド焚口部において横転していた10の甕とカマド右袖には

さまれるように出土した 8の壺の口縁部で、これはカマド右側の床面上で出土した胴部と同一個体

だった。また床面上からは破片ではあるが、 1の坪、 9の鉢、 11の甑が出土した。このほか、覆土

中から 5の坪と 6の大型坪が出土した。 12は須恵器壺の口縁部破片だが、第87号住居跡でも同一の

破片が出土している。
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言瓢

1 灰黄褐色 砂質3 少量の焼士粒、炭化物を含むロ

2 灰黄褐色 砂質。焼土粒を含む。

3 鈍黄褐色砂質。混入物なし。

4 鈍黄褐色 シルト質。混入物なし。

5 鈍黄褐色 シルト質。多嵐の焼土プロックを含む。

6 鈍黄褐色 シルト質。微量の焼土粒を含む。

B' 

カマド

a 鈍黄褐色(!OYR4/3) シルト質。シルトと焼土プロックを含む。天井崩落士。

b 灰黄褐色（!OYR4/2) シルト質。シルトと焼土粒との混合層。

c 黒褐色（!OYR3/1) 灰層口焼上粒を含むロ

d 鈍黄掲色（!OYR4/3) シルト層口微絋の炭化物、焼士粒を含む。

e 黒褐色（!OYR3/1) 灰層口多量の焼士粒・炭化物を含むロ

゜
2m 

第271図第92号住居跡
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第272図第92号住居跡出土遺物

第92号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.2 6.0 RW  A 橙 75 No. 2 

2 坪 12.8 5.4 RWB A 橙 90 No. 6 • 7 

3 坪 12.9 5.6 RWB A 淡橙 80 カマド

4 坪 12 6 5.6 R"「B A 鈍橙 80 

5 坪 11. 9 5.1 RWW' A 橙 100 No.1 

6 大型坪 15.9 6.5 RWB A 橙 60 No. 4 

7 罪ギ (19.6) (7.0) RWW' A 橙 25 

8 宜士 10.4 13.1 8.0 RW  A 橙 100 No.5 ・14 上下に打ち欠かれ分

離して出土， 鉢 15.0 12.9 7.1 RWW'B A 灰白 60 No.8 ・12・13 火に掛けた痕跡有り

10 甕 14.2 22.5 5.2 RWB A 淡橙 60 No.10。11

1 1 甑 20.9 16.5 7.6 RWB A 橙 70 No. 3。8

12 ギ宜 w A 灰 破片 須恵器
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第93号住居跡

かー 4グリッドに位置する。住居跡の南隅部は調査区外となり、東壁と南壁の一部は事前に掘削

した排水用の側溝によって破壊してしまった。全体は長方形を基本とするが、南壁が長いためか台

形様である。また、地震による崩壊が原因と思われるが、各壁の掘り込みラインは乱れている。規

模は長軸長3.79m、短軸長3.0lm、面積約11.4m¥深さ0.33mで、主軸方向はN-104°-Eである。

床面は地山砂層に掘り込まれ、概ね平坦ではあるものの、中央部はわずかに窪んでいた。床面から

は南隅寄りで径53cm、深さ22cmの貯蔵穴を検出したが、そのほかに壁溝・柱穴・ピットは確認でき

なかった。

カマドは東壁の北寄りに造られている。袖には灰白色粘土が使用されていた。両袖は内湾気味に

--」'|

`1  

旦＿ 2 9.1 0 

白色粘土塊〖
管玉

會崎＼ 冒
D ::...._ 2 9 0 0 ―D' , ． 

◎,。 疇
/ J 

// 
// 
9 1 
I'  ¥ I I r;ノン／／ノン‘/r//.

旦ー 2870 ...£' 

鬱

一旦．、

管玉

y
 C 

ー 29.1o C' 

゜
2m 

1 褐灰色（10YR6/1) 粘上質口炭化物・白色パミスを含む。

2 褐灰色（10YR5/l) 粘土質口炭化物・焼土粒を含む。

3 灰黄褐色（10YR6/2〉 砂質。炭化物を含むロ

4 鈍黄橙色（10YR6/3) 砂質口粘士プロックを含む。

5 黄褐色(2.SYRS/3)砂質。少絋の炭化物を含むロ

6 黄褐色(2.5YR5/3)砂質。多蘊の炭化物を含む。

7 褐灰色（lOYRS/1) 砂質。炭化物を含む。

8 褐色土(!OYRS/1) 砂質。多量の白色粘士を含む。

カマド

a 鈍黄褐色(!OYR4/3) シルト質．部分的に焼土化．天井の崩落．

b 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質部分的に焼土化。炭化物を含む。

c 灰黄褐色（10YR4/2) シルト質。炭化物を含む。

第273図第93号住居跡
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第274図第93号住居跡出土遺物（ 1)
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第275図第93号住居跡出土遺物 (2)

垂下しており、左袖の長さは68cm、燃焼部の幅は39cmである。火床面は平坦で、床面とは段差がな

い。また、覆土には天井の崩落土はみとめられるものの、灰層の形成はなされていなかった。壁外

に延びる煙道についても、検出することはできなかった。支脚の位置は焚口側の右寄りであり、脚

部を欠失する高坪が転用されていた。

遺物はカマド周辺・貯蔵穴周辺・南壁下に集中していた。倒立した12の高坪の上に25の甕がのせ

られ、甕内には 3の坪が入っていた。右袖先端上からは 2と9の坪が重なって出土した。貯蔵穴内

からは22の甕が出土し、カマドと貯蔵穴の間には 1の坪と10の甑が正立していた。 24の甕は南壁下

の出土であるが隣接して床面上に灰白色粘土塊がみとめられた。覆土 2層中より 14~21の土器群と

管玉が出土したが、埋没途中の投棄と見られる。 1~9の坪のうち 8と9は屈曲しない口縁部と胎

土が同一であり、他とは異なっている。
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第93号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 13.8 5.6 4.0 RWW' A 明赤褐 90 

2 坪 13.5 4.9 RW' A 橙 100 No.6 

3 坪 15.3 5.5 RWB A 明赤褐 100 No.8 

4 杯 14.8 5.2 RW A 明赤褐 100 

5 坪 14.0 4.7 RW B 明赤褐 95 

6 坪 13.7 4.6 RW B 黒褐 95 

7 坪 12.4 5.2 RW' B 明赤褐 100 

8 坪 14.5 5.4 RWB B 鈍橙 100 ， 杯 13.3 4.7 RWB B 鈍橙 100 No. 7 

10 甑 18.1 10.6 3.5 RWB A 明赤褐 90 No. 4 

11 小型甕 14.8 (16.3) RWW'B A 橙 70 

12 高 坪 18.1 (12.4) RWB B 橙 80 NQ10 

13 高 坪 (3.8) (18.0) RW B 明褐 20 No.10 転用支脚

14 坪 (11.8) (5.2) RWB B 橙 30 覆土

15 坪 11.9 5.3 RWB B 橙 60 覆土

16 坪 12.8 5.1 RWB B 橙 50 覆土

17 坪 (12.2) (5.0) RW B 鈍橙 30 覆土

18 坪 13.0 5.6 RWB B 橙 100 覆土

19 坪 (12.5) (6.0) RW B 鈍黄褐 40 

20 甑 (24.5) (10.0) RWB B 鈍黄橙 40 Nu 1 

21 高 坪 (9.1) 9.4 RW A 鈍橙 90 

22 甕 18.0 21.9 6.5 RWH B 橙 90 No.11 

23 甑 (19.8) 8.5 RWW' A 橙 60 Nu2 

24 甕 18.8 28.1 8.2 RWH A 鈍橙 70 No.3 

25 甕 20.8 29.4 7.8 RWH A 浅黄橙 90 Nu9 

第94号住居跡

かー 3グリッドに位置する。北西隅部を第 9号溝に切られていた。四壁は直線的に掘り込まれる

ものの、住居跡全体は北壁の短い台形となっていた。規模は長軸長5.0lm、短軸長4.80m、面積約

24.1mべ深さ0.37mで、主軸方向はN-94°-Eである。床面までは地山砂層に掘り込まれていたた

め、液状化現象によって壁面が部分的に攪乱されていた。床面自体は概ね平坦で、中央部が若干高

まっていた。南東隅の貯蔵穴、北東隅寄りと南東隅寄りの小ピット以外には、壁溝・柱穴等は確認

できなかった。貯蔵穴は本来長方形で、有段傾斜の壁面であったと思われる。現状での平面は長径

95cm、短径86cmとなり、床面からの深さは36cmである。住居跡の覆土 1層中には FAブロックが包

含されていた。

カマドは東壁の中央に造られている。袖には灰白色粘土が使用され、燃焼部の火床面にも同様の

粘土が貼られていた。袖は壁より垂直に垂下し、いくぶん内傾していた。右袖の長さは94cm、燃焼

部の幅は46cmである。火床面は平坦で、粘土が貼られた結果、床面との高低差はほとんどなくなっ

ている。ここにはさほど厚くはないが、灰の堆積がみとめられた。煙道は幅32cm、長さ53cm以上で、

燃焼部火床面から30cmの段を経て掘られていた。右袖の外側には灰層が形成されていた。
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1 灰黄褐色（!OYR4/2) シルト質口多量のFA小プロック・炭化物・焼土粒を含

むコ
2 黒渇色（!OYR3/1) 灰炭化物層n 士器片・焼土プロックを含む。

3 灰黄褐色（!OYR3/1) シルト質微嶽の炭化物、土器片を含むr

4 褐灰色（!OYR5/1) シルト黄多羞の炭化物、土器片を含む3

5 灰 白 色(!OYR7/1) 砂質口少鼠の炭化物を含むこ

6 褐灰色（!OYR5/1) 粘士質。混入物なしc

7 灰白色(!OYR7/1) 灰層炭化物、焼土プロックを含むロ

カマド

a 灰黄褐色（!OYR6/2) シルト質。被熱プロックとの混合士。天井部「

b 橙 色(2.5YR6/6) 焼土層，

c 鈍黄橙色（!OYR7/2) 粘土質3 炭化物と焼土の混合プロック。

d 灰白色（!OYR7/l) 灰層「小骨片（魚骨か）を含むr

e 褐灰色（!OYR6/l) 粘土質3 混入物なし2

f 灰白色(!OYR7/l) 粘土質c 混入物なしn

g 灰黄褐色(!OYR5/2) シルト質c 火を受けている。
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第276図第94号住居跡
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第277図第94号住居跡出土遺物（ 1)
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第278図第94号住居跡出土遺物 (2)
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第280図第94号住居跡出土遺物 (4)

遺物は直接本住居に伴うものと、覆土中のものとに分けられ、住居に伴う遺物はカマド、貯蔵穴

周辺のものと、それ以外の床面上のものとに分けられる。カマド・貯蔵穴周辺の遺物は、 2• 4 • 

5 • 6の坪、 25。26• 28 • 29の高坪、 33の用、 36• 37の甑、 42• 44の甕などで、一括して出土した。

これらの土器群は床面上、あるいはカマド燃焼部内の出土ではない。カマド左側ではやや床面から

浮き、カマド燃焼部では天井崩落土層の上面、またカマド右側では灰層の上面に見出された。正

立、および据え置かれた状態の土器はなく、方向も乱れていた。このことから見て、土器群はカマ

ドの上部施設に置かれていたものが、埋没途中に転落したものと考えられる。床面上の土器のうち、

カマド・貯蔵穴周辺のものは 1の坪、 27• 29の高坪、 39。40の甕だが、 27の高坪は貯蔵穴内に傾倒

した状態だった。また貯蔵穴上のカマド側には大型壺が横転して出土した。南壁下の貯蔵穴寄りで

は3の坪、 41• 43の甕が出土した。このうち、 43の大型甕は小ピットに据えられた状態だった。北

東隅では38の甕が横転して出土したが、この土器は口縁部から胴部にかけて意図的に打ち欠かれ、

さらに内面全体に樹脂が付着していた。樹脂塗布の際に、容器として用いられたものと考えられる。

以上の土器のほか柱材と見られる木片、滑石製の紡錘車と勾玉が出土した。覆土中の遺物は10~24

である。 1層から 4層にわたって出土しているが、床面上の土器とは明らかに時期差がみとめられ

る。出土位置にかかわらず土器の特徴をあげると、 16の坪と21の甕は打撃痕をもつ破片である。 30

と31は同一の高坪の可能性がある。 34の壺口縁部は転用器台の可能性がある。 35は破片であるが大

型の壺と考えられる。 37の甑は底部孔がケズリによって整えられず、指頭圧を加えられて薄く不整

形になっている。 38の甕の打ち欠きは外側からの打撃によってなされ、樹脂付着は口縁部の一部を

のぞく内側全面におよんでいる。 42の甕は胴部の下位に外側からの打撃によって穿孔されている。
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第94号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 14.0 5.3 3.9 RWW' A 橙 100 No. 3 

2 坪 12.6 4.8 5.0 RWB A 橙 100 No.11 平底

3 坪 12.7 4.8 RW B 明赤褐 100 No17 

4 坪 13.5 4.9 4.5 RW A 明赤褐 100 No.20 平底

5 坪 13.4 5.0 RW A 明赤褐 100 No22 

6 坪 13.4 4.9 5.9 RWB A 橙 95 No.23 

7 坪 13 5 5.0 4.5 RWW' A 橙 100 床直

8 坪 (13.8) (5.0) RWB C 橙 30 ， 手捏土器 5.8 4.6 3.9 RW A 明赤褐 60 

10 坪 13.6 5.8 RWB B 橙 50 

11 坪 13 5 5.7 R B 浅黄橙 60 

12 坪 12 5 5.0 RWB B 橙 90 

13 坪 (11. 0) (5.2) RWB B 橙 30 

14 坪 (13. 7) (3.9) RWB B 鈍赤褐 20 内外面黒色処理

15 坪 13.4 (6.9) RB A 橙 70 

16 坪 RW B 橙 破片 打撃痕土器片

17 空士 11.4 (3. 7) RWB B 橙 90 

18 小型 甕 12.3 (4. 7) RW C 鈍橙 70 

19 高 坪 12.6 8.6 10.9 RWB B 橙 70 

20 高 坪 (3 9) 10.5 RWB A 橙 60 

21 甕 (18. O) RW B 橙 25 刃物打撃痕土器片

22 甑 (16. 4) (11. 9) (3. 7) RWB B 橙 25 

23 甑 (24.2) (15.9) RW B 橙 25 

24 ミニチュア (7. 9) (6.6) WB B 鈍赤褐 25 甕形

25 高 坪 16.4 11.3 13.0 RW B 橙 90 No. 2 

26 高 坪 16.1 12.4 11. 9 RWW'B B 橙 80 No. 7 

27 高 坪 16.5 12.3 12.4 RWE B 橙 90 No.12 

28 高 坪 17 5 12.7 13.0 RW  B 橙 90 No21 

29 吉回 坪 16.7 12.9 12 7 RWW' B 橙 70 No.27 

30 高 坪 21 4 (6.4) RWB B 橙 50 

31 高 坪 (9.0) R B 明赤褐 80 

32 高 坪 (2.2) 12.4 RWB B 橙 60 

33 坦 9.5 14.0 2 4 RW A 鈍赤褐 100 No.24 

34 罪土 21.6 (6. 7) RB A 橙 80 転用器台の可能性有り

35 て立 (32. 7) (5.0) RWB A 鈍黄橙 25 

36 甑 26.8 24.0 7 5 RWB A 浅黄橙 100 No. 5 

37 甑 19.9 11.0 5 5 RWB A 鈍黄橙 95 No. 6 不整形な底部孔

38 甕 18.5 28.2 6.5 WB A 灰白 100 No.1 胴部上半を打ち欠く 内

面樹脂付着

39 甕 20.7 28.3 6.8 RW A 明褐灰 80 No.18 

40 甕 (19. 2) (9 6) WB A 鈍黄橙 40 No. 9下

41 甕 (22.2) (6.5) RWBH A 鈍橙 40 No.16 

42 甕 17.0 26.0 5.8 RW B 淡赤橙 80 No.19 穿孔土器

43 甕 23.7 32 3 7.6 RWBH A 橙 85 No.14 

44 甕 19.4 27.0 6.5 RW A 橙 90 No.25 
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第95号住居跡

かー 4グリッドに位置する。全体は均整のとれた方形で、各隅部の屈曲は鋭い。規模は長軸長4.73

m、短軸長4.46m、面積約21.1m＼深さ0.45mで、主軸方向はN-20°-Eである。床面は地山砂層

に掘り込まれており、東から西へ向けてわずかに傾斜していた。また、カマドの全面はやや窪んで

いた。貯蔵穴は住居跡の北東隅に検出された。径102cm、床面からの深さ33cmの摺り鉢状である。そ

のほかに、壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。覆上 8層中には FAブロックが包含されてい

た。

カマドは北壁の中央部に造られる。袖には灰白色粘上が使用されており、壁から「ハ」字状に広が
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1 褐灰色（10YR6,1) 焼土拉・炭化物を含む

2 灰黄褐色（10YR612) !尭土粒・炭化物を含む

3 掲灰色（10YR411) 多量の炭化物を含む

4 灰黄褐色（10YR612) 多量の黄色粒を含み、 2層より黄色味か強い

5 仄黄褐色(!OYR52) 炭化物・焼上粒を含み、砂っはい

6 褐灰色（10¥'Rli'l) 灰色の粘上・完化物を含む，

7 灰 色(10¥l!4'1)炭化物陪

8 渇灰色（2..i¥R6 2) FAプロノクを含む

第281図第95号住居跡
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カマド

a 鈍赤褐色 (2.5YR5!3) 多県の焼上粒．

b 灰 黄 色(2.5YR6/2) 少乱の炭化物・

c 鈍 橙 色(2.5YR6/3) 多址の焼土プロノクを含む'天井部崩落

d 褐灰色(!OYR5/l) 少乱の焼土プロノクを含む 天井部崩溶

冒

e 黒褐色(10YR311) 灰屈

f 灰黄褐色（10¥R62) 多県の黄色粒を含む， 0 
g褐灰色(10YR411) 灰思

第282図第95号住居跡カマド

る。右袖の長さは83cm、燃焼部の幅は31cmである。火床面はほぼ平坦で、厚く灰の堆積が観察され

た。煙道は幅24cm、長さ138cmで、地山を水平に掘り抜いている。煙道部奥壁から108cmのところに

煙出ピットを穿っていた。支脚の位置は燃焼部の左寄りであり、高坪が使用されていた。左右両袖

の外側には灰層があった。

遺物はカマドを中心に出土した。カマド燃焼部からは 1• 2 • 3の坪、 15の高坪、 20の壺、 21の

甕が出土したが、 3は灰層上に伏せられていた。 15の高坪は支脚として倒立転用され、 21の甕がのっ

ていた。このほか、 4 • 5の坪は床面上の出土であったが、 16の高坪と22。23の甕は覆土中から出

上した。また貯蔵穴付近を中心として、床面よりやや浮いて土玉が 5点出上した。 20は壺からの転

用器台である。
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゜
10cm 

22 

第284図 第95号住居跡 出土遺物 (2)

第95号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.0 5.1 RW B 鈍橙 100 No. 2 

2 坪 12 9 4 7 RW B 灰褐 90 No. 3 

3 坪 13.2 5.3 w C 橙 80 No. 5 

4 坪 11.8 4.9 w A 鈍橙 90 No.11 

5 坪 13.1 5.3 RW B 橙 100 No.10 

6 坪 12.3 5.8 w A 橙 100 覆土

7 坪 12.2 5.1 RWB B 鈍黄橙 80 

8 坪 11. 9 5 3 RWW'B B 橙 70 ， 坪 13 0 5 0 RW B 橙 100 覆土

10 坪 13 (4.8) RWB B 橙 50 

11 坪 12 9 (5.0) RW  B 赤褐 60 

12 坪 14 0 4.2 w A 鈍赤褐 30 内外面黒色処理

13 坪 (11.9) (4.3) w B 暗赤褐 20 内外面黒色処理

14 大型坪 16.6 7 0 RW  B 鈍橙 70 No. 4 

15 高 坪 15.7 10.9 9.4 RW  A 橙 60 No. 6 

16 高 坪 17.0 11.3 R A 鈍黄橙 70 No. 7 

17 高 坪 (6.8) 10 0 w A 橙 95 覆土

18 支 脚 (5 6) (10.4) RW B 橙 40 

19 小型 甕 (13.4) RW  A 明赤褐 30 

20 て幸 16.0 (15.0) RWB A 淡赤橙 90 No.4 転用器台

21 甕 18.4 33.6 6.0 WB A 浅黄橙 95 No. l 

22 甕 19.0 33.9 5.0 RWB A 淡橙 60 No. 8 

23 甕 (23.6) RW A 橙 80 No. 7 
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第96号住居跡

かー 4グリッドに位置する。第97号住居跡を切り込んでいた。規模は長軸長3.72m、短軸長3.16

m、深さ0.45mで、主軸方向はN-23"-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれており、南東隅で

貯蔵穴と見られる。径73cm、深さ30cmの擢り鉢状ピットを検出したが、そのほかに壁溝・柱穴・ピッ

トは確認できなかった。覆土 1。2• 5層中には FAブロックが包含されていた。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは75cm、燃焼部の幅は

24cmである。煙道は幅18cm、長さ120cmで、傾斜をつけていた。右袖外側には灰層があった。

遺物は南壁下から 1~5の坪が出土したが、 3層中のものである。

"V 門 D' 

SJ 9c / /_  : " 麟冒°言―d ニ
II―-

c 2 9 2 0 c 

11 / ―-―-

¢ジ 疇冒
B' 

"~ II 11 SJ 97 

,, E ~ 

1 I : 口` 二E 9 B 7 0 

11 E' 11 

:: ~ ご
II 汀 こ
11・ C:勺s,.  | 
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＼ I 

41 

B 
--2 9 2 0 
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―- ----—ニ―ー：：：
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---：ニニ：：三三

゜
2m 

1 鈍苗橙色（!OYR4!3) 砂質 ，グ最の炭化物・ FAフロノクを含む

2 鈍英褐色（10¥R13） 粘上質 多景のFAフロック一少輩の炭化物を含む

3 鈍黄褐色（10¥R13） 砂阿 少景の炭化物を含む

4 鈍黄褐色 (10¥R4/3) 砂屑 多最の炭化物を含む

5 灰黄褐色 (10¥R42) 粘上質 多景の FAフロノク、炭化物・細砂フロノクを

含む

6 鈍黄褐色（10¥'R1/3） 枯・士質 炭化物を含む＿

7 里褐色(10¥Kl,J) 炭化物層 仄・焼上粒を含

8 鈍黄褐色（10YR4/3) 屈 質 少址の細砂プロノク

9 灰黄褐色 (!OYR42) 粘土質 少は0)繹砂プロノクを含む

カマト

a 灰黄掲色 (10¥Rが2) シル 1、'箇。天井の崩落，

b 黒褐色(10YR3'1) 灰炭化物層＿焼上粒を含む

c 掲灰色（10Yll4'1) I天炭化物層＿粘上粒を含む

d 黒掲色（10¥R391） 炭化物層←赤変した粘上フロ／クを含む

e 鈍黄褐色(JO¥R4,3) シルト質~。紐砂フロ／クを含む

f 褐仄色(10YR4'11 灰炭化物庖，赤変した粘．十ブロノクを含む。

ピット

l 鈍黄渇色（10¥R4'1） 砂質~ 多はの炭化物を含む

第285図第96号住居跡
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第286図第96号住居跡出土遺物

第96号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.4 5.2 RB B 橙 70 No.1 

2 坪 11.8 4.9 RW B 橙 60 No. 2 

3 坪 13.0 4.2 RW A 橙 100 No. 3 

4 坪 12.2 5.5 RW B 橙 95 No. 4 

5 坪 12.0 4.9 RW B 橙 80 No. 5 

6 坪 (13. 0) (5.5) WB B 鈍黄橙 40 

7 小型甕 (13 4) (10.2) RWB B 橙 30 No. 6 

第97号住居跡

かー 3グリッドに位置する。南西隅を第96号住居跡に、南壁の一部を第98号住居跡に、それぞれ

切られていた。全体はカマド位置に対して横長の長方形で、四壁は直線的に掘り込まれる。規模は

長軸長4.58m、短軸長3.52m、面積約16.1m＼深さ0.39mで、主軸方向はN-2 °-Eである。床面

は地山砂層に掘り込まれ、緩やかながらも起伏を有していた。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認

できなかった。覆土 1層中には FAブロックが包含されていた。また 3層中には多量の炭化物とと

もに、多くの土器も包含されていた。なお、住居跡外ではあるが、北西隅において炭化物の充填さ

れた、楕円形のピットを検出した。本住居跡との関連も充分に考えられるが、第 8号土塙として後

述する。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘上が使用され、内面は固く焼土化していた。左袖の長さ

は69cmで、燃焼部の幅は36cmである。煙道の幅は31cm、長さ 128cmで、わずかに傾斜をつけて地山を

掘り抜いていた。支脚位置は左寄りであり、粘土塊の上に坪を伏せ転用していた。

遺物は支脚に転用された 1の坪以外はすべて 3層を中心とした覆土中から出上した。投棄された

と見られる土器群であるが、 7の坪や16• 17の甕など完形の土器が含まれることが注目される。 7

の坪は内側全面と口辺部外面に樹脂が付着している。 8の坪は破片で、内外面に赤色顔料が付着し

ているが、液状の顔料の雫が流れた痕跡が数条みとめられるため、塗彩土器というよりは、塗彩作

業にかかわる用具のひとつと考えられる。 22の甕は底部を欠損するが胴部下端が水平に整えられて

おり、転用器台の可能性がある。 25は残存率が低いが復元口径22.5cm、同じく胴部最大径52cmとな

り、第 1号祭祀跡出土の大型壺程度の大きさになると考えられる。
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1 /ば黄橙色（10¥'RS/3) 砂竹 多景の FAフロノクを含む

2 灰黄掲色（10¥R6.'2) 砂質 微景の炭化物・焼十粒を含ず）＇，

3 褐灰 色(10¥R4,11 ／ルト質 多晶ガ）炭化物・上器を含砂

4 褐灰色（10¥’R5 1） シルト質炭化物を含むし

5 灰苗掲色（!OYRG'2) 砂竹→微瓶の炭化物を含む

6 純黄橙色 (10¥R7'21 砂質 微址の炭化物を含む

7 褐灰色(!OYRり 1) 砂質微址のI焚化物を含む

8 灰白色（!O¥'R7 1) ンル 1ヽ＇尻混入物なし

9 庚白色（11)¥'R7'11 粘七質混入物なし

カマト

a 鈍黄橙色（!O¥'R7/2) 枯土質 天井に使用された粘土，、

b 明赤褐色 (2,5¥'R5ん）焼十唇硬いフロノクではなく、もろし、，

c 暗赤灰色(lOYR3/l) 灰層 炭化物，焼上フロノクを含む

d 灰赤色(lOYR6/2) 粘士質 支別の坪を固定十るための粘士

e 灰白色(1(IYR7/1） 砂質煙道丈井半壊後の流入土＿

f 明赤褐色（2.SYR5/6) I尭土フロノク。

g 里褐色（10¥R39]) 灰層煙道底面に堆団したしまらない灰

h 里褐色IJOYR2ふ） 枯上竹天井崩溶＿t•と炭化物との混合庖

第287図第97号住居跡

第97号住

4

5

6

 3層 内外面に樹脂付着

40 I赤色顔料付着

―-323-
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第290図第97号住居 跡出土遺物 (3)

第97号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

， 坪 12.5 (5.0) RW  B 明赤褐 50 覆土

10 坪 13.3 5.0 RW  B 鈍黄橙 80 

1 1 坪 (9. 9) (4.4) RW  A 浅黄橙 30 

12 大型坪 16.4 7.5 RWE B 橙 70 3層

13 小型甕 12 9 13.6 5.4 RH B 鈍橙 50 覆土

14 小型甕 14 6 (10 6) RWB B 橙 70 3層

15 甑 (8.2) (3. 0) RW' A 橙 30 

16 罪写 18 2 25 3 6.1 RWBH A 灰白 100 3層

17 甕 17.7 33.9 5.5 RW  A 明褐灰 100 3層

18 甕 19.2 (13.0) RWB A 灰白 75 3層

19 甕 (14.0) 5.7 RW  A 淡橙 80 覆土

20 甕 18.7 (25.4) RWU B 灰白 90 

21 甕 16.8 (24.0) RWE A 淡橙 80 3層

22 甕 17.4 (25.8) RWH A 橙 80 3層転用器台の可能性有り

23 甑 (26.2) (19.8) RWB A 鈍橙 25 3層

24 甑 24.4 18.5 RW  A 橙 25 

25 宜手 (22 5) (35.5) WB  B 灰白 10 3層 大 型

-326 



第98号住居跡

かー 3グリッドに位置する。本跡のカマド煙道は、第97号住居跡を切り込んでいた。南西隅は調

査区外に延びている。全体は比較的整った方形であり、壁の立ち上がりもしっかりしていた。規模

は長軸長3.5m、短軸長2.95m、面積約10.3rriべ深さ0.49mと小型の住居跡で、主軸方向はN-22°―

Wである。床面は地山砂層に掘り込まれており、中央部へ向け皿状に窪んでいた。カマド左側では

径78cm、深さ12cmのきわめて浅い貯蔵穴を検出した。これ以外には、壁溝・柱穴・ピットともに確

認ができなかった。覆土2• 3層には FAブロックが包含され、 5• 6層では純層に近かった。特に

5層は固く締まっており、自然堆積の覆土というよりは、むしろ床面に人為的に敷かれたもののよ

うである。

カマドは北壁の中央、わずかに西寄りに造られる。袖は平行に垂下し、灰白色粘土が使用されて

いた。右袖の長さは70cmで、燃焼部の幅は35cmである。平坦な火床面は床面との明瞭な境界が見ら

れず、ごく緩やかに立ち上がっていく。灰は層として識別できるほどの堆積は見られなかった。煙

ロ ／

< 

8
-

B
 

ヽ
炭化材

I 

'I  
I I 
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＜
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1 鈍黄橙色 (10YR7/2) 砂質微量の炭化物・焼土を含むロ

2 灰黄褐色（10YR6/2) ンルト質多量の F Aプロソク、土器片を含む。

3 褐灰色（10YR5/1) 粘土質。多址の炭化物、 F Aフロックを含むコ

4 灰白色（10YR7/1) ンルト笥混入物なしz

5 鈍橙色 (2.5YR7/3) FA層。床面のぼぼ全面に広かり固くしまっている＜
6 鈍黄橙色 (2.5YR7/3) FA層

7 灰黄掲色 (2.5¥'R5/2) 粘土質。微星の掲色シルトフロノクを含む。

゜
2m 

第291図第98号住居跡
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a 灰白色（10YR7/l) 粘土質口焼士・炭化物を含む口天井の崩壊粘土。

b 橙 色(2.5YR6/8) 焼土層天井内面の崩落ロ

c 黒褐色(!OYR3/l) 灰層口焼士プロックを含む。

d 鈍黄橙色(10YR7/2) 砂質煙道内の流入土。

e 黒褐色(10YR3/l) 灰層煙道底面の堆積灰。

f 灰黄掲色（10YR6/2) シルト質。 g層と地山土との混合層ロ

g 黒褐色（10YR3/2) 灰層。緻密なシルト状口

h 灰黄褐色（10¥’R5/2） シルト質。灰とシルトプロックの混合層。

゜
1m 

第292図 第98号住居跡 カマド

道は幅21cm、長さ137cmで、地山にやや強めの傾斜をつけて掘り抜かれていた。その先端部には、径

25cmの煙出口を穿っていた。支脚はカマドの中軸線上、燃焼部の中央に据えられ、高坪が使用され

ていた。

遺物はカマド・貯蔵穴から出土した。カマド燃焼部には15の高坪が支脚として倒立転用され、そ

の上に19の甕が乗せられていた。 20の甕はその手前右寄りで出土した。

にあったが、層位的には天井の崩落土層上である。貯蔵穴からは多量の土器が出土した。 16の甑は

9の坪は19の奥で正立状態

から浮いていた。

倒立して置かれ、焼成後に穿孔された 3の大型坪、 7の坪、破砕状態の17• 18の壺、 11の坪は床面

またカマド右側からは 1の穿孔坪と 5の坪、 12の椀が出土した。 1 • 2 • 3 • 4 

と穿孔された坪が目立つのが特筆される。

6の口唇内面と14の口縁内面には磨滅帯がみとめられる。

また 4• 6 • 14の3点セットは使用頻度が高かったらし

く、 このほか、南東隅寄りの床面上から

は長さ120cmの炭化材が出土した。しかし、これ以外には炭化材や焼土の検出はないため、焼け落ち

た屋根材か否かの判断は付けかねる。
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第293図第98号住居跡出土遺物（ 1)
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第294図第98号住居跡出土遺物 (2)

第98号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 13.2 4.7 RWB B 橙 70 No. l 穿孔土器

2 坪 12.3 4.9 RWB B 橙 60 No.16 穿孔土器

3 大型坪 14.9 6.2 RWB A 明赤褐 100 No15 穿孔土器

4 坪 (11.3) (5.1) RW  B 鈍橙 25 穿孔土器

5 坪 12.9 5.4 RWB B 橙 80 No. 2 

6 坪 12 2 5 0 RWB A 橙 100 No.17 口縁部内面に磨滅帯有り

7 坪 12.2 4 6 RB A 鈍橙 70 NoJ2 • 13 

8 坪 12.7 5 0 RWB B 明赤褐 60 ， 坪 12.2 5.0 RWB A 橙 100 No. 5 

10 坪 12.9 5.0 RW  B 橙 80 

11 坪 12.5 5.3 RWB B 橙 100 No.13 

12 椀 12.4 7 2 RWB B 橙 50 No. 2 
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第98号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

13 鉢 (15.0) (11. 4) (4.4) RWB B 浅黄橙 30 

14 小 型甕 14.0 (7.1) R C 鈍 100 No.18 転用器台

15 高 坪 17.7 13.8 13 0 RW A 橙 75 No. 7 カマド支脚に転用

16 甑 24.3 24.3 8.4 RW A 灰白 95 No.ll 

17 壺 (17 4) 5.3 RW B 橙 90 No. 8 
18 壺 13.3 14.3 5.1 WW'B C 鈍橙 70 No. 9 

19 甕 18.3 32.6 7.0 RWH B 鈍橙 100 No. 4 

20 甕 17.0 28.8 4.0 WB A 橙 100 No. 3 

第99号住居跡

かー 3グリッドに位置する。第100号住居跡の西壁を切り込み、第101号住居跡の煙道先端に切られ

ていた。四隅の屈曲は鋭く、全体はきれいな長方形となる。規模は長軸長3.88m、短軸長3.14m、

面積約12.2m¥深さ0.38mで、主軸方向はN-40°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれて

゜ヮ 1 0, 

B 

くロ

＼ 

l r}(黄褐色 (10¥'R6,2) シルト質，多鼠の炭化物・ •I尭土フロノクを含む

2 純黄橙色（10¥R7/2) ンルト質

3 r}(黄褐色（10¥'R5'2) ンルト質

4 淡赤橙色 12,5YR7/1) F ;¥層

5 褐灰色(2,5¥'R6/1) '/1レト質微景の炭化物を含む

6 純黄橙色 12,5¥'R7/2) 砂質 混入物なし

7 灰白色(2,5¥'R711) ンルト質，炭化物・廃士フロノクを含む

8 仄白色(2,5¥'R7/1) 枯士賀微址の炭化物含む

9 灰白色(2,SYR7'1) 砂質 6層と地山層との混合層 液状化により形成，

10 褐灰色(2,5rn6, 1) ンルト質，炭化物・焼土フロ／クを含む

< 

SJ 100 

B' 

.sJ 101 

言

： 

＜ 

B C C' 
- 79 30 

0 2m 

カマト

a 灰黄褐色（!O¥'R6'2) 寺占ド頁炭化物・焼士を含む，本来の天井。

b 渇灰色（!OYR4/2) 灰層灰と被懃粘上フロノクとの混合層

c 里 色（1orn2,11 灰溜

d 灰白色（!OYRS/1) 粘十質 支脚を固定すろための粘士。

e 灰白色（!OYR7/J) ンルト質2 袖の崩溶土，

［ 褐 1尺色l!OYR6/1) /;レト質c 多量0)灰・廃土プロックを含む 2

第295図第99号住居跡

331-



こ三
｀ ｀三 IiiLi]二＼汀

ロミ＼｀□1)/l,"'

二 三
~\\II!I鸞~12

皇`

ロ 11]]1
/II/ 1]¥¥ 

13 

第296図第99号住居跡出土遺物
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第99号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.6 4.6 RWB B 橙 100 No. 4 

2 坪 12.7 5.3 RWB B 橙 50 

3 坪 12.4 5.5 RWB B 橙 80 

4 坪 (12.2) (5.0) RWB B 明赤褐 40 

5 坪 (11.8) (4.5) RWB A 橙 40 

6 坪 14.2 5.9 RWBU A 明赤褐 70 

7 大型坪 15.8 7.1 RWB A 橙 100 No. 5 

8 大型坪 17.0 6.7 RWW'B B 橙 60 ， 手捏土器 (5.6) 2.9 (2. 7) RW B 鈍橙 20 

10 支 脚 6.4 12.9 RW  B 橙 60 

11 甑 22.7 29.3 10.7 RW  B 灰白 50 No.1 • 6 

12 甕 14.4 20.1 RWB B 鈍橙 95 Nu3 

13 甕 17.8 35.3 7.0 RW  B 橙 95 N112 

おり、中央部はやや窪んでいた。カマド右側で径101cm、深さ13cmの皿状の貯蔵穴を検出したものの、

壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北東壁の北寄りに造られ、袖には白色粘土が使用されていた、右袖の長さは61cm、燃焼

部の幅は34cmである。火床面は平坦ながら、緩やかに上昇していく。内部には厚く灰の堆積が見ら

れた。煙道は幅26cm、長さ21cm以上で、強めの傾斜をつけて掘られていた。支脚位置は中軸線上の

奥部であり、土製のものが使用されていた。左右両袖の外側には、やはり厚く灰層の堆積がみとめ

られた。

遺物は主にカマドの周辺から出土した。カマド前面の床面上からは 1の坪、 7の大型坪、 12• 13 

の甕が出土した。坪 2点は完形品、甕 2点ははほぼそれに近いものである。 11の甑はカマド両袖外

側の灰層上面から、破片となって見いだされた。

第100号住居跡

かー 3グリッドに位置する。北西壁を第99住居跡、南西壁を第101号住居跡、それぞれに切られて

いた。四壁は直線的で、全体はほぼ方形となる。規模は長軸長5.55m、短軸長5.17m、面積約28.7

m2、深さ0.33mで、主軸方向はN-30'-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれており、中央部が

いくぶん高まっていた。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土の堆積状況はかな

り乱れていた。 7• 8層と他の土層との関係、 2層と 3層との部分的な逆転、灰・炭化物主体で土

器片を含む 3• 4層の存在などから判断すれば、これらは人為的な埋め戻しと考えられる。

カマドは北東壁に造られ、袖に使用された灰白色粘土や焼土・灰などがみとめられたが、明瞭な

袖や煙道は検出できなかった。意図的に破壊された可能性もある。断面観察から燃焼部幅は約50cm

で燃焼部底にも粘土が敷かれていたと考えられる。

遺物は床面上で 6の壺が出土したのみで、ほかは 3• 4層中からの出土である。 6は胴部中位に

煤が付着し、下半が被熱赤変しているので火に掛けて使用されたと見られる。
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1 鈍黄橙色 llOYR7,21 砂質 炭化物を含む

2 鈍黄橙色（10YR7,'2) 砂質 混入物なし

3 黒 色（10¥R21） 炭化物屑＿多星の焼七フロ／ク・炭化物、土器片を含む

4 黒褐色（10¥R3'1) 1尺阿 多量の吹化物、土器片を含的

5 仄臼色（10¥R8'1） ／ルト質こ炭化物を含む

6 灰白色（10YR7n) ンルト質，多景の炭化物を含む

7 鈍黄橙色（10YR7/3) 砂質 微景の炭化物を含む

8 は黄掲色（!OYR6>2) 砂質 混入物なし

9 灰黄褐色（!OYR6/2) ンルト質 微址の炭化物を含む

10 鈍英橙色 (!OYR7!2) 、/Iレト竹 微拡0)炭化物を含む

11 灰黄掲色（10¥R5>2) 砂質 多醤の炭化物を含む

カマド

a 里褐色(!OYR312) 灰層。炭化物を含む

b 青灰色 (10YR6/l) 灰悟□ 炭化物を含む

c 鈍赤褐色 (25¥R5/4) 焼土恩被熱赤変した粘士

d 鈍黄橙色（10YR712) シルト居，，カマトに使用された粘上，』

e 暗赤掲色 (2.5YR3/J)灰居 炭化物・赤変粘土を含む

第297図 第100号住居跡
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第298図第100号住居跡出土遺物

第100号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.7 5.2 RWB B 橙 70 

2 坪 (13.3) (5.4) RWB B 橙 40 

3 坪 (13.2) (4.8) RWB B 橙 30 

4 坪 (12.2) (6.3) RWB B 橙 30 

5 大型坪 16.2 6.7 RW B 明赤褐 70 

6 壺 18.4 21.6 6.2 RW B 橙 80 火に掛けた痕跡有り

第101号住居跡

かー 3グリッドに位置する。第99号・第100号・第102号住居跡の埋没後、これらを切り込んでい

た。南壁西部は側溝によって破壊されていた。規模は長軸長3.21m、短軸長3.10m、深さ0.30mで、

ロトト ／： 三 2

.1 

三 3

゜
10cm 

第299図第101号住居跡出土遺物

第101号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 甕 (18.5) (7.8) BU B 鈍黄橙 25 

2 • 宰 12.3 (5.4) RWB B 鈍黄橙 90 転用器台

3 坪 12.1 4.6 RWB C 橙 60 
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1 褐灰色(!OYR6/l) 微温の炭化物を含む」

2 渇灰色(!OYR6/l) 多最の焼土粒・炭化物を含むe

3 灰黄色l!OYR6/2) 炭化物・ FA粒を含む2

4 鈍黄橙色（!OYR6/3) 黄色砂粒 •FA粒を含む「
5 鈍 黄 色(!OYR6/3) 黄色粒・炭化物を含むっ

6 黒褐色（!OYR3/l) 炭化物層＾

7 灰黄色（!OYR6/2) 多量の黄色粒を含むこ

8 暗灰黄色（!OYR5/2) 炭化物・焼上粒を含む，

9 灰黄色（!OYR6/2) 炭化物・灰色粘士を含む，

10 灰黄褐色（!OYR6/2) 炭化物を含むe

11 9音灰黄色（10YR5/2) 炭化物，白色粘土プロックを含むこ

12 黄灰色（10YR5/l) 炭化物，白色粘土プロック・灰を含むこ

13 暗灰黄色（10YR5/2) 微量の炭化物を含むc

第300図

カマド

a 鈍黄色(2.5YR4/3) 粘土質＂混入物ない天井の崩落。

b 澄 色(2.5YR6/6) 焼土層口焼土プロック・灰を含む，，天井の崩落，9

c 灰 色(10YR4/l) 灰層。

d 灰黄褐色（10YR6/2) 砂層。微量の焼土プロックを含む。流れ込みの砂『9

e 灰褐色(10YR6/l) 灰層＂焼土粒、多最の砂を含む， 9

f 鈍黄橙色 (10YR7/2) 砂層n 地山砂の流れ込み。

g 灰黄掲色llOYR5/2) シルト質。地山シルトの流れ込み。

h 褐灰色(10YR4/l) 灰層。灰が主体だが微枇の砂を含むn

i 褐灰色(!OYR5/l) 灰層. e層に類似するが砂の混入が少ないn

第101号住居跡

主軸方向はN-20"-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認

できなかった。覆土 3• 4層には FAブロックが包含され、堆積にも乱れがみられることから、人

為的な埋め戻しが考えられる。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた、左袖の長さは71cm、燃焼部の幅は

36cmである。煙道は幅29cm、長さ123cmで、先端に煙出ピットをもっていた。支脚は不明だが、燃焼

部中央からやや浮いて礫が出土し、支脚として使用されていた可能性も考えられる。右袖の外側に

は灰層があった。

遺物の出土量は少なかった。 2は壺の口縁部のみを転用した器台である。
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第102号住居跡

かー 3グリッドに位置する。第101号住居跡に東隅部を切られていた。住居の南 3分の 1ほどは調

査区外となるため、全体の形状や規模は明らかとしえなかった。検出した部分の規模は長軸長3.72

m、短軸長3.55m、深さ0.25mで、主軸方向はN-130°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、

壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは調査前に設定した排水用の側溝によって、そのほとんどを破壊してしまった。但し、焼

土や灰白色粘土ブロックなどの残存から、東壁のやや北寄りに造られ、袖は灰白色粘土を使用して

いるものと考えられた。

遺物はきわめて少量で、図示した坪も残存率は低い。

¥¥--------------、1

/ ,:／カマド：
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第301図第102号住居跡

□, ロニロロ]2

1 灰黄褐色（IOYR6/2) 砂質口炭化物・

焼土粒を含むn

2 鈍黄橙色（IOYR7/2) 砂質微量の炭

化物を含む。

3 鈍黄橙色(IOYR7/3) 砂質。微量の炭

化物を含むロ

4 鈍黄橙色(IOYR7/2) シルト質。微鼠

の炭化物を含む。

5 黒 色(IOYR2/l) 炭化物層。

6 黒褐色（IOYR3/1) 炭化物層。

゜
2m 

゜
10cm 

第302図第102号住居跡出土遺物

第102号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存

1 坪 (12.1) (4. 7) RW B 橙 15 

2 坪 (12.0) (3.2) RB A 橙 10 

-337-
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第103号住居跡

かー 3グリッドに位置する。南東隅部は調査前に掘削した排水用の側溝により、床面まで破壊し

てしまった。但し、調査区の壁には本跡が現われていないため、側溝の中で収束していたものと考

えられる。全体はカマドに対して横長の長方形を基本とするが、西壁に比して東壁がかなり長いた

め、台形に近いものとなっていた。各壁は直線的に掘り込まれ、北側両隅のなす屈曲は鋭い。規模

は長軸長4.91m、短軸長4.45m、面積約21.7m¥深さ0.38mで、主軸方向はN-93'-Eである。床

、V ＼
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1 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質 微量の炭化物粒を含む

2 灰黄褐色（!OYR5/2) シルト質こ微量の炭化物を含むヘ

3 灰黄褐色(!OYR4/2) 粘士質a 微量の炭化物を含む，

4 灰黄褐色（!OYR6/2) シルト質炭化物を含む＾

5 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質ご混入物なしこ

6 褐灰色（!OYR6/1) 砂質口灰色粘土プロック・炭化物を含むロ

7 灰白色（!OYR7/1) 粘土質。混入物なし3

8 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質。炭化物を含むロ

9 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質O i夜状化による地山砂混合層。

10 橙 色(2.5YR6/8) 粘土質口灰と焼土プロックの混合層 C

第303図第103号住居跡
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カマ,_

a 鈍黄橙色(IOYR7!2) 粘」質．カマトの天井・袖．こ使用した枯士

b 橙 色(2G¥'R6i6) I尭j習天井祁の崩落炭化物と Ilも合

c 灰褐色（10¥'RS/I) シルト質しイ昆入物なし．

d 車褐色（1UYl!3,l) 灰層 枯十プロノク・焼＿j＿プロ／ク・魚骨片を含む＿

e 純黄橙色 (1()¥116/3) 砂質し微凪0)炭化物を含む’

1 褐灰色(10¥116/1) 灰層 地山砂層と混合しt-析開かなI火阿

g 鈍黄橙色(lO¥R7/2) 砂究。混合物なし，）

h 橙 色(2.5¥'Rい81 焼土屑，煙道天井下面の崩落

l 褐灰色（10¥R『 l） 帖土質微景の炭化物を含む→

J 黒褐色(IOYR2/2) 粘上質 多景の炭化物を含む

k 灰白色（10¥'R7'll シルト質混人物たし

1 鈍黄橙色（10YR6,3) 砂質 混入物なし

。
1m 

第304図
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゜
第305図

第103号住居跡

第103号住居跡
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第103号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.8 5.7 RWB B 橙 70 No. 3 

2 大型坪 15.5 6.5 RWB B 橙 90 

3 壺 22.0 (7.1) RW A 明赤褐 100 No. l 転用器台

4 壺 19.2 (9.2) RWB B 淡黄 100 No.2 転用器台

面は地山砂層に掘り込まれており、中央部がわずかに高まっていた。液状化による攪乱も部分的に

はみとめられたが、壁の立ち上がりは概ね急角度を保っていた。床面上からはカマド右側で径83cm、

深13cmの皿状の貯蔵穴を検出したにとどまる。壁溝．柱穴・ピットなどはいっさい確認できなかっ

た。覆土の砂質土とシルト質土が交互に詰まったもので、その堆積状態は不自然で乱れていた。こ

のことから見て、これらの覆土は自然堆積によるものではなく、人為的に埋め戻されたものと考え

られる。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。袖は壁からほぼ垂直に、左右が平行して垂下してお

り、長さの割には幅の狭いものであった。造り付けるに際しては、灰白色粘土が使用されていた。

左袖の長さは57cm、燃焼部の幅は36cmである。燃焼部は平面的には長方形となり、袖の内面は内側

に向けて少し傾斜していた。火床面は平坦で、床面との高低差はほとんど見られなかった。灰の堆

積は厚く、燃焼部全体に形成されていた。天井および袖は意図的に取り除かれたようであり、カマ

ド外周の幅40cmほどの範囲には、焼土と灰白色粘土との混合土が広がっていた。煙道は幅27cm、長

さ138cmで、地山に傾斜をつけて掘り抜いていた。先端には径25cm、深さ33cmの煙出ピットを穿って

いた。なお、狭い範囲ではあるが、左袖の外側には灰層の形成がみとめられた。

遺物はカマド周辺にまとまっていたとはいうものの、出土量としてはきわめて少なかった。カマ

ドの右側と貯蔵穴からは 3• 4の転用器台 2点が出土した。両者はともに壺の口縁部から肩部にか

けての破片で、口縁部を上に据え付けられた状態であった。このほか、東壁際の床面上からは 1の

坪、貯蔵穴と南壁際の床面上からは土玉、南壁際の覆土上層からは手捏土器、それぞれが見いださ

れた。しかし、手捏土器は調査終了後に紛失してしまったため、ここに図示することができなかっ

た。
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